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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。























口絵・本文イラスト　梶島正樹

カバーデザイン　朝倉哲也（designCREST）









　目次







１「初めてのおつかい」

２「逃にげろや逃げろ」

３「パン・ドーラ」

４「新たな戦場へ」

５「脱だつ走そう」

６「決着」

７「それぞれの前ぜん哨しよう戦せん」

８「樹じゆ雷らいへ」

９「決けつ闘とう」

10「ランチ・ショー」

11「産うぶ声ごえ」




　あとがき








　　１「初めてのおつかい」







　地球。柾まさ木き天てん地ち家の居間、その階段下には奇き妙みような扉とびらがある。それは普ふ通つうの家にあるような、階段下のデッドスペースを使った物置ではない。その扉を普通に開ければ、落下防止の格こう子し状の床ゆか板いたと、地下へと続く階段が見えるだろう。しかしある決まり事を行いその扉を開けば、その向こうには、物理的には有り得ないくらい広大なホールが広がっているのだ。

　柾木家階段下の扉は地球からはるか離はなれた宙域にある惑わく星せい三個と、それらを繫つなぐ大型ステーションから構成された白はく眉び鷲羽わしゆうの秘密研究施し設せつに繫がっていた。だが、いつもならばステーション中央のホールで作業をしているはずの、鷲羽の姿はそこには無かった。




「みゃあ、みゃあ、みゃあ」

　そこはどれだけの広さがあるのか、どういう形をしてるのかすら視認出来ない、漆しつ黒こくという言葉がピッタリな空間だった。人型魎りよう皇おう鬼きが立っている幅はば五メートル、長さが百メートルほどの、ほのかな光を放つ橋のような構造物だけが、その空間の大きさを示す物差しとなるものだが、光をまったく反射しない空間は、それ以上の無限の広さを感じさせた。

「みゃあ」

　魎皇鬼が見上げる先には、クリスタルの形状とその配置こそ違ちがうが、魎皇鬼の本体とよく似た船が、橋の淡あわい光を受けて暗くら闇やみの中に浮うかんでいた。その船を見つめる魎皇鬼の表情は、まだ幼いながらも姉か母といった慈じ愛あいに満ちたものだった。

「……最終チェック終しゆう了りよう……異常なし」

　橋の中なか程ほどから弱々しい鷲羽の声が聞こえ、魎皇鬼は声の方向に向かって走り出した。

　そこは二十メートル位の円えん盤ばん状になっていて、その中央にはこの空間を制せい御ぎよしている大きなソファー状の端たん末まつがあり、鷲羽はそこに全ぜん裸らで横たわっていた。

　グッタリとした鷲羽の全身は汗あせびっしょりで、目は虚うつろ───それはまるで出産を終えた後の妊にん婦ぷのように疲つかれ果てていた。

「みゃあ？」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　心配そうに覗のぞき込む魎皇鬼に微笑ほほえみかけ、鷲羽はゆっくりと起き上がった。そして彼女が全ぜん霊れいを注ぎ込んだ船を、満足そうに見上げた。

「みゃあ、みゃあ」

「ダメよ、起こしちゃ」

「みゃあ？」

「そうね、次に目を覚ますのは、ご主人になる人と出会った時よ」

「みゃあ??」

「あれ、確か言ったはずだけど？　ほら魎皇鬼も下の村で会った事あるはずよ。山やま田だ西せい南なって子」

「みゃあ!?　みゃあみゃあみゃあ！」

　魎皇鬼はその名を聞いた途と端たん、それはそれは嬉うれしそうにぴょんぴょん飛び跳はねると、脳のう震しん盪とうでも起こしかねない勢いで頷うなずいた。

「そうかい。優やさしくしてもらったのか。そりゃよかった」

　鷲羽は嬉しそうな魎皇鬼の顔を見て、安あん堵どの笑みを浮かべた。

　瀬せ戸との西南専用艦かんの依い頼らい内容は、「最高の船を」であった。鷲羽に依頼する以上、当然それは魎皇鬼と同型艦と言う意味だが、例えば魎皇鬼をそのまま西南の船にしても、最高の物とは言えない。やはり西南の特性に合う船が必要なのだ。そしてそれ以上に重要なのが、魎皇鬼タイプはメインユニットが人格を持つ船であり、持ち主と船との相あい性しようが、その性能に大きく影えい響きようするという事実だ。

　もちろんアストラルコアは、西南と共にありたいと願ったウィドゥーのものを使用したし、直接鷲羽自身が彼女とアストラルリンクを行い、その能力を精査した。

（彼女と西南殿どのの相性は悪くない。けど、それは彼女の理性と能力があればこそだ）

　しかしウィドゥーの希望もあり、人としての記き憶おくはもちろん、アストラス海へメモリーされた記憶すら、フィードバックされないように調整をした。それはつまり赤子から再成長をし、別人格となる事を意味する。そうなると、やはり西南の能力やその人ひと柄がらが重要となって来る。

（周りの評判や、実際の西南殿の行動から精査した結果、問題は無いと思ったんだけど……しかし！）

　その確率の偏かたよりによる不運に巻き込まれるのを恐おそれ、多くの者達が西南に近寄らないため、西南の人格の評価は、どうしても一部の人間のものに偏ってしまう。そしてその一部の人間からの評価は抜ばつ群ぐんだが、問題はその人達が鷲羽にとっても近しい人間ばかりだという事だ。

（天地殿や砂さ沙さ美みちゃん、柾木家の人達に瀬戸殿の関係者に、アイリ殿。あと美み守かみ殿とかの九く羅ら密みつ家関係……）

　もちろんその者達の見る目は抜群で、信しん頼らいするに足る者達ばかりだ。だからこそ、鷲羽自身の判断に、甘い部分や見落としがあるのでは？　と、不安があったのだ。

「魎皇鬼は……この子のご主人が、西南殿で良かったと思うかい？」

「みゃあ！」

　鷲羽の問いに、魎皇鬼は満面の笑みで頷いた。

「ふむ」

　時として、幼子の直感はどんな情報の積み重ねをも凌りよう駕がする。鷲羽は最大の不安要素が取り除かれた事を確信した。

「じゃあ、この子を送るのは、魎皇鬼に頼たのもうかね」

　鷲羽は魎皇鬼を抱だき上げると、ドックを出て行った。




　翌日の朝、天地達は家の前の池から浮かび上がる魎皇鬼の本体を、少し不安げな表情で見つめていた。

「一人で、本当に大丈夫なのですか？」

　阿あ重え霞かは鷲羽に近付くと、少し困こん惑わく気味に言った。もちろんそれは阿重霞だけで無く、そこにいる全員の意見でもあった。

「ノイケ殿が監かん視ししてくれるから大丈夫だよ」

「しかし何があろうとも、絶対手を貸さないようにと、おっしゃったのでしょう？」

　魎皇鬼は以前、柾木家近くの山で迷子になった事があった。それはプールで迷子になる子供を、太平洋に一人で航海に出すも同然の行こう為いなのだ。しかもノイケは鷲羽の命令を忠実に実行するはずだ。

「私としては、まだ時じ期き尚しよう早そうかと」

「ふむ……魎りよう呼こ、羅ら針しんの使い方は教えたんだろう？」

「もちろん教えたけどよ……」

　魎皇鬼が迷子になった時、迎むかえに行った魎呼は、自分の位置と目的地、その時の場合は天地の家だったが、それを確認する方法を教えていたのだ。

「なら、大丈夫だ」

　それがどんなに広こう範はん囲いになろうとも、使い方は変わらない。鷲羽は自信たっぷりにそう言うと、空に浮かぶ魎皇鬼を見上げた。

「じゃあ、行っといで」

「ミャアアアアアアアン！」

　鷲羽の言葉を合図に、魎皇鬼は一いつ瞬しゆんで光の筋となり、鷲羽達の視界から消えた。

「それにしても、あの魎皇鬼が樹じゆ雷らいに行くなんて……不思議な気分ですわね」

　七百年前、魎皇鬼が樹雷を襲おそった時の事を思い出し、阿重霞は複雑そうな笑みを浮かべた。

「なにしろ樹雷本星に侵しん入にゆうして大暴れをした船は、後にも先にも魎皇鬼だけですから」

　七百年前なら、ほとんどの樹雷人は当時を記憶している。魎皇鬼は遙よう照しようと共に行方ゆくえ不明というのが、公式発表だ。魎皇鬼が健在していて、柾木家ゆかりの人間と仲良く暮らしているなどという情報は、当然、知る由よしもない。つまり魎皇鬼は現在でも、樹雷にとって敵なのだ。

「下へ手たをすればパニックにもなりかねませんよ」

「阿あ主ず沙さ殿や瀬戸殿がうまくやってくれる、問題は無いさ」

「こうなったら、お祖ば母あ様が変な気を起こさ無い事を祈いのるだけだよね」

　それまで黙だまっていた砂沙美がポツリと呟つぶやく。つまり魎皇鬼来訪をドッキリ仕立てにしなければいいな、という事だ。

「大丈夫大丈夫。魎皇鬼が健在となると、遙照殿の事も芋いもづる式だから、中ちゆう途と半はん端ぱなネタバレはしないだろうさ」

　鷲羽の言葉通り、魎皇鬼来訪は極ごく秘ひ裏りに行われ、樹雷国民のパニックは無かった。しかし人型魎皇鬼の愛らしさと『初めてのおつかい』というイベントに、

「キャ～～～、魎ちゃん、可愛い[image: !!!]」

　と、美み砂さ樹きを始め一部女によ官かん達の間に、パニックに近い騒そう動どうが起こり、それが回り回って災難として西南にふりかかる事となるのであった。







　　２「逃にげろや逃げろ」







「ジャンプイン、超ちよう空間内に入りました」

　アランの言葉が終わらぬ内に、超空間内の摩ま擦さつ光こうにいつもと違う、真っ赤な光が炎ほのおのように拡ひろがった。

　ズズズッと、同時に艦かん体たいが微び妙みように揺ゆれ始める。

「なんだ？　この揺れは!?」

　クルー達は超空間航行中のそれとは違うものを感じた。

「艦体に異常質量発生！　このまま超空間航行を続けるのは危険です！」

「ジャンプアウト！」

　西せい南なは霧きり恋この言葉を受け、反射的に叫さけんだ。

　　　　×　×　×

「よし……狩かりの始まりだ」

　ガズラはモニターに映うつる、守かみ蛇だ怪けの消えた空間を見つめ、久々の大物を狩る高こう揚よう感かんにその身を震ふるわせた。

「猟りよう犬けん共は配置に付いてるな？」

「頭かしら！　反応見つけました！」

　ガズラが言い終わらない内に、オペレーターの一人が叫んだ。

「早いな……よし！　出現位置を確認しろ！」

「……!?　こ、こいつは……」

　オペレーターの少し妙みような口調に気付いたガズラは、オペレーター席へと駆かけ寄よった。

「どうした、まさか一発目で船体を破損させたと言うんじゃないだろうな？　それはそれで楽でいいが」

「楽は出来ないようですよ。連中、一回のジャンプで結構な距きよ離りが出てるんですよ。無人機実験の最高値以上です」

「ほう……猟犬が包囲している外周を越こえているのか。さすが哲てつ学がく士しの造った船……というところだな」

　ガズラがモニターを見つめながらそう呟いた時、別のオペレーターが声を上げる。

「頭、目標に向かった連中が交戦に入りました！」

　モニター上の各部隊と守蛇怪の位置を示す光点が拡大され、守蛇怪の周りに三つの光点が確認された。

「勘かんがいいのか、幸運なのか……」

　守蛇怪がどの方向へどれ位ジャンプ出来るかの予想は、各自が行っている。猟犬達はガズラの指揮ではなく、それぞれの判断で自分達の待まち伏ぶせ宙域を決めているのだ。ただ今までのデータから、ペイント弾だんを撃うち込まれた艦の大きさや着弾数によって、だいたいのジャンプ距離は分かっている。その予想を上回るジャンプを行った守蛇怪を捕ほ捉そくしたという事は、大穴に張ったという事だ。しかし彼等の幸運もそこまでだった。

「って、マジか！　数３、全艦撃げき沈ちんされました！」

「チッ！」

　ガズラはモニターに表示された、撃沈された艦かん籍せきを確認する。それは小型艦三隻せきのチームで行動する兄弟達のもので、チームワークの良さと俊しゆん敏びんな動きで、戦せん闘とう能力も高いので有名な海かい賊ぞくだった。

「あの連中を一瞬にか？　こいつは思った以上に厄やつ介かいかもしれんな」

　ガズラはそれらのデータから、守蛇怪の能力を読み取り始めた。もちろん今までの情報は入念にチェックをしているが、やはり体感する事によって得られるデータは重要だ。通常の相手ですら、データ取得後の成長や見落とした情報による体感差は結構大きい。ましてや相手は、あの哲学士アイリの艦だ。テストから得られたデータを基もとに、僅わずかな間にどれほどの進化をしているか、見当もつかない。

「後続艦が到とう着ちやくしたようですが、振ふり切られたようです。後続の被ひ害がい２」

「ファーストアタックで被害が５か……」

「最後に送られて来たデータからは、目標艦の破損等は見られません」

「クルーの練度も高いようだ。向こうのミスは、あまり期待出来そうもないな」

　守蛇怪の底知れぬ力を予感しつつも、この時ガズラは守蛇怪の捕ほ獲かくは、もう時間の問題だと考えていた。

『ガズラ』

　と、ガズラの思考を中断させるように、タラントの主席副官の映像が強制的に割り込んで来た。

「何か御ご用ようですかな……」

　そこまで言いかけたガズラは、目前の男の名を知らない事に気付いた。

　何しろタラントの側近は入いれ替かわりが激しい。ガズラが死んだルディ・シャンクの配下からタラントの下もとへ編入されてからも、主席副官だけで三名は入れ替わっていた。もちろんタラントの粛しゆく清せいによるものだ。

（それでよくも、次のなり手が居るもんだ）

　いつも不思議に思っていたが、タラントの親衛隊員志願者は多く、ガズラの目の前にいる若いオペレーターもその一人だった。そこまでのカリスマがタラントにあるかどうか、ガズラには疑問だったが、何者をも恐おそれぬ傲ごう慢まんな行動が、若い者達には魅み力りよく的に映っているらしい。そして成り上がるには一番の早道であるのも事実だ。

「……主席副官殿どの」

　ガズラはその男の胸のプレートを見てそう言った。名前が判わからないなら、階級で呼ぶのが無難だ。

『分かっているだろうな？　荷物と乗組員を無傷で拿だ捕ほしろとのタラント様の命令だ』

「了りよう解かい。再度、部下達にも徹てつ底ていさせます。ＡＨＰを撃ち込みましたから、あとは時間の問題かと」

『あまりタラント様を待たせるなよ』

　ガズラがこの艦の艦長となった時に生まれたであろう、その若い主席副官は、横おう柄へいな態度でそう言うと通信を切った。

「痛々しいねえ……」

　どんなに得意げに威い勢せいを張ろうとも、それが身に合っていない。ガズラから見れば、初めて制服を着て、大きなランドセルを背負った小学一年生のようなものだ。しかもタラントの八つ当たりであっさり殺されてしまうのだ。

「あの坊ぼう主ずが死ななくてもいいように、がんばるか」




　守蛇怪とガズラの攻こう防ぼうから数時間後、樹じゆ雷らいの衛星軌き道どう上に水み鏡かがみは停てい泊はくしていた。

　ブリッジには瀬せ戸と以外の人ひと影かげは無く、シンと静まり返っていた。と、転送ゲートに現れた水みな穂ほが、足早に瀬戸の元へとやって来る。

「瀬戸様、アカデミーから守蛇怪についての第一報が入りました」

　水穂の報告と同時に、瀬戸の目の前にモニターが表示される。

「…………なるほど」

　その報告書に素す早ばやく目を通すと、瀬戸は呆あきれたような表情で椅い子すの肘ひじ掛かけへともたれ掛かった。報告書には守蛇怪が消息を絶つ前に行った、あの輸送業者の検けん索さく記録が記しるされていたのだ。

「アクセス後、通信が途と絶だえるまでのタイムラグを考えますと……」

「守蛇怪が撃沈された可能性は低いわね。たぶん通信と航行を妨ぼう害がいする、何らかの兵器が使われたと考えるべきね」

「類似する状じよう況きようが無いか調べさせています。それと調査艦が現場へ到着次し第だい、精密スキャンを行います。もしかしたら敵兵器について何か分かるかもしれません。総合的に判断すると、あの荷物は西南君が受け取ったと見て間ま違ちがいないかと」

「今いま更さらだけど、本当に西南殿って運の悪い子よねぇ。もっとも、今回一番の問題は霧恋ちゃんだけどね」

　それは迂う闊かつに輸送業者のデータベースへアクセスして、敵を呼び込んだ事を言っているのだ。

「も、申し訳ありません……」

　水穂は瀬戸の女によ官かん達のトップの立場にあり、彼女達の教育は水穂の役目なのだ。精せい鋭えいを誇ほこる女官達が、霧恋を含ふくめ五人も居てこの体ていたらくでは、水穂の進退問題にもかかわる重大事だ。

「それが経験不足によるものか、西南殿の不運に巻き込まれたのかは分からないけれど、西南殿にあの荷物が渡わたったという事は、不幸中の幸いだったかもね」

「こちらにとっては、ですか？」

「西南殿にとっても、かもしれないわよ♡」

　瀬戸は渋しぶい顔をしている水穂にウィンクをすると、姿勢を正した。

「現時点での作戦に変へん更こうは無し！　第四聖せい衛えい艦かん隊たいを中心に第七をバックアップに、お局つぼね達には現状を維い持じするように伝えて」

「了解」

　水穂は一礼をすると、足早に転送ゲートへと向かった。

「……久しぶりに、第一聖衛艦隊にも御ご出しゆつ陣じん願おうかしら？」

　水穂が転送されたのを確認し、瀬戸はポツリと呟つぶやいた。




　数度の短たん距きよ離りジャンプを終えた守蛇怪は、知的生命の居ない原始地球型惑わく星せいの深海に潜ひそんでいた。

「ここなら少し時間が稼かせげるでしょうね」

　エネルギーを最低限まで落とした、薄うす暗ぐらい守蛇怪のブリッジには、待機していた者達も含め、全員が集まっていた。

「被害報告がまとまりました」

　凄すごいスピードでパネルを操作しながら、報告用の映像データを編集していた霧恋が手を止めて言った。

「これは？」

　西南の目の前、メインモニターには、赤い塗と料りようのような物で隈くま無なく覆おおわれた、守蛇怪の外がい壁へきが映し出されていた。

「海賊共の落らく書がきだな」

　雨あま音ねは皮肉っぽく、唇くちびるを歪ゆがめて言った。その喩たとえがあまりにも的確だったので、霧恋以下全員が、このような状況にもかかわらず吹ふき出してしまった。

「クスッ、そうね……で、雨音の言うところの落書きは、超ちよう空間航行時の加圧熱で表面分子が質量エネルギーに変へん換かんするようです」

「なるほど、あの揺ゆれはそのせいか……そりゃ、まともなジャンプはむりだわ」

　雨音は頰ほお杖づえをつくと、顔をしかめた。

「では、艦全体にシールドを張ってのジャンプはどうでしょう？　大量のエネルギーは使用しますが、守蛇怪のジェネレーターなら可能だと思います」

「珀はく蓮れん……それが、戦闘時のピンポイントシールドのエネルギーにも反応していたから、艦全体となると同じ事よ」

「という事は、短距離のジャンプはともかく、長距離のジャンプは不可能って事か……小型艦ってのが災わざわいしたな」

　高出力で機動性のある守蛇怪は、ちょっとした破損やバランスの崩くずれでコントロールを失ってしまう。雨音はシートに深く座り、深海の様子が映し出された天てん井じようを見た。ブリッジが暗いおかげで、発光機関を持つ生き物の群生が、天の川のように見えていた。こんな状況でも無ければ、その美しさに見入った事だろう。

「しかも超空間通信も妨害し……」

　霧恋がチラッとＮえぬＢびーを見たのをきっかけに、その機能を知る者達が一いつ斉せいに注視した。守蛇怪は落書きの影えい響きようを受けるが、外にでて少し距離を置けば、通信は可能だ。しかしＮＢは小さく頭を振って、その可能性を否定した。いかなＮＢであろうとも、長距離の、しかも時差の少ない超空間を利用した通信は不可能だった。

　超空間通信といっても、その種類は多い。少なくとも銀河内であれば、ほぼリアルタイムでやり取りの可能なものから、亜あ光速度で到とう達たつする短距離用までさまざまだ。それは使用する超空間の種類によって変わるのだが、最速の通信が可能な超空間を利用するには、かなりの出力が必要なのだ。それが可能なのは、旗き艦かんクラスの大型戦艦か、通信中ちゆう継けい用の船だけだ。守蛇怪は搭とう載さいしている六器の新型のジェネレーターのおかげで、それが可能だが、現在は海かい賊ぞくの落書きのせいで使用は出来なくなっている。脱だつ出しゆつポッドの救助要よう請せいならば簡単な信号ではあるが、長距離発信は可能だ。しかしオープン通信であるため、一番に海賊達にキャッチされてしまう。
















　結局、通信の方法としては、どこかのステーションで通信をするか、ブーストしてもらうしか無い。

「……そしてジャンプ後、通常空間へと出た際に、一いつ瞬しゆん、短距離超空間発信を行うようです」

「つまり海賊達にだけ分かる合図という事ですね」

「多分、あちこちに受信衛星を配置して居るんでしょう。……アカデミーなら受信は可能でしょうけど、問題はノイズに混じった発信の意味に気付くかどうかね」

「周期的なジャンプで簡単な信号として使えないかしら？」

「海賊達に追われた状況で、それが出来るかどうか分からないし、短距離発信だから、かなり近くで受信しないと……」

「受信した時には数か月後、数年後って事ね。他に障害は？」

「とりあえず無いわ。超空間技術に関する物だけに影響しているようね」

「それだけでも十分厄やつ介かいです。この落書きは、排はい除じよ出来ないんですか？」

「おそらく何かの信号で解除される類たぐいの物なのでしょうけど、それを探すのは不可能だし、そもそもそんな物は存在しない可能性もあるわ。まあ考えられる案としては、手作業で剝はぎ取るか、対エネルギーコーティング剤ざいを直接塗と布ふするか、大型コンテナで守蛇怪を密みつ封ぷう輸送するしか無いわね」

「超空間航行で気化するんだったら、何度かジャンプすれば無くなるんじゃない？」

「計算上では、今までと同じ距離を、約三万回ほどジャンプすれば、影響は無くなると思うわ」

「三万回ねえ……守蛇怪なら可能だけど、無補給では中の人間が耐たえられないわね」

「惑わく星せい大たい気き圏けん内ないでの超高速飛行とか、いっそ太陽の近接航行で……」

「データが少ないので、断定は出来ないけれど、広こう範はん囲いにわたってエネルギーを受けると特に、質量変換の度合いが大きいみたいなの。迂闊にそんな事をして、一気に質量エネルギーに変換すれば、数十メートルクラスの隕いん石せき落下と同じ位のインパクトを起こすかもしれないのよ。アイリ様が設計したとはいえ、守蛇怪は汎はん用よう艦かん。そんなバクチのような真ま似ねは、それこそ皇おう家けの船でも無い限り、やろうなんて気は起こらないわ。だいたい……」

　霧恋はそこまで言うと、慌あわてて口を噤つぐんだが、全員の視線は西南に集中していた。

「どちらにしろ急げば船はバラバラ。危険の少ないようにやっていれば、時間がかかって、海賊が大挙して押し寄せるって事か」

「完全に檻おりの中に閉じ込められましたね」

「ったく、そこまで海賊達が執しつ拗ように追いかける荷物ってのは何なの？」

「いろいろ、ついでもあるんじゃないか？」

　それまで黙だまっていたアランは、呟くようにポツリと言った。

「どういう意味？　何か意見があるならハッキリ言いなさい！」

　その嫌いやみ混じりの遠回しな言い方に、雨音はアランを睨にらんだ。

「確かに、守蛇怪と艦長が海賊の標的になっている可能性もありますね」

「そうそれ！　僕もそれが言いたかったんです珀蓮さん」

　アランは雨音から隠かくれるよう、珀蓮にすり寄った。だが珀蓮自身、アランを庇かばうつもりの発言ではなく、無む駄だな言い合いを止めようとしただけだったので、サッとアランから身を躱かわすとオペレーター席へと向かった。

「どちらにせよ、このままでは埒らちが明かないわ。要救護者もいることですし、どこか近くのステーションに向かいましょう。霧恋さん、Ｈ５５９超空間を使えますか？」

「Ｈ５５９？　一昔前に使われていた超空間ですね」

「なるほど。ジャンプに時間はかかるけれど、航行時の加圧摩ま擦さつ度は少ないし、昔は一番よく使われていたヤツだから、データも豊富だしね。高重力の恒こう星せいや惑星の密集宙域なら、ジャンプアウト時の通信も受信も誤ご魔ま化かせるかもしれない」

「了りよう解かい。では早さつ速そく出発しましょう」

　西南の言葉で守蛇怪はすぐさま深海から浮ふ上じようを始めた。

「待機人員は加速空間にて休息を取ってちょうだい」

「了解」

　霧恋の言葉に、西南、霧恋、雨音、そして珀蓮を残し、他の者達はブリッジから出て行った。

「えらい事になったな、アラン」

「まあ、あの艦長と組んだ以上、予想された事だけど……まったくいい迷めい惑わくだよな。こりゃあ、たっぷり危険手当はずんで貰もらわなきゃ」

　不安そうなバリーとコーンとは対照的に、アランは大きなあくびをしながら言った。

「そ、そうだよな。でもどれだけ出るんだろ？」

「そりゃ、これからの展開次し第だいだろうけどな。それより、加速空間に入るんなら、なんか食ってからにしようぜ」

「賛成！　これだけは、この船に乗ってて良かったって思う瞬しゆん間かんだよな」

　自室へと戻もどったアラン達は、ＩＤカードを使い、大量の食料や菓か子し類を転送させた。

「なあ、どうせなら最高加速にしてさあ……」

　食料を目の前に、コーンは何か言いたげにアラン達を見た。

「ふむ……これから迫せまり来る戦いを前に、たっぷりと英えい気きを養やしなうのも、我々乗員の務めだからな」

「いいのかな？」

　アランの言葉に、バリーは少し不安げだった。

「なあに、この船には定員の五分の一くらいしか乗って無いんだ。俺達が少々、多めに喰くったとしても大だい丈じよう夫ぶさ」

「そうだな。今までだって、けっこう喰っても何も言われなかったしな」

「と、決まったところで……」

　コーンは手早く発はつ泡ぽう酒しゆをグラスに注ぐと、アランとバリーに手て渡わたした。

「乾かん杯ぱい！」

　三人はグラスの発泡酒を一気に飲み干すと、我先に、まるで大食い競争でもするかのように食べ始めた。

　丁ちよう度どその頃ころ、深海から浮上した守蛇怪は、接近して来た海かい賊ぞく艦かんを撃げき沈ちんした後、宇宙空間へと上がって超空間ジャンプを行った。







　　３「パン・ドーラ」







「ジャンプアウト終しゆう了りよう、通常空間に出ました。艦かんに異常なし」

「通常航行最大速度まで加速」

　霧きり恋この報告を確認した西せい南なが、事務的に命令を下す。海かい賊ぞくに落書きをされて以来、もう何十、何百と繰くり返した工程だった。

「最大速度まで加速……さて、どうなりますやら」

　西南の命令を復唱した雨あま音ねは、素す早ばやく必要な操作を行い、オートパイロットに切り替かわったのを確認した。

「よしっ、これでＯＫ」

　雨音は大きく伸のびをして椅い子すに深くもたれ掛かかった。普ふ段だんならばすぐさまその行こう為いを注意する霧恋だったが、長時間難むずかしい操艦を続けて来た雨音の、ちょっとした息いき抜ぬきを、この時ばかりは黙もく認にんした。

「ランダムジャンプ時には、敵艦との遭そう遇ぐうは無かったから、最後に遭遇した位置から計算すると、今のジャンプで守かみ蛇だ怪けを捕ほ捉そくしたとして、ここまで最短予測で三時間」

「三日かけて出来たアドバンテージが三時間か……泣けて来るわ」

　そう自じ嘲ちよう気味に笑う雨音だったが、その時間ですら雨音の操艦と霧恋の計画、そして守蛇怪の性能無くしては稼かせげない、貴き重ちような貯金だった。

「あとは連中がどう出るか、だな」

「少なくとも、ここはＧＰの勢力圏けん内ないだから、迂う闊かつな行動はとれないはずよ」

「ＧＰの勢力圏といっても、境界ギリギリだからな」

「そうね……」

　襲しゆう撃げきして来るであろう海賊達の規模次し第だいでは、目標としているステーションへ向かうのは諦あきらめなければならない。それは霧恋も覚かく悟ごしていた。

「初手からペイント弾だんを使う慎しん重ちような連中だからね。気をつけないと」

　だが数時間後、不安は霧恋達の杞き憂ゆうに終わり、守蛇怪は目標として選んだステーションの近くへと辿たどり着ついた。

「艦長、ステーション『パン・ドーラ』とのレーザー通信可能域に到達しました」

　霧恋がそう言った次の瞬間、訝いぶかしげな表情の港こう湾わん管制官の姿が映うつった。

『艦かん籍せきコード確認。ようこそパン・ドーラへ……にしても、レーザー通信とは、何があったんです？』

「海賊との交戦で、超ちよう空間通信が使用不能の状態となりました。急ぎ銀河アカデミーと連れん絡らくを行いたいのですが、中ちゆう継けいをお願いします」

『中継ですか？　申し訳ありませんが、多種通信間でのリレー器が破は壊かいされたままなんですよ。なにせレーザー通信なんて、履り歴れきを確認する限り、最後に行ったのが百年以上前ですし……現にこの通信が入った時も、何かの故障か悪戯いたずらかと思ったくらいでして……』

　管制官は苦笑しながら言った。

『恥はずかしながら、こんな辺境のステーションですから、必要の無い……失礼。使用頻ひん度どの低い物は、どうしても後回しになってしまうんですよ』

「そうですか……」

　──しかし、現に必要な事態が起こっている。

　内心苛いら立だっている霧恋が、管制官に向かってそう言おうとした時、

『おお、そうだ！　ちょっと失礼……』

　その管制官は横を見ると、誰だれかと短いやり取りを行った。

『丁ちよう度ど、先さき程ほどまでＧＰ支部長の方が見えてまして、まだ休きゆう憩けい室の方にいらっしゃいましたので、お呼びしましょうか？』

「はい、お願いします！」

　一分でも時間が惜おしいこの時だ。意外な幸運に、霧恋の表情も和やわらいだ。

『了解しました』

　管制官とのやり取りの一分後、ここまで走って来たのか、初老の男が息を整えながら、シークレットウォールを張って通信に出た。

『パン・ドーラＧＰ支部長の、フォス・ドウケです。本部の方がこのような所に何のご用なのでしょう？』

「ええ、実は……」

　フォスの言葉に、霧恋は簡潔に事のあらましを説明した。

「……それで急ぎＧＰアカデミーとの中継をお願いしたいのですが？」

　パン・ドーラクラスのステーションならば、ＧＰの汎はん用よう戦せん艦かんを最低一隻せきは常じよう駐ちゆうさせているはずだった。その艦になら、中継システムは搭とう載さいされている。

『そうでしたか……しかし残念ながら駐ちゆう留りゆうしていた二艦とも、少し前に出動しまして』

「出動？」

『実は、この付近に多数の海賊艦が確認され、この宙域支部の要よう請せいで出動したんです。私はその調整で、ここに居たという次第で……』

　このような辺境のステーションでは、専用港を造る余よ裕ゆうは無いため、民間の港湾を共用している事が多いのだ。

「その海賊って、たぶん守蛇怪を襲おそった連中ね」

「連中がこちらに来ないのはそのせいかもな」

『アカデミーの方へはこちらから一報を入れておきましょう。あと何かご指示はありますか？』

「ありがとうございます。では、そちらに到とう着ちやく次第、救護者の収容、守蛇怪を搭載出来る中型コンテナと、牽けん引いん船を手配していただきたいのですが？」

『では救護者のデータを送信して下さい。それから中型コンテナは……』

　フォスは少し渋しぶい顔をして、貨物関係のデータを睨にらむように見つめた。そしてデータを守蛇怪に転送しようとして、リレーが故障中だという事に気付いた。

『少々お待ちを……』

　フォスはデータを一度簡易化すると、自みずからのＩＤカードへと転送し、そしてそれをレーザー通信のリーダーへと差し込んだ。ＧＰのＩＤカードは銀河連盟内で正式採用されたものや、普ふ及きゆう率の高いシステムの全てに使用が可能となっている。もちろん機能はかなり制限はされるものの、簡単なデータのやり取りは可能だ。

「どうですか？」

　西南は艦長席から降り、霧恋の見ているモニターを覗のぞき込んだ。

　このような辺境のステーションでは、輸送はいろいろなコストがかかる為ため、稼か働どうしていない船を置いておく余裕は無い。転送されて来たデータを見つめ、霧恋はまるでブロックのパズルでもするように、各コンテナに搭載する貨物の順番を入れ替え、守蛇怪を積せき載さいするコンテナの空きを作ろうとしていた。

「ダメです……どれも後回しにすると、ステーションの運営に支障をきたす恐おそれがありますね」

「ＮえぬＢびーはどうだ？」

「霧恋はんの言う通りやな……それに長ちよう距きよ離りジャンプが出来る船もほとんどあらへん」

　諦めムードが漂ただよったその時、フォスが何かに気付いた様に、パッと表情を綻ほころばせた。

『ああっ、少々お待ちを！　確か出動艦用の物資を運んで来た船が…………』

　フォスは少し下を向いて先程と同じ作業をし始め、数十秒後に顔を上げた。それと、同時に、ある貨物船のデータが転送されて来た。

『ＧＰ所属扱あつかいで入港して来たので、民間の輸送艦リストに載のっていませんでした。アカデミーまでは無理ですが、この艦の帰港ステーションは中央への定期航路があります』

　そのコンテナには、いくつかの貨物契けい約やくがされていたものの、守蛇怪を積載するには十分の余裕があった。

「ご協力感謝します。パン・ドーラ到着予定は２１００時です」

『了りよう解かい』

　通信を終え、フォスの映像が切れた瞬しゆん間かん、守蛇怪のブリッジに安あん堵どの空気が流れた。

「まだ安心は出来ないけれど、何とかなりそうですね」

　霧恋は西南に微笑ほほえみかけた。それは久しぶりに見る、プライベートの笑顔だった。

　　　　×　×　×

　パン・ドーラには何事もなく、無事に到着した。

　守蛇怪を輸送する船は、すぐさま発進出来るようにパン・ドーラから少し離はなれた場所にコンテナベイを解放したまま停てい泊はくしていた。誘ゆう導どう用プローブの指示で、守蛇怪をコンテナ内に収納すると、小型の宇宙艇ていが守蛇怪の格納庫へと入って来た。

「ご苦労様です」

　フォスは出で迎むかえた西南と霧恋に敬礼をすると、後ろに控ひかえていた救急隊員に合図を送った。配達員の眠ねむる輸送用のカプセルを雨音と珀はく蓮れんから受け取った救急隊員は、カプセルにに端たん末まつを取り付けた。

「！」

　と、何か違い和わ感かんを感じた雨音は一いつ瞬しゆん、半歩前に出たが、

「様子は？」

　救急隊員に話しかけたフォスに遮さえぎられる形となった。

「ええ、安定しているようです。これなら安静にしていれば問題はありません」

「そうか。よかった。では後を頼たのむ」

　配達員の状じよう況きようを確認した救急隊員は、すぐさまそのカプセルを宇宙艇へと収納した。その作業完かん了りようを確認したフォスは、西南達の方へ振ふり向いた。

「フォス支部長、アカデミーから何か指示はありませんでしたか？　できればこちらからも直接話をしたいのですが……」

「申し訳ありませんが、それは許可出来ないんですよ」

「!?」

　西南を除く全員が、フォスの言葉の意味を理解し身構えた。

「ああ、私はれっきとしたＧＰ隊員ですし、ここに海賊は居ませんからご安心を」

「どういう事です？」

　霧恋達と対照的に、フォスの言葉の意味を理解出来ない西南は、訝しげな表情で霧恋達とフォスを交こう互ごに見た。

「おお、あなたが噂うわさのお若い艦かん長ちよう殿どのですか」

　西南を見たフォスは、まるで孫を見る祖父のように、穏おん和わな表情で微笑んだ。

「このパン・ドーラのように複数勢力の境界宙域にある場所は、なかなか立場的に複雑でして。銀河連盟だけでなく、海賊との交易も重要なライフラインなのですよ」

「……なるほど、そういう事ですか」

　瞬しゆん時じに状況を理解し、冷静さを取り戻もどした西南を見て、フォスは少し驚おどろいたような表情をした。

「ふむ。進路決定のお飾かざり艦長という噂でしたが……。なるほど、それだけでは無さそうだ。早さつ速そくですが、あなた方にはこの艦と共に、ある宙域へと行っていただきたい」

「それだけ……ですか？」

　今度は霧恋が少し驚いたような表情をする番だった。

「重要な交易相手は銀河連盟も同じ……それに私は一応、ＧＰ所属ですから。皆みなさんがこのまま大人しく、目的宙域まで行っていただければ、配達員の事は責任を持って対処いたします。ですから十二時間ほど我が慢まんしてください」

　そう言うとフォスは西南に最敬礼をし、宇宙艇へと乗り込んだ。

　守蛇怪の格納庫から出て行く宇宙艇を見送ると、霧恋は西南に深々と頭を下げた。

「申し訳ありません、艦長。私の判断が甘かったせいでこんな事に……。あの時、ＮＢを外に出して超空間通信を行っていれば……」

　恐らくステーションでの通信ブーストは遮しや断だんされていたであろうが、少なくともパン・ドーラで何かあった事は、そこから推察出来たはずだった。

「止やめて下さい霧恋さん。判断というなら、この船の艦長は俺なんですから」

「はいはい、お二人さん。まだ終わった訳じゃないんだから、責任が誰にあるかなんてどうでもいいっしょ？　まあ、あの配達員を人ひと質じちに荷物の引ひき渡わたしや、私達の降こう伏ふくを言わなかっただけでもよしとするべきね」

　雨音は明るい口調でそう言うと、霧恋より深刻そうな表情の珀蓮にウィンクを送った。雨音の口調や雰ふん囲い気きは、その場の空気を和らげ、珀蓮の強こわ張ばった表情も和らいだ。

「海賊との取引が事前に行われたという事は、私達の行動次第では、パン・ドーラが海賊の襲しゆう撃げきに巻き込まれていた可能性があります」

　つまり人質はあの配達員だけでなく、パン・ドーラの住人もなのだ。

「なるほど、駐留していた艦は海賊に誘おびき出されたってわけだ。……で、手て薄うすになったパン・ドーラを守る為に、あの支部長は海賊と取引をした……」

「だとしたら、この条件は破格だわ」

　もちろん海賊にとってパン・ドーラは、略りやく奪だつ品の処分や連盟の商品を輸入するための、重要な中ちゆう継けい地なのは確かだった。しかし海賊側が圧あつ倒とう的てきに有利な状況で、荷物の引き渡しや守蛇怪の降伏を条件としなかったのは、ひとえにあのフォス支部長の交こう渉しようのおかげであった。

「その上、目的地までの時間をさりげなく教えてくれましたね。とはいえ、状況はさほど好転した訳じゃありませんが」

「輸送艦を乗っ取って、というのもダメなんでしょうね？」

「予防措そ置ちはとられていると考えるべきでしょうね」

「はあ……名前がよくないわよね。パン・ドーラ、だもの」

「名前って、ステーションの？」

「地球の神話にね、地上のあらゆる災さい厄やくを詰つめ込んだ箱があって、それを開けちゃった娘むすめの名前をとって、パンドラの箱って言うのよ」

「さしずめ、そのパンドラって娘は、守蛇怪の事ってわけだ。まっ、こうなった以上は、ジタバタしてもはじまらないわね」

「目的地までの猶ゆう予よは十二時間あるから、一度全員、休息を取りましょう。とりあえず六時間後に全員、食堂へ集合する事にして……ＮＢ、後は守蛇怪のメインコンピューターと監かん視しをお願い」

「了解や。まかしとき」

「それでよろしいですか、艦長」

「はい」

　霧恋の問いに西南が頷うなずいたのと同時に、守蛇怪を載せた艦が動き始める振しん動どうが伝わって来た。

「動き出したようだな。じゃあとっとと休むとするか」

　雨音は大きく伸のびをしながら、エレベーターシートの方へと向かった。それに続くように他の者達も歩き出した。

（そういえば……パンドラの箱には最後に希望が残されていたんだっけ……）

　一瞬、そう考えた霧恋だったが、

（やだ、私ったら。現実味の無い可能性を考えている場合じゃなかったわね）

　苦笑しつつ、霧恋は雨音達の後を追った。だが、パン・ドーラにはその『希望』があったのだった。




　パン・ドーラのメインの宇宙港の周辺は、他と同様に、ビジネス街が集中していた。そしてそのメインストリートから外れた地区の貸しビルにイアン・ノーザンが居た。

　広いオフィスには、大量のボックスが置かれ、その荷物に追いやられるように四人ほどの職員らしき女性達が、オフィスの隅すみっこで、忙いそがしそうに荷物のリスト整理を、その近くでイアンのボディーガードがボックスの整理をしていた。そして簡単な衝つい立たての向こうでは、イアンが誰だれかと通信をしていたのだ。

　立たつ木き林りん檎ごとの取引の後、がらくたを金に換かえる流通を広げたイアンは、海かい賊ぞく達に目を付けた。海賊組織の規模というものは何十隻せきもの大船団から、小型の中古一隻までさまざまだ。情報収集力もちょっとした国家並みの能力を持つ者から、適当に行き当たりばったりな仕事をする者もいる。つまり自分達に必要な品物を、ピンポイントで奪うばえる訳ではないという事だ。玉ぎよく石せき混こん淆こう、当然、積み荷の中には訳の分からない物もいっぱいある。だが、たとえ奪った荷物がガラクタだとしても、苦労して奪った獲え物ものに変わりはなく、なかなか捨てられない海賊も多い。

　宇宙は広い───地上と違ちがい、不要な物は散らないように大型コンテナに放り込んで、一いつ杯ぱいになれば別のコンテナを連結すればいい。それこそゴミ屋や敷しきと化して、ご近所から苦情が来る事など無いのだ。そして世代を重ねて蓄ちく積せきされて行くコンテナは、まさにタイムカプセルそのものだ。その中には、時として万人、あるいは個人的な価値基準として、途と轍てつもないお宝が眠っている事もある。

「……で、結局こちらの荷物はどうなるのかな？」

　モニターの向こうで、慇いん懃ぎん無礼な笑みを浮うかべた輸送会社のオペレーターを怒ど鳴なりつけたい気持ちを抑おさえ、イアンは淡たん々たんとした口調で尋たずねた。

　このような定期航路から外れた場所は閉へい鎖さ性せいが高く、他よ所そから来た人間が受け入れられるには、時間と忍にん耐たいと、なによりこの場所で腰こしを据すえて商売をする気があるかを示す事が必要だ。社長であるイアンがここへ直接赴おもむいているのもそのためだ。

　だが最初に必要な物は金だ。イアンはここに事務所を開くのに、いろいろな人間に多額の金をばらまいた。それはアカデミー外周リングの一等地に、ワンフロアーオフィスを開設する以上の額だった。そしてようやく何人かの海賊に渡りを付け、不要品を買い付け、その一部を仕分け工場へと送ろうとした矢先に、守蛇怪と海賊とのトラブルに巻き込まれたのだ。

『貨物船は、約三十五時間遅おくれで目的地へ到とう着ちやくしますが、この宙域ですと遅ち延えんによる賠ばい償しようは対象外となり……』

「遅延証明は発行していただけるのでしょうね？」

　これ以上は、向こうの勝手な言い訳を聞かされるだけで、状況が好転するわけでは無いし時間の無む駄だだ。イアンはオペレーターの言葉を遮るように言った。

『それはもちろん』

「輸送費の過か払ばらい返納については、次の輸送費の積み立てとして下さい」

『承知しました』

　オペレーターがそう言うか言わないかのタイミングで、イアンは通信を切った。

「災難だったねぇ、ボスゥ」

「!?」

　イアンが苛いら立だちを机にぶつけようとした絶ぜつ妙みようのタイミングで、眠ねむそうな表情をした若い女性が緊きん張ちよう感かんの無い口調で近寄って来た。

「クルルカか……何の用だ？」

　イアンはできるだけ冷静に言ったつもりだったが、その口調にはイアン自身ですら分かるような怒ど気きをはらんでいた。

「す、すまん」

　それに気付き、咄とつ嗟さに謝るイアンだったが、クルルカはまったく意に介かいさない様子で、イアンの前に小さなモニターメモを表示した。

「さっきの貨物船、ＧＰの船を運ぶのに使われたみたい。送り先は海賊だけどぉ」

「なにっ!?」

　イアンは慌あわててクルルカのモニターメモを見た。

　クルルカはパン・ドーラの顔役の娘だった。とはいえ五男五女の八番目で、あまり学校へは行かないのに成績優ゆう秀しゆう、いつも退たい屈くつそうにあちこちフラフラ遊び歩いているような娘で、ここに就職したのも親の命令によるものだった。まあイアンにとっては、厄やつ介かい者ものを押し付けられた感じだ。

　当初、イアンはクルルカを在ざい籍せきさせるだけで、仕事を与あたえようとは思っていなかった。と、いうより、普ふ段だんの行動を見ている限り、仕事をする気があるとは思えなかったのだ。それはクルルカも同じだったのだが思いの外ほか、ガラクタ集めとそのチェックという仕事はクルルカの興味を惹ひいたのだ。

　───宝探しみたいだねぇ。

　そう言ってクルルカは積極的に仕事に参加し始めた。

　興味という方向性が生まれたクルルカは、本来秘めていた有能さを、いかんなく発揮し始めた。しかも交友関係の広いクルルカは、顔役である父親に優まさるとも劣おとらない、独自の情じよう報ほう網もうを持っていたのだ。

「守蛇怪……山やま田だ西南!!」

「山田西南ってぇ、あの海賊を引き寄せちゃう子でしょ？　会ってみたかったなぁ」

「さっき送り先は海賊だって言ったな？　輸送先は分かるか？」

「それは無理。でも社の荷物に取り付けた発信器が、さっき一度反応したよ」

「反応？　コンテナはシールドされてるはずでは……!!　そうか！」

「うん。たぶん守蛇怪をコンテナに積み込んだ時だと思う。目的地に到着すればもしかしたらぁ……」

　クルルカのその言葉を聞くなり、イアンは自社の取引銀行へと通信を行おうとしたが、一瞬戸と惑まどうように、クルルカの顔を見た。それはこのリークによってパン・ドーラに、クルルカの知り合いに不都合が無いかの確認だった。もちろんそれはイアンの今後の仕事にも関係して来る。

　クルルカが小さく微笑ほほえんだのと、銀行の担当が通話に出たのは同時だった。イアンは銀行担当がいつもの挨あい拶さつをするのを無視して、そこから別の回線へと繫つなげた。つまり銀行への通信は偽ぎ装そうなのだ。

　さほど待たされる事無く、目的の相手と通信は繫がった。

「お久しぶりでございま……」

「山田西南の情報はいかがですかぁ」

　うやうやしく礼をし、慎しん重ちように話し始めたイアンの横からクルルカは、ヒョイっと顔を出して話し始めた。

「お、おい！」

　血相を変えてクルルカを押し退のけようとするイアンに、通信の相手、立木林檎は微笑みながら、

『西南様はパン・ドーラにおいでなのですか？』

　と、本来逆探ができないにもかかわらず、イアン達の居る場所を言い当てた。

「へえ、さすが瀬せ戸と様の『ハイエナ部隊』だわぁ。社長、ちょっとどいて」

　クルルカは、卒そつ倒とうしそうになっているイアンを、椅い子すごとお尻しりで押し退けると、モニターの前に陣じん取どった。

「少し前に、当社の荷物と一いつ緒しよに船ごとコンテナに詰められて、行っちゃいました。我が社の荷物は約三十五時間遅れで目的地のステーションに到着するそうで……ああ、それと船体には、赤い塗と料りようのような物がべったりと」

『そうですか……』

　林檎は少し表情を曇くもらせて口くち籠ごもった。しかしすぐに顔を上げると、

『そちらの荷物と一緒とおっしゃいましたね？　ではその荷物の発信コードをお教え下さいますか？』

　と、再び微笑みながらそう言った。そして次の瞬しゆん間かん、イアンの会社の口座にある金額が振ふり込こまれた。それに即そく答とうするように、クルルカも発信コードを送信した。

「ふ～～～ん」

　クルルカはモニターに顔を近付け、林檎の顔を凝ぎよう視しした。

『どうかなさいましたか？』

「お姫ひめ様さまぁ……可愛い」

『[image: !!!]』

　林檎はクルルカに、西南に対する特別な感情を見み抜ぬかれた事に驚おどろいた。だがクルルカに他意も悪意もなく、ただ純じゆん粋すいにそう思った事を口にしただけだった。

『クスッ……』

　その人ひと懐なつっこい表情に、林檎は思わず吹ふき出してしまった。

『失礼、そういえば自己紹しよう介かいがまだでしたね。私は立木林檎と申します。あなたは？』

「私ぃ、クルルカ・パン・ドーラ」

『そうですか。ではクルルカさん、イアン殿どの、情報提供ありがとうございました。では急ぎますので失礼いたします』

「バイバ～～イ」

　にこやかに手を振るクルルカの横で、イアンはこの世の終わりが来たような顔をして、椅子に座ったまま硬こう直ちよくしていた。

「お、おまえ」

「だめよぉ、ボス。用件は簡潔に。特に今回のように急ぎの場合はね♡　じゃあご褒ほう美び、貰もらうわね」

　泣き出しそうなイアンにニッコリと笑いかけ、クルルカはイアンの机の上にあるシガーボックスから葉巻を一本取りだし、その匂においを嗅かいだ。

「う～～ん、いい匂い」

　クルルカの趣しゆ味みはたばこの葉の臭においを嗅ぐ事だ。火を付けて吸う訳では無い。ただその香かおりを楽しむだけなのだ。が、次の瞬間、クルルカは葉巻を鼻の穴に突つっ込んだ。

「クッ！　香りを楽しむのは構わんが、みっともないから鼻の穴に突っ込むな、と何度言わせる気だ！」

「ほへ～～い」

　イアンだけではなく、家族友人達に何度となく注意されても、クルルカのこの癖くせだけは直らない。彼女は葉巻を鼻の穴に突っ込んだまま、自分の席へと戻もどって行った。




「面おも白しろい方だったわね」

　林檎は通信が切れた後も、なかなか笑いが治まらなかった。新たな貴重な人材との出会いもそうだが、彼女に振り回されているイアンの動どう揺ようや苦労が、我が事のように分かるから可お笑かしかったのだ。

「リンゴ、リンゴ！　ホノカモオハナシスル」

　東とう堂どうの抱かかえていた穂ほ野の火かは、散歩用のリードを持ったご主人を見た犬のようにはしゃいでいた。最近、穂野火は人との会話によるコミュニケーション方法を覚え、誰だれかと話をしたくてたまらないのだ。もともと、皇おう家けの樹は特とく殊しゆな精神波による意い思し疎そ通つうが可能で、会話というものは必要無い。だがその意思疎通も、キーを持たないマスター以外の対人となれば距きよ離りに限界がある。そのため長距離での会話が可能な、通信という会話手段に特に興味を示し、林檎に通信が入る度たびに、東堂が抑えていなければならなかった。

「今のはお仕事のお話だったから、また今度ね」

「ホノカモ、クルルカトオハナシシタカッタ」

　穂野火はションボリしたように、フラフラっとクルーの居住区へと向かって行った。居住区に行けば、休きゆう憩けい中の誰かが相手をしてくれるからだ。

「困った子ね。あまり待機中の人達の邪じや魔まをしなければいいけど……」

「子供というのはああいったものです。もう少しすれば落ち着きますよ」

「だといいけれど」

「林檎様、すぐに水み鏡かがみ様へ来るようにと、水みな穂ほ様より連れん絡らくが」

「水鏡へ？」

　このタイミングでの呼び出しは、間ま違ちがいなく先さき程ほどの情報についての事だ。だがクルルカとのやり取りはリアルタイムに瀬戸へ送られている。いまさら林檎が瀬戸の所へ向かう理由が無い。

「了りよう解かい……何か特別予算でも出せって話じゃなければいいけど」

　本来経理部の林檎が、それ以外に呼び出し理由が思い当たらないのも、無理からぬ話だった。だが林檎が呼ばれたのは、思いもかけない理由だった。

　　　　×　×　×

「瀬戸様。もうこれ以上の予算は出せません。今ある中からやりくりして下さい！」

　先手必勝！　少しでも甘い顔を見せれば負けだ───水鏡のブリッジで瀬戸の顔を見るなり、林檎はこう言い放った。

「……………………」

　瀬戸も水穂もオペレーター達も呆ぼう然ぜんとした表情のまま、時間凍とう結けつでもされたように、微び動どうだにせず林檎の顔を見つめていた。

　いち早くその状じよう況きようから抜ぬけ出したのは、オペレーター達だったが、

「クッ……ウッ、クッ、クッ」

　必死で笑いを堪こらえる様は、見ていて気の毒なくらいだった。

「……ほら、瀬戸様が苦労させすぎたせいですよ」

　オペレーター達から洩もれて来る、呻うめきにも似た声で衝しよう撃げきから立ち直った水穂は、批難めいた口調で言った。

「若い時の苦労は、買ってでもしろっていうわよ」

「だとしたら、見事な教育の結果ですよねぇ」

　水穂のため息に、オペレーター達の我が慢まんも限界だった。まるで針で突かれた風船のように、彼女達は一気に爆ばく笑しようしだした。

「…………御ご用ようは何でしょうか？」

　オペレーター達の爆笑に、ようやく勘かん違ちがいをしていた事に気付いた林檎だったが、すぐさま動揺を抑おさえると、何事も無かったかのように尋たずねた。

「今日、貴女あなたに来てもらったのは、西南殿の捜そう索さくの指揮を、貴女にやって貰おうと思ったからなの」

「せっ、西南様の、ですか？　しかし私は……」

　林檎は、自分が経理部所属だと言おうとして止やめた。今の瀬戸の言葉は命令だ。いろいろな想定をした結果、そう言っている以上、撤てつ回かいなど無い。

「そろそろ部下の子に責任を持たせるのもいいでしょう？　必要な補ほ充じゆうがあるなら、優先的にしていいから」

　この瀬戸の命令には次世代の組織作りを見み据すえた、経験値稼かせぎをさせる意図がある。しかし裏には瀬戸のお遊びの部分もある。

（私を一時経理部から引ひき離はなして、なにか企たくらんでいるでしょうね。それに……）

　西南に関かかわらせる事で、霧恋とのリターンマッチをさせるつもりなのだ。

「承知いたしました。情報部の経理関係を見直すチャンスですし」

　林檎とて長い間、瀬戸の下で経験を積んで来た。

（そう易やす々やすと、オモチャにされませんよ、瀬戸様）

　林檎の口元に、瀬戸すらゾッとするような笑みが浮うかんだ。

「えっ!?　ちょっと、林檎ちゃん？」

「まずいですよ。林檎ちゃんに直接、事業仕分けなんかさせたら……」

　その有能さをいかんなく発揮し、見事なまでに低予算で効率優先の情報部を創りあげるに違ちがいない。もちろんそこに瀬戸の趣味的な部分は、一切介かい在ざいしない事だろう。

「林檎ちゃん！　あくまで守蛇怪捜そう査さの指揮権を与あたえるだけなのよ。全権委任じゃ無いのよ」

「承知しています。あくまで全体像を推察する、基準とさせていただくだけです」

　林檎は満面の笑みで答えた。それは瀬戸にとって、ナメクジに塩、吸きゆう血けつ鬼きに太陽といったものと同じだった。

「り、林檎ちゃん……恐おそろしい娘こ」

「では早さつ速そく任務に入ります」

　林檎はショックで固まっている瀬戸に一礼すると、オペレーター席を呼び寄せて作業を始めた。以前から、自分が抜けた後の経理部人事についての準備をしていた林檎は、ものの数分で引き継つぎを終え、守蛇怪捜索の指揮を始めた。

「策さく士し策に溺おぼれる、の典型ですね。それともヤブヘビでしょうか？」

　ソファーの肘ひじ掛かけに寄りかかるように脱だつ力りよくしている瀬戸に、水穂は淡たん々たんとした口調で追い打ちをかけた。




　守蛇怪がコンテナで輸送されて標準時間で六時間後、守蛇怪のブリッジでは一騒そう動どう起こっていた。

「残存食料は、最低の摂せつ取しゆ量で計算して、一日持ちません」

　霧恋の口調は途と轍てつもなく冷れい徹てつで、事務的なものだった。

「飲料水はリサイクル設備がありますが、食料品に関しては、残念ながら……」

　本来、テスト艦かんである守蛇怪は、長期航行をするための艦では無い。長くても一か月、それも無寄港航行では無いのだ。

「そもそも、この艦は単独行動用のものでは無いしな。しかも今回の、本来のテスト行動期間は一週間。……食料だって、非常用嗜し好こう品ひん込みで三か月分はあったんだ。それをよくもまあ……」

　呆あきれた目で雨音が見た先には、丸々と太ったアラン達三人の姿があった。それは最高度の加速空間時間で、一か月、喰くっちゃ寝ねの怠たい惰だな生活を送った結果だった。

「その……俺達はこの危機を乗り切る為ために、万全の体調を作ろうとしただけで……」

「万全ねえ」

　ブリッジに来るだけで汗あせだくで息も荒あらいアラン達の言葉に、当然説得力は無い。もちろん彼らの行動や性格分ぶん析せきから、このような事は予想出来た事態ではあったが、彼等の同期生達によるスパルタ効果が、もう少し続くと霧恋は読んでいたのだ。しかしアラン達のダメっぷりは、その予想をはるかに上回っていた。
















「霧恋さん。士官用のストックも全部使用して、全員平等に計算をしてみて下さい」

「それでも三日分といったところです」

　西南の問いに、霧恋は間かん髪はつ入れず答える。

「まっ、それで何とかするしか無いか」

　雨音は微笑ほほえみながら言った。その事で、張はり詰つめていたブリッジの空気が和やわらいだ。だが当然、雨音だけで無く、他のクルー達もアラン達のした事を不問にしたわけでは無い。腸はらわたが煮にえくりかえるほど怒おこっているし、自分が西南の立場であれば、ぶん殴なぐっているところだ。

「では、各自持ち場に戻って、チェックを再開して下さい」

　西南は、それ以上の追つい及きゆうは時間の無む駄だとばかり、すぐさまそう命令した。と、アランは艦長席に駆かけ寄より、

「あ、あの……艦長。俺達は、俺達なりに精せい一いつ杯ぱい、この艦と艦長の為を思って行動してるんです。それだけは分かって下さい！」

　そう小声で言った。

　それはどんなお人好しであろうとも、噓うそである事がバレバレの言葉だ。だがそれを西南に向けてのみ、言っているところがアランの小こ狡ずるいところであり、小こ賢ざかしいところだ。


　───自分達がやった事は、全て西南のためであり、こういう状態になったのは、確率に偏かたよりのある西南のせいである。そして自分達は、西南が地球を出てから、いろいろと世話をした恩人である。

　───今回の責任は西南にあり、上層部への報告はしないでくれ。



　そうアランの目は言っていた。

「俺個人としては、その言葉を素す直なおに受け取るつもりですが、総合的な判断は、アイリ様が行います」

「そんな！」

「守蛇怪での状況の全てが、情報収集の対象になっている以上、残念ながら、俺の権限は及およびません。だからそれを挽ばん回かいしたいのなら、今後の行動次し第だいだと思います」

　それは以前、美み希きのために級友達が敵かたき討うちへ行こうとした時、西南がひとり冷静に対処したあの状況と同じだ。西南個人が苦労するだけなら、アラン達の理り屈くつを通しただろうが、事は守蛇怪クルー全員の命に関わる事だ。こういう時の西南は、一切情に流される事は無い。それが途轍もない確率の偏りの中で生きて来た所以ゆえんだ。

「りょ、了解」

　西南の冷徹な瞳ひとみに気け圧おされたアラン達は、すごすごとブリッジ後部にある、定員以外が使用するエレベーターへと向かった。

「普ふ通つう、あんな目はよほどベテランの艦長じゃなきゃ、出来ないんだけどな……ああいう時の西南って、逆に痛々しいよな」

　雨音はアラン達を一いち瞥べつすると、西南の方を見た。

「そうね。でも、そうさせたのは私達も同罪よ。彼等の行動を、ちゃんと把は握あくできてなかったんですからね」

「そうだった。とにかく、西南だけでもアカデミーに帰さなきゃな」

「そうね。ＮＢ、コンテナ内の様子はどう？」

『通信は無理やな、シールドコンテナのようや。守蛇怪以外の荷物は全部、分別用廃はい品ひんみたいや。食えるようなもんや、使えそうなもんは無さそうやな』

「分別廃品？　そんな物をわざわざ？」

『潰つぶれた会社や、故人が古いコンテナに放り込んどった物を、まとめて引き取ったんやと思うで。結構な掘ほり出し物ものが見つかる場合もあるよってな』

「使えそうな物はあると思う？」

『掘り出し物や言うても、今のわてらに必要な物は無いと思うで。たいていは古い物ばかりや。商売言うより、バクチの一種やからな』

「了りよう解かい。戻もどってきて………そうそう都合良くは行かないわね」

　雨音と霧恋は、お互たがいに頷うなずくと、自分達の仕事へ戻った。

　　　　×　×　×

「……あのコンテナ、使えそうだな」

　と、霧恋達の様子をユニットの陰かげからこっそり覗のぞいていたアランは小さく呟つぶやいた。

「おいアラン、急ごうぜ。また怒られるぞ」

「ああ、いま行く」

　アランはバリー達が待っているエレベーターに飛び乗った。




　一時間後、守蛇怪のチェックを終しゆう了りようしたクルー達は全員、ブリッジ下の食堂に集まっていた。

「外装のペイントによる、超ちよう空間技術関係に障害が起こっている以外、守蛇怪の全部署に異常は見当たりませんでした」

「当艦を輸送している艦の目的地到とう着ちやく時刻は、あと四時間ほどですが、到着と同時に、海かい賊ぞくとの交戦に入ると予測されます。この戦せん闘とうに関しては、ほぼ無休状態となる可能性が高く、そのためのローテーションを各自、確認しておいて下さい」

「あの、僕に一つ考えがあるのですが」

　霧恋の説明が一段落したところを見計らって手を上げた、アランの顔には自信が漲みなぎり、余よ裕ゆうすら感じられた。

（あのちょっとした失態の挽回をするため、俺様が必死で考えた自信の策だ。これを聞けば俺様が、いかにこの艦に必要不可欠なのか思い知るだろうな……クックック）

「発言を許可します」

「俺達は、艦長が初めてアカデミーへやって来た時も、初めて研修航海に出た時も、もちろん艦長として、初めての任務に就ついた時も、ずっと一いつ緒しよでした」

「で、具体的にはどんな案があるの？」

　アランの勿もつ体たいぶった言い回しに、無意味な前まえ振ふりは時間の無駄だとばかりに、雨音は話を急せかした。

「まあつまり、俺が言いたいのは、艦長に例の荷物と一緒に、この船を降りてもらうんですよ……」

　アランは自分の自じ慢まんの案に対する反応を見たくて、わざと話に余よ韻いんを持たせた。

「どういう事だ!?」

　雨音は少し声を荒あららげたが、もちろんそれは演技だ。雨音の思惑おもわく通り、アランはそれを待ってましたとばかりに、雨音を制するように手を上げた。

「まあ、落ち着いて俺の話を聞いて下さい。いいですか、まず艦長には脱だつ出しゆつ用のカプセルで、コンテナに乗せられている、あの荷物の中に入ってもらうんです。もちろん、重量チェックに引ひっ掛かからないよう、同重量の荷物を守蛇怪に移動させてね」

「なるほど。じゃあ、急ごうか」

「そうね、時間が無いわ」

　アランの意見を最低限確認した雨音達は、素そっ気けなく立ち上がった。

「あっ、あの！　まだ話は終わって無いんですが！　一応、俺達も艦長の護衛として一緒に同行しようと思ってるんですよ」

「俺達がいなければ、そのぶん食料も持ちますしね」

　アラン達は霧恋達を追いかけるように、本ほん音ねの部分を必死で説明した。

「分かった、分かった」

「これで先さき程ほどの件はチャラという事で……ああ、この案を出したのは、この俺、アランだという事は、ちゃんと議事に記録されていますよね？」

「ずるいぞアラン！　これは俺達三人で考えた策なんですよ」

「分かった、分かった。時間が無いんだから、急ぐぞ！」

　まとわり付いて来るアラン達を引き剝はがすように、雨音達はエレベーターチェアへと座った。




　ほぼ同時刻、水鏡のブリッジでは、林檎が守蛇怪の捜そう索さく陣じんを構築し終えていた。それは瀬戸から見ても、及きゆう第だい点を与あたえられるレベルで、林檎がいかに普ふ段だんから人を見、評価して来たかが分かるものだ。もっともそれは悲しいかな、経費削さく減げん、費用対効果に心血を注そそいできた結果だった。

「西南君の捜索任務で良かったですね」

　水穂はそっと瀬戸に囁ささやいた。それは西南という、林檎にとって一番の恩人の捜索であるため、経理屋としての本能とも言うべき、費用対効果という基準を度外視した人選があったからだ。とはいえ、そこは有能な経理屋の本領発揮という部分もある。使え無い、そのレベルに達しない、不必要な者や業者は、容よう赦しやなく切り捨すてていた。

「下した請うけさん達には、次期指揮官候補の試験だと言っておいてちょうだい」

「はい」

　母親にオモチャを捨てられ、落らく胆たんした子供のような瀬戸の呟きに、水穂は笑いを堪こらえながら頷いた。

　トップが変われば、使う人間も変わる事は珍めずらしく無い。時として、しがらみ、という組織の錆さびを落とすのも必要だ。だが今回、林檎が削けずり落としたのは、ほとんど瀬戸の遊びの部分だったのだ。

「林檎様、アカデミー理事長アイリ様、ＧＰアカデミー学院長、美み守かみ様と繫つながりました」

「了解」

　　　　×　×　×

『ご無ぶ沙さ汰たしております。早さつ速そくで申し訳ありませんが、そちらに拘こう留りゆう中のリョーコ・バルタの身み柄がらを預けていただきたいのですが？』

　モニターの向こうの林檎は、立ち上がりうやうやしく一礼をした。

　つき合いの長いアイリや美守にとって、林檎は親しん戚せき……いや娘むすめも同然の間あいだ柄がらで、このようなかしこまった礼など不要だ。が、これは林檎の公私混同はしない、アイリ達も自分に手加減はする必要は無いという意思表示なのだ。

「林檎殿が守蛇怪捜索の任に着いたのは、瀬戸様から説明があったけれど、その捜索にリョーコ・バルタを使おうと言うわけ？」

『時間が切せつ迫ぱくしておりますので、即そく答とうをお願いいたします』

「そう……でもそれは出来ないわね」

『ではエルマさんをお貸し願えますか？』

　アイリの言葉の意味をすぐさま理解した林檎は、そう尋たずねた。

「それならＯＫよん♡」

　アイリはニッコリと笑みを浮うかべると、隣となりにいる美守を見た。美守は小さく頷くと、すぐさま関係各所への通達を始めた。

『ありがとうございます』

「私も、いろいろと準備があるから、エルマへの交こう渉しようは直接してちょうだい」

　アイリはリョーコの独どく房ぼうへの通信許可を出すと、すぐさま通信を切った。

「知らないとは言え、貴女の出番を無くそうなんて、怖こわい者知らずよねぇ」

　アイリは美守を見て、嬉うれしそうに言った。

「あら、人聞きの悪い。出番でしたら、この先いくらでも機会はあるでしょうし、今回はあの子自身が、裏方に回ろうとしているんですから、文句はありませんよ」

「そうね。じゃあ、こちらの準備を急ぎましょう。とりあえず、リョーコ……じゃない、エルマは私が迎むかえに行くわ。その頃ころには話も終わっているでしょう」

　アイリは何か所かに、手早く指示を出すと、スキップをしながら転送ゲートの方へ向かった。

「それにしても瀬戸様も、余計な事をしてくれた事……。まあ、こちらの切り札を出さずに済んだのは有り難がたい話だけれど……」

　アイリを見送る美守は微笑ほほえんでいたものの、その目にはいつもの温厚さは微み塵じんもなく、ゾッとするような艶つやっぽさがあった。彼女もやはり、羊の皮を被かぶった狼おおかみの一人である事に、間ま違ちがいは無いのだ。




　リョーコ・バルタの独房は、ウィドゥーの拘留にも使われた特別な物だ。そこは脱だつ獄ごくはもちろんだが、外部の人間と接せつ触しよくをさせない事が主目的だった。

　とはいえリョーコの場合は、アイリの私設サーバーにのみではあるが、アクセスが許されていた。そこはアカデミー中の情報を収集し、集積している場所で、高度な情報を得る事が出来るのだ。

『ナンバーＳ・４４３９、リョーコ・バルタ。お前に通信が入っている。特例１１２により、通信内容は記録され無い。繰くり返す、特例１１……』

　事務的な声でそう言うと、看守の声は唐とう突とつに消えた。そして入いれ替かわりに、林檎の映像が映し出された。

『そのお姿でお会いするのは初めてでしたわね。リョーコ・バルタさん』

「立木、林檎様……」

『貴女も既すでにご存じの通り、山田西南様の守蛇怪が行方ゆくえ不明になっています』

　リョーコがアクセスしていたデータベースの情報を総合すれば、守蛇怪が行方不明になっている事は、エルマの能力ならば簡単に予想がつく。

『その足取りは不明のままでしたが、先程ステーション「パン・ドーラ」から貨物船に乗せられて、どこかへ運ばれた事が判明しました。あと数時間後には到着地点が分かる手て筈はずとなっていますが、我々が守蛇怪の足取りを摑つかめるチャンスは、その一度だけだと思われます』

　林檎は話をしながら、いろいろなデータを表示して行った。

「……仲間を裏切れと？」

　結局、リョーコが悩なやむ一番の問題はここだ。ギルドメンバーの情じよう報ほう網もうを利用し、敵対するアカデミーの人間を助ける。もちろん、今リョーコがここにいるのは、その仲間に利用された結果だし、それはリョーコも認識している。だがリョーコを利用し、あわよくば排はい除じよしようとしたのは、あくまで一部の人間だ。

『それがお仲間のためにならない、そうお考えですか？』

「何が仰おつしやりたいのですか？」

『樹じゆ雷らいの歴史が、一つの道筋となるかもしれません』

　そう言うと、林檎はニッコリと微笑んだ。

「まさか[image: !!?]」

　海賊の中にも、惑わく星せいを開発して定住したいと思う人間はいる。だがどんなに開発しようとも、海賊である以上、銀河連盟の法律から見れば、そこの所有権は領宙を持つ国家か連盟の共有財産と見なされ、没ぼつ収しゆうされる。武力で守ろうとしても、海賊と銀河連盟との間には圧あつ倒とう的てきな戦力差がある。

　海賊が広い領宙を支配出来ているのは、定住地を持た無いからだ。広く分散して移動する海賊を討とう伐ばつする事は、かなりの戦力と財力を必要とし、その根絶はほぼ不可能に近い。だが開発した惑星は、そこにあって動かす事が出来ない以上、開発が進めば進むほど、いつかは銀河連盟に取り上げられてしまう

（国家であれば、開かい拓たくした惑星の所有権は認められる。そして一度逮たい捕ほされた海賊は、受け入れ先の問題さえ解決できれば、一いつ般ぱんの生活への移行はスムーズだ）

　逮捕という状じよう況きようが、意識改革のきっかけとなるのだ。もちろん全部がそうなる訳では無いが、問題のある海かい賊ぞくはかなり少数となるはずだ。

（西南君の力があればもしや……。いや、既にその有用性は実証済みだ。広く散らばった海賊を集めてしまえれば……）

　海賊達のあり方を変えるにはいいチャンスだ。だがそれには一つの問題がある。

『私の発言は全て、神かみ木き・瀬戸・樹雷の名において、承認されます』

　林檎はリョーコの懸け念ねんを察知してそう言った。それは海賊達の受け入れ先となる、領宙と国家としての機能が出来るまでの支し援えんを瀬戸が、いや、樹雷が約束したに等しい事だった。

「ああっ！」

　全てがすぐにうまく行くなどとは、リョーコだとて考えてはいない。それはまだまだか細く、すぐに切れてしまいそうな道筋ではあるが、少なくとも、一つのグループの長たるリョーコ自身が納なつ得とくできるモノだった。ならば、もうリョーコの中にある想いは、手に握にぎり締しめられている、西南から貰もらった二つの皇おう玉ぎよくのみ。

　西南と初めて出会った時、エルマとして西南と暮らした日々、美希の事件の時に感じた事が、溢あふれるようにリョーコの心を満たした。

『では、お願いいたしますね』

　リョーコの表情を見た林檎は、満足そうに微笑んだ。そしてアイリが入って来るのを確認した林檎は、通信を切った。

「行くわよ、エルマ」

「はい」

　リョーコはアイリの言葉に微笑んで頷うなずいた。







　　４「新たな戦場へ」







　守かみ蛇だ怪けを搭とう載さいした輸送艦かんは、予定通りに目的の宙域へ到とう着ちやくした。そこから少し離はなれた場所には、三十ほどの海かい賊ぞく艦かんが停てい泊はくしていた。

「頭かしら、来やしたぜ」

　ガズラ艦のブリッジで、それを確認したオペレーターがガズラの方を見た。

「よし。分散して取り囲め。輸送艦にはコンテナを切り離して、少し離れた場所で停止するように伝えろ。臨検部隊は合図まで待機……まあ、そこまで間ま抜ぬけな連中とは思えないがな」

「面めん倒どうな話ですよねぇ。このまま撃うってしまえば楽なのに」

「忘れるな！　荷物と二人の人員回収は絶対だ。それに『パン・ドーラ』との約束だからな」

「そちらは無視してもいいんじゃないですか？」

　その若いオペレーターに近寄って来たガズラは、ポンと左手をそのオペレーターの頭に置いた。

「組織を維い持じするってのはな、そんな単純には行かねえのさ。俺達が奪うばった品物を金に換かえるのも、他の品と交こう換かんするのにも、ああいった抜け道ってのは必要でな」

「す、すみません」

　若いオペレーターは、赤面しながら俯うつむいた。

「お前が、そこまで気を回す必要は無いんだが、こちらの命令はしっかりと、な」

　　　　×　×　×

「輸送艦、停止しました」

　霧きり恋こがそう言った次の瞬しゆん間かん、守蛇怪に僅わずかな振しん動どうが伝わって来る。

「やっぱり、コンテナごと切り離すか……そりゃそうだ」

　雨あま音ねはそう言うと、前方のオペレーター席の方を見た。そこには気まずそうに俯いて座っているアラン達が居た。

「まっ、案としては悪くはないけど。都市や大型ステーションならいざ知らず、敵のアウェイで、しかも隠かくれる場所も極きよく端たんに限定される場所では、隠れん坊ぼうは意味が無いわ」

「艦長、輸送艦、移動していきます」

「輸送艦が、安全な地点まで移動をしたら行動開始して下さい」

「了りよう解かい」

　メインモニターに、守蛇怪を中心とした戦せん闘とう被ひ害がい予想の、座標立体図が表示される。輸送艦はゆっくりと、被害宙域の外へと移動して行った。

「エンジン始動！　臨界と同時に、コンテナ外がい壁へきをパージ！」

「エンジン始動、臨界まで二十秒！　十九、十八……」

　　　　×　×　×

「頭！　コンテナ内に高エネルギー反応！」

「予想脱だつ出しゆつ経路に各艦狙ねらいを割り当てろ！　始動低速時に仕留めるんだ！」

　ガズラの命令と同時に、海賊艦から一いつ斉せいに砲ほう撃げきが開始される。だが、突とつ然ぜん守蛇怪を搭載していたコンテナの外壁が、四方八方へとバラバラ切り離され、分ぶん離りして行った。

「コンテナ外壁が！」

「抜け目ねえ奴やつらだ！」

　コンテナ外壁がシールドとなって、砲撃のエネルギーを分散させる。各艦の砲撃の隙すき間まを縫ぬうように、守蛇怪は亜あ光速度航行へと移行した。

「目標、戦闘速度へ到とう達たつ！」

「来るぞ！　各艦、周囲の警けい戒かいを怠おこたるな！」

　ガズラがそう叫さけんだのと、守蛇怪が短たん距きよ離りジャンプに入ったのは同時だった。そしてその十秒後には、メインモニターに僚りよう艦かんの爆ばく発はつ光こうが確認された。

「03撃げき沈ちん！　ああっ、17も攻こう撃げきを、いえ撃沈されました！」

「ちっ、奴ら本気だな」

「本気!?」

「本気で、こっちを全ぜん滅めつさせる気だって事だ！」

　ガズラは間抜けな質問をした、若いオペレーターの背もたれを力任まかせに叩たたいた。

「ヒッ！」

「全艦に防ぼう御ぎよを固めさせろ！　三艦編成！」

「22撃沈！」

「クッ！　モタモタするな！」

　今のように各艦が単艦で、それぞれバラバラな状態では、援えん護ごも難むずかしい。本来、海賊艦はスピードと攻撃を特化させた艦が多いが、そういう意味では樹じゆ雷らいの次期汎はん用よう艦かんとして設計された守蛇怪も同じだ。ならば最新型の、しかもアカデミー哲てつ学がく士しの設計した守蛇怪に、単独で勝てる艦は少ない。とはいえ密集させすぎては逆効果だ。比ひ較かく的てき防御に優すぐれた艦を盾たてとし、残る艦で牽けん制せい攻撃を、そして少数編成全体の位置を狭せばめて守蛇怪を追い込むのだ。

「敵艦、こちらに来ます！」

　モニターに守蛇怪の映像が表示され、そこから何かが二つ発射された。

「シ、シールドブレイカーです!!　回かい避ひ間に合いません！」

「奴らそんな物を!?」

　オペレーターの悲鳴と共に、艦を強きよう烈れつな光とプラズマの放電が包み込む。そして次に艦に攻撃を受けた衝しよう撃げきが走った。

「クッソォオオオオッ！」

　激しい衝撃に晒さらされたブリッジの照明は緊きん急きゆう灯とうへと切り替かわり、モニターもいくつかを残して全部消え、外界からの情報が遮しや断だんされた。若いオペレーター席にしがみついていたガズラは、意外といった表情で辺りを見回す。

「どういう事だ……直ちよく撃げきだったはずだ！」

　本来ならばシールドが消え、直撃を受けたガズラ達は爆発のエネルギーで蒸発していてもおかしくはなかった。

「システムが再起動します」

　オペレーターの声と共に、モニターが復旧した。

「対空監かん視し！　情報チェック、急げ！」

　ガズラは頭を抱かかえて、コンソールに突つっ伏ぷしている若いオペレーターの服を摑つかんで乱暴に引き起こす。

「りょ、了解」

　若いオペレーターは泣きそうな顔でそう言うと、涙なみだと鼻水を袖そでで拭ぬぐうと艦内チェックを始めた。

「……メイン動力システムがやられましたが、サブの二つには損傷無し。航行には問題ありません」

「どういう事だ？」

　守蛇怪の能力を見て来たガズラが首を捻ひねったその時、

「ああっ、02が!!」

　若いオペレーターの叫びにも似た声に、顔を上げたガズラの目に、ガズラ艦の隣となりにいた艦の映像が飛び込んで来た。

「一発はあっちに当たったのか。なるほど」

「02！　02、応答を！」

「無む駄だだ！　シールドブレイカーが船体に直撃してるんだぞ」

　後部に大型の武器ユニットこそ付いているが、02艦は守蛇怪より小型の艦だ。二機あれば、大型艦のシールドを完全に相そう殺さいし、艦自体にも深刻なダメージを与あたえるシールドブレイカーが、一機であろうと直撃すれば、小型艦のシールドなど簡単に相殺し、余よ剰じようエネルギーで中の人間は一いつ瞬しゆんにして蒸発してしまう。

「02、02！」

「……そういや、02はこいつの仲間の艦だったっけな」

　自分の言葉を無視して叫ぶ若いオペレーターの姿に、ガズラは小さく呟つぶやいた。本来、彼等のような未熟な連中を、ガズラは自分の艦隊に編成などしない。それにもかかわらず彼等を受け入れたのは、ガズラの横にいる若いオペレーターがガズラの古い仲間の息子むすこ、つまり縁えん故こ関係によるものだったのだ。

（こいつだけ、こっちに乗せておいたのは正解だったな）

　ガズラは安あん堵どのため息をつくと、

「おい！」

　ダン！　っと、若いオペレーターの背もたれを力任せに叩いた。若いオペレーターはビクッと、身体からだを硬こう直ちよくさせてガズラの方を見た。

「まだ戦闘は終わっちゃいねえぞ」

「で、でも……」

「シールドブレイカーが二機とも当たりゃあ、俺達がお陀だ仏ぶつだった。あいつらのおかげで、俺やお前は生きている。なら、やる事は分かってるな」

　ガズラの言葉に、その若いオペレーターは涙目で頷うなずいた。

「頭！　敵艦ジャンプ、長ちよう距きよ離りです！」

　ガズラの後ろから、他のオペレーターが声を上げる。

「こちらの被害は？」

「十です！」

「よし！　輸送艦の臨検部隊に脱出した連中を回収させて、他は奴を追うぞ！」

　その言葉より一分後、ガズラ達は守蛇怪の反応をキャッチしてジャンプした。

　　　　×　×　×

　ガズラ艦隊が超ちよう空間へと消えた時、臨検部隊を乗せた海賊艦はすでに攻撃されて脱出した乗組員の救命ポッドの回収と、輸送艦の調査を始めていた。だがガズラの予想通り、輸送艦の中に隠れた者達はいなかった。

　臨検部隊が撤てつ収しゆうし、海賊艦から合図を送られた輸送艦は逃にげるように超空間へとジャンプした。

「艦長、臨検部隊が帰き還かんしました。脱出ポッドも全機回収済みです」

「コンテナ内の荷物はどうだ？」

「衝撃でバラバラですね。いくつか形を残しているようですが……」

「念のためだ。砲撃の的まとにしてから頭を追うぞ」

「了解」

　艦長の言葉に、オペレーター達はコンテナに向けて発はつ砲ぽうした。しかし発射された二発が的に当たった事を確認するかしないかの内に、海かい賊ぞく艦かんは超空間ジャンプへと入った。と、誰だれも居なくなった宇宙空間に動き出した物があった。それは表面が僅かに溶とけかけたコンテナ外壁の裏、そこにへばりついた対エネルギー防御ジェルの中だった。

「海賊艦も超空間ジャンプしたようや。それにしても念の入いった事やな」

　狭せまい脱出ポットの中で、珀はく蓮れんに抱えられたＮえぬＢびーは外の様子をサーチしながら言った。

「火か煉れん、そちらは異常は無い？」

『ええ、大だい丈じよう夫ぶ』

「では行動を開始します」

　珀蓮はジェルを劣れつ化かさせる液体を噴ふん霧むすると、守蛇怪に保護された配達員の乗って来た宇宙艇ていのエンジン部分に、脱出ポッドを連結して造った、即そく席せきの宇宙艇を発進させた。ジェルはその粘ねん性せいと硬こう度どを失い、柔やわらかなゼリーのように簡単に崩くずれ散った。

「うまく行ったようね」

　珀蓮達の目の前には、ガズラ艦の隣に居た、あの02艦が見えていた。

「せやけど厄やつ介かいなのはこれからやで。なにせこの宙域は複雑な領宙関係が入り組んどる所やさかいな……ＧＰすら容易に手を出せん所や」

「最悪、自力で脱出しなければならないということですね。では急ぎましょう」

「了解や」

　脱出ポッドから出たＮＢは、すぐさま連結していた武器ユニットへと向かい、連結部分の外部点検ユニットへとアクセスを始めた。

「思った通りや。海賊達の取り付けたジェネレーターとアダプターで被害は止まっとる。ユニットは無事やで」

「了解。火煉、手伝って」

　珀蓮はＮＢの報告を聞くと、脱出ポッドから出てユニットへと向かった。

　───さて、その少し前。

　守蛇怪がコンテナ外壁をパージした後、海賊からの砲撃が発信器の付いた小型コンテナを破は壊かいするまで約五秒。その瞬しゆん間かんとも言えるチャンスを、林檎りんごのチームは見事に捉とらえていた。そしてそのデータはほぼリアルタイムに、リョーコ・バルタの所へ送られて来た。

「コンテナの発信を確認！　守蛇怪の位置を特定しました」

　その艦のブリッジには、リョーコの副官を始め、リョーコ艦に乗っていたブリッジクルー達が全員揃そろっていた。

「さすがは樹雷の情報分ぶん析せきね」

　パン・ドーラからの僅わずかな情報で、林檎達は守蛇怪が運ばれる地点をいくつか予想していたが、そしていま送られて来た情報は、その予想が的確だった事を証明した。

「それにしても、複数の国の領宙が入り乱れている場所とは、厄介ですね。しかもここら辺は領有権がいまだにはっきりしていない宙域です。これでは樹雷の艦隊は迂う闊かつに動けませんな」

「だから我々が雇やとわれたのでしょ？」

「よろしいので？」

　副官は、リョーコを見つめて言った。リョーコの行こう為いは、ギルドから指名手配される事を意味していたからだ。

「ええ、もちろん」

　リョーコは後こう悔かいや不安など、微み塵じんも感じさせ無い笑えみを浮うかべた。そしてそれは副官だけでなくブリッジや艦内にいる、クルー全員が待ち望んだ笑顔だった。

「了りよう解かい！　各員、己おのれの全知全能をもって情報収集に当たれ。ただしこちらの行動を知られぬようにな！」

「了解！」

　ブリッジクルーは声を揃えて頷いた。

「それから、少しずつで良いですから、今回の事をギルドの者達にリークしなさい」

「それでは守蛇怪が危険なのでは？」

「守蛇怪に付着していた物が、通信と航行を阻そ害がいしているのは間ま違ちがいありません。しかしアカデミーでそれに該がい当とうする開発が行われているという情報はありません」

「ではギルドで開発された物なのですか？　しかし……」

「ダイダロスもそうですが、過去、シャンクギルドが大勢力を有していた時の開発チームを、タラントが秘密裏に温存しているとしか考えられません。だとすれば……」

「守蛇怪を追っているのは、かなりの精せい鋭えいチームという事ですね。なるほど、ならば有う象ぞう無象の連中が押おし掛かけて、乱戦になった方が良いというわけですか」

「守蛇怪の居所も摑みやすいでしょうし、それに、私達がもぐり込むのもね。霧恋さん達なら、何とか対処できるでしょう」

　この時、リョーコには早期に解決できる自信があった。しかし相手は山やま田だ西せい南な、事はそう簡単には運ばなかったのである。




『何だと、タラントが!?』

「ああ、手を出すなと言って来ましたよ」

　薄うす暗ぐらい部屋の中、吟なき鍛たは音声のみの相手と話をしていた。その相手は軍のタカ派上層部の一派で、吟鍛は以前から彼らと共に行動していたのだ。

『奴やつが追っているのは、守蛇怪に間違いなのだな？』

「状じよう況きようを総合すると、間違いありませんな」

『タラントめ……我らの目こぼしをいいことに、好き勝手やりおって！』

『フム……だが仕方あるまいよ。今は山田西南とタラントでは、天てん秤びんにかけるまでも無い事だからな』

「あくまで我々にとっては、ですがね」

　この場にアクセスしている軍幹部以外は、タラントとの繫つながりは無い。当然、山田西南の方が重要と判断する筈はずだ。

『だが、あの宙域にいる以上は、ＧＰとて迂濶に手は出せまい？　それでも足りぬならば、銀河連盟議会を動かせばよい！』

『ふむ……何が言いたいのかね、吟鍛君？』

「ある宅配業者の船が海賊に追われ撃げき沈ちんされました。その後、脱だつ出しゆつした宅配業者を守蛇怪が救助、業者の身元を照合した後、守蛇怪も行方ゆくえ不明となった」

『なるほどな、気持ちのよい話ではないな……その積み荷は何か判わかるか？』

「それは残念ながら。しかし柾まさ木きアイリと連動し、樹雷が動いているようです」

『守蛇怪は本来、樹雷の次期主しゆ力りよく艦かんだからな。それに山田西南はもともと、鬼おに姫ひめが特例として宇宙に上げた子供だ』

『守蛇怪が接せつ触しよくした業者の積み荷が樹雷の物だと？』

「動いているのは立たつ木き林檎です」

『鬼姫の金庫番、ハイエナ部隊の頭領がか？』

「次期情報部トップへの試験だそうで。鬼姫が直接指揮してるのであれば、こちらが察知するのは無理だったでしょうな」

『ならば尚なお更さら、こちらが手を出すわけには行かん。だが……それが何かという情報は欲しいな。タラントの背後がどれほどのものかを知る手がかりになるやもしれん』

『それにしても奴め、このところいろいろと失態が続いておるな。ギルド内での発言力も落ちていると聞くが？』

『フッ……これで守蛇怪を取り逃がすような事があれば、奴に首輪を付けるチャンスかもしれんな』

『とはいえ、それをタラントに気取られるわけにはいかんな。どうだ、吟鍛？』

「樹雷とタラントがどれほど本気なのかを見れば、その荷物の重要性が判るでしょう。とりあえず銀河連盟議会から、今回の件に関する警告をＧＰに出させ、皇おう家けの船の監かん視しをレベル２に移行させましょう」

　皇家の船は、その戦せん闘とう力から、銀河連盟の監視下に置かれている。特に第三世代までの皇家の船は戦争のような第一級非常事態の時以外は、航行情報を逐ちく次じ報告しなければならない。そしてレベル２では、その移動の際に監視艦を随ずい行こうさせなければならないのだ。

『よし、任せたぞ』




　守蛇怪は超空間ジャンプを繰くり返し、襲おそって来る海賊艦との交戦を続けていた。さすがに守蛇怪討とう伐ばつに選ばれた海賊達だけあって、守蛇怪との戦闘に慣れ、撃沈までに至る艦は殆ほとんど無くなっていた。

「次のテスト航海だったら、武装実験だったのにィ……そうしたらこんな奴ら！」

　守蛇怪の操艦と射手をこなしている雨音の額ひたいには、玉のような汗あせが滲にじんでいた。

「艦長。現在の所、後続がジャンプして来る様子はありません」

「敵艦数、五十五！」

「そろそろ大丈夫じゃ無いんですか[image: !!?]」

　西南と初めて会った時の、あの大船団よりははるかに少ない数とは言え、艦の状況も良くないし相手からのプレッシャーも桁けた違ちがいだ。アラン達の声は悲鳴に近かった。

「艦長、珀蓮達の生命維い持じ装置の稼か働どう時間が、半分を切りました」

「この宙域を離り脱だつ、目的地へ向かって下さい」

「了解！　彼女達、うまくやってくれてるといいけどな」

　守蛇怪はランダムなジャンプを繰り返し、最初に運ばれて来た地点へと戻もどって来た。

「光信号を確認！　準備は終しゆう了りようとの事です」

　珀蓮達の光による信号を受けた守蛇怪は、すぐさま珀蓮達が用意した、あの武装ユニットの所へと近付いた。

「時間が無いわ、急いで！」

　守蛇怪がこれまで意図的に、散らばっている海賊艦を一か所に集めるよう仕向けて来たのは、このユニットを換かん装そうする時間を稼かせぐ為ためだ。ＮＢが誘ゆう導どうに残り、珀蓮達はユニットを連結していた海賊艦から回収した小型艇と、僅かな物資を牽けん引いんして守蛇怪へと戻った。

　ゴゥウウン！　鈍にぶく響ひびく振しん動どうと共に、ユニットが守蛇怪へ連結された。

「連結完かん了りよう、回路繫ぎます」

　もともとこのユニットは、ＧＰが使っている連結武装ユニットの一世代前の物で、新型に切り替かえられた時、本来は分解リサイクルされる所を横流しされた品だ。ＧＰ規格で造られている守蛇怪ならば、連結も容易だ。

　六器ある守蛇怪のジェネレーターの内、二器は艦本体へ、さらに二器が起動しユニットへとエネルギーを送り始めた。

「接続正常……って、何これ!?」

　霧恋は思わず声を上げた。ユニットのエンジンを始め、武装、伝達システム等、各部署のパラメーターがかなり不安定なのだ。

「何だぁ？　まともな場所が一つも無いな。こりゃ、ガキ共の遊びに使われたな」

　リョーコ・バルタのようにオリジナル設計の高性能艦を持つ者は、海賊ギルドの中でもほんの僅かしか居ない。もちろんギルドも戦力増強を図はかり、各種の汎はん用よう艦かんを造っているものの、当然、ただで配布するわけもなく、それを買える者は全体の三割にも満たない。多くの者達は中古か、ジャンク品からパーツを寄せ集めた艦を使用しているのだが、そのようなジャンク品を扱あつかわせたら、海賊達に敵かなう者はいない。船とは彼等にとって生活の場であり、仕事の道具なのだ。

　宇宙はほんの僅かな事故が生死に関かかわるシビアな場所だ。海賊達がスピードと武装を優先するとは言っても、やはり第一に考えるのは、事故や戦闘などの非常時に対するバランスなのだ。守蛇怪に連結したユニットを使っていた船のように、小型の船体にアダプターを嚙かませ、無理矢理に取り付けた大型の戦闘ユニットというアンバランスさは、あまりにも戦闘特化され、およそ海賊行こう為いをするには不向きと言える。しかもろくに整備されていない所を見れば、そのパワーと破壊力に酔よいしれただけの、未熟な者達が使ったと一目で分かる代しろ物ものだ。

「あの艦隊に居た連中だから、マシだと思ってたけど、当てが外れたわね」

「なんとか、だましだまし使うしか無いわね」

　雨音と霧恋が、そう愚ぐ痴ちった時、

「重力振動を確認！　敵がジャンプアウトしてきます！」

　ほとんど悲鳴のようなアランの声が、ブリッジに警報のように鳴り響いた。

「玉ぎよく蓮れんと翠すい簾れんはユニットのオペレートをお願い！」

　たいして武装の無い輸送艦を相手にじゃれつく、子供の遊び程度ならば問題無いが、本格的な戦闘艦隊を相手にするには、ユニットの最大戦闘性能を引き出す必要がある。そして高度な雨音の操艦と射しや撃げきの技術に対応するには、スペシャリストを二人付ける必要があると霧恋は判断したのだ。

「よし！　ここで殲せん滅めつさせるぞ！」

　雨音の声と共に、守蛇怪が急加速し、ジャンプアウトして来た艦隊に奇き襲しゆうをかけた。

　　　　×　×　×

「ジャンプアウト地点が、最初の戦闘区域だと!?」

　オペレーターの報告を受け、ガズラは怪け訝げんな表情で考え込んだ。

　───何かがおかしい。

　これが普ふ通つうの相手ならば、そのままの勢いで押し切った事だろうが、これまで見て来た守蛇怪の能力とガズラの経験が、小さな警けい鐘しようを鳴らしていた。

「頭かしら、[image: 044]親衛艦隊が直接目標の宙域へとジャンプしました」

「何!?」

「へっ、しびれを切らしたか、点数稼ぎか……『邪じや魔まするな』だそうですぜ」

　タラントの『ダイダロス』には親衛隊員として選ばれた者しか乗れない。その実態は、タラントの遊び仲間も同然で、年ねん齢れい的にも若い者達が多い、タラントの遊びで戦死する者や、タラントの不興を買って殺される危険は高いが、その権力は絶大だ。親衛隊員は最低でも二十、最大で百の首艦と呼ばれる海賊艦を持つ。首艦はそれぞれに数十の艦を部下に持ち、それらの収入の五割が上納される仕組みだ。

　入れ替わりの激しい親衛隊員は数字で区別され、殆ど名前で呼ばれる事は無いし、このような場所に来るのは、親衛隊員本人の艦と、首艦の持つ下部組織の若い艦長達、つまりあの武装ユニットを持つ艦の連中と同類という事だ。

「規模は五十、大げさな事ですね」

「頭、こちらも急がないと！」

　先を越こされる事を焦あせった若いオペレーターは、立ち上がってガズラを見た。

（ふむ……丁ちよう度どいい、奴らに囮おとりになって貰もらうか。どちらにしろ、この場所に居たままでは、タラントの不興を買うだけだしな）

　と、ガズラは顔を上げ、

「よし！　[image: 044]親衛艦隊の顔を立てて、こちらは一分後、少し離はなれた場所に散開状態でジャンプだ！」

「そんな！」

　若いオペレーターは不満げな表情をしたが、他のオペレーターはガズラの意図を察知して頷うなずいた。

「親衛隊員様に『邪魔するな』って言われたらどうしようも無いだろ？　いい加減、仲間の事は、頭の隅すみっこに追いやって蓋ふたしとけ」

「…………」

　淡たん々たんとしたガズラの言葉に、若いオペレーターは悔くやしそうに震ふるえていたが、この任務が守蛇怪の撃沈を目的としていない以上、どうやっても敵かたき討うちは出来ないという事実を思いだし、崩くずれ落ちるように席へ着いた。彼の葛かつ藤とうの時間がまるで合図のように、ガズラ艦は超空間へとジャンプした。

「こ、これは!?」

　超空間ジャンプを終えた若いオペレーターが見たものは、ガズラが懸け念ねんしていた通りの光景だった。

「やはりな」

　その時点で、[image: 044]親衛艦隊の旗き艦かんは誘ゆう爆ばくを繰り返し、数秒後には回かい避ひをミスった、間ま抜ぬけを二艦ほど巻まき添ぞえにして爆散した。

「連中、俺の部下になってくれねえかなぁ……」

　守蛇怪のそれは対艦隊戦のお手本にしたいくらいの、見事な戦い方だった。たとえ相手が間抜けだとしても、五十の艦隊相手にたった一艦で突つっ込こむなど無む謀ぼうだ。しかも……、

「あっ、あれはあいつらの艦の!?」

「シールドブレイカーは外れたんじゃなくて、わざとだったみてえだな。しかも換装の時間を稼ぐ為に、俺達を一つの空間に集める巧こう妙みようさなんてのは、感心する他無いな」

「クッ、クソォ～～……か、頭？」

　歯がみする若いオペレーターの頭をガズラは乱暴に摑つかんだ。

「しかもだ！　おめえらがロクにメンテナンスもしねえで、変な癖くせを付けてたあのユニットを、ああも見事に使いこなしているんだ、感心しねえ方がおかしいだろ？」

「そ、それは……」

　若いオペレーターも、その実、守蛇怪の戦いに魅み入いられていた。

　単艦で多くの艦隊を翻ほん弄ろうするというのは、海賊の本分であり憧あこがれだ。目の前の戦いは、それこそ演出されたドラマのように見事だったのだ。

「あの戦い慣れした親衛艦隊が……」

「戦い慣れ？　連中は圧あつ倒とう的てきな武力で、逃にげる相手を仕留めるのに慣れてるだけだ。そういうのは戦い慣れって言わねえんだよ……とはいえ、相手が悪すぎたがな」

「えっ？」

「シールドブレイカーってのは、よほど高エネルギージェネレーターを搭とう載さいしてなきゃ使えねえ。あのユニットだってそうだ」

　シールドブレイカーを守蛇怪クラスの船が使おうとすれば、エネルギーチャージにかなりの時間がかかるし、その維持にも相当なエネルギーを必要とする。当然、チャージ間は戦せん闘とうはおろか船の航行すら制限され、維持をしている最中ですら戦闘は一切行えない。

　だが守蛇怪は戦闘状態を維持しつつ、シールドブレイカーを普通に撃うって来た。そして同様に、あの武装ユニットを使おうとすれば、専用のジェネレーターを付加させる必要があるのだ。

「お前らが付けてたジェネレーターユニットがねえって事は、あの船、よほどの高出力のジェネレーターを搭載してるのは間ま違ちがいない……」

　ガズラは一いつ瞬しゆん考える仕草の後、トンッと若いオペレーターの頭を軽く叩たたいた。

「フン！　なるほどな。敵さんの武装じゃあ小型艦はともかく、大型艦のシールドと装そう甲こうを破るのは難しいって事か。……よし！　武装ユニットへ攻こう撃げきを集中させろ！　全艦一いつ斉せい射しや撃げきだ！」

「しかし僚りよう艦かんがまだ！」

「親衛隊旗艦を守れなかった時点で、連中は粛しゆく清せいの対象なんだ！　それなら少しでも役に立ったって、報告をしてやった方がいい！　撃てッ!!」

　艦隊の中へ入り込んだ事で、守蛇怪の移動範はん囲いが限定されている今が、武装ユニットへの攻撃チャンスなのだ。下へ手たに艦隊を散開させては守蛇怪にも逃げられてしまう。

　ガズラの合図で、守蛇怪に向けて砲ほう撃げきが開始された。だが、それも予想されていたのか、全方位からの攻撃を守蛇怪はかわして行く。

「回避速度が速い！」

「チッ、使えねえ奴やつらが！　穴を塞ふさげ！　敵ユニットに当てる事だけ考えろ！」

　ガズラ艦隊の最初の攻撃は、集中攻撃をしているように見えて、僚艦が回避する場所が意図的につくられていた。普通であれば、残った親衛艦隊はその穴を塞ぐように回避移動し、ガズラ達と共に守蛇怪を攻撃する事が出来たはずだった。だが親衛艦隊は一艦としてその事に気付かなかったのである。

　ガズラの命令で、その穴は閉じられ攻撃がさらに激しくなったものの、守蛇怪は見事な操艦で火線をくぐり抜ぬけて行った。しかも逃げまどう親衛艦隊をうまく盾たてとして利用していた。

「も、もう勘かん弁べんして下さい！」

　僚艦を攻撃する罪悪感から、若いオペレーターは悲鳴を上げた。僚艦からの通信をシャットアウトしていなければ、逃げ出している事だろう。

「お頭！　お願いです、攻撃を中止して……」

「奴らが檻おりに入っている間に、武装ユニットを破は壊かいしろ！」

　若いオペレーターの懇こん願がんを無視し、ガズラは部下達に檄げきを飛ばしていた。もちろん若いオペレーターも、自身の言葉が受け入れられるとは思っていなかったが、それでもそう言わないと心が潰つぶれそうだった。

「あ……あ……」

　うずくまるような形で耳を塞ぎ、若いオペレーターは涙なみだを流していた。

「ユニットに直ちよく撃げき！」

「よし！　たたみ込め」

　そう叫さけんだガズラの目の前で、守蛇怪は親衛艦隊の包囲を破って超空間へ消えて行ったのだった。

「チッ！　こちらの被ひ害がいは？」

「[image: 005]と[image: 032]、[image: 050]もです」

「この艦と同じクラスか！　武装ユニットが使えなくなってもいいように、大型艦から潰しに来やがったな。それもあの状じよう況きよう下かで！……ったく、転んでもただじゃ起きねえ奴らだ。[image: 044]親衛艦隊の生き残りは？」

「自力航行が出来るのは二艦ってところですね」

「ウッ!!」

　先せん輩ぱいのオペレーターの報告を聞いた若いオペレーターは、いきなり口を押さえてブリッジのトイレへと駆かけ込んだ。

「いやあ、初うい々ういしいもんですなぁ」

「まったく、困った野や郎ろうだ」

「と言いつつ、頭の顔もにやけてますよ」

　ガズラ艦のブリッジクルーには、それなりの経験を積んだ者しか選ばれない。だからあの若いオペレーターのような反応を見るのは久しぶりだった。しかも若いオペレーターと同年代の子供がいる者ばかりなら、全員が微笑ほほえましい表情になるのも無理からぬ事だ。

「クック。あいつのオヤジとは同期で、ほぼ同時に初体験をしたからな」

　ガズラは懐なつかしそうに笑った。と、その時、親衛艦隊の生き残り艦からの攻撃でガズラ艦が小さく揺ゆれた。

「チッ、こっちが見み逃のがしてやってるのに、あの馬ば鹿か共が！」

『……よくも俺達を……親衛隊だぞ……殺してやる！……殺し……』

　ノイズ混じりに、通信が聞こえ、さらにガズラ艦へと砲撃が繰くり返された。

「[image: 044]親衛艦隊は、最近補ほ充じゆうされた連中ですから……まっ、奴と同じなんでしょうよ」

　そのオペレーターは肩かたをすくめ、トイレの方を見た。

「どさくさ紛まぎれにさっさと逃げれば、あるいは生き延びる事ができたかもしれないってのに……頭の悪い連中だ」

　ガズラがそう言い終えた瞬しゆん間かん、ガズラ艦隊の一いつ斉せい射しや撃げきで、[image: 044]親衛艦隊は全ぜん滅めつした。

「どうして……」

「ん？」

　ガズラが振ふり向くと、若いオペレーターは[image: 044]親衛隊の最さい期ごを見つめ、トイレの入り口で泣きそうな目をしていた。

「これがシャンクって組織の、現場の真実って奴だよ。まあ[image: 044]親衛隊は明日あしたにでも選せん抜ばつ編成されるだろうしな」

「…………」

　ガズラの言葉を聞きながら、その若いオペレーターは父親の言葉を思い出していた。

　───いい勉強になるだろうよ。

　若いオペレーターが、タラントの親衛隊に入る事を、それこそ憧れにも似た思いを持っている事を彼の父親は知っていた。そして彼がガズラの隊に編入する事となった時、父親は彼にそう言ったのだった。

「頭、目標の反応が……って、なんだこりゃ!?」

「どうした!?」

　ガズラが視線をメインモニターの方へ向けたと同時に、ガズラ艦隊と守蛇怪の位置関係が表示される。

「おい、何だこの飛ひ距きよ離りは!?」

　ガズラ以下、ブリッジのクルー全員が、そのモニターを見て啞あ然ぜんとなった。それもその筈はず、なんと守蛇怪は今までの最高ジャンプ距離の、約十倍強の長さをジャンプしていたのだった。

「ＡＨＰは除去されていなかったはずだぞ？」

「……あのユニットだ」

　考え込むガズラの後方から、若いオペレーターの呟つぶやくような声が聞こえた。

「どういう事だ[image: !!?]」

「そうか！　あの武装ユニットの質量が振しん動どうを抑おさえているんですよ、頭！」

　若いオペレーターの言葉の意味に気付いたそのオペレーターは、ガズラの方を見て叫んだ。

「なるほど、あの艦に比べて武装ユニットは結構でかいからな。チッ！　奴らそっちが本命だったか。よし、艦隊を二つに分けて追うぞ。とにかくユニット破壊を優先しろ！」

「二編成ではジャンプ予想が難しくなりますが？」

「それ以上数が少なくなると、こっちがやられてしまう！　それから待機中の艦を全艦呼ぶんだ！　もう出し惜おしみは無しだ！」

「了りよう解かい！」

「おい！　いつまでボサッとしてるんだ!?」

　ガズラはトイレの入り口に立っている若いオペレーターに向かって怒ど鳴なった。

「えっ？」

「明日は我が身。俺達だって特別じゃねえんだぞ！　それとも、そこの個室をお前の席にするか？」

　[image: 044]親衛艦隊の残ざん骸がいを指さしたガズラの、言葉の意味に気付いた若いオペレーターは、慌あわてて自分の席へと駆け込んだ。







　　５「脱だつ走そう」







　守かみ蛇だ怪けが最後に確認されてから三日が過ぎた。

　リョーコ・バルタの乗る偽ぎ装そうコンテナ艦は、守蛇怪のいる宙域にある、ダ・ルマーギルドの海かい賊ぞく達が使う、約三十キロほどの偽装衛星に来ていた。その偽装衛星は現在、守蛇怪を拿だ捕ほしようとする海賊達で溢あふれかえり、偽装コンテナ艦は昨日、補給物資を満まん載さいして入港したのだった。リョーコの思惑おもわく通り、偽装衛星では多くの海賊達の来訪で物資不足に陥おちいっていて、リョーコの運んで来た物資は飛ぶように売れた。彼女は目先の利きく商売人として歓かん迎げいされ、そして物資が完売した後、目先の利く商売人は守蛇怪を狙ねらう海賊として、堂々と偽装衛星に留とどまっていたのだ。

　アイリから供きよう与よされた偽装コンテナ艦は外見こそ、中古の廃はい棄き寸前といった感だが、内部はＡクラスの情報収集システムと、守蛇怪用の高度修理用ドックを備えた高機能艦だった。しかしその艦のブリッジでは、リョーコ・バルタが渋しぶい表情で刻々と入って来る情報を見ていた。

『困ったわね』

　リョーコの右みぎ隣どなりには、モニターに映うつったアイリが、

『困りましたわね』

　そしてリョーコを挟はさんだ反対側には同じくモニターの林檎りんごが、困こん惑わく顔で情報をチェックしていた。

『西せい南な様の乗る艦ですから、こちらからもそれなりの人材を派は遣けんしたのですが……まさかこれほどとは……』

『本当、嫌いやになるくらいよね』

　林檎とアイリが大きなため息をつくのも無理はなかった。武装ユニットを手に入れてからの守蛇怪はことごとく、リョーコ達の……いや、ガズラ達の予測をもかわして逃にげ回っていたのだ。

『しかも……』

　ダ・ルマーギルドの情報サイトでは、守蛇怪と遭そう遇ぐうして撃げき沈ちんされた海賊艦の被害件数が笑えるくらい急きゆう上じよう昇しようしていた。つまりそれは、リョーコやガズラ達の予想は外しつつも、野次馬的に集まって来た海賊達に対しては、西南の能力をいかんなく発揮しているという事だった。この偽装衛星でも、その状じよう況きようは発表され、賭かけの対象にもなっていた。

『西南様が最初に宇宙に上がった時の状況を考えれば、当然と言うべきなのでしょうけど……通常艦一艦での撃げき墜つい数としては記録ですね、アイリ様』

『相手の練度が低い事もあるんだけど、まさに飛んで火に入る夏の虫、って感じよね。とにかく守蛇怪は今、あらゆるデータの宝庫でしょうから、何とか西南君共々無事に回収したいわ』

「それはＧＰか樹じゆ雷らい艦隊を出動していただけるという意味ですか？」

　それまで二人の会話を聞いていたリョーコは、少し不ふ機き嫌げんそうに、答えの分かっている問いを嫌みを込めて言った。

『あの宙域での大規模行動は無理ですわ。現在、皇おう家けの船には銀河連合の監かん視しが付けられていますしね』

『ＧＰだってあの宙域には手が出せないし、ＧＰ軍は美み守かみ校長を通して、早々に出動を拒きよ否ひして来たし……。どちらにしろここまで大おお騒さわぎになってしまうと、ね』

　それはアイリ達にも手を出さないようにとの、軍の遠回しの警告だった。となれば、頼たよりはリョーコ達だけだ。

「だったらもう少し真ま面じ目めに考えて下さい。いくら霧きり恋こさん達が優ゆう秀しゆうであろうとも、肉体的な限界はあるんですから。守蛇怪だっていつまで保もつか」

『そうでしたわね。申し訳ありません』

　林檎は素す直なおに頭を下げたが、アイリはリョーコから視線を逸そらし、

『だって、こっちの予想を片かたっ端ぱしから外してくれるんだもの。嫌になっちゃうわよ』

　耳に赤鉛えん筆ぴつを差し、予想表を見入っているアイリは、競馬場のオヤジのようだった。

「もう少し真面目に……」

「とはいえ、アイリ様のお気持ちも理解できます」

「!?」

「何しろ我々の予想屋だけで無く、樹雷とアカデミー連合チームの予想がことごとく外されるんですから。確かにこの宙域に居るはずなのに、その存在と遭遇できない……まるで幽ゆう霊れい、オカルトの領域ですよ」

　それまで黙だまっていた副官が、リョーコを落ち着かせるように話しかけた。

「……そうね。ありがとう」

　その場の雰ふん囲い気きは元に戻もどったものの、名案が浮うかぶわけでも無かった。結局は今までの作業を地道に繰くり返すだけである。

「何か……もっと違ちがった角度からの情報があれば……」

　そう無意識に呟つぶやきつつ、リョーコは作業へと没ぼつ頭とうして行った。




「大だい丈じよう夫ぶ、西南？」

「え、ええ……すみません、雨あま音ねさん」

　艦長用の大きなベッドルームに、疲ひ労ろうで真っ青な顔をした西南が、雨音に肩を借りながら入って来た。

「他のクルーより疲労度が少ないとはいえ、三日間、全く眠ら無いってのは無茶よ」

「でも……」

　守蛇怪の航路指示は、この三日間、いろいろなパターンを試した結果、霧恋や珀はく蓮れんが綿密にデータ予想したものを、雨音や玉ぎよく蓮れんがカンで取しゆ捨しや選せん択たくする。そして最後に西南が決めるやり方が一番、良いと判断した。このパターンは野次馬の海賊達との遭遇率を高める反面、練度の高いガズラ達との遭遇を完全に躱かわしていたのだ。もっとも西南達は気付かなかったが、その能力がリョーコ達の予測も躱していたのは皮肉であった。

「初めて入ったけど、変な部屋だな。まるで……」

　そこまで言って雨音は言葉を切った。薄うす暗ぐらい部屋に間接照明で浮き上がる、部屋いっぱいに木組みで作られた天てん蓋がい付きのベッドは、目め隠かくしのカーテンを閉じると地球のリンゴにそっくりで、その雰囲気はどう見ても、欲よく情じようを刺し激げきする雰囲気で満ちあふれていた。

「絶対、アイリ様の趣しゆ味みね……って、うわっ!!」

　部屋の風景に気をとられていた雨音は、ベッドの端はしに躓つまずき、西南と一いつ緒しよにベッドへ倒たおれ込んでしまった。

「西南、大丈夫!?」

　そう心配そうに言ったものの、倒れ込んだベッドのあまりの柔やわらかな心地良さで、雨音は起き上がる気力を奪うばわれていた。

「はい、大丈夫です……雨音さんこそ大丈夫ですか？」

　西南は上半身を少し起こし、雨音を見下ろしながら言った、その時、

「あっ……」

　西南の目を見た雨音の頰ほおが紅こう潮ちようし、心臓の鼓こ動どうが速くなった。

　雨音は霧恋や珀蓮達女によ官かんとは違い、専門的な訓練を受けてはいない。彼女の射しや撃げきや操そう艦かんのカンは、訓練によって叩たたき上げたものではなく生まれ持った才能だ。つまり精神的性能と肉体の性能が一いつ致ちしていないのだ。短期間ならいざ知らず、少人数でのローテーションや、絶えず海賊との戦せん闘とうにさらされる緊きん張ちよう感かんの中では、精神と肉体のバランスをとるのが難むずかしく、頭が要求する高いレベルの操作を体がこなせないのだ。

　そんな雨音の精神的な拠より所どころが、意外にも西南だった。西南はこの緊張状態の中、常に沈ちん着ちやく冷静でどっしりと艦長席に座って居て、それは時間が経たつ毎ごとにその存在感を増した。わずか一時間ほどで悲鳴を上げ始めるアラン達との対比が、さらに西南の特異性、頼たのもしさを際きわだたせ、確率の偏かたよりがどれほど、西南の精神を強きよう靱じんに叩き上げたかを思い知る瞬しゆん間かんでもあった。

　そして西南を心の拠り所としているのは、何も雨音に限った事では無かった。霧恋も珀蓮達も、長時間の疲労で神経が高ぶると西南に指示を求める。たとえそれが提案した内容の復唱であっても、西南の言葉を聞いた瞬間、ブリッジに落ち着きが戻って来るのだ。

「せ、西南……」

　もともと西南に持っていた好意───それはあくまで庇ひ護ごする立場での話だった。だがその意識の天てん秤びんに、支ささえられているという意識と霧恋達への競争心が加わり、淡あわい恋こいへと傾かたむき始めていた。そして先の見えない状況と、この部屋の雰囲気、異性に見下ろされるというほんのちょっとしたきっかけが、雨音のスイッチを入れてしまった。

「あ、雨音さん？」

　雨音の変化に、西南は総毛立つような感覚を覚えた。

　西南は反射的に逃げようとしたが、それは雨音という局地的な変化という生なま易やさしいものではなく、部屋の空気までもを一変させていた。

　巣穴に引きずり込まれた獲え物もの───まさにそういう表現がぴったりだった。絶望にも似た甘かん美びな恍こう惚こつに、西南は金かな縛しばりにあったように動けない。玉蓮をして『悪あく魔ま』と言わしめた雨音の本質全開、普ふ段だんのオヤジくさい態度も消え失うせ、しかも異常なる美び貌ぼうの持ち主となれば、抵てい抗こうする術すべもする意味すら霧む散さんする。いくら確率の偏りによって鍛きたえられているとはいえ、西南はこの手の好意を持たれる、というトラブル（？）には全く慣れていないのだ。

「ねえ、西南……最後に……」

　鼻にかかったハスキーな声が、言こと霊だまのように西南の魂たましいを震ふるわせる。

　西南に向かって雨音の手が西南の手を摑つかもうと、ゆっくりと伸のびて来る。西南の股こ間かんははち切れそうに硬かたくなり、雨音の手が触ふれただけで爆ばく発はつしそうだったが、

「最後に……何!!」

　雨音の手が西南に触れる寸前、西南の真後ろから霧恋の声が聞こえた。

「ゲッ、霧恋！」

　途と端たんに、雨音の雰囲気は元に戻り、その場の空気も元に戻った。雨音がもうほんの少しだけ西南に対して本気だったら、霧恋の存在も雨音を止めるには至らなかったであろう。だが、現時点において霧恋の乱入は、ちょっとしたきっかけで入ってしまったスイッチを切るには十分な威い圧あつがあった。

「この非常時に、余計な体力を使わないでちょうだい！」

　金かな縛しばりの解とけた西南は慌あわてて、対たい峙じする雨音と霧恋のバトルゾーンから少し距きよ離りを置いてベッドに座り直し、毛布で下半身を隠かくした。

「霧恋こそ、西南の寝しん室しつに何の用なの？」

「西南ちゃん、はい、これ」

　雨音の言葉を無視し、霧恋は西南に一リットル入りの水すい筒とうを渡わたした。

「ゲッ、それってもしかして……」

　その水筒の中身に心当たりがあったのか、雨音は顔をしかめた。

「お薬だと思って我が慢まんしてね。いくら他のクルーと違って体力をあまり使わないからと言っても、倒れたら何にもならないんだから」

　霧恋が渡した水筒の中には、人に必要なビタミンやミネラルを体内で合成する、藻そう類るいの粉末を水で溶とかした物が入っていた。それは僅わずかな光と人の排はい泄せつ物で増え、しかもその培ばい養よう槽そうは携けい帯たい可能な小型の物であるために、緊きん急きゆう用としてどんな船にも装備されている物だった。しかし便利さとは裏腹に、その不ま味ずさ故ゆえ、乗組員達からの評判は最悪だった。もちろん、もっとまともな食料を作るプラントもあるのだが、かなりのスペースが必要な事と、守蛇怪の本来の使用目的ゆえに、装備されていないのだ。

「だけど、西南にはもっとまともな食事が配給されているんじゃないのか!?」

　少ない食事を分けたといっても、各クルーに均等にではなく、各部署の仕事内容に合わせて配分する。本来、艦長にはそれなりの食事が優先的に配給されるはずだった。

「どういう事なんだ、霧恋!?」

「いいんですよ。オレが言い出したんですから。オレは航路設定のみの、便べん宜ぎ上じようの艦長ですしね」

　表情を硬くして霧恋をにらむ雨音に、西南はにこやかに笑いながらそう言うと、乾かん燥そうした木くずに青あお汁じるを混ぜたような味のドリンクを飲み始めた。

「せ、西南……大丈夫か？」

　訓練生時代に飲んだ味の記き憶おくがフラッシュバックしたのか、雨音は顔を思いっきりしかめた。

「飲み慣れると、結構いけますよ。ちょっと変わった味のお茶みたいで」

「マ、マジ？」

「ほら、雨音も部屋に戻って休みなさい」

「了りよう解かい……じゃあな、西南」

　西南のドリンクに関する感想に、雨音はすっかり毒気を抜ぬかれ、軽く手を振ふりつつ素す直なおに入り口の方へと消えて行った。と、その瞬間、霧恋は足の力が抜けたように、ベッドの端にへたり込んだ。

「き、霧恋さん！」

　慌てて近寄る西南だったが、霧恋の表情を見てその勢いがピタリと止まった。

「西南ちゃん……」

　気け怠だるそうに西南を見る表情は、先ほどの悪魔状態の雨音に似ていた。

　特とく殊しゆな訓練を受け、雨音よりもこの状じよう況きように耐たい性せいがあるとはいえ、先さき程ほどの雨音が発散させていた尋じん常じようでは無い雰囲気は、霧恋のスイッチも入れていたのだった。

（もういい、もう我慢しなくていいんだわ）

　先の見えない、そして行き着く先が死である可能性も十分に考えられる状況に、霧恋は甘かん美びさと悦えつ楽らくすら感じていた。

「……霧恋さん？」

　ゆっくりと近づく霧恋の表情は、発情した女そのものだ。もちろん雨音の異常さには遠く及およばないものの、それは西南がずっと思い焦こがれていた表情なのだ。

　───霧恋が見せる表情へと、そのまま飛び込みたい。

　だが皮肉な事に、西南の叩き上げられた精神の奥おく底そこは、この守蛇怪の状況に屈くつ服ぷくしてはいなかった。今は体力の回復をはかる時だと無意識に認識していた西南は、近付く霧恋の手をかわし、スッと距離をとったのだ。

「西南ちゃん？」

　西南に拒きよ否ひをされた事を不思議に思った霧恋は、それを恥はずかしさ故の行動だと思い、さらに西南に近づいた。

「大丈夫だから………ねえ」

　霧恋はニッコリと微笑ほほえみ、艶なまめかしく唇くちびるを舌で湿しめらした。が、その時、

「ねえ、じゃねえっ！　ずるいぞ霧恋！」

　部屋を出て行ったはずの雨音が、民家に突つっ込こむダンプのような勢いで乱入して来たのだった。

「ずっ、ずるいのはどっちよ！　出て行ったフリするなんて……」

　いつもならさっさと自分の非を認める霧恋も、今日ばかりは譲ゆずれない。

　───雨音の西南に対する好意は受け入れられる。

　───が、そこから先へは入って来てほしく無い。

　一度、西南から逃にげ出した負い目のある霧恋は、西南との結びつきに不安があった。だから先程目まの当たりにした雨音の、圧あつ倒とう的てきで暴力的で目も眩くらむばかりの美に畏おそれを抱いだいているのだ。

　ほんの僅かでも西南に近付けるのは危険とばかりに、霧恋は雨音に詰つめ寄より、二人はほとんど顔がくっつくほど近付いて睨にらみ合った。とはいえすっかり理性を取り戻もどした霧恋の顔は、自分の大だい胆たんな行動に対する羞しゆう恥ちで真っ赤だった。

「え～～っと……」

　とりあえずお腹もふくれ、疲ひ労ろうによる強きよう烈れつな睡すい魔まに襲おそわれた西南は、目の前の二大怪かい獣じゆう大決戦から逃とう避ひするかのように、そのまま自己の肉体が欲ほつする睡すい眠みん欲よくに身を任せた。

「西南ちゃん!?」

「西南!!」

　ベッドに倒れ込んだ西南に気づいた霧恋と雨音は、慌ててベッドに上がろうとした。しかし二人の目の前に、ＮえぬＢびーが押しとどめるように入って来た。

「心配せんでも、疲つかれて眠ねむっただけや」

「でも！」

「それより霧恋はんはそろそろブリッジに行き。あの三人組が悲鳴を上げてるで」

「クッ！　まだ交代して一時間と経たって無いのに……」

「霧恋はん達が普ふ通つうや無いんやけど……まあ確かにだらしないな」

「がんばってね、霧恋」

　雨音の見送りを背に、慌てて部屋を出て行こうとした霧恋は、二～三歩進んだ所で慌てて戻って来ると雨音の襟えりを摑んだ。

「雨音はとっとと、自分の部屋で休んでちょうだい」

「チッ！　気付いたか」

「ＮＢ、後は頼んだわよ！」

　ジタバタ抵抗する雨音を引きずりながら、霧恋は寝室を後にした。

「なんだかんだ言うて、元気やな……せやけど……」

　霧恋達を見送ったＮＢは、キルシェへと変化し、西南に毛布を被かぶせた。

「……だけど、このままでは」

　キルシェは西南の寝ね顔がおをジッと見つめながら、何かを考えていた。

　　　　×　×　×

　愚ぐ痴ちる雨音を自室に放り込んだ霧恋は、早足でブリッジへと向かっていた。

「まったく雨音ったら、こんな時に余計な体力を使わせないでほしいわ！」

「あらあら、ご機き嫌げん斜ななめですね」
















「ヒャッ[image: !!?]」

　興奮した霧恋のせいなのか、玉蓮が意図的にしたのか、霧恋の後ろに玉蓮が微笑みながら立っていた。

「玉蓮!?……もう、脅おどかさないでよ」

「その様子ですと、雨音様と西南様を巡めぐって一戦交まじえた、というところですか？」

　特に男女関係に関しては、玉蓮の洞どう察さつ力は神レベルだ。その洞察力で、今までさんざん数多あまたのカップルを破は滅めつに追い込んで来たのだが……。

「…………」

　霧恋は逃げ出すように歩き始めた。

「クスッ、西南様も大変ですね」

「…………」

　チラッと見る玉蓮の眼は、西南に迷めい惑わくをかけないように、と霧恋に言っていた。

「雨音様もこの状じよう況きよう下かで本性が漏もれ出していますから、お気持ちは分かりますけど」

「分かった、降参。……まさか貴女あなたに注意をされるとは思わなかったわ。それにしてもどういう心境の変化かしら？　こちらとしては、余計な神経を使わなくて助かるけれど」

「西南様と共にある……それが私にとって幸せな事ですから」

　微笑む玉蓮の表情は、まるで聖母のようで、以前の彼女ならけっしてあり得ない、清せい廉れんな雰ふん囲い気きすら纏まとっていた。その途と轍てつもない美び貌ぼうと合わさり、崇すう拝はいの念さえ起こる程だ。

「よくもまあ、そんな恥ずかしい台詞せりふを……しかもそれがとんでもなく似合うから余計、腹が立つわよ。これで以前の貴女だったら、躊ちゆう躇ちよ無く潰つぶしてあげるのに！」

　玉蓮の容よう貌ぼうに白旗を上げそうになる気持ちを鼓こ舞ぶするように、霧恋は声を上げ、拳こぶしをしっかと握にぎりしめた。

「クスクスッ、そんな事にならないよう、この状況を何とかしませんとね」

「珀蓮達が大人しいのも同じ理由なのかしら？」

「余計なトラブルは精神的にも肉体的にも疲れますし、最悪、海かい賊ぞくに投降する場合は、私達が敵を全ぜん滅めつさせなくてはなりませんから」

「そうだったわね」

　この状況を脱だつ出しゆつするため、最悪、適当な海賊に投降し、そのまま珀蓮達の力で海賊艦かんを乗っ取る事を計画していた。それは人員と瀬せ戸とへの荷物の安全を優先するためであり、その場合は守蛇怪を放ほう棄きする事となる。

「単艦での遭そう遇ぐう、時間的な余よ裕ゆう……。この状況で、条件に合う海賊艦との遭遇は、不可能に近いでしょうけどね」

「アイリ様なら必ず何か対策を打っているはずでしょうから、この状況を何とか維い持じするしかありませんね」

「クスッ、守蛇怪を放棄したとなると、アイリ様に何を言われるか分からないものね」

　二人は苦笑しながらブリッジへのシートに座った。

　霧恋と玉蓮のシートがブリッジに見えた途と端たん、アラン達は逃げ出すようにシートを下げた。

　　　　×　×　×

　アランは自室に駆かけ込んで来ると、不満をぶちまけるように大声で叫さけび始めた。それは水中に放り出された人間が、空気を求める行こう為いに似ていた。

「冗じよう談だんじゃない、冗談じゃない、冗談じゃない、冗談じゃない、冗談じゃない、冗談じゃないぞ！　何で、どうして俺達がこんな目に遭あわなきゃならないんだ!!」

　一息でそこまで言うと、大きく深呼吸をし、バリー達の方を見た。

「そう思うだろ？　いくら借金があるとはいっても、命あっての物もの種だねだ。だいたい俺達の命を、あんな借金ごときの端はした金がねで買えるとでも思ってるのかってんだ！」

「とは言っても……いまさらどうしようも無いだろ？」

「命がけで働く俺達が、こんな仕打ちをされて、我が慢まんしろって言うのか？」

　アランは例のドリンク入りの水すい筒とうを、バリー達に突きつけて言った。

「だけど……その原因を作ったのは俺達だし……」

「それにこれからはみんな、それを飲むんだろ？」

「中身が同じって保証があるのか？」

「えっ!?　どういう事だよ？」

「俺達だけにこいつで我慢させておいて、ほかの連中はちゃんとした物を食べてる可能性があるって事だよ。考えても見ろよ。俺達でさえ辛つらい任務を、俺達以上に長時間こなせるのは何な故ぜなんだ？　俺達以上に休きゆう憩けいをとっているからじゃないのか？　食しよく糧りようも不足した中で長い休息をとるには何が必要だ？」

「ちゃんとした物を食べてるからか!?」

「そうだ！　それ以外に考えられない！」

「珀蓮さん達は、俺達より高度な訓練を受けているって話だけど……」

「それにしたって異常だ。男と女の体力差だってあるんだ」

「そうだな。きっとそうだよ、バリー！」

　大食漢のコーンは食べ物関連で説得されると弱い。あっという間にアランの説を鵜う吞のみにした。

「う～～～ん。でも、どうするんだ？　俺達の食事内容が違ちがうって具体的な証しよう拠こも無いし……それに俺達一番下したっ端ぱだし、借金だってあるし、食い物の事だって……」

「うっ、確かに……」

「待て待て！　ちょっと多めに食ったのは確かだが、それだってもっと食い物を載のせてれば問題はなかった事だろ？　あの艦長が乗ってる艦だってのに、危機管理がなってないんだよ！」

　アランは一人では何も出来無いタイプだ。バリーとコーンが居ればこそ、強気にもなれる。

「確かにそうかもしれないけど……。どちらにしろ、残された備び蓄ちくが多いとも思えないんだけどな……」

「具体的な案はあるのか？」

「海賊と交こう渉しようする」

「エエッ!?」

「シッ！　この会話だってモニターされてるかもしれないんだ」

　大声を上げた二人の口を、アランは押さえた。そして二人が落ち着いたのを見計らい、その手をゆっくりと離はなした。

「あっ、ああ……でも、本気か？」

「こんな状じよう況きようで、海賊から逃げ切れると思うか？　ジリ貧のまま、いつか奴やつらにやられてしまうのは目に見えてるだろ？」

　アランは二人に顔を近付けると、小声で話し始めた。

「確かにそうだけど、うまく行くのか？」

「これだけ必死に追いかけて来てるんだ。かなり重要な物に違い無い」

「あの荷物の事か!?……だけど、確実に反逆罪だぞ？」

「反逆じゃなくて人助けだ。守蛇怪を見み逃のがすように交渉すれば、俺達ゃ命の恩人だ」

「なるほどな」

「さすがにあの荷物を渡わたす以上、ＧＰには戻れないが……なあに、そうなりゃ借金からも解放されるし、海賊からたっぷり礼金を取って、連盟外の適当な星で暮らすのもいい」

　アランの表情がどんどん得意げになって行く。得意の妄もう想そう爆ばく発はつだ。

「さすがだアラン」

「それだけじゃないぞ。もし万が一、海賊が艦長をあきらめなかったら……」

「あきらめなかったら？」

「艦長には気の毒だが、他の女達は助けられるはずだ。そうなったら、彼女達の身み柄がらは俺達で預かって……」

「例の計画をか？」

　それは玉蓮達をアイドルとして売り出す計画の事だ。

「そういう事！」

「さすがだぜアラン」

「だけど、荷物はどうやって手に入れる？　どうやって海賊と連れん絡らくをするんだ？」

「…………あっ」

　バリーの指し摘てきに、アランは口をあんぐりと開けたまま固まった。アランは妄想だけで、具体的な行動が伴ともなわないのだ。

「おい、一番重要な事を考えてなかったのか？」

「そ、それは……」

「それなら、ワイに任しとき」

「え、ＮＢ!?」

　いつの間にか、アラン達の円えん陣じんにＮＢが加わっていた。ＮＢはアラン達が驚おどろく前にたたみ掛かける。

「ワイなら荷物も海賊との連絡もでける。そうやなアランはん」

「えっ………あっ、ああそうだとも！」

　自分の地位を守るため、アランはＮＢの言葉の意味と意図を考える事無く、咄とつ嗟さに受け入れた。

「凄すごいな、ＮＢをすでに味方に引き込んでたとは」

「さすがアランだ！」

「ハッハッハ。俺様に抜ぬかりは無いさ、ハ～ハッハッハッハ！」




　────約三時間後、

「ハ～ハッハッハッハ！　ア～～ハ～ハッハッハッハァ!!」

　アラン達はガズラ艦の応接室で、接待役の女性達に囲まれていた。それはまさに高級バーで豪ごう遊ゆうしている成金といった感じだ。

「どうだ、俺の言葉に間ま違ちがいは無いだろう？」

　ご機き嫌げんのアランは、隣となりの女性の腰こしに手を回し、もう片方の女性がフォークで差し出す分厚いステーキ片に食いついた。

「それにしても、こうも簡単に行くとは思わなかったよ」

「これもＮＢのおかげだな」

「それは違うぞバリー。ＮＢはあくまでも道具にしか過ぎん。この計画が成功したのは、全部、俺様のこの頭脳があればこそだ！　ハァ～～～ハッハッハ!!」

　アラン達はＮＢの助けを借り、艦長室に保管してあった荷物を奪うばって、海賊の武装ユニットを回収した際に持って来た小型艇ていで守蛇怪から脱出した。そして取引先の相手を、荷物の価値を一番知っている者、ガズラに決めたのだった。もっとも、それらはすべてＮＢの発案だったのだが……。

　　　　×　×　×

「ふん！……いい気なもんだ」

　ブリッジでアラン達の様子をモニターしていた若いオペレーターは、吐はき捨すてるように言った。その眼は憎にくしみと軽けい蔑べつの入り交まじったモノだったが、それはアラン達が友人達を殺した敵だったからではなく、仲間を裏切ってここに来たからだった。


　───……で、条件はなんだ？

　───俺達の身の安全と金。それと守蛇怪を見逃すってところかな？

　───安全と金は保証しよう。だが守蛇怪は難しいな。

　───そう言うと思っていたよ。実は守蛇怪は今、食料が無くてかなりまいっている。

　───ほう？　それも、お前さん達の仕し業わざってわけだ。

　───気に入ってもらえると思ってね。そこで条件の一つに、守蛇怪の女達の扱あつかいを俺達に任せて欲しいんだ。山やま田だ西南は、あんた達で好きにするがいいさ。

　───ふん……まあいいだろう。



　若いオペレーターは会話の記録を再生し、苛いら立だたしげに止めた。

　アラン達は持ち出した荷物だけではなく、守蛇怪の食料事情による窮きゆう状じようすら自分達の手て柄がらとして吹ふい聴ちようし、取引材料としたのだ。それは若いオペレーターにとって唾だ棄きすべき事であったが、何より嫌いやだったのは、彼らの姿が自分を見ているように感じた事だった。

　若いオペレーターが生きていられるのは、友人達の船から自分だけガズラ艦かんに、特とく別べつ扱あつかいされ移動していたからだ。そして仲間の親衛艦隊を目的のために利用したのだ。もちろんそれは若いオペレーターの意志では無いが、タラントの親衛隊にあこがれ、そこへ入ろうとすれば、遅おそかれ早かれ、自分の意志で同じ事をする時が来るかもしれないのだ。

（僕も、ああなるのか？　いや、ああならなければいけないのか？）

　少なくとも今の若いオペレーターは、アラン達の姿を心底醜みにくいと感じていた。だがその内それも感じなくなってしまうかもしれない───それが恐おそろしかった。

「アカデミー最さい新しん鋭えいテスト艦が、とんだ連中を抱かかえていたもんだな」

　と、若いオペレーターの苛立ちを冷ますよう、先せん輩ぱいのオペレーターが声をかけた。

「えっ!?　ええ、そうですね。リョーコ・バルタファンクラブ会費の個人的流用による莫ばく大だいな借金がありましたから、それを理由に守蛇怪の乗組員となったようです。もっとも内規を満たすための要員だったらしいですけど」

「確かに、今までの山田西南の経歴を見れば、なり手が居ないのも当然だろうからな。まあ、その程度の連中だから、ああいう事ができるんだろうけどな」

「……そう、ですね」

「だがああいった連中のおかげで、俺達はこれ以上被ひ害がいを出さなくても済むかもしれないんだから、あまり考えるな」

「……済むかも、ですか？」

「あの荷物が本物ならな」

　先輩オペレーターがそう言ったのと同時に、応接室にガズラが入って来た。

　　　　×　×　×

　応接室に入って来るなり、ガズラは接待の女性達に合図を送った。と、彼女達はスッとアラン達から距きよ離りを置き、無表情で彼らを見つめた。

「えっ？　どうしたのかな、彼女達ィ？　艦長が入って来たからって、そんなに畏かしこまる事は無いんじゃないのかな？」

　その場の空気を読めないほど舞まい上がっていたアランは、吞のん気きな口調でそう言った。しかし無表情に自分達を見つめる女性達に、次し第だいに彼女達がアラン達から離れた意味を理解し始めた。

「……あ、あの……」

「この荷物だが……偽にせ物ものだ」

　追っていた荷物に関して、ガズラでさえ具体的な事は何も知らされてなかった。真しん贋がんの判別に時間がかかったのは、中身が分からないように、かつ調査機器が使える程度にシールド梱こん包ぽうを解き、タラントに直接確認をとっていたからだ。

「まっ、またまたご冗じよう談だんを。ハッハッハ……」

　アランの言葉に、ガズラは荷物を無造作に放り投げた。アランはそれを落としそうになりながらも摑つかむと、引き千ち切ぎるように乱暴に梱包を開いた。と、そこには俗ぞくに言うところの『大人のオモチャ』が入っていた。

「…………これが……瀬戸様への荷物？」

　アラン達は、何ともいえない表情でその物体を見つめていた。中身が偽物と言われても、解釈次第ではこれが瀬戸宛あての荷物だと言われれば、不自然では無いし、瀬戸の弱みを海かい賊ぞくが追いかけているとすれば、納なつ得とくできなくもない。

「まあ、それはそれでいろいろな意味で、判断が難しいところだったがな」

　アラン達の反応を見て、吹ふき出しそうになるのを堪こらえつつ、ガズラはアラン達の行動の裏について考えていた。

（ただ単に、こいつらがフェイクに引っかかっただけならいいが……もしもの行動を予測した上で、何かを仕し掛かけていたら）

　ガズラがそこまで考えていた時、

「ガズラ艦長様……おっ、俺達を人質に交こう渉しようするってのはどうです？　俺達はあの船には無くてはならない存在ですし、山田西南ってのは、俺達がずいぶん世話してやった奴やつでして、ヘッヘッヘ」

　アランは先さき程ほどまでの態度と一転、腰をかがめ卑ひ屈くつな態度と口調でガズラに言った。

「お前らにそんな価値があるかよ」

　ガズラは経験上、今までいろいろな人間を見て来た。このような状況で、アラン達の反応はさほど珍めずらしいものでは無いが、自己の行動に後ろめたい気持ちはカケラも抱いだかず、ただ己おのれの保身に走るこのタイプは、誰だれに対してもあっさりと掌てのひらを返して裏切る危険なタイプだ。用が無くなれば処分するのが一番、ガズラの中でも最低ランクの人間だ。

「脱だつ走そうした奴ってのは人質にならねえし、交渉ってのはこちらもＧＰも、それ専門の連中が行うもんだしな」

「話をするだけでもいいんです！　絶対、乗ってきますから!!」

「ケッ！　そんな甘っちょろい奴なら、それなりの補ほ佐さが付いてるんじゃねえのか？　だいたい向こうとは超ちよう空間通信が出来ねえんだぜ」

「おっ、俺達は脱走する気なんて無かったんです！　あのＮＢの奴に……」

　アランは悲鳴にも似た口調でＮＢの方を指さした途と端たん、悲ひ壮そう感あふれる表情を一変させた。そしてＮＢをがっしりと摑むとガズラの方へ差し出した。

「そっ、そうだ！　ガズラ艦長様にもう一つお土産みやげがあるんですよ。こいつ！　こいつはあの山田西南のＮＢでして、しかもあのアカデミー理事にして哲てつ学がく士し、柾まさ木きアイリの工こう房ぼうで造られた特別製ですぜ！」

「何ッ[image: !!?]」

　サッとガズラの顔色が変わる。

「ヘヘヘヘ……どうです？　こいつなら結構な価値があると思いますがね」

　アランはガズラの反応を、ＮＢの価値に驚いたのだと勘かん違ちがいしていた。しかしガズラの反応はＮＢに対する警けい戒かいだったのだ。

（そういう事か……こいつらとんでもないモノを持ち込みやがって！）

　自分の艦にアラン達を入れる時、ＮＢも綿密なチェックを行った。その結果、危険は無いと判断したのだが、それがあの悪名高き、柾木アイリの造ったモノなら話は別だ。どんなとんでもない機能を持っているか判わかったものでは無い。

（この茶番が、俺の艦の破は壊かい、あるいは乗員の排はい除じよが目的なら納得が行く。この応接室は重装そう甲こうの殻かく室しつとなっているが、絶対という保証は無い。俺は仕方が無いが……）

　ガズラはアラン達の周りにいる部下達を見た。

（あいつらは、気の毒な事をしたな）

「……艦長はんが思っとるような機能は無いから、安心しい」

　まるでガズラの考えを読んだかのように、ＮＢは静かな口調で言った。

「何だと？」

「こらっ！　大事な交渉の最中なんだから、お前は黙だまってろ！　あっいや、こいつはちょっと妙みようなソフトを入れてましてね。時々変な事を口走るんですよ。まあ、これも高機能ゆえの事でして……」

「艦長はんと二人っきりで話がしたいんやけど、他の者は席外させて」

「黙ってろって言ったろ！　エへへへ、すみませんね、すぐに黙らせますから」

「いいだろう。そのＮＢを残して、他は第二応接室にでも放り込んでおけ」

「いっ、いや、しかしまだ話が！」

　そう言うアランを、ガズラは邪じや魔まだとばかりに睨にらみ付けた。

「ヒィッ!!」

　蛇へびに睨まれた蛙かえるのように動けなくなったアランと、ソファーの陰かげで震ふるえていたバリーとコーンを、女性達は引きずるようにして出て行った。

「ふう……」

　女性達が完全に室外へ出て、隔かく壁へきが閉じた事を確認したガズラは、安あん堵どするかのように大きくため息をついた。

「部下思いなんやな」

「俺とした事が、お前のようなのを艦内に入れちまうとはな。これももしかして山田西南のせいなのかな？」

「疲つかれとんは、ワイらだけや無いっちゅうこっちゃ」

「疲れ？　俺達はもっとひどい条件の仕事も……いや、そうかもな。あのペイント弾だんを受けて、ここまで逃にげ延のびた……翻ほん弄ろうされた船は初めてだ。で、話とは何だ？　取引でもしようってのか？」

「とりあえずワイの……いえ、私の条件を提示しましょう。これから変身しますが、危害を加えるとかではありませんので、撃うたないでくださいね」

　と、ＮＢの声がキルシェのモノへと変わり、そしてＮＢの体が変形を始めた。

「なっ!?」

　目の前で艶なまめかしく変形をして行く姿に、ガズラは年とし甲が斐いもなく緊きん張ちようし、心臓の鼓こ動どうが速くなった。だが目の前の光景は、ビーナスの誕生と形容するのが相応ふさわしいほど、魅み惑わく的で美しかったのだ。

　変身を終えたキルシェはニッコリとガズラに微笑ほほえんだ。

「……お、お前……どこかで？」

　ガズラがそう呟つぶやいた時、

『キルシェだ！』

　それはあの若いオペレーターの声だった。




　樹雷星大海洋上───樹雷星の約六割を占しめるたった一つの巨きよ大だいな海。そのほぼ中央に位置する海域に、地球のオーストラリアの半分の面積に匹ひつ敵てきする、軍用海上都市ブロック群があった。その中央ブロックは皇おう家けの船のブリッジを模した構造となっていた。その中央にはこの海上都市の象しよう徴ちようとなっている、一キロ強の樹木が生えていた。

　───ミャアアアアン。

　夕暮れの空に消えて行く魎りよう皇おう鬼きの姿を、その象徴の木の最上部にある展望室から、瀬戸は初老の男と共に見送っていた。

「まさか伝説の海かい賊ぞく艦かんを、この目で見られるとは思いませんでした。しかもあのような愛らしい姿をしているとはね」

「なかなかいいお爺じいちゃんっぷりだったわよ♡」

「いやいや、あの子の甘えっぷりもなかなか見事で、お宅の部下の方々も骨ほね抜ぬきにされていましたからね。下では見送りで泣いている方も大勢いらっしゃるのでは？」

「これで結けつ婚こん率が上がるといいわねぇ、ホホホのホ」

　会話の内容からすると一見、仲の良さそうな二人だが、そこには棘とげのある含ふくみが持たされていた。

「貴方あなたのところの若いのに生きの良いのはいない？」

「瀬戸様のところのお嬢じようさん方にですか？　そんな命知らずは近ちか頃ごろはとんと……何しろ、誰かさんに牙きばを抜ぬかれてしまいましたからね」

「あらそれは誤解というモノですわ。うちの娘むすめ達は、それはそれは気だての良い娘達ばかりですのに」

「ふむ……。うちの連中より、貴女のお眼鏡めがねに適かなった男に進展があったそうですな？」

「ええ。おそらく一両日中にでも決着がつくと思いますわ。そうなれば、彼女にも会えますわよ」

「まさかこれほど早く会えるとは思いませんでしたよ」

　スッと男の口調から刺とげ々とげしいものが消え、瀬戸の表情も穏おん和わなものとなった。

「楽しみでしょう？」

「この世界の行く末もね」

　その男は、魎皇鬼の消えた空を見上げ微笑んだ。




『キルシェだ！』

　若いオペレーターの声は、驚おどろきと興奮の混じった歓かん喜きに満ちていた。それはアイドルのファンが出すそれと同じモノだった。

「キルシェ？………あっ」

　若いオペレーターの言葉をきっかけに、ガズラも目の前の女の事を思い出した。

　本来、キルシェがいくらアカデミーで有名なアイドルとはいえ、銀河連盟全体で考えれば、所しよ詮せん地方のマイナーなアイドルも同然で、知らない人間の方が圧あつ倒とう的てきに多い。どう見てもアイドルに明るいとは思えないガズラが、キルシェの名前と顔を知っていたのは、ＡＩがアストラルを持つこと自体珍しい上、トップレベルのアイドルとなった例は、キルシェ以外には存在しないからだ。

「……本物か？」

　記き憶おくが一いつ致ちしたとはいえ、目の前の女がキルシェ本人とは限らない。

『待って下さい……』

　若いオペレーターの声を半分聞き流しながら、ガズラは値ね踏ぶみするようにキルシェを見た。それは若い女性なら怯おびえてしまうような形ぎよう相そうだったが、キルシェは平然と見つめ返していた。

　キルシェはまだ肉体を持た無いＣＧアイドルだ。実体であればパーソナルデータを取る事が難しく、そのデータが外部へ流出する可能性は低いが、キルシェの場合はもともとがデータであり、アイドル活動はそのデータをキルシェが動かす事で成り立っている。そのために放送局でデータをコピーされる可能性は高く、実際、何度かキルシェのデータ流出事件は起こった。そのためアストラルを持つキルシェの肖しよう像ぞう権けんは厳きびしく保護され、番組の録画等の映像データ以外、彼女の外観パーソナルデータでの直接再生はキルシェ本人のコントロール下に無い限り、私的再生すら違い法ほうとなっているのだ。

　さらに外観データもある範はん囲い内の数値変へん更こう、つまりそっくりさんも程度によっては違法となっていて、当然、その判別をするためのソフトが公開されていた。ちょうどその確認をブリッジで行っているはずだった。

（フン！　こいつが仮に偽にせ物ものだとしても、ただのＡＩじゃねえのは確かだぜ）

　ガズラの目の前の女には、本物の持つ強きよう烈れつな魅み力りよくがあった。

『……データ類似率、[image: 100]％。外観データはオリジナルのようです！』

「確かキルシェは失しつ踪そう扱あつかいになっていたな？」

『はい』

『お、おい……マジかよ』

『俺のガキが、キルシェの朝番のファンでよ。一いつ緒しよに見ているうちに、俺も良いなって思うようになって。女によう房ぼうの奴も可愛いって言ってたしな』

『うちもだ』

『すげえ、こんな間近で本物のアイドル見るのは初めてだ』

　ブリッジでは全てのオペレーター達や、ブリッジ要員が全員メインモニターに釘くぎ付づけとなっていた。

「お前ら、少し黙ってろ！　ったく……状じよう況きようはそろってるようだな。なら本物と断定してもいいようだが……」

　ブリッジのはしゃぎ様とは対照的なガズラの渋しぶい顔は、キルシェに先手を取られたからだった。キルシェの価値が高ければ高いほど、これから確認する事実は、状況を厄やつ介かいなモノとしかねないからだ。

「……で、そろそろお嬢さんの本当の目的を聞かせてもらえないかな？　意味もなくあんな連中にくっついて来るはずも無いだろうからな」

「守蛇怪の状況を知らせるためです。あなた方の攻こう撃げきで、長ちよう距きよ離りの通信が不可能となりましたから」

「聞いたな！　通信のルートを割り出して遮しや断だんしろ！」

『了りよう解かい！』

　ガズラの怒ど号ごうに、慌あわててチェックをする喧けん噪そう音が聞こえ、緩ゆるんでいたブリッジから緊きん迫ぱくで引ひき締しまった雰ふん囲い気きが伝わって来た。

「お嬢さん……あんた、なかなかどうして交こう渉しよう上じよう手ずだな。お嬢さんの価値を先に印象付けてしまえば、俺達も破壊するのを躊躇ためらうからな」

　ＮＢの価値を知らなければ、危険な要素を排除するのを躊躇う事は無い。しかし、それが高い価値を生むモノだと知れば、多少のリスクを冒おかそうとする気持ちは生まれる。

「それにしても解げせねえのは、なんであんな連中を助けるようなマネをするんだ？」

「それは、私がそうし向けたようなモノですから」

「ああいう連中は、遅おそかれ早かれ、何かやらかしたと思うが……。ああ、なるほどな、不ふ穏おん分ぶん子しを隔かく離りするついでに、あの船の状況を知らせようとしたのか。それなら尚なおの事、連中を切った方が良いんじゃないのか？」

　ガズラの言葉に、キルシェはジッと俯うつむいて考えていた───が、

「………そんな事をしたら……艦かん長ちようが苦しみますから」

　ポツリと、呟くように言ったのだった。

　　　　×　×　×

『………そんな事をしたら……艦長が苦しみますから』

　キルシェの言葉を聞いた若いオペレーターの手は完全に止まり、その目は彼女に向けられたまま瞬またたきさえ忘れたかのようだった。

「クソッ！　どうやって通信をしている……そっちはどうだ？」

　ブリッジ内は、キルシェの通信ルートの特定に苦く慮りよしていた。

「ダメだな長距離から短距離まで、どのルートも使われた形けい跡せきが無い」

「もしかしてブラフかもしれないぞ。おい新米！　そっちはどうだ？」

「えっ!?…………あっいえ、こちらも、ダメです」

　先せん輩ぱいオペレーターの問いに対して、若いオペレーターはそう答えたが、彼にはキルシェがどういうルートで外と通信をしているのか、朧おぼろ気げながら分かっていた。

（恐おそらく僕が使っている個人的なＰＣからだ……）

　彼はガズラ艦に配属された時、使っていない小さな倉庫を自室としてあてがわれた。そこには電源もコンピューター接続の亜あ空間端たん末まつも無い部屋だった。そして彼はいろいろと試し行こう錯さく誤ごの末、点検口から偶ぐう然ぜん、ガズラ艦から外へとつながる端末を見つけた。それは予備なのか、それともそれ以外の物なのかは一切不明だが、使われている様子も、それどころかブリッジからもアクセスが出来無いようになっている、変わった端末だった。

　注意されれば止やめればいい───そんな軽い気持ちで自分のＰＣを繫つなげ、その端末がガズラ艦の最優先ライン以上に快適だったため、今までこっそりと使っていたのだった。

　通信ルートを黙っていたのは別にキルシェの、仲間を思う気持ちにほだされた訳ではない。ただ友人達の中で一人、優ゆう遇ぐう措そ置ちのおかげで助かり、そして仲間の艦隊を全ぜん滅めつさせた事に関かん与よした罪悪感を、ほんの少しでも和やわらげたい……。そう思ったのだ。もちろんＰＣを、勝手に訳の分からない端末に繫げた事を知られたく無い気持ちもあったが、とにかく好きなアイドルの前では、無む償しようで何かをして格好をつけたくなるものだ。

（……あれ？）

　ジッとキルシェを見つめる若いオペレーターは、その時、何かに気づいた。

　　　　×　×　×

『頭かしらァ、ダメです。どこにも発信記録が見つかりません』

　オペレーターの報告に、ガズラはキルシェの価値を天てん秤びんにかけていた。が、さすがにどんな状況を片方の天秤皿に載のせても、キルシェ側は下がったままでビクともしない。

「この場所を知ったところで、ＧＰがすぐに動けるわけがねえ」

「特に大規模な艦隊を出動させるとなると、尚なお更さらですね」

　自分を納なつ得とくさせるようなガズラの独り言に、キルシェは補足同意するように語る。

「だいたい、ＧＰがここで大規模な艦隊行動を起こせるわけも無いが……皇おう家けの船なら単艦でも……」

「皇家の船なら尚更の事、ここに来るわけには行きませんよ。もしバレれば、侵しん略りやく行動ととられ、それこそ銀河連盟崩ほう壊かいにも繫がりかねません」

　皇家の船は各国にとって核かく兵へい器きのようなもので、樹雷に保有されている数があれば、世せ二に我わであろうとも、対たい抗こうするのは不可能だ。だが本来、意志を持つ皇家の船は戦う事を嫌きらうため、実際、樹雷が銀河支配をしようと考えても、その意志に同意をする事は無いし、それ以前に皇家の船のマスターは、皇家の樹にそんな事は強制しない。だが仕方無い事とはいえ、他国は皇家の船をあくまで兵器としか認識しないため、樹雷は各国に疑心を持たれないよう、皇家の船の運用を防衛に限定すると宣言しているのだ。

「それに、状況を知ったとしても、まだあなた方にアドバンテージはありますから。実際ここに来るのは、ＧＰ……いえ、アカデミーによる少数の偽ぎ装そう回収部隊でしょう」

「なるほどな。まあそんなところだろうよ」

　ガズラはキルシェの挑ちよう発はつするような表情に気付いた。つまり、ガズラが早いかアカデミーか、或あるいは他の海賊達か、賭かけてみないか？　と言っているのだ。

　ガズラにとって、その提案はありがたいものだった。ガズラ自身否定はしたものの、撃げき沈ちんする事さえ難しい守蛇怪を捕ほ獲かくする任務は、乗組員だけでなく経験豊富なガズラの精神をも疲ひ弊へいさせていた。ＮＢを迎むかえ入れた迂う闊かつさを考えれば、それはガズラの予想以上に深刻な問題だと言える。

（向こうの騒さわぎも収まって、そろそろタラントの奴やつも出張って来る頃ころだ。さほど猶ゆう予よは無いのなら……クルーの手た綱づなを締め直して集中させるには丁ちよう度どいい。まあ、それにこんな臨時報ほう酬しゆうでも無ければやってられんぜ）

　そう考えたガズラが、キルシェに声をかけようとしたその時、

『ああっ！』

「なんだ？　どうした!?」

『キルシェの外装素材！　この前見た、ＡＶバイオロイド女優に使われていたバイオメタルだ！』

「はあ!?」

　驚おどろいて天てん井じようのカメラを見上げるガズラの向こうで、キルシェの頰ほおは恥はずかしさで赤くなっていた。

『お前もそう思うか？　だけどあのバイオメタルは形成維い持じにとてつもなくエネルギーを食うって話だが？』

『確認用のフィルターがあるんですよ。間ま違ちがいありません』

『お前らが言ってるのは、前に上映会をやったあれの事か？　最新の技術映像だって言ってた』

『実際見たらＡＶだったってオチのやつか？　確かに、あの艶なまめかしいところなんかはそっくりだな』

『ちょっと演技が下へ手たくそだったのが残念だったけどな』

『先輩方、あの女優の身長知ってますか？　十二メートル二十二センチなんですよ！　十二メートル二十二！』

『エネルギージェネレーターを組み込んで、やっとあの身長を実現したってんだろ？　専用の巨きよ大だいセットだのバイオロイド男優やらその他の女優とか、何から何までそいつの身長に合わせて造ったから、制作費がちょっとした大作映画並みってのは知ってる。だけど、どんなに金をかけようとも、肝かん心じんの女優が大根じゃなぁ』

　ブリッジ要員達は、今の状況をすっかり忘れたかのように、エロ談義を始め、それを聞いているキルシェは、すっかり顔全体を赤らめて俯いていた。

（緊きん張ちようを解ほぐすのはいいが、砕くだけすぎだ、あの馬ば鹿か共が！）

　だがもっと居たたまれない気持ちなのは、キルシェに相対しているガズラの方だった。先さき程ほど、ガズラと堂々と駆かけ引きをしていたキルシェの表情は一転、年とし頃ごろの女性らしい表情となって恥ずかしさで俯いてる。その姿は見ているだけで痛々しく、まして自分の娘と言ってもいい年頃の女性を前に、猥わい談だんをしているのが自分の部下なのだ。

「いつまでくだらねえ与よ太た話ばなしをしてやがる、このド阿あ呆ほう共めが！」

　罪悪感と、キルシェを対等な相手と認めたが故ゆえの羞しゆう恥ちを払ふつ拭しよくするかのように、ガズラは大声で怒ど鳴なった。

　───ガタガタッ！

　途と端たんに、ブリッジ要員が慌てて持ち場に戻もどる音が聞こえ、各々の作業を開始した雑然とした声が漏もれ聞こえて来たのだった。

「すまんな。お嬢じようさんのような本物のアイドルと会えて舞まい上がってるようだ」

「……あっ、いえ、お気になさらないで下さい」

　まだ少し頰を赤らめているものの、しっかりとした表情で微笑ほほえむ姿は、後光すら感じさせた。

「とりあえずお嬢さんの提案は受けよう。お詫わびって訳じゃ無いが、ブリッジの特等席でどっちが勝つかを見物するといい」

　キルシェの言う通り、彼女がガズラ達を害する力が全く無いとしても、ブリッジに連れて行くのは自殺行こう為いに等しい。だがガズラにも海賊として、一艦隊を率ひきいる身として、そして男としての矜きよう恃じがある。そして彼女には、それだけの危険を冒すだけの価値があるのだ。

「ありがとうございます。そのご招待、謹つつしんでお受けいたします」

（このお嬢さんにそこまでさせる、山田西南ってのはどんな男だ？）

　優美に一礼するキルシェの姿に魅み入いられると同時に、ガズラには西南に対する強い興味と、ほんの少しの羨せん望ぼうが芽生えていた。
















　　６「決着」







「呆あきれたものね」

　守かみ蛇だ怪けブリッジのメインモニターには、脱だつ出しゆつをしようとしているアラン達の録画映像が映うつし出されていた。しかもアランはわざわざ監かん視しカメラの方に向かって、自じ慢まんげな表情で中指を立てていた。

「やはり向かった先は海かい賊ぞくの所なんでしょうね」

「だろうな。ＧＰに戻もどる気はさらさら無いって顔よね」

「でも彼らが持ち出したのって偽にせ物ものなんでしょ？」

「もちろんよ」

「だったら、すぐに送り返されて来るでしょうね」

　霧きり恋こや珀はく蓮れん達は、西せい南なが責任を感じ無いようにと、あっけらかんとした口調でそう話していた。だが西南はずっと深刻そうに俯うつむいたままだった。

「……艦かん長ちよう。これは艦長だけの責任ではありません」

「どちらかというと補ほ佐さの、私達の責任よね」

　霧恋と雨あま音ねは、苦笑を浮うかべながら西南に言った。

「でも、俺の悪運さえ無ければ……。俺のＮえぬＢびーも荷か担たんしているみたいだし、アランさん達の処しよ遇ぐうは、出来るだけ大目に見てあげられませんか？」

「もともと守蛇怪のテスト目的は、艦長の特性にどう対処できるかです。彼らの行動も、乗組員のストレスに対する行動パターン情報収集のひとつと言えますから、そこのところは考こう慮りよされると思います」

「とはいえ、荷物を持ち出して脱だつ走そうってのは、少々やり過ぎよね。まっ、再訓練の必要はあると判断されるでしょうね」

「そ、そうですね。それは仕方ない事ですね」

　西南は表情を和やわらげ、雨音達を見た。

「それより艦長。ＮＢが守蛇怪を脱出したのには、恐おそらく理由がありますね」

「理由？」

「いくらＮＢにおかしなプログラムがされているとはいえ、仮にもＮＢが命令も無く、彼らの脱走に荷担するはずがありません」

「何よ霧恋、私のせいだって言いたいの？」

「話の腰こしを折らないで。私が言いたいのは、守蛇怪が超ちよう空間通信を遮しや断だんされているという事よ」

　それはＮＢの機能を知る霧恋達にとっては、目的と理由、表ひよう裏り二重の意味を持つ言葉だった。ＮＢはアイリや霧恋を含ふくむ複数の者達が西南の監視を行ったり、遠えん隔かくからのコントロールが可能だ。だが超空間通信が出来ない以上、今回の行動はＮＢ自身の発案だという事だ。だがそれは本来、持ち主の補佐が目的のＮＢの機能を逸いつ脱だつしている。

（まるで意思でもあるかのようだわ。それともこれもアイリ様のプログラム？）

　それは霧恋達が、キルシェの存在に気付き始めるきっかけとなる出来事ではあったが、彼女達がそれを知るのは、もっと後になっての事だった。

「そうか守蛇怪の情報を伝えるため!?」

　西南は霧恋の言葉から、ＮＢの目的を推察した。

「恐らく……だとすれば、状じよう況きようが動くかもしれません」

「でも、海賊にその事が知られたら……」

　ＮＢやアランの安あん否ぴを不安視した西南だったが、どちらにしろ、今のままでは何も出来ないと、すぐさま頭を切り換かえた。

「分かりました。では超空間ジャンプの航路設定方法を元に戻します」

「了りよう解かい！　珀蓮、これからローテーションにリセットをかけます。私と艦長以外のクルーは、休息に入って下さい。現在残存している通常の食事は全て雨音に、それ以外の者はサプリメントドリンクを濃のう縮しゆくした物を服用し、最大加速空間にて二十四時間。その後、私と艦長が十二時間の休息に入ります」

　霧恋のプラン通りに行けば、一時間後には全員がリフレッシュ状態となるはずだ。だがそれは背はい水すいの陣じんでもあった。

「守蛇怪が攻こう撃げきを受けてからの期間、アイリ様達が無策のままでいるはずはありません。ですから我々も全員が揃そろった後は、決着がつくまで無休で活動します。どちらにしろ、守蛇怪の機体もいつ限界が来てもおかしくない状態ですからね」

「霧恋、私達が休んでいる間はどうするの？」

「そろそろ彼女が使えるわ」

　霧恋は自信満々で、艦長席や霧恋達の席がある、中央ユニットを見た。

「お願いね、守蛇怪」

　───クスッ、フフフ、アハハハ。

　微かすかに聞こえる少女のような声と共に、ボウッと虹にじのような彩光のフォログラムが浮かび上がる。

「これは、皇おう家けの樹!?」

「アイリ様のチームが皇家の樹を研究して開発した、コンピューターユニットよ。高い学習能力を有しているから、全員の代わりとは行かないけれど、艦長と私が居れば、短時間なら問題は無いはず」

「そいつの経験値稼かせぎも、テストの内だったって訳だ」

「予定ではテスト期間内で、実戦使用に耐たえるだけの情報は集まら無いはずだったんだけれど……今回のアクシデントがなければ、ね」

　まさに不幸中の幸い───霧恋は困こん惑わくの表情で笑った。

「つまり、もう実戦で使えるって事？」

「そういう事！　分かったら全員急いで！」

「了解！」

　霧恋の言葉に、全員がそれぞれの持ち場へと向かおうとした時、

【ねえ霧恋】

　と、珀蓮が秘話通信で霧恋に話しかけて来た。

【どうしたの？】

【アラン君達を無事に帰すには、たぶんＮＢが犠ぎ牲せいにならなくちゃいけないんでしょうね】

【そうね……でも、ＮＢなら代かえがきくし……】

【気付いてるんでしょ？　ＮＢの中に誰だれかが居るって事】

【……それもアイリ様のプログラムかもしれないわ】

【そうね。でも、本当にそう思っている？】

【そう思う方が気が楽ね。でもあの、あまりにも人間らしい行動は、私が知るＡＩとはあまりにも違ちがいすぎる………けれど今は、西南ちゃんを守るのが最優先よ】

【西南様以外の全員がそれに気付いている……それだけは忘れないで】

　それは西南を守るために、誰かを犠牲にしたという罪を、霧恋一人に押しつけるつもりは無い、という意味だった。

【ありがとう……珀蓮】

「では、後をお願いします」

　珀蓮はニッコリと笑みを浮かべると、自室へと戻って行った。その後ろ姿を見送った霧恋が席に着こうとした時、守蛇怪が警報を発した。

「来たわね。艦長、進路設定急いで下さい！」

「くそっ！　間に合うか!?」

　と、守蛇怪後方に連結したユニットから、後方にジャンプアウトして来た海かい賊ぞく艦かんへ砲ほう撃げきが加えられた。

「守蛇怪!?」

　シートに座った霧恋は、全ての海賊艦が航行不能の状況となったのを確認した。

「凄すごい……雨音並みの反応だわ。ありがとう、守蛇怪。では艦長、いつものようにお願いしますね」

「はい、じゃあ海賊の位置予想図を……ああそうか、いつものように、ですね」

　決着をつける以上、海賊を回かい避ひする必要は無い。少し考えた後、西南はいつものように進路を設定した。




「見つけた！　西南君!!」

　超空間ジャンプを終えた偽ぎ装そうコンテナ艦のブリッジで、リョーコ・バルタはクルーや副官の前であるにもかかわらず、歓かん喜きの叫さけびを上げた。

　何日も消息がつかめず、辛かろうじて海賊艦の被ひ害がい報道だけが、守蛇怪の安否を知る手がかりだったとあれば無理も無い。その年相応の開けっぴろげな喜びを、副長は微笑ほほえましく見ていた。

「通信はどうだ？」

「駄だ目めですね。やはり何かに妨ぼう害がいされています」

　オペレーターはメインモニターに、ガズラ艦隊やその他大勢の海賊艦と交戦する守蛇怪のアップを映し出そうと苦心していたが、そのあまりに激しい動きに捉とらえられずにいた。と、リョーコは手元のコンソールを素す早ばやく操作し、映像の中から守蛇怪が映っている瞬しゆん間かんを捉とらえ、静止画像化した。

「守蛇怪を覆おおっている、あの赤いのがそうね。後方に連結させているのはＧＰ軍の増設ユニットみたいだけれど……」

『横流し品を使っていた海賊から奪うばったんでしょう。本当、これが次回のテスト航海だったら、いろいろと楽しい事になったのに』

　アイリは悔くやしそうに机を叩たたいた。

「確かに、守蛇怪の高出力ジェネレーターにアイリ様の武器。とんでもない無む双そう状態だったんでしょうねぇ」

　阿あ鼻び叫きよう喚かん、朱しゆに染まる宇宙、アイリの高笑い。リョーコは嫌いやな想像を打ち消そうと頭を振ふり、目の前の守蛇怪に集中した。

「……とにかく、急いで守蛇怪にこちらを認識してもらいましょう！」

「レーザー通信の準備は出来ています」

「ありがとう。……ではお願いします！」

　リョーコはエルマの姿へと変身した。こちらの姿の方が反射速度が速く、オペレート作業もし易やすいからだ。エルマの合図で、偽装コンテナ艦は守蛇怪の居る戦せん闘とう区域へと突とつ入にゆうして行った。

「……こいつぁ凄すげえや」

　守蛇怪の神かみ業わざのような操艦に、操そう舵だ士しが唸うなるように呟つぶやいた。

「しかし、これでは通信は……」

　指向性のレーザー通信をするという事は、守蛇怪に攻撃を当てると同義だ。だが守蛇怪は現在交戦中で回避行動をとっているため、通信は容易ではなかった。

『霧恋さん達の有能さが仇あだになってますね。とはいえここまで無事だったのはそれ故ゆえなんでしょうけど……』

『あの様子だと、守蛇怪ユニットも稼か働どうし始めているようね。珀はく嶺りよう君が喜びそうだわ………。仕方ない。エルマ、全方位の光通信で呼びかけなさい！』

「でもそれでは他の海賊達に!?」

『こちらを認識させるだけでいいの。守蛇怪が捕ほ捉そく出来たのは、向こうが私達の存在に気付いたからよ』

「なるほど、了解！」

　アイリの予想通り、偽装コンテナ艦から一いつ瞬しゆん発せられた合図に、守蛇怪から指向性レーザー通信で座標が送られて来た。だがそれは、こちらから当てる事の出来なかった攻撃を、守蛇怪側はあっさりと成し得たという意味であり、偽装コンテナ艦の射手とパイロットを少なからず落らく胆たんさせたのだった。

「よし、緊きん急きゆうジャンプ！」

　エルマの号令と共に、偽装コンテナ艦は超空間へと突入し、その間合いを予想していたかのように、守蛇怪も同時にジャンプしたのだった。




「クソッ！　なんて動きだ。今までとは比べものにならないぞ」

　ガズラ艦の操舵士は、呆ぼう然ぜんと守蛇怪の消えた空間を見つめていた。

「連中も本気になったって事だ。それより気付いたか？」

「守蛇怪に合図を送った奴やつが居ましたね。コンテナ輸送艦のように見えましたが？」

「確かに、コンテナに封ふう印いんするのが一番手っ取り早いからな。それにしてもあの一瞬のやりとりで、同時にジャンプしやがった」

「こいつは向こうが断然有利になりましたね。どうしますか？」

「まだまだ勝負は分からねえさ。座標を示し合わせても、ＡＨＰがある以上、同じ位置にジャンプアウトは出来ねえ。合流しようにも超ちよう空間通信が出来なきゃ時間がかかるし、俺達以外にも守蛇怪を追っかけている連中は多いんだ。野次馬連中にも守蛇怪の今までの行動情報を流せ。いくつかの予想に絞しぼって散開ジャンプさせて、守蛇怪をコンテナに搭とう載さいするのを阻そ止しさせて時間を稼がせるんだ！」

「了解」

「居るか？」

　オペレーターの返事を受け流し、ガズラは手元のコンソールで誰かを呼び出した。

『どうしやした、ガズラの旦だん那な？』

「艦隊を二手に分ける。いつも通り、もう片方の指揮は頼たのむ」

　ガズラはそう言いながら、艦かん長ちよう席から立ち上がり、男の映るメインモニターへと興奮気味に近付いた。そしてキルシェから見え無い位置で、右手で何かの合図を送った。

「それからお前も確認したように、目標が一つ増えた」

『コンテナ艦ですね』

「そうだ。とにかくそいつに守蛇怪が格納されたら厄やつ介かいだ。何とか阻止しろ」

『了解』

　その男の映像が消えたのと入いれ替かわりに、用意が出来た旨むねをオペレーターが伝える。

「よし！　予想地点に向けてジャンプだ」

　数十分後、ガズラ艦が超空間からジャンプアウトした時、守蛇怪との距きよ離りはかなり離はなれていたものの、五十隻せきを超こえる海賊艦が守蛇怪を捕捉していた。ガズラがその位置へとジャンプした時にはその数は百隻を超えていた。

「コンテナ艦はどこだ!?」

「確認できません！　いえ、ちょっと待って下さい……」

　ネットワークで守蛇怪の位置を知った海賊艦が次々ジャンプアウトして来る中、離れた位置にジャンプアウトして来た艦が、光信号を発したのをオペレーターは気付いた。

「コンテナ艦発見！」

「よしっ、うまく分断したな」

「守蛇怪がユニットを切り離しました！　ユニット自じ爆ばく!!」

　オペレーターが言い終える前に、モニターが一瞬、真っ白となる。すぐさまフィルターがかかり、自動的に守蛇怪の姿を捕捉した。

「はっ、速い！　なんだありゃ!?」

　押し寄せる海賊艦の間を、ユニットを切り離して身軽になった守蛇怪は、およそ船の動きとは思えない、ＵＦＯのような動きですり抜ぬけて行く。

「……おっ、皇おう家けの船」

　守蛇怪の姿はガズラの記き憶おくの中にある、皇家の船の動きと酷こく似じしていた。ガズラにとってそれは悪夢にも似た記憶で、呟くその声は震ふるえていた。

「守蛇怪をコンテナ艦と接せつ触しよくさせるな！」

「野次馬共が邪じや魔まで！」

　守蛇怪とコンテナ艦を分断させるための策が裏目に出た。艦隊行動訓練もされていない海賊達が、狭せまい宙域に大勢集まったラッシュ状態では、下へ手たな攻こう撃げきや移動は相あい討うちとなる可能性が高い。

「守蛇怪がコンテナ艦に接触します！」

「!!　マーカーだ！」

　オペレーターの叫びに、ガズラは反射的に怒ど鳴なった。




「守蛇怪、戦闘区域から離り脱だつ！　こちらへ向かって来ます」

「守蛇怪の収納準備を！」

「しかしすでに体勢を立て直した艦もいます。もう一度ジャンプをした方が安全かと」

「それではまた同じ状じよう況きようになるだけです。コンテナ後部より収納すれば、スピードを落とさずにすみます！」

「了解しました。コンテナ後部より収納！」

　偽装コンテナ艦の後部が細かなブロック状に開いて行く。だが海賊艦からの攻撃が始まり、偽装コンテナ艦は激しく回避を始めた。

「航行軌き道どうが安定しません！　やはり一度ジャンプを行って体勢を……」

「気にするな！　守蛇怪に任せればいい！」

　と、激しい攻撃を回避しつつ進む偽装コンテナ艦の後方へ、守蛇怪はまるで張り付けたように艦を付けた。

「凄い！　守蛇怪、本艦の後方軸じく線上に来ました」

「トラクタービーム発射！」

「トラクタービーム、守蛇怪を捉つかまえました！　軸線誤差許容内です！」

「構いません、強ごう引いんに引きずり込みなさい！　守蛇怪格納次し第だい、緊急ジャンプ！」

　激げき突とつするかと思われるような勢いで、守蛇怪を格納した瞬間、守蛇怪外がい壁へきに付着した赤いペイントから細い糸のような物が伸のびた。閉じた隔かく壁へきに切断された糸は、コンテナ外壁へと収縮しつつ円形のシミのような物へと変化し付着した。コンテナ艦が超空間へとジャンプしたのはその直後だった。

　　　　×　×　×

「頭かしら、何とか一つだけマーカーが作動したようです」

　ガズラ艦のオペレーターは、ホッとしたように額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

「たった一基か……確かに、これだけ激しい使用状況は想定してなかったからな」

「マーカーですか。しかし勝負はもうほぼ決したのではありませんか？」

「安心するのはまだ早いぜ、お嬢じようさん。守蛇怪はユニットの自爆や、俺達の攻撃によるＡＨＰ反応で質量が不安定な状態だ。さっきのジャンプにしても、あくまで緊急の短たん距きよ離りジャンプのはず。だったら、こちらにもまだチャンスはある！」

　ガズラは自分やクルーを鼓こ舞ぶするように声を上げ、キルシェを睨ねめ付つけた。

「なるほど。確かにまだ終わったと思うのは早計でしたね」

「もっとも、チャンスは次の一回きりだろうがな」

　それはキルシェにも聞こえない、小さな囁ささやきだった。




「守蛇怪の微び振しん動どう止まりません！」

　ガズラの予想した通り、守蛇怪の外壁からの質量微放出で、コンテナ艦は不安定な状態で超空間航行を行っていた。

「冗じよう談だんじゃない。こんな状態で、よく今まで逃にげていたもんだ」

　艦体の安定に苦く慮りよしている操舵士は、守蛇怪の性能と、それをコントロールしていた人間の技量に改めて恐おそれに似たものを感じていた。

「コントロール！　出力全開、超空間航行維い持じに集中させなさい！　アイリ様！」

『データ解かい析せき終わったわ。コーティング剤ざいの配合データを送るから、処理お願い。それからコンテナにマーカーが付いているようだから、通常空間に出た時は気を付けなさい』

　アイリからのデータは即そく座ざにインプットされ、配合されたコーティング剤はすぐさまコンテナ内の守蛇怪へ噴ふん霧むされて行った。

「外壁温低下、守蛇怪の振動が安定して行きます」

「艦体が安定次第、レスキューを開始して！」

「艦長、超空間航行限界！　二十秒後に通常空間へ復帰します」

　操舵士の声は悲鳴に近かった。

「守蛇怪の状況安定までの時間は？」

「約十分といったところです」

「守蛇怪との通信復帰次第、乗員の状況を調べて！　緊急性がなければ、長距離ジャンプを優先させなさい！　十分程度なら問題は無いと思うけれど、各自、対空監かん視しは怠おこたらないように！」

「了解！　通常空間へと復帰します。全員、耐たい衝しよう撃げきに備えて下さい！」

　ドゥオオン！　震しん度ど５クラスの衝撃と共に、コンテナ艦は通常空間へと出た。逆に宇宙空間では、守蛇怪の質量異常はさほど影えい響きようも無く、コンテナ艦は振動から解放された。

「艦体に異常ありません。警けい戒かい範はん囲いに敵てき影えいなし！」

「よし、このまま行けば……」

「艦長、守蛇怪に有線繫つながりました。通信可能です」

　副官の言葉が終わら無い内に、エルマはパッと明るい表情で立ち上がった。

「西南君、西南君！　無事なの？」

『エルマさん!?……あっ、リョーコさん、でしたね』

「どちらでも構わないわ。ああ良かった……他の皆みなさんは無事なの？」

『はい……ちょっと、お腹が空すきましたけど』

「クスッ、食事ならいつでも大だい丈じよう夫ぶよ。守蛇怪の状態が安定したら……」

「重量波感知、ジャンプアウトして来る艦があります！　速い！」

『エルマ、逃げて！』

　オペレーターの言葉に、霧恋は通信に割り込んで叫さけんだ。

「まだ守蛇怪の質量が安定していない！」

　霧恋の叫び声で、その意味を瞬しゆん時じに理解したエルマだったが、偽ぎ装そうとはいえ輸送艦の形状をした船が、守蛇怪のような戦せん闘とう用設計された船と同じような動きをするのは不可能だ。しかも緊きん急きゆうジャンプをしようにも、守蛇怪の質量が不安定な状況での、超空間への再突とつ入にゆうはリスクが大きすぎる。海かい賊ぞくのこの強きよう襲しゆうは、状況的に回かい避ひ不能なものだった。

「敵てき弾だん体たい、シールドを突とつ破ぱ、着弾しました！」

　海賊艦から発射されたＡＨＰは、偽装コンテナ艦のシールドに着弾し、質量エネルギーへと変化する。その際にシールドに僅わずかな穴を開け、蒸発していない部分をシールド内へと押し出し注入する役割を果たすのだ。

『エルマ！』

「大丈夫、この状況は想定済みです！　守蛇怪の質量安定と同時に装そう甲こう表面をパージ、ペイントを剝はく離りさせて超空間へジャンプをします！　後は……」

　───後は海賊が、この状況に満足してくれれば。

　エルマは祈いのるように手を握にぎりしめた。だが……。

「重量震しん感知！」

「クッ！」

　超空間ジャンプして来た物は、アンカーと呼ばれる、艦を空間に固定する船だった。

　　　　×　×　×

「[image: !!?]」

　急に偽ぎ装そう艦かんとのつながりが途と絶だえた事に、キルシェの表情が変わった。血相を変えたキルシェを見たガズラは、ニヤリと笑みを浮うかべた。

「どうやらうまく行ったようだな」

「頭、守蛇怪を捕ほ縛ばくしたそうです！」

　オペレーターの報告は、ガズラの予想を追認するものだった。

「まだ油断するなよ！　相手はアカデミーなんだ。コンテナ内に収納した守蛇怪に、何か処理をしているだろうからな！」

　ガズラはキルシェの表情を横目にそう言い終えると、ついに嬉うれしさを堪こらえきれ無いといった表情でキルシェの方を見た。

「俺達だって馬ば鹿かじゃねえ。ＡＨＰの運用も、相手がどう対策して来るかも考えている。もっとも守蛇怪のしぶとさも、状況予想から短時間で対策して来るアカデミーもこちらの予想を上回っていたがね。まあ、素す直なおにさすがって言っておくさ」

　ガズラの浮かれた口調は、それだけプレッシャーが大きかったという事だった。

「……守蛇怪、いえ、あのコンテナ艦がジャンプする場所が分かっていたのですか？」

「だいたい、程度だがな。それでもこの宙域の状況を考えれば、かなりの確率でどの方面に退ひくかの見当は付いていたがね。で、その予想場所に待機して、マーカーからの情報を受ければ、ごく短時間で捕ほ捉そくは可能だ」

「……あの別働隊の目的は、最初から守蛇怪を収納したコンテナ艦の方……」

　キルシェはここに至り、ついに負けを認めたように表情を歪ゆがめた。

「むこうにとっちゃ状況も運も悪すぎた。そうでなけりゃ、さっきので完全に逃げられていたろうよ」

　と、いきなりキルシェの周りにフィールドが発生し、キルシェは閉じ込められた。

「これは!?」

「悪いな。ここから先は、お嬢ちゃんが大人しくしてくれる保証が無いんでな」

　キルシェを見るガズラの表情は、先さき程ほどとはうって変わって悲しげだった。ガズラはキルシェの事を気に入ってたし、守蛇怪のクルーに尊敬の念も抱いだいていた。

（タラントの命令さえなけりゃあな）

　キルシェの悲しむ顔を見たく無い、そう思っていたが、ガズラの立場からは、これ以上はどうする事も出来無い。

「よし、ジャンプだ！」

　そんな気持ちを振ふり払はらうように、ガズラは命令を下した。

　　　　×　×　×

「クッ！　戦艦クラスを係けい留りゆうするアンカーを使うなんて」

　アンカーに拘こう束そくされた守蛇怪の周りには、血の臭においを嗅かぎつけた鮫さめのように、次々と海賊艦がジャンプアウトして来ていた。

「守蛇怪のコーティングが済み次第、コンテナを解放しますから、あなた方だけでも逃げて下さい！」

『駄だ目めよ、エルマ！　貴女あなたが捕つかまったら何をされるか分からないわ！』

「西南君が捕まれば、もっとひどい事になります！　それに守蛇怪に積んでいる荷物を渡わたしては駄目です！　私なら正体が知られない限り、何とかなります」

　エルマの姿ならば、人ひと質じち交こう渉しようの形でアカデミーに戻もどる事も可能だし、リョーコの副官達が居れば、いろいろと便べん宜ぎを図はかってくれる海賊達も多いはずだ。

「リョーコ・バルタの死は、まだ公表されてはいません。守蛇怪を捕まえた幸運な海賊という事にだって出来ます」

「エルマ様の事は私達にお任せを」

　そう副官は力強く言った。だがその言葉も、次の瞬しゆん間かんに絶望的なものとなった。

「高重量波感知！　超級戦艦レベルの物がジャンプアウトして来ます！」

「ダ、ダイダロス……」

　重量波の震しん紋もんを見たエルマは、瞬時にそれがダイダロスのものだと気付いた。

「ダイダロス!?」

　エルマの呟つぶやくような声は、ブリッジの雰ふん囲い気きを一気に緊きん張ちようさせた。

　裏の事情を知るタラントが来た以上、エルマの策は使えない。それどころか、この時点でエルマの命運は尽つきたも同然だ。

　───ならば……。

　艦を自じ爆ばくさせて守蛇怪脱だつ出しゆつの盾たてとする。エルマの無言の覚かく悟ごは、ブリッジのクルーにも伝わり、それに異を唱となえる者は居なかった。

「西南君、コーティング作業はあと二分で終しゆう了りようします。速すみやかに脱出……」

『駄目です！』

　エルマの意図に気付き、無言の守蛇怪ブリッジから、西南はひとり声を上げた。

「えっ!?」

　西南の力強い言葉は、どんよりとした雲を吹ふき飛ばす風のようだった。死を覚悟し、絶望感の漂ただようブリッジの雰囲気を一変させたのだ。

『そのような事は認めません！　駄目だ！』

「し、しかし」

　西南の迫はく力りよくに、エルマは圧おされていた。と、その時、アンカーが守蛇怪を牽けん引いんしダイダロスの方へと移動を始めたのだった。

　　　　×　×　×

「フン！　ようやく捕とらえたか」

「ガズラめ、ずいぶん手間取ったものですね。しかしここに集まった連中も、山やま田だ西南のしぶとさを思い知った事でしょう」

　それはタラントが以前、山田西南に後おくれをとったのが、未熟だったからでは無いという意味だ。衆しゆう人じん環かん視しの中で、あの山田西南を捕ほ獲かくした事に満足したタラントの表情は、ひとりでに綻ほころんでいた。

「フッ、まだ油断はするなよ」

「はい」

　山田西南を捕らえたという任務達成の安あん堵どと、それに対する莫ばく大だいな報ほう償しようと出世を想像した主席副官の表情は、奇き妙みように歪んだものだった。

　　　　×　×　×

「……でも、そうしなければ全員が犠ぎ牲せいに……時間がありません、急いで下さい！」

『エルマ！　全員にスペーススーツを着用させ、コーティングの済んだ前部ハッチから搭とう乗じようさせて』

「霧恋さんまで何を言ってるんです!?」

『私は艦長の命に従うだけです』

『ああ、エルマ。食料もお願いね』

「もう、雨音さんまで！」

　霧恋と雨音の表情を見たエルマは、西南の説得を諦あきらめた。だがこの最悪の状じよう況きようで、共に死を覚悟したわけでも無い。確信は無いが、エルマの中で希望の光が輝かがやきだしたのだ。

「しかしコンテナ艦のコントロールは？　コーティング最中の有線光通信では容量不足ですよ」

『オートプログラムは、こちらで組んだものをメモリーでそちらへ持って行くわ。それを使えば後は守蛇怪のＡＩで何とか出来る。急いで！』

「副長、ブリッジ要員以外はすぐさま守蛇怪へ！」

「承知しました」

　一度結論してしまえば、後の行動は迅じん速そくだった。高度に訓練された乗組員達は、約五分後には守蛇怪への移動も、操縦の切り替かえも終了させていた。




「西南さん！」

　キルシェはガズラ艦のブリッジで、ダイダロスへと牽引される守蛇怪を歯は嚙がみしながら見ていた。ガズラの言葉通り、拘束されていなければ、何をしでかすか分からないような表情だった。

「油断するなよ。必ず何か仕し掛かけて来るからな」

「頭！　コンテナ艦のエネルギー数値が急きゆう上じよう昇しようしています！」

「自爆させる気だ！　アンカー切り離はなせ、守蛇怪を逃にがすな！」

　ガズラがそう言い終えた瞬間、ブリッジのメインモニターは、コンテナ艦の爆ばく発はつ光こうで一瞬真っ白となった。が、すぐさまフィルターがかかり、砕くだけ散ちるコンテナ艦の姿が浮かび上がった。だがすでに守蛇怪の姿はそこには無かった。

「クッ！　全天監かん視しを……うおっ!!」

　ガズラがオペレーターに指示を出そうとした時、先程の爆発より強力なエネルギーによって、再びメインモニターが白光に包まれる。

「ダイダロス、拡散ビーム発はつ砲ぽう！」

「拡散ビーム!?」

「守蛇怪捕ほ捉そくしました！」

　ダイダロスの低出力で拡散させたビームは、コンテナ艦の爆発を消し去り、逃げようとしていた守蛇怪の、表面コーティングを剝はく離り蒸発させた。爆発的な衝しよう撃げきに襲おそわれた守蛇怪は、航行困難な状況に追い込まれていた。

「アンカーだ、捉つかまえろ!!」

「逃げて！」

　だがキルシェの悲鳴にも似た声も、すぐに絶望の呻うめきへと変わった。

　二機あるアンカー艦の片方、それが発したトラクタービームの一つが、辛かろうじて守蛇怪を捕獲したのだ。アンカー艦もダイダロスのビームの直ちよく撃げきを受けていたが、もともと敵を係留する役割を持つ性格上、攻こう撃げきを受けるのを前提で頑がん丈じように造られている。必死で離り脱だつしようとする守蛇怪の攻撃を受けつつも、一本、また一本とトラクタービームを当て、ついには守蛇怪を完全に拘束したのだった。

「……そんな」

　ブリッジ要員達の歓かん声せいの中、キルシェはガックリとイスに崩くずれ落ちたまま項うな垂だれ、微び動どうだにしなくなった。その様子を複雑そうに見ていたガズラだったが、無事に任務を完かん了りようした安あん堵ど感かんで、大きく伸のびをした。

「これで、決着だな」

『ご苦労だった、ガズラ』

　メインモニターに映ったタラントは、西南と霧恋を手に入れ、上じよう機き嫌げんだった。とはいえそれ以上会話を交かわすのが面めん倒どうとばかりに、さっさと映像を主席副官へと切り替えた。

『よし、お前達は野次馬共が邪じや魔まをしないように監視していろ！』

　ガズラが殺されないようにと願った若い主席副官は、見下すような眼でガズラを見た。その横おう柄へいな態度に、少々苛いら立だちを覚えたガズラだったが、任務完了とキルシェを手に入れた高こう揚よう感かんが勝った。

「了りよう解かい」

　ガズラはニッコリと笑みを浮うかべ、姿勢を正してそう言った。

「フン！　まあせいぜい励はげめ……何、キルシェだと!?」

　通信を切ろうとした副官は、側にやって来たクルーの囁ささやきにガズラの後方を見た。その名前にさすがのタラントも興味を持ったのか、副官の映像を押しのけるように自分の映像を割り込ませた。

（しまった！）

　先程までの高揚感は失うせ、ガズラはキルシェをブリッジに上げた自分の迂う闊かつさと運の悪さを呪のろった。

「ガズラ、それは何だ？」

　タラントの目は欲しいオモチャを見つけた子供のように輝いていた。

「こいつは途と中ちゆうで拾ひろった奴やつでね……」

「その後は私から説明をいたします」

　キルシェは突とつ然ぜん、ガズラの言葉を遮さえぎるように立ち上がった。

「よし、聞かせてもらおうか」

　タラントはニヤリと笑みを浮かべると、邪魔とばかりにガズラをチラッと見た。

「……取引したところで無む駄だだぞ」

　ガズラは渋しぶ々しぶ、艦長席へと移動する途中で、小声でキルシェに囁いた。どんな条件を出そうとも、タラントが西南の命を助ける事は無い。欲しい物は全て手に入れ、相手に渡すのは死くらいのもの。やらずぶったくりがタラントという男だ。

「余計な事は話しませんからご安心を」

「そうかい。じゃあ、がんばりな」

　ガズラは不満を押し殺しつつ、乱暴に艦長席に座った。

「私が誰だれかお分かりなのですか？」

『キルシェ、だろう？　お前の番組を見た事がある』

「ありがとうございます。アカデミーならいざ知らず、こんな場所まで私の事をご存じの方が居るとは驚おどろきました」

　キルシェは相手の自尊心を擽くすぐる言葉と、魅み了りようする極上の笑みを浮かべた。その思惑おもわく通りにタラントは、ガズラが見た事の無い嬉うれしそうな笑みを浮かべたのだった。

（おいおい、マジかよ……。なるほど、これが奴の本質……つまりガキだって事だ）

　そう気付いたガズラは、不興を買わないよう椅い子すごとタラントの視界に入らない場所へと移動し、出来るだけ気配を消すように仕事を始めた。ブリッジのクルーはそれに倣ならい、それぞれの仕事に没ぼつ頭とうし黒くろ子こと化した。

『我らの情じよう報ほう網もうをなめてもらっては困る。まあアストラルを持つＡＩというだけで珍めずらしいのに、その上、アイドルにまで登のぼり詰つめたのは君くらいのものだからな』

「では、私が……失しつ踪そう扱あつかいになっているのはご存じなのでしょう？」

『当然だ。だがまさかここで会うとは思わなかったがな』

「実は私……」

　タラントが食いついたのを確認したキルシェは、自分の身の上話を始めた。

（たいしたお嬢じようちゃんだよ。まさかここまであの男を自分のペースに巻き込むとはね……まあそれも、山田西南の扱あつかいについて話をするまでだろうがな）

　アイドルが特定の男の存在を臭わすのがタブーなのは、どこの世界でも同じ事だ。キルシェが山田西南の事を話した瞬しゆん間かん、タラントとの交こう渉しようは終しゆう了りようするだろう。

　だがそれを知ってか知らずか、キルシェは見事な語り口調で、タラントの興味を引き続けていた。それはガズラ艦のブリッジクルーだけでなく、ダイダロスのクルーまでも魅了していた。

（……ん？）

　キルシェとタラントの会話が二十分を超こえようとした時、ガズラはようやく、その会話の不自然さに気付き、キルシェの方を見た。

　キルシェはタラントが興味を示した己おのれの身の上話と雑談に終始し、本題を切り出す様子をまったく見せなかった。それはただいたずらに時間を稼かせいでいるだけ、そうガズラには見えた。

「タラントさん、名残なごり惜おしい事ですが、そろそろ時間です」

『何だと？』

　キルシェは、タラントに深々と礼をすると、ガズラの方を見て微笑ほほえんだ。

「皆みなさん、ちゃんと座ってて下さい」

　と、次の瞬間、途と轍てつもなく凄すさまじい振しん動どうと光が、ガズラ艦を襲った。それはまるですぐ側に太陽が出現したような、そんな衝撃だった。

「!!」

　ガズラにはその状況を起こせる存在に心当たりがあった。だが……。
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（皇おう家けの船……じゃない!?）

　皇家の船はただ圧あつ倒とう的てきな力を伴ともなって現れる、自然現象のような存在だ。しかしこの存在には、明らかな敵意といったモノが感じられた。しかもその声は、本能的な自己防衛すら放ほう棄きさせるほどの暴力的威い圧あつがあった。

　だがそんな圧倒的な存在は、現れた時と同じように忽こつ然ぜんと消え去った。

「なっ……何が起こった！　なんだったんだあれは!?」

「わっ、分かりません。何かとんでもないエネルギー体が通り過ぎたのは分かるんですが……センサーダメージ回復まで三十秒」

　ガズラの声もオペレーターの声も恐きよう怖ふに震ふるえていた。だがガズラの感覚は、まだ押しつぶされそうな殺気を感じていた。

「……いや、通り過ぎていない……そこに居る！」

「まさか、そんな!?」

「ジャンプは出来るか？」

「い、いえ。先程のダメージで麻ま痺ひ状態です。少なくともチェックに時間が……」

　───ミャアン。

「なっ、なんだ!?」

　───ミャン、ミャア、ミャ～～～ン。

「高速言語の通信のようですが……センサー回復します！」

　オペレーターの言葉と同時に、メインモニターにクリスタルの角を赤く光らせ、ダイダロスをトラクタービームで捉まえている魎りよう皇おう鬼きの姿が映し出された。それは拍ひよう子し抜ぬけするほどに小型の艦かんだった。

「なっ、なんだ……あれは？」

「わ、分かりません。艦かん影えいで確認する限り、一番近いのは…………りょ、魎皇鬼!?」

　そのオペレーターの声は明らかに混乱していた。それもその筈はず……、

「魎皇鬼っていうと、樹雷に単艦で戦争をふっかけたっていう、伝説のあれですか？　だけど魎皇鬼は、樹雷の皇こう太たい子しと相討ちになったって……」

「いや、間ま違ちがいない！　お前らも見ただろう？　あんな途轍もないエネルギー質量を持ってるのは、俺が知る限り皇家の船くらいだ。それと同等となると……」

「……す、凄すごい、凄いですよ！　あの伝説の英えい雄ゆう、魎皇鬼が目の前にいるなんて！」

「勘かん違ちがいするんじゃねえっ！　奴が味方とは限らねえんだぞ。現に奴はダイダロスを捉まえているだろうが！」

　ともすれば萎なえてしまいそうになる気力を奮ふるい立たせるように、ガズラは大声を張り上げた。ガズラとは対照的に、若いオペレーターは魎皇鬼を目の前に浮かれていた。二人の差は、魎皇鬼を敵と認識するか味方と認識するかの差……つまり経験と危機感の差だ。

「えっ、しかし!?」

「この間ま抜ぬけ！　もともと魎皇鬼ってのは単独行動をしていた海かい賊ぞくだ。敵の敵が味方とは限らねえ。敵の敵は敵って事だって……うおおっ!?」

　その時、いきなりガズラ艦が小さな振動と共に動き出した。

「頭、艦が勝手に！　外部からコントロールされています!!」

「外部からコントロールだと!?」

「僚りよう艦かんも不ふ審しんな動きをしています！　やばい、魎皇鬼のトラクタービームに！」

　まるで引き寄せられるように、ガズラ艦隊の小型艦が魎皇鬼のトラクタービームに突つっ込こんだ。と、その小型艦は凄まじい勢いで魎皇鬼の方へと引きずられ始めたが、あまりの勢いに艦体が真っ二つにへし折れてしまう。

「間違いねえ、タラントの野や郎ろうだ！　魎皇鬼のトラクタービームに、俺達を突っ込ませて拘こう束そくを解く気なんだ」

「あんな強力なトラクタービームに突っ込んだら、この艦だってバラバラになってしまいますよ！」

「あの糞くそったれのガキめが！　コントロールの端たん末まつを探せ！　どこかにあるはずだ！」

「内部センサー類も全部殺されています。今からでは間に合いません！」

「どいて下さい！」

　先さき程ほどの魎皇鬼のグングニールによる衝しよう撃げきで、フィールドコントロールが解除されて拘束が解かれていたキルシェは、若いオペレーターを押しのけるように端末をコントロールし始めた。

「こらっ！　何を!?」

「嬢ちゃんに任せろ！」

　咄とつ嗟さにガズラは、キルシェを止めようとした若いオペレーターを制した。キルシェはＮＢとしての能力をいかんなく発揮し、人間業わざとは思えないスピードでコンピューターをチェックしていた。

「……凄い。艦のコントロールが一部ですが復帰しました！」

「哲てつ学がく士しのＮＢってのはダテじゃねえって事か……」

「この二か所に偽ぎ装そうコントロール端末があります。急いで破は壊かいして下さい！」

　キルシェはメインモニターに艦内図を表示した。その内の一つは、やはり若いオペレーターの部屋だった。

「ぼ、僕の部屋!?」

「近くにいる奴、誰でも構わねえから破壊しろ！」

「か、頭！　中にある物は傷付けないで下さい！」

「構わねえから、部屋ごと吹ふき飛とばせ！」

「そんなぁ」

　ガズラと若いオペレーターの会話は、父親に大事な物を捨すてられる息子むすこといった感じだった。そのコントのような会話に、緊きん迫ぱく感かんで硬こう直ちよくしたはずのブリッジクルーも、笑っていた。

「コントロールバイパスを作ります。ブリッジ全端末をフリーにして下さい！」

　もうキルシェの行動に口を挟はさむ者はいなかった。各オペレーターが、端末の操作権をフリーにしたのを見計らい、キルシェは体からコントロール端末を伸のばし、ブリッジの端末に接続した。

「凄い事をしているってのは分かるが……あの嬢ちゃんは何をやっているんだ？」

　モニターに映るいろいろな艦の情報に、ガズラは面食らっていた。ただ、そこに映っている情報が途轍もない量だという事だけは理解していた。

「あのお嬢さん……全僚艦のコントロールをしています」

「マジか!?」

「柾まさ木きアイリの工こう房ぼう作ってのも、頷うなずける話ですね」

「偽装端末の破壊を確認！　バイパス形成完かん了りよう、艦隊指揮権を取り戻もどしました！」

　ガズラ艦の艦隊指揮権が戻った段階で、各艦のリンクをフリー状態にした。タラントからのコントロールは旗き艦かんであるガズラ艦を中ちゆう継けいしていたらしく、全ての艦はコントロールを取り戻し一いつ斉せいに離り脱だつして行った。

「頭。ダイダロスがジャンプしました」

　キルシェの尽じん力りよくも間に合わず、十数の海賊艦が魎皇鬼のトラクタービームに突っ込み、ダイダロスの拘束を解いてしまったのだった。

「ケッ！　まあいい。これであの胸むな糞くそ悪わるいガキと縁えんが切れたって事だ」

　ガズラはダイダロスが消えた空間を見ながらそう言うと、キルシェの方を見た。

（……さて、この嬢ちゃん、どうしたものかなぁ）

　　　　×　×　×

　全てが終わった守蛇怪のブリッジには声一つ無く、ただ静せい寂じやくが支配していた。

（……ああっ……よかった）

　霧恋は西南を護まもりきった喜びで、泣き出しそうになるのを堪こらえていた。あふれ出す感情を必死に堪えつつ、霧恋はゆっくりと自分の席から立ち上がると、西南の顔を見ようと移動した。

（あっ!?）

　霧恋はブリッジにいる、雨音、珀蓮、火か煉れん、玉ぎよく蓮れん、翠すい簾れん、リョーコの全員が自分と同じように、西南の方を見つめて立ち上がっているのに気付いた。全員が自分と同じ気持ちなのだと知った霧恋は、奇き妙みような一体感を感じ、無む性しように可お笑かしくなって来た。

「フフッ、クスクス」

　そしてそれは霧恋だけでなく、全員が笑い出していたのだ。

「フフッ、アハハハハ」

「えっ!?」

　逃にげたダイダロスが消えた空間を睨にらみ付けていた西南は、その笑いと緊きん張ちよう感かんの解けた雰ふん囲い気きに気付いた。

「あ、あの……どうしたんですか？」

　自分が注目されている事に気付いた西南は、不思議そうに霧恋達を見回した。だが彼女達の笑い声はいつまでも止まる事は無かった。

　和なごやかな雰囲気の守蛇怪ブリッジに、脱だつ走そうしたＮＢとアラン達が返へん却きやくされる旨むねの光通信が送られて来たのは数分後の事だった。




『ふう、終わったァ』

「西南様達がご無事で本当に良かった……」

　アイリと林檎りんごは同時に、イスに深く沈しずみ込むようにもたれかかると、大きくため息をついた。その表情は守蛇怪のブリッジにいる霧恋達とまったく同じものだった。

「……でも、あまりお役に立てなかったのが、ちょっぴり残念です」

『指揮する立場って、そんなものよ。まあ貴女あなたに損な役目を押しつけた、あの古ふる狸だぬきは満足してるんじゃない？』

「それはどうでしょうか？　結構、欲よく張ばりなお方ですから、いろいろと駄だ目め出だしをして来ると思いますよ」

『甘やかさないというのも、大事な事だからねぇ。でもそれだけ期待している、という事なんだけど』

「今回の事で、経理的な穴をいろいろと見つけましたから、その改善を、失点の穴あな埋うめに使わせていただきましょう」

『お、鬼ね、林檎ちゃん』

　これが後に、鬼を泣かせた鬼、『経理の鬼おに姫ひめ』の誕生の瞬しゆん間かんだった。

「それよりも、キルシェさんは気の毒な役割をさせてしまいましたね」

『そんな事を言ってると、出で遅おくれちゃうわよ。キルシェちゃんは、意識下で西南君といつでも会えるけど、林檎ちゃんはここからが勝負なんですからね』

「勝負、ですか？」
















『守蛇怪はこれから、例の荷物を持って樹雷へ行くのよ。あんまりのんびりしていると、他の娘むすめ達に先を越こされちゃうわよ』

「ああ、なるほど。西南様に直接お目にかかって、お礼をしなければいけませんね。霧恋さんにもいろいろとお世話になりましたし」

『フフッ、これは面白くなりそうね』

「それよりアイリ様。早く天てん女によさん達に西南君の無事を知らせないと。私もご協力いただいた皆みなさんに報告いたしますので」

『ああ、いけない！　早くしなくちゃ天女ちゃん、イライラして怒ど鳴なり込んで来ちゃう。……あの子ったら、なんだかんだいって母親似だから。じゃあ後でそっちに行くから！』

　アイリは慌あわただしく立ち上がりつつ通信を切った。

「お疲つかれ様さまです。さあ、私も準備しましょう」

　林檎は手早く、瀬せ戸とへの報告を作成すると、各方面へ結果報告をするためアクセスを始めた。




「本当によかったんですか？」

　遠ざかる小型艇ていを、旅立つ娘を見送る父親のような目で見つめるガズラに、若いオペレーターは尋たずねた。

「俺達の命の恩人だ。こうでもしなきゃ、格好がつかねえだろ？」

「あっ、いえそういう意味ではなく……」

　若いオペレーターも、キルシェを帰す決定に不満があるわけでは無い。ただ、あれだけ冷れい徹てつな判断を下すガズラを見て来た身として、少しらしく無い、と感じただけだった。

「銃じゆうを突き付けられて、渋しぶ々しぶ返すってのも情け無い話だし……それにあの嬢じようちゃんはタラントを嵌はめたんだぞ」

「あっ！」

　若いオペレーターは瞬しゆん時じに、キルシェを手元に置く危険に気付いた。

「あの野郎は俺達を捨て駒ごまにしたが、おかげで奴やつとの縁はペナルティー無しに切れた。奴は俺達に手出しを出来なくなった訳だが、あの嬢ちゃんを手にしていたら別だ。あの執しゆう念ねん深ぶかい野郎が黙だまって見ている筈はずがねえ。危険物は厄やつ介かい者ものと一いつ緒しよにお帰り願って、タラントの恨うらみは、あの山田西南に集中させとくのが一番だ」

「た、確かに……」

「それから、ブリッジの連中は心得ているが、お前もあの嬢ちゃんの事については、他言無用だぞ」

「わ、分かっています。でも、彼女には少し気の毒な事に……」

「何言ってる。俺のところに居るより、向こうの方がはるかに安全だろ？」

「そ、そうですよね。あの力があれば、タラントもおいそれと手を出せませんものね」

　小型艇が向かう先には、守蛇怪と魎皇鬼が見えていた。その場には未だに逃げ出す事無く、多くの海賊艦が魎皇鬼を取り囲むように停てい泊はくしていた。

　その景色は崇あがめ奉たてまつる神の前でひれ伏ふす信者のようで、守蛇怪は神の供く物もつ、キルシェはまるで神の元に帰る巫み女このようだ。

「それにしても、こんな光景は滅めつ多たに見られるもんじゃねえな」

「そう……ですね」

　若いオペレーターは、目の前の光景を感動の眼まな差ざしで見つめ続けた。







　　７「それぞれの前ぜん哨しよう戦せん」







　キルシェ達を乗せた小型艦かんが守かみ蛇だ怪けに格納された後、魎りよう皇おう鬼きはその守蛇怪を圧縮庫に格納すると、樹じゆ雷らいへと向かった。その間、周りにいた海かい賊ぞく艦は、一艦として魎皇鬼に攻こう撃げきを仕し掛かける事はなかった。もっとも途と轍てつもない力を見せつけられ、ダイダロスすら形なり振ふり構かまわず逃にげ出したのを見た上でなお、ちょっかいをかけようなどと思う者がいれば、それはただの馬ば鹿かか自殺志願者か殉じゆん教きよう者しやだ。

　守蛇怪の格納庫で西せい南な達は、ガズラから送り返されて来たアラン達と対面した。さすがにアラン達も気まずそうにしていたが、西南より先に口を開いたのはアランだった。

「信じて下さい！　俺達は艦長を裏切る気なんて、これっぽちもありません。守蛇怪の状じよう況きようを何とかしたい一心だったんです！　当然、海賊達にも、皆さんの命を助けてくれるよう一いつ生しよう懸けん命めい頼たのみ込んだんです。あの荷物を持ち出したのもその為ためなんです！」

　アランは頭を深々と下げ、一気にまくし立てた。そして少し上うわ目め遣づかいに、

「それに元はと言えば、この計画は艦長のＮえぬＢびーが言い出した事で、俺達はその手伝いをしただけなんです」

　とヌケヌケと言ったのだ。当然、霧きり恋こや雨あま音ね、そして西南も、計画の主導はあくまでアランで、ＮＢはその遂すい行こうを現実的にしただけと知っていた。アランの言葉に対して黙っていたのは、その行動の結果が事態を進展させたからに他ほかならない。

「とにかく無事で安心しました。アランさん達もお疲れでしょうから、この話はここまでにしましょう。食料も十分に補ほ充じゆうされましたから、樹雷に到とう着ちやくするまで自室で待機していて下さい」

　淡たん々たんとしてはいたが、西南の言葉は本心だった。どちらにしろアラン達の処分は、アイリが決める事であり、西南にはその権限は無い。

（俺だったら、どうする？）

　アラン達に対する、自分なりの処分方法を考えていたのは、艦長としてアイリの判断を勉強材料とするためだ。と、西南は静かなＮＢをチラッと見た。開口一番、言い訳がましく、捲まくし立てるのだろうと思っていたＮＢは、アランの斜ななめ前で無言で浮うかんでいるだけだった。

「アイリ様が用があるそうだから、ＮＢは俺の部屋へ」

　西南はそれだけ言うと、踵きびすを返して歩き出した。

　西南達がハッチの向こうへ消えた途と端たん、アランはＮＢを軽く小こ突づいた。

「お前が海賊の頭かしらと何か取引をした事は黙っててやったんだ。だから余計な事はしゃべるんじゃないぞ。ったく、いい迷めい惑わくだぜ」

　アランは小さく舌打ちをすると、バリーとコーンを引き連れて歩き出した。

「凄すごく怒おこられると思ったけど、結構すんなり終わったな、アラン」

「フンッ、当たり前だ！　原因は艦長のＮＢなんだぞ。これがバレたら艦長の責任問題だからな、俺達に文句を言える立場じゃ無いって分かってるのさ」

「なるほどな」

「でも、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「俺達が責められたら、本当の事を話せばいいのさ。さっきの艦長の言葉を聞いただろ？　あれはお互たがいに口を噤つぐんでやり過ごそうって意味なんだよ。そうすればお互いの経歴に傷が付く事も無く、瀬せ戸と様の荷物を無事に届けた英えい雄ゆうとして迎むかえ入れられるからな」

「おお！　そう言えば艦長が樹雷に着くまでって言ってたな？」

「あれだけ海賊達が必死に追って来た代しろ物ものだ。しかも相手は樹雷の陰かげの支配者と言われる瀬戸様だ。フフッ……いろいろと期待できるぜ」

「いろいろと期待？」

「例えばだな……」

　帰って来た時とは正反対に、アラン達は上じよう機き嫌げんでハッチの向こうに消えて行った。生体反応が消えた格納庫は、自動的に照明が最低限のものを残して消えた。

　誰だれも居ない静かな格納庫……。ＮＢは無言のまま、その場に留とどまっていた。

「……無事で……良かった。西南さん」

　ＮＢはキルシェの声で、嚙かみしめるようにそう言うと、小さな嗚お咽えつを漏もらし始めたのだった。




「みゃあ、みゃあ、みゃあ！」

　守蛇怪の食堂で、人型魎皇鬼は西南の膝ひざに乗ってご機嫌だった。西南を始め、霧恋や雨音、珀はく蓮れん達にいっぱい褒ほめてもらったからだ。だが魎皇鬼以上にご機嫌だったのは、リョーコ・バルタだった。

「あの伝説の海賊艦、魎皇鬼さんにお目にかかれて光栄です」

「伝説、ですか？」

「はい。たった一艦で樹雷星へ侵しん入にゆうして、大暴れした船なんです。私の名前は、その魎皇鬼の艦長、魎りよう呼こ様からいただいたものなんです。そういえば、魎呼様はどうなさったのですか？」

「ミャア」

「今回は、居ないそうよ」

　と、霧恋が通訳をする。

「そうですか、残念です。でもこうして魎皇鬼さんとお会い出来たのも何かの縁えん。ぜひ樹雷での戦いなどのお話を、いろいろとお聞かせいただきたいのですが？」

「ミャア？」

「あのリョーコさん？」

「霧恋さん、もしお嫌いやでなければ……エルマの時と同じように扱あつかって下されば嬉うれしいのですが？」

　霧恋のちょっと他た人にん行ぎよう儀ぎな言葉に、リョーコは少し悲しげな表情を見せた。

「クスッ、分かったわ。じゃあリョーコ。魎ちゃんは再生した二代目の魎皇鬼だから、以前の記き憶おくは持っていないの」

　姿は違ちがっても、その口調と雰ふん囲い気きはエルマのものだ。霧恋は苦笑しながら言った。

「樹雷の皇こう太たい子しと相あい討うちになったという話でしたが？」

「最近まで地球に封ふう印いんされていたのが、ある事件をきっかけで解とけてね。ああ、エルマだったら、この話がどういう扱いになるかは分かっているわね？」

「もちろん、他では話しません。でもそういう事でしたら、海賊達の前に姿を曝さらしてもよかったのですか？」

「そうね……結構な騒さわぎにはなるでしょうけど、もともと謎なぞの多い海賊だったし、救助依い頼らいはアイリ様がしたものだから、何か考えがあるんだと思うわ」

「そういえば、魎ちゃんはどうやってここへ来たの？　地球からはかなり距きよ離りがあると思うけど？」

　雨音は猫ねこにするように、人差し指で魎皇鬼の喉のどをさすりながら聞いた。

「みゃあ、みゃあ、みゃあ！」

「そう、プロフェッサー鷲羽わしゆう……じゃなくて、鷲羽ちゃんのお使いで一人で樹雷まで……えらいのね」

「ミャア！」

「プロフェッサー鷲羽!?　もしかして白はく眉び鷲羽様も地球に？」

　リョーコの歓かん喜きの声に、霧恋は一いつ瞬しゆん、しまった、という表情をした。エルマでもあるリョーコにとって、伝説の哲てつ学がく士し、白眉鷲羽という存在はもっとも興味ある人物だ。しかし魎皇鬼という存在を知った今、隠かくし立だてをしても意味が無い。

「……まあ、リョーコもこれから艦長と行動する事になるんでしょうから、いろいろと教えておいた方が良いわね。地球には魎呼さんや白眉鷲羽様の他に、失しつ踪そう中の現樹雷皇の息女、阿あ重え霞か様と砂さ沙さ美み様もおいでなの。この事を知っているのはアカデミーや樹雷でも極々一部の人間だけ。ここにいる人間以外は、貴女あなたの副官にも内ない緒しよにしておいてね」

「了りよう解かいです」

　リョーコは満面の笑みで頭を振ふった。行方ゆくえ不明となったアカデミーきっての天才哲学士に樹雷皇おう族ぞく。それこそ大いなる歴史的な謎が解明されるのだ。エルマの姿であったら、さぞかし盛大に尻尾しつぽを振っていたであろう。

「それから、あの方達に直接会いたいという気持ちは十分に理解は出来るけれど、あの方達の存在自体、厄やつ介かいな問題を含ふくんでいるし、地球というのは樹雷の特別保護区域でもあるのを忘れないで」

「そうですね。そこは肝きもに銘めいじておきます」

「みゃん」

　話が一段落付いたのを待っていたのか、魎皇鬼は嬉しそうに西南の顔を見上げた。

「どうしたの？」

「みゃあ」

　西南と視線が合うと、魎皇鬼はちょっと悪戯いたずらっぽく笑って、サッと西南から視線を逸そらす。

「内緒、だそうよ」

「そ、そうなんだ。ハハハ……。それにしても霧恋さん、よく魎ちゃんの言ってる事が分かりますね」

「魎ちゃんの言葉は、特とく殊しゆな高速言語、つまり録音を高速再生しているようなものなの。だから聞いている内に、何となく分かるようになるわ。生体強化していない人も、時間はかかるけれど聞き取れるようになるから、生体強化している西南ちゃんならすぐよ」

「へえ、そうなんですか」

　西南は興味深げに魎皇鬼を見ると、少しずり落ち気味の魎皇鬼を抱だき上げ、落ち着く位置へと座り直させた。

「それにしても、ずいぶん懐なつかれてるわよね。もしかして西南、子供好き？」

「好きとか嫌きらいとかいう以前に、近寄らせてもらえませんでした。俺の妹だって、ほとんど一いつ緒しよに遊んだ記憶がありませんから」

「ああ、なるほど、小さな子供には危険だものね」

「みゃあ、みゃあ」

　魎皇鬼は悲しげな表情の西南を慰なぐさめるように、西南の頰ほおをちょっと乱暴に撫なでた。

　魎皇鬼が西南に懐いているのは、以前優やさしくしてもらったからだけでは無い。魎皇鬼の大好きな天てん地ちが、西南やその話題に対して見せる感情から来ていた。天地にとって西南は仲の良い弟みたいなもの。その様子を見ていた魎皇鬼が、西南に対して好印象を持つのも当然だ。しかもこれから自分の妹のご主人になる人なのだ。

「ありがとう、もう大丈夫だよ」

「みゃあぁん♡」

　魎皇鬼は嬉しそうに西南の体にもたれ掛かかった。

「皆みなさん、食事の用意が出来ましたよ」

　と、珀蓮達がトレイにたくさんの食事を載のせてやって来た。

「はあ、いい匂におい……こんなまともな食事は何日ぶりだろ……」

　雨音はテーブルに並べられる料理の数々を見て、感かん慨がい深ぶかげに言った。もちろんそれは守蛇怪乗員全員、同じ気持ちだったが、自室待機をしているアラン達の感想は少々別のようだった。

　　　　×　×　×

「チェッ、何だよこの食事は」

　珀蓮達が運んで来た物と同じ食事のメニューを見ながら、アランは不満げに愚ぐ痴ちった。

「海かい賊ぞくの方がもっとマシな扱いだったぞ！」

「海賊のところは、荷物が偽にせ物ものと判わかるまでだったけどな。その後は……」

「まさか海賊の所にも、あのまずいドリンクがあるとは思わなかったな」

「それに比べれば……」

「おいおい、艦かん長ちようのＮＢの件を忘れたのか？　もっと配はい慮りよされて当然だろ？」

「もうそれくらいで止やめといた方がいいぞ。たとえ艦長のＮＢのせいだとしても、それに乗っかったのは事実だし……。とにかく無事に帰れて良かったよ」

　さすがに言い過ぎだとばかりに、バリーはアランを窘たしなめた。

「クッ！　あの荷物さえ本物だったら……今いま頃ごろは……」

「おっ！　同じ料理なのに、いつもより全然うまいぞ」

　いつの間にか料理を取り寄せて食べていたコーンは、驚おどろいたように声を上げた。

「お前、いつの間に……」

「ほら、バリーも食ってみろよ」

　コーンは近付いて来たバリーにシチューを一皿差し出した。それを口にしたバリーの表情がパッと驚きへと変わった。

「本当だ、うまいや。どうしてなんだ？」

「食材が良いからだよ。それに調理の仕方も大量生産品のやつとは違うから、たぶん個々で調理したんだと思う。メニューの品数が少ないのもそれだからだよ」

　コーンの予想通り、食材は魎皇鬼が樹雷でお土産みやげに持たせてくれた物を、珀蓮達が調理したのだった。

「うまい……海賊のところより豪ごう華かさは無いけど、遥はるかにうまいや」

「お、おい、俺の話を聞け！　おい！」

　アランの声も耳に入らないかのように、バリー達は食事に夢中だった。

「おい、おいっ!!」

　どんなに怒ど鳴なっても、バリー達はアランを見ようともしなかった。徐じよ々じよに少なくなって行く食事に、アランの怒いかりも次し第だいに萎なえて行った。

「…………こ、こら。俺の分も残しておけ！」

　ついに堪こらえきれなくなったアランは、二人を押しのけるように食事の輪に加わった。

「うおおおっ！　なんだこれ、うますぎる！」

「こら！　それは俺のだ！」

「やかましい！　早い者勝ちだ！」

　アランが加わった事で、三人はさながらエサを奪うばい合う野犬のように、もの凄すごい勢いで食事を食い散らかし始めた。

　　　　×　×　×

　艦長室に立つＮＢは、キルシェの姿をとっていた。そしてその前にはアイリの立体映像が、魎皇鬼の仲ちゆう介かいによって映うつし出されていた。

『損な役回りをさせてごめんなさいね』

「いいえ、西南さんがご無事なら、私の事なんて」

『貴女の判断が無かったら、魎ちゃんも間に合わなかったかも……いえ、それ以前に接せつ触しよく出来たかどうかも怪あやしいもの』

「……でも、アランさん達には気の毒な事をしました。西南さんも心を痛められた事だと思います」

『なんか妙みよう～～に運が良いのよね……連中。とりあえず普ふ通つうじゃ有り得ない極限状態に加え、状じよう況きよう打破の作戦という名目で、彼らの脱だつ走そうについてはお咎とがめ無しって事に決定しているから、安心して』

　アイリの言葉に、キルシェは小さく安あん堵どのため息をついた。

『もっとも、お咎め無しとは言っても連中の場合、それ以前の態度が問題になってるからねぇ……適性検査をして、それに合わせた再訓練は必要だわ』

「西南さんに関してはどうなるのですか？」

『艦長といっても、航路設定のお飾かざり艦長にそこまでの責任追つい及きゆうはしないわよ。それどころか、この状況を乗り切った事で、その能力は高く評価されるでしょうね』

「そうですか。それなら、良いのですが……」

『実はね、今回の守蛇怪の状況データをまとめて、ＧＰの全Ａクラス艦長のデータでどういう結果になるかって、シミュレーションをさせているの』

「それで……結果は？」

『まだ十例ほどしか結果は出ていないけれど、全員途と中ちゆうでリタイア。試ためしにやってみたＳクラスの一例が突とつ破ぱ出来ただけ』

「では西南さんは!?」

　キルシェの表情がパッと明るくなった。とにかく西南が責任追及をされない材料は多い程ほどいい。

『そう結論を急がないで。Ａクラス艦長さん達の名めい誉よのために言っておくけれど、技術や経験に関しては、西南君は彼らの足あし下もとにも及およばないわ。霧恋ちゃん達の補ほ佐さが有ればこそだけれど……でも、クルーの精神的な支柱となる事に関しては、飛び抜ぬけて高い数値を出しているわね』

「それは艦長に向いている、という事ですか？」

『残念。あまり向いているとは言えないわね』

「はっ、はあっ!?　で、でも先程は……」

『極限に近いほど能力を発揮するんじゃ、普通のクルーはそこまで耐たえられないわよ。あくまで霧恋ちゃん達のような練度の高いクルーなら、って事。だいたい今回だって、通常のテスト任務がこんな事になっちゃったのよ』

「な、なるほど。それは確かに……」

　高い能力を有しながら、確率の偏かたよりに足を引っ張られる。そのあまりの不ふ憫びんさに、キルシェは意識が遠くなりそうだった。

『西南君の将来がどうなるかは、まだ分からないけれど、もうしばらく情報収集が必要でしょうね』

「そう、ですね……。ところで西南さんとアランさん達はお咎め無しとしても、私はどう対処すればよろしいのですか？」

『対外的に貴女の行動は、私の仕込んだ緊きん急きゆう対策プログラムという事になっているわ』

「はあ……それはまた……。お気の毒様です」

『ああ、またか！　やっぱり！……そう思われるだけよ。今さらその程度じゃ、驚かれもしないし、話のネタにもなりゃしないわよ。ホッホッホ！　小こ娘むすめ、哲てつ学がく士しをなめんじゃないわよ』

「あまり威い張ばれる事では無いと思いますが……。アイリ様達とお付き合いを始めて、少々の事で悩なやむのが馬ば鹿からしくなって来ました」

『オホホホ。まっ、これなら西南君も仕方無いって諦あきらめるでしょ？』

「お気き遣づかい、ありがとうございます。もう一つ気がかりなのは、私の正体を海賊に教えてしまった事です。もしこの事で騒さわぎにでもなったら、西南さんにご迷めい惑わくをかける事になるかもしれません」

　もしもアイドルを個人的に独どく占せんしている事がファンにバレたら大変だ。ましてやキルシェは失しつ踪そう中の身であり、アイドル業務の放ほう棄きによる、各契けい約やく賠ばい償しようの問題もある。下へ手たをすれば諸もろ々もろの問題が西南に集中する恐おそれがあるのだ。

『状況を分ぶん析せきする限り、その心配は無いわね。貴女の正体をバラすって事は、同時にタラントの醜しゆう聞ぶんもバラすって事だから、よほどのマヌケでも無い限り、自分の命を危険に晒さらすわけ無いもの。まあ別な意味で、西南君がさらに恨うらみを買った状況だけど、これこそ今さらって感じだものね、アハハハハ～～』

「そ、そんな暢のん気きな！　タラントの執しゆう念ねん深ぶかさは普通ではありませんよ！」

『大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！　ちゃんと新しいお守りがあるから』

　キルシェの不安をよそに、アイリはあっけらかんとした口調で言った。

「お守り？」

『そのうち分かるわ』

　アイリは子供っぽい仕草でウィンクをすると通信を切った。

　　　　×　×　×

「みゃあ、みゃう、みゃあ！」

「駄だ目めよ魎ちゃん。ちゃんとお耳の中も洗わなきゃ」

「みゃう！　みゃあん」

「アハハハハ、くすぐったそう」

「本当、可愛らしいわ。ウフフフ」

　浴室には魎皇鬼と霧恋達七人の女性の、楽しげなはしゃぎ声が響ひびいていた。

　艦長室の浴室は、直径十六メートル、深さ十メートルほどの深ふか鉢ばち状の浴よく槽そうのみの、ちょっとしたプールほどの大きさがあった。そこに各種形状の木製プレートを配置して、深さの調整や洗い場を構成して使用するのだ。それはまるで巨きよ大だいな五ご右衛え門もん風ぶ呂ろといった感じだった。
















（……何な故ぜ俺がここに？）

　女性達のはしゃぎ声を聞きながら、西南は彼女達から離はなれた浴槽の隅すみっこで背中を向けてしゃがんでいた。何故このような状況となったかと言えば、もともと魎皇鬼にせがまれて、一いつ緒しよにお風呂に入ったところ、その後、霧恋達がまとめて入って来たのであった。どうやら魎皇鬼は全員に、お風呂に入ろうと誘さそったらしいのだが、当然、西南は霧恋達が、霧恋達は西南が入っているとは思わなかったのだ。

　そして入って来る順番も悪かった。西南が後からであれば、その時点で外へ出る事も可能だったが、霧恋達に後から入って来られてしまうと、西南が外に出るには霧恋達の側を通らなければならない。ならば霧恋達が西南に気付いた時点で外に出ればいいと思うであろうが、そこはそれ集団心理の恐ろしさ。

「あら、ではご一緒いたしましょう♡」

　などと玉ぎよく蓮れんが言いだせば、それに同調するのが雨音とエルマ。

「まあ仕方が無いわね」

　となるのが珀蓮と翠すい簾れん。

「ちょっと貴女達！」

　止める側に回る霧恋と火か煉れん。だがしかし、

「みゃあ！」

　っと、魎皇鬼が一緒に入ろうよ、とばかりに手を引っ張れば、さすがにその愛らしい手を振ふり解ほどく事など出来よう筈はずも無く、監かん視しの名目で一緒に入る事と相成るわけで……。

「どうしよう……」

　と、思案中の西南の背中に、魎皇鬼が飛び付いて来た。

「みゃん！　みゃあ！」

「ええっ!?　一緒に遊ぼうって？」

　霧恋の言った通り、この頃ころになると西南達全員、魎皇鬼の言葉が理解出来るようになっていた。

「いや、その……なんと説明したらいいか」

「……みゃあ！」

「えっ？　天地先せん輩ぱいの家にもみんなで入る大きなお風呂があるの？」

「みゃあ！」

「ええっ！　本当に？　天地先輩、魎呼さん達と一緒に入ってるの？」

「みゃあ！」

「すごい……天地先輩、大人だ」

　西南は何だか置いて行かれたような気持ちとなり、ガックリと項うな垂だれた。だが……。

「みゃあ、みゃ、みゃあ」

「……………えっ？　天地先輩、一人の時はいろいろと遊んでくれるけど、魎呼さん達が来たら、俺と同じようになっちゃうの？」

「みゃあ」

「……よかった。なんだホッとしました。ハハハハ」

　と、安心して気を抜く西南の後方に、湯の中を潜もぐって近付くいくつかの影かげがあった。

「みゃあ」

「えっ？　だからいつも……何？」

「こうやって無理矢理こっちに引きずり込むんだそうよ♡」

　ザバッと湯の中から出て来た雨音、玉蓮、エルマの三人は、西南を捕つかまえると、御み輿こしのように持ち上げた。

「えええええええええええっ!?？」

「みゃん、みゃん！」

　そしてそのまま西南は雨音達に抱かかえられ、他の者達のいる方へと連れて行かれた。そして魎皇鬼は、西南御輿の周りを嬉うれしそうに飛び跳はねていた。

　　　　×　×　×

「………えらい目にあった」

　西南も健康な若い男子だ。女性の裸はだかにだって興味はある。しかし、ああも女性の比率が高いと逆に、あまりの緊きん張ちようで苦痛なだけだ。生体強化をし、その完熟訓練で雨音の家で同居を始めてから何度、一歩踏ふみ込んでみようと思った事か。

（だけどなあ……）

　彼女達が自分に好意を持ってくれている事は認識しているが、あくまでそれは同情の類たぐいだと西南は思っている。実際、地球に居た頃は男ですら、他人以上友人未満が当たり前、友人と断言できるのは天地と海かいのみ。そんな西南にとって、女性の友達以上恋こい人びと未満状態などは夢の夢、想像すらした事は無い。例外は霧恋だけだが、それでも西南自身、それが姉と弟の域を超こえた想いなのかどうか自信が無いのである。

（今回の事だってみんな俺の事、どう思ってあんな事をしたんだ？　男として？……いやいや、それは無いな。下手すりゃ、魎ちゃんと同じ子こ供ども扱あつかいか？……そうだな、それが一番可能性としてあり得る）

　結局あの後、女性達に取り囲まれ、魎皇鬼の遊びに付き合う間中、西南は湯船につかったままだった。

　こうして湯あたりをしてのぼせた西南は、浴室上階の寝しん室しつのベッドに倒たおれ込んでいた。

「みゃあ」

　魎皇鬼にとって、この西南のような状態もいつもの事なのだろう、ニコニコと小さな団扇うちわで西南を扇あおいでいた。

「あ、ありがとう、魎ちゃん」

「みゃあ」

　そんな西南と魎皇鬼のほのぼのとした風景の向こう側、リンゴ型の天幕の外では、霧恋達がどこか緊張した雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「全員引いたわね？」

　霧恋の言葉に、全員が頷うなずいた。彼女達は現在、ベッドの位置取りを巡めぐって、クジ引きをしていたのだ。

　霧恋達は全員、同じネグリジェを着ていたが、それは各自が持って来た寝ね間ま着きに、霧恋がクレームを付けたためだった。シースルーな物からそれこそ香こう水すいだけまで、何を目的とするのか一いち目もく瞭りよう然ぜん、新しん婚こんの新婦かＡＶかというような物ばかり。意外にも、一番まともなのが玉蓮の物だったというオチ付きで、結局、全員がＧＰ支給のネグリジェと決定したのだった。それでも玉蓮と雨音に関しては、その美び貌ぼうと醸かもし出す色いろ香かで思いっきり扇せん情じよう的ではあったが、全員が同じ物という状じよう況きようでは、ハンデを付けろと言うわけにもいかず、他の女性達は、その後に行われるクジ引きに運命を託たくす事となった。

「じゃあ、一いつ斉せいに開けるわよ」

　霧恋の合図と共に全員が一斉にクジを開いた。と、その瞬しゆん間かん、それぞれの表情は悲喜交こも々ごもと、まるでプロ野球のドラフト会議のような光景が繰くり広げられた。

　───自分は魎皇鬼と同じ子供扱い。

　そう結論付けていた西南はその様子を聞きながら、これからみんなで雑ざ魚こ寝ねをするんだなと、ただ漠ばく然ぜんと思っていた。ましてや、その場には魎皇鬼が居る。実際、子供が一人居るだけで、ほのぼのとした雰囲気になってしまうのだ。

（まあ、これでゆっくり休めるだろうな）

　その考えが甘いと西南が気付いたのは、順番決めを終え、霧恋達が天幕の陰かげから姿を現した時だった。

「うっ!?」

　ＧＰのネグリジェは確かにゆったりとして、あまり扇情的なデザインでは無かったが、柔やわらかな胸のふくらみや、動きによって時折現れる足や腰こしのラインは、彼女達の美貌と相まって十二分な破は壊かい力があった。

　西南は慌あわてて視線を逸そらし、いつも向いている方向で横になり、魎皇鬼を見て心を落ち着けようとした。

「みゃ！」

　霧恋達が来るのを見た魎皇鬼は、そこは自分の場所とばかりに、急いで西南と向かい合わせに寝ね転ころがった。もちろんそれが『みんなでおねんね』の主しゆ催さい者しやである魎皇鬼の特権だという事は、霧恋達も分かっている事だ。一番良い位置の魎皇鬼の隣となり、西南と向かい合う場所に翠簾、西南の後ろには珀蓮、続いて雨音、火煉、玉蓮、リョーコ、最後に霧恋が、それぞれに好きな位置に陣じん取どった。だが霧恋達は横になりながらも、全員が眠ねむった隙すきに、西南にちょっかいをかけないよう、お互たがいの動向を探っていた。

（ま、まずい。こんなんで眠れるのか!?）

　霧恋達の発する一種異様な雰囲気に、西南は緊張で身を固くした。

「みゃあ」

　全員の位置が決まり、自分の場所の確保が出来たと判断した魎皇鬼は、上半身を起こして辺りを嬉しそうに見回した。大勢で雑魚寝をするのは、それだけで不思議と楽しいものだ。ただ樹雷でも瀬戸を始め、水みな穂ほに船ふな穂ほや美み砂さ樹きや、大勢の女によ官かん達が一緒に寝てくれたものの、天地達が恋こいしくなった魎皇鬼は、日に一度は地球に連れん絡らくを取り、天地達の顔を見て安心していた。

「みゃあ、みゃあ」

　だが不思議と、西南達と居る間はまったく不安は感じなかった。

　霧恋達も、魎皇鬼の嬉しそうな顔を見た途と端たん、他の女性達への警けい戒かい感かんが消え失うせ、その場を支配していた緊張感はスッと和やわらいだ。

（あれ？）

　その様子に気付いた西南は、固く閉じていた目ま蓋ぶたを開いた。と、嬉しそうな魎皇鬼と目が合った。

「みゃあ？」

　魎皇鬼はそれを、早く横になるようにとの、西南からの合図だと思い、サッと西南の横に寝転がった。そして西南に寄りかかるよう体を丸めた魎皇鬼は、すぐさま寝ね息いきを立て始めたのだった。

　霧恋達の緊張感が和らいだ事と、魎皇鬼の安らかな寝顔にすっかりリラックスした西南は、蓄ちく積せきした疲ひ労ろうに引きずられるように深い眠りへと沈しずんで行った。そしてそれが伝でん播ぱしたかのように、霧恋達も次々と眠りへと落ちて行ったのだった。




　西南達が眠っていたのは寝室時間で七時間、標準時間では三時間程だった。超ちよう空間航行を始めて約六時間後、樹雷の護ご衛えい艦かんとの交流宙域へと到とう着ちやくした。

「本当にありがとう、魎ちゃん。天地先輩達によろしくね」

　守蛇怪のブリッジで西南達は、メインモニターに映る魎皇鬼に敬礼をした。

『みゃあ！』

　西南達に手を振ると、魎皇鬼は守蛇怪を圧縮倉庫から宇宙へと降ろし、

「みゃおん、みゃお～～ん！」

　嬉しそうに大きく一声鳴くと、一いつ瞬しゆんに超空間へと消えて行った。

「はあ……ほんの僅わずかの間でしたが、魎皇鬼の伝説は本当の事だったんだな、って実感しました」

　リョーコはホウッとため息混じりに、魎皇鬼が消えて行った空間を潤うるんだ目で見つめていた。

「伝説の海かい賊ぞくって言うから、どんな恐おそろしい物かと思っていたら……まさかあんなに愛らしい子だったなんてね」

「樹雷に残っていた記録ですと、なかなか壮そう絶ぜつな暴れっぷりでしたけど、攻こう撃げきを仕し掛かけて来る相手との戦い以外には、ほとんど都市部への攻撃はしていませんでしたから」

「うわぁ、見たいです、その記録！」

　リョーコは珀蓮に飛び付かんばかりに顔を近付けた。今なら〈お座り〉とか〈お手〉とか〈一回まわってワン〉とかしそうだ。

「じゅ、樹雷の中央ライブラリーに行けば、ご覧になれますから」

　珀蓮は擦すり寄よって来るリョーコを、やんわりと引ひき離はなそうと苦く慮りよしていた。と、守蛇怪に小さな微び震しん動どうが感じられ、珀蓮とリョーコはモニターの方を見た、

「艦長。樹雷からの護衛艦が到着しました」

　守蛇怪はまだ超空間関連のシステムが使え無い状態であるため、樹雷の護衛艦は光通信が出来るよう、守蛇怪の至し近きんへジャンプアウトして来たのだ。護衛艦は魎皇鬼が到着する以前から、近くの宙域に待機していたのだが、魎皇鬼と樹雷の関係を少しでもあやふやなものとするために時間をズラしたのだった。

「あ、あれは!?」

　護衛艦を見た霧恋は、サッと表情を曇くもらせた。それはまるで悪戯いたずらが見つかった子供のような表情で、事情を知る珀蓮達は視線を逸らし笑いを堪こらえていた。

　到着した樹雷の船は、三隻せきの小型艦を引き連れた、まるで蓮はすの花のような形状をした艦だった。

（やはり、穂ほ野の火か様だわ）

　それは立たつ木き林りん檎ごの皇おう家けの船、穂野火の正式外装を纏まとった姿だった。

　守蛇怪は光通信の誘ゆう導どうで、花の中へと入って行った。守蛇怪が着ちやく挺ていすると、花弁のような構造物はゆっくりと閉じ、完全に閉じ切ると同時にまるで花弁が透とう明めいとなったかのように、外の景色が映し出された。

「西南ちゃん！」

　守蛇怪から降りて来た西南に真っ先に駆かけ寄り、涙なみだを滲にじませて抱だき付いたのは天てん女によだった。これには西南も意表を突つかれてしまった。西南に対して、こういう心配の仕方をしてくれるのは、霧恋と月つき湖こと清きよ音ねだったが、霧恋と月湖は西南の成長と共に、その表現はもう少し抑おさえたものになって行った。だが天女にとって西南の印象は、会えなくなった子供の頃のままなのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ？　どこも怪け我がして無い？」

　それこそ親犬が子犬を舐なめ回すように、天女は西南の身体からだを確認した。

「うん、大丈夫。心配かけてごめんね、天女……姉ちゃん」

　つい西南も少し子供っぽい言い方となってしまう。

「謝るのはこちらよ。西南ちゃんの運が悪いのを知ってて、あんなチンケな船に乗せちゃったんだもの」

「チンケって……もともと汎はん用よう艦かんなんだから仕方ないよ」

　天女の後ろには、正まさ木き珀はく嶺りようとアイリが困こん惑わく顔で立っていた。

「うるさいわね！　海賊共なんか一いつ蹴しゆう出来ちゃうような、もっとスペシャルな船にするべきだったのよ！」

「天女ちゃん。それじゃあ、大量生産なんか出来ないでしょ？」

「ダ・ルマーを引っかけようなんて余計な事を考えるからです！」

「もうちょっとエルマが迂う闊かつだったら良かったんだけどねえ」

　天女の突き刺ささるような視線に、アイリはつい本ほん音ねを漏もらした。

「ええっ、私ですかぁ？……って、もしかして守蛇怪って、ダ・ルマー用のただのダミーだったんですか!?」

「えっ!?　まさか、そんな事は無いわよ」

　ぎこちない態度のアイリに、長い間アイリの側に居たエルマは、守蛇怪の正体に気づいた。が、その時、

「ご推察の通り、守蛇怪は情報収集用のデータロガー艦ですよ」

　東とう堂どうやネーネ達、侍じ従じゆうを従え転送ゲートから出て来た林檎がにこやかに西南達に微笑ほほえみかけた。

「おおっ！」

　その途端、守蛇怪から降りて来たアラン達やリョーコの部下の男達から、ため息のようなどよめきが起こった。そしてそれは西南も同じだった。今までの生活で、とびっきりの女性達と関かかわって来た西南ですら、林檎はとても惹ひかれる女性だ。それこそ霧恋達の持つ可か憐れんさを、全部集めて人の形にしたような感じだ。しかも林檎の可憐さは、男性達だけが感じるものでは無い。

「うわっ！……なんか、可愛らしい人ね」

　林檎と初対面の雨音も、男性陣じんと同じような反応を示していた。

「フフッ。あの方は今回、守蛇怪捜そう索さくの樹雷側の陣じん頭とう指し揮きをとった立木林檎様よ」

「えっ、守蛇怪の？」

　ボーッと林檎を見ていた西南は、その言葉に驚おどろいて天女の方を見た。そして再び林檎の方を見た瞬間、微笑む林檎と目が合った。

「!!」

　と、西南の心臓は早はや鐘がねのように鼓こ動どうを始めた。

　───そう、西南ちゃんていうんだ。

　それは店が忙いそがしく、母親が迎むかえに来られなかった西南が、幼よう稚ち園えんに居残っていた時に、海を迎えに来ていた霧恋に、初めて話しかけられた時に感じたものに似ていた。それは雨音や玉蓮のときのような衝しよう撃げきとは違ちがう、ときめきのようなものだ。

　西南は思わず顔を赤らめて大きく一礼をした。

　そんな西南の様子を微笑ましく見ていた天女は、視線を霧恋へと移した瞬しゆん間かん、思わず吹ふき出しそうになった。霧恋は深く項うな垂だれ、真っ青な表情で気の毒なくらい、足を小刻みに震ふるわせていたのだ。それは以前、林檎に対して行った行こう為いに対する、途と轍てつもない罪悪感からだった。

「皆みな様さま、このような場所で立ち話も何でしょう、どうぞこちらへ」

　林檎の言葉に、侍従達はそれぞれに西南達の方へと向かい、案内をする者達に丁てい寧ねいな対応と説明を始めた。

「……か、可憐だ」

　最初、アイリ達の姿を見たアラン達は、リョーコのクルー達の後ろに隠かくれていたが、林檎の姿を見るなり、クルー達を押しのけるように前へ出た。

「なあ、あの人は誰だれなんだ？」

　アランは側にいたリョーコの副官に尋たずねた。

「立木林檎様。今回の救出作戦の指揮を執とられた方です」

「たっ、立木って、もしかしてあの？」

「竜たつ木き家、眷けん族ぞくです」

「やっぱり！　あの竜木家の一族。お嫁よめさんにしたいナンバー１の！」

　と、アランの表情が驚きから嫌いやらしい笑みへと変化した。

「フフッ……樹雷皇おう族ぞくへの道が開けたぞ」

「えっ!?」

　いつもアランの発言には度ど肝ぎもを抜ぬかれる事が多いが、さすがのバリー達も今回に関しては、あまりにも理解の範はん疇ちゆう外だった。

「俺の意図が理解出来ないようだな？」

「……いや、意図の理解以前に、アランの言葉が理解不能なんだが」

　不思議そうに自分を見るバリー達に、アランは優ゆう越えつ感丸出しの、思いっ切り上から目線で説明を始めた。

「フッ……いいか、俺達は樹雷の危機を救った英えい雄ゆうなんだ」

「はあ？　俺達がいつ樹雷の危機を救ったんだ？」

「いいか？　皇眷族が直接指揮をする理由は何だ？　山やま田だ西南か？　守蛇怪か？　だが山田西南は所しよ詮せん、ただのＧＰ隊員。守蛇怪は樹雷の次期後こう継けい艦かんと言っても、所詮は駆く逐ちく艦かんなんだぞ」

「もしかして、瀬戸様の荷物か？」

「そう！　瀬戸様の荷物、海賊共が血相変えて追って来た荷物だ！　ならそいつを護まもった俺達はなんだ？　英雄だろ？」

「いや……だとしても、何な故ぜそれが皇族への道なんだ？　いくら何でも飛ひ躍やくのしすぎなんじゃないのか？」

「出会いの場さえあれば十分だ。いいか？　お姫ひめ様さまってのは、生まれながらにお姫様なんだ。努力してお姫様になった訳じゃ無い。だが俺は違う。俺は努力の末に英雄という立場に登のぼり詰つめた！　なら、どちらが優すぐれているか……分かるだろう？」

「分かるだろうって言われても……」

「鈍にぶいやつだな。そんな俺に彼女が好意を持た無いはずが無いだろう？　まあ俺だってすぐにうまく行くとは思っちゃいないさ。けど樹雷は現樹雷皇だって、一いつ般ぱん人から皇おう妃ひを娶めとってるんだぜ」

　アランは自信ありげに微笑んだ。だがさすがにバリー達は半信半疑。アランの説明に納なつ得とくは行っていない様子だった。

「フッ……まあ、論より証しよう拠こ。樹雷に着くまでに何らかの成果を上げてみせるさ」

　そう自信満々にふんぞり返ったアランの前に、東堂が近付いて来た。

「私、立木林檎様侍従長の東堂と申します」

　深々と礼をする東堂に、アランは満面の笑みを浮うかべ、バリー達は驚きの表情でアランの方を見た。

（侍従長が案内に来るという事は……フフッ、これはいきなりか？）

「アラン様、バリー様、コーン様のお三方はこちらへ」

　先導する東堂の後ろを歩くアランの足は、いつしかスキップを踏ふんでいた。

「お、おい。俺達だけ違うゲートへ向かってるぞ」

「これはもしかして、アランの言う通りなのかも！」

　満面の笑みを浮かべたバリーとコーンも、アランと同じ軽快なスキップを始めた。だが西南達が使ったのとは別のゲートを使用し、転送された先にはアランが期待していたのとは違う人物が待っていた。

「ぅうんん。林檎たんお待たせェ」

　すっかり浮かれていたアランは、その人物にすり寄ると、甘い声でそう言った。そしてあろう事か、その人物の肩かたに手をやり背中をまさぐり始めた。

「アアアアアア、アラン……お、おい！」

　バリーとコーンは、その人物に気付き、顔面蒼そう白はくで立ち竦すくんでいた。

「あれぇ？　林檎たんって意外と着き瘦やせするんだァ………グワッ!!」

　男に触さわられ、鳥とり肌はだを立てたその人物は、ついに堪たまりかねてアランの頭を殴なぐった。

「ご、ごめんごめん。君に会えた嬉うれしさで、つい調子に乗っちゃった……ね？」

　痛みを堪こらえながら顔を上げたアランは、その時になってようやく、その人物が林檎とは違う事に気付いた。

「おおおおおおおおおおおおおおおお、お前は、ライアン[image: !!!]」

　アランの目の前にいるのは、以前、霧恋に依い頼らいされ、アラン達を訓練した同期のライアンだった。ライアンは何も言わず、いきなりアランの腹の肉を摑つかんだ。

「何だ、貴き様さま！　このみっともなく弛たるんだ腹は！」

「いっ痛い、痛い！　放せよこの馬ば鹿か力ぢから！」

「……俺は、俺は情けないぞ!!」

　ライアンは摑んでいた手を離はなすと、アラン達を睨にらみ付けた。

「報告書は読ませてもらった！　お前らの性しよう根ねは、そう簡単には直らないようだな」

「脱だつ走そうは俺達のせいじゃ無い！　あれは艦かん長ちようの責任なんだ！」

　ライアンは無言のまま、アランが脱走時にモニターカメラに向かって舌を出し、中指を立てている映像を映し出した。

「そ、それは！」

「馬鹿！　だから余計な事をするなって言ったじゃないか」

　驚くアランに、バリーは涙なみだ目めで言った。

「ＮＢの行動も、アイリ様の対緊きん急きゆう時じ用プログラムによるものだと、アイリ様自身が認めていらっしゃるんだ。それでも艦長殿どのの責任だと言い張るか？」

「それじゃあ、アイリ様の責任……」

「黙だまれ、このクズ共!!　上官に対する不ふ埒らちな言動！　命令に対する遂すい行こう率の低さ！　甘かん言げんにあっさり乗っかる節せつ操そうの無さ！　中でも許せんのは、あの状じよう況きようでの度を超こえた食料を消費する危機感の無さだ！」

「お、俺達は当然の権利を行使したまでだ！」

「一般資材の数量管理は誰の役目だ？」

「へっ？………あああっ！」

　守蛇怪に搬はん入にゆうされる資材にはいろいろあるが、日用品や一般的な備品、艦長と上級士官以外の食料品はアラン達の管かん轄かつだ。

「だ、だけどそれはあの状況で最高の仕事をするためだったんだ！　艦のためを思っていたからこその行動だ！」

「ほお、では脱走も艦のためだったと？　海かい賊ぞく共とお前達が何を話したか……アイリ様は詮せん索さくする気は無いし、艦長殿も報告する気は無いとの事だったが、それでも権利を主張する気なら、義務も果たしてもらうぞ」

　任務中の行動は、本来、全て報告する義務がある。脱走が、任務扱あつかいとなるのならば、そこでの言動は全て報告の対象だ。

「側に艦長殿のＮＢが居たのなら、客観的な情報があるだろうしな」

「へへ～～んだ！　あれがアイリ様の作戦だって言うなら、俺達のも海賊達を信用させるための作戦だ。敵を欺あざむくにはまず味方から、って言うだろ？　ア～～ハハハハハ!!」

「それにはまず、ＮＢの行動を最初から作戦だと知っていたという証明が必要だぞ。ＮＢとの共同でなければ、作戦立案権の無いお前らの行為はただの独断だからな」

「えっ!?　いや、それは……」

「しかも守蛇怪とその乗員を危険に晒さらした結果、お前達の交こう渉しようは失敗をしているのは分かっている。ならば緊急回かい避ひという言い訳は、この場合適用され無いぞ」

「そそそそそ、それは……」

　アランの勢いは一気に失速した。結局、生殺与奪権はアイリにあるという事だ。ＮＢとの共同作戦でなければ、それこそ背はい任にん行為となる。

「お前達の行動は、一級の背任だという事を忘れるな。特とく殊しゆな任務と状況下という事で大目に見てもらっているだけだ。しかもこの任務に対する報ほう償しようもちゃんと出してくれるのだから、至いたれり尽つくせり……その温情は有り難くて涙が出る！」

「やる事やったから、当然だと思うけど」

　アランはシレッと呟つぶやく。

「……俺はお前達の将来が本気で心配になって来たぞ」

　ライアンは呆あきれるというより、哀あわれんだ目でアラン達を見た。

「お前達の言う事は部分的には正しいが、それはあくまで、お前達のド甘な自己評価でしかない。だが本来、お前達の働きを評価するのは雇やとう側だ」

「まっ、まさかクビなんじゃ!?」

「貴様達は本日付をもって守蛇怪搭とう乗じようの任務から外され、一般訓練生へと降格される。以後は私の指揮下で、訓練に励はげんでもらう。以上だ！」

「一般訓練生!?　何で今さら！」

「著いちじるしく適性に欠けると判断されたからだ。ハッハッハ！　運が良かったな、お前ら。今だったら確実に、ＧＰアカデミーにすら入学拒きよ否ひされるレベルなんだぞ」

「じゃ、じゃあ今後、給料に付く手当は！」

「あるわけ無いだろ？　ちなみに今後は、給料の一割を借金に充あてる事になる」

「う、訴うつたえてやる！　この非人道的な扱いを洗いざらいぶちまけてやるぞ！」

「ああ、お前らだったらそう言うだろうって、事前にアイリ様が裁判シミュレートをした結果があるぞ」

「えっ!???」

「著しくＧＰに損害を与あたえたという事で、隔かく離り矯きよう正せい施し設せつでの労働は免まぬかれないな。賠ばい償しようと借金の立て替かえ分を合わせて、良くて三百年、今みたいにサボれば最悪五千年だそうだ。ワハハハハ！」

　隔離矯正施設というのは、無期懲ちよう役えき刑けいを言い渡わたされた犯罪加害者が被ひ害がい者しやへの補償のための金を作る、就労施設である。もちろん払はらい終えない限り出る事は出来ない。

「……借金が無い場合は？」

「確か、最短で三十年だったかな？」

「じゃあ個人破産をする！」

「ハッハッハ！　個人破産は適用され無いって、前に聞かなかったか？　どちらにしろお前らの借金は個人的な浪ろう費ひだからな。肩かた代がわりして良いっていう親族や友達でも居ない限り、結果は同じだ。ワハハハハハ！……で、どっちにする？」

　ライアンの問いに、アランは脱だつ兎とのごとく東堂の方へと走った。

「お、俺は瀬戸様の荷物を命がけで護りました」

「貴方あなた様個人が、というのは間ま違ちがいだと認識しておりますが、その中の御お一人というのは確かでございますね」

「だったら、俺は樹雷の救世主、の一人ですよね？」

「何がおっしゃりたいので？」

「その報償として、俺の借金の肩代わりをして下さい！」

「はて？　荷物の輸送費は、正規の料金をすでにＧＰにお支払いしましたが？　もちろん貴方様方に対する慰い労ろうの品は、ライアン殿どのに預けてあります故ゆえ、ご安心を」

　東堂はシレッと言った。

「アラン！　しばらくご馳ち走そうだぞ。ワハハハハハ！」

　ライアンは向こうで嬉しそうに手を振ふった。

「ぜ、全額でなくてもいいんです！　九割、いや、八割……」

　アランの言葉に、東堂は静かに首を振った。

「じゃ、じゃあせめて立て替えていただけませんか？」

「お、お嬢じよう様さまに借金をと!?」

　と、突とつ然ぜん、東堂の顔色がサッと青ざめた。

「は、はい。出来れば利子無しで……」

　ここまで図々しいと、ある意味清すが々すがしい。

「いけません！」

　東堂は震ふるえる手でしっかりとアランの肩を握にぎった。

「それだけは断じて、お止やめなさい！　お嬢様に借金をするくらいなら、最悪最高にタチの悪い闇やみ金きんに借金する方がまだマシです！」

　東堂の目は真しん剣けんそのもの、本気で心底アランの心配をしている顔だった。

　それもそのはず、あの『樹雷の鬼おに姫ひめ』の金庫番、闇の者達ですら関かかわるのを恐おそれ、ハイエナ部隊と揶や揄ゆされる経理部隊の頭領。しかも瀬戸ですら泣かせてしまう鬼に、借金をするなど正気の沙さ汰たでは無い。ましてや己おのれで稼かせいだ金ならともかく、他人にたかり、浪費する人間は林檎にとって不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵。アランなどまさにそれだ。その取り立てが苛か烈れつを極きわめるのは間違いない。闇金と違い、そこからアランを守ってくれる法は無いのだ。

　東堂の真剣さに圧あつ倒とうされたアランは、いい知れぬ恐きよう怖ふを感じた。アラン自身気付いては居ないが、以前、借金で逃にげ回っていた時にアラン達は林檎と出会い、その威い圧あつに恐れをなして逃げ出した事があったのだ。

「お分かりいただけましたかな？」

「…………」

　東堂の問いに、アランは呆ぼう然ぜんとしたまま頷うなずいた。そしてそのままライアンとその仲間達に拘こう束そくされて、訓練艦へと連れて行かれたのだった。




　天女やアイリ達は、ＮＢを伴ともない、守蛇怪の調査を始めるためにその場に残った。

　そして偽ぎ装そうコンテナ艦の搭とう乗じよう員いん達は、リョーコを残して、随ずい行こうして来た護ご衛えい艦かん内にある要人用の迎げい賓ひんフロアへと案内され、残ったリョーコと守蛇怪クルー達が案内されたのは、穂野火の居住区にある迎賓館であった。

「林檎様、私達は」

　迎賓館の大広間へ案内する林檎に、珀蓮はそう言って、入り口横に立ち止まった。本来珀蓮達は瀬戸から派は遣けんされた女官であり、上司でもある林檎と合流した以上、彼女の下で西南達の接待に従事するのが本来の役目だからだ。

「いいのよ。貴女方はまだ西南様の部下としての任務を継けい続ぞく中です」

「しかし」

「瀬戸様からも休ませるよう言われていますし、それに貴女方がそんな事をしたら、西南様がお気を遣つかわれますよ」

　林檎は優やさしく微笑ほほえむと、珀蓮達に部屋に入るよう手で促うながした。珀蓮達は深々と一礼すると、西南達の後に続いて大広間へと入って行った。

「うわあ……」

　そこは林檎のイメージそのままの、白木と淡あわいパステル調の調度品で構成された部屋だった。花弁状プレートの開閉式の天てん井じようは完全に開かれ、世界樹からの木こ漏もれ日が淡く室内を照らし、まるで穏おだやかな春の日のような風景を見せていた。

　皇おう家けの樹の居住区は基本的に全て同じ構造だ。中央に巨きよ大だいな世界樹があり空間を固定、環かん境きよう等の調整を全て行っている。そこから先は、パートナーの好み次し第だいに造園される。大たい抵ていは、生活に必要な食料生産の田畑や果樹園、家か畜ちくを飼う牧場、魚貝類の棲すむ湖や塩湖、鳥や虫などの食しよく物もつ連れん鎖さのサイクルが創られ、さらに衣服や、医い療りよう施設、ちょっとした機械類を製造するプラントなどがあり、皇家の船の中で人の営いとなみは完全に機能するのだ。

　穂野火は第四世代であるが、鷲羽によって調整され、第三世代並みの能力を有しているため、居住区もかなり広く、最大に広げれば、数万人が生活可能だ。しかし、穂野火は調整を受けて間も無いため、居住区もさほど整備されていない。水み鏡かがみのような枯かれた幽ゆう玄げんさは無いものの、新しく整備された公園のようだった。

「樹雷へ到とう着ちやくするまでご自由におくつろぎ下さい。何か御お入り用でしたら遠えん慮りよ無く申しつけて下さい。樹雷到着は二時間後です」

　林檎の説明が終わると、珀蓮達は気を利きかせたのか、そのまま外へ散歩に出かけた。

「いやあ……あれはきついわ」

　迎賓館から少し離はなれた所まで来ると、火煉は大きく深呼吸をしながら言った。

「霧恋様も嫌いやみのひとつでも言われれば、まだ気が楽なんでしょうけど……かみ合わせが悪いというか、林檎様ご自身が何とも思ってらっしゃらないというのがまた、凶きよう悪あくなのよねぇ」

「暖の簾れんに腕うで押おし、ぬかに釘くぎ」

「こういう場合は、玉蓮よりタチが悪いわ」

「クスッ。私もああいう方は苦手ね。西南様に近いわ」

「まあ、どこまで霧恋様が我が慢まん出来るか……ね」

　そう言うと、火煉は迎賓館の方をチラッと見た。

　　　　×　×　×

　林檎は珀蓮達を見送ると、西南の側へとやって来た。

「改めてご挨あい拶さつをさせていただきます。私、竜木家眷けん族ぞくの立木林檎と申します」

「は、初めまして。守蛇怪艦長の山田西南です」

　立ち上がって一礼する西南に、林檎は座るよう勧すすめると、自分も向かいのソファーに座った。

「この度たびは本当にご苦労さまでした。もっと早くお助け出来れば良かったのですが、まだ若じやく輩はいの未熟者故ゆえ、西南様にはいろいろとご迷めい惑わくをおかけしてしまいました」

「あっ、いいえ。俺はいつもの事なんで、気にはしていません。大変だったのは他の人達で、俺なんか、結局何も出来なくて……」

「西南様は最善を尽くされましたか？」

「えっ？……もちろん、俺に出来る範はん囲いでですが……」

「それが一番重要な事です。西南様が少しでも任務を怠おこたっていたら、もしかして帰って来られなかったかもしれません」

「それは、そうかもしれませんが」

「自分が出来る範囲を広げるのは、無事に帰って来られればこそですわ」

　守蛇怪乗員の記録を精査すれば、西南が思うほど、彼の役割は小さくは無い。少なくともあの状じよう況きよう下かで、西南から諦あきらめの言葉や態度が見られた事は一度たりとも無い。もちろん未熟さ故の戸と惑まどいはあったが、それは他のクルーが補ほ佐さ出来るもの。しかしアイリのシミュレーションによって見いだされた、守蛇怪クルーの精神的な支柱となる強きよう靱じんな精神力は、特筆すべき能力だった。そしてそれはここに居る霧恋達や、珀蓮達も感じていた事だ。林檎の言葉に同意するように霧恋達は頷いた。

「ありがとうございます。俺、もっとがんばります」

「はい、期待していますよ」

　微笑む林檎に、西南の頰ほおもつい緩ゆるんでしまう。そんな状況を雨音とリョーコは、にこやかに見守っていたものの、内心は非常にもどかしい思いを抱いだいていた。

（いい人なんだよなぁ……）

　行ぎよう儀ぎの良い子犬───林檎はそういったタイプだ。彼女が西南に対し好意を持っている事は一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。だがそれに対して牽けん制せいをするのは非常に躊躇ためらわれる。ちょっとでもそういう事をすると、こちらが悪者になってしまうのは目に見えているし、それに対する罪悪感も強きよう烈れつだ。林檎のような意図しない天然の可愛らしさは、ある意味、玉蓮よりタチが悪いのだ。

「この人、美み星ほしと同じタイプね。まあ美星の場合は、きついツッコミを入れても罪悪感を覚えないけど……この人にはさすがに……」

「西南さんが鈍にぶいのが幸いですね」

「と言うより、西南の場合、自分が好意を持たれるって思考が無いも同然だからな」

　雨音とリョーコは、顔を寄せ合い小声で話した。

　だが雨音達ですらこの状態なのに、霧恋となるともっと悲ひ惨さんだった。自分の感情で八つ当たりした子犬が、それでも自分を嫌きらわずに尻尾しつぽを振って近付いて来たら、その罪悪感たるやもう……。ただでさえ真ま面じ目めな霧恋は、ちょっとしたきっかけがあれば、大だい号ごう泣きゆうし始めてもおかしく無い状態だった。

「……あっ」

　そんな霧恋の状況に、林檎はようやく気付いた。

　───貴女が悪いわけでは無いのだけれど、少しは悪者になる事も必要よ。

　誰だれ彼かれ構わず突とつ如じよ号泣させてしまう事を、林檎は常々水穂に注意されて来た。だがいろいろな人にアドバイスを求めても、林檎の行動に非が無いため、号泣させてしまう理由がなかなか理解出来ない。だが最近になってようやく、その前兆のようなものは察知出来るようにはなっていた。

（ああっ、いけない！　じゃあ、別室で苦情の一つでも言わなくちゃ）

　林檎は西南に一礼して立ち上がると、

「霧恋様、少しお話があるのですが？」

　霧恋にそう言うと、彼女を伴って誰だれも居ない部屋へと向かった。

「あの霧恋様。……って、ええっ!?」

　部屋に入り、林檎が霧恋の方を向いて何か言おうとする前に、霧恋は林檎にしがみ付いて泣き出してしまった。

「霧恋様、私、もう気にしていませんし、霧恋様のお気持ちもよく分かりますし……」

　と、慰なぐさめれば慰めるほど、霧恋は号泣して行く。

（困ったわ……悪者になるって、どうすればいいか分からないし）

　考えたあげく、結局、林檎はいつもしているように、相手が泣き止やむのを辛しん抱ぼう強づよく待つ事にしたのだった。

　　　　×　×　×

「そういえば、天女様が西南にしがみ付きながら、なんかとんでもない事を言ってたような気がするけど」

　林檎達が出て行き、少しその場が落ち着いたのを見計らうと、雨音はリョーコをジッと見つめながら言った。

「……先さき程ほど林檎様がおっしゃったデータロガーって何の事です？」

　西南も同じ疑問を口にした。

「そうね……まず、私が守蛇怪という船に関かかわった時から話しましょうか」

　リョーコは、エルマとして守蛇怪の最終調整から、リョーコ・バルタとして守蛇怪に疑問を抱き、そのからくりに気付くまでを事細かく説明をした。

「……つまり守蛇怪は、実際に使われる艦の、模型みたいな物だと？」

「いえ、実際に造られる艦は、まったく違う物になるはずです。あくまでデータを収集するための寄せ集めに近い物でしょうね」

「おいおい、マジ？　結構凄すごい艦だって印象だったのに」

「いえ、実際凄い艦なんです。そうでなければ、ダ・ルマーギルドに情報流出なんてさせようとも思いません。あれは既き存そんの技術だけで構成された画期的な艦です。そういう意味では哲てつ学がく士しという存在の本来の姿とも言えます。もともと哲学士というのは、アカデミーで研究開発された各技術の、複合応用と使用倫りん理りを考える学問ですから」

「……ただの変態じゃなかったんだな、アイリ様」

　腕うで組ぐみをした雨音は、もの凄く真しん剣けんな顔で言った。

「せめて変わり者と言ってあげて下さい」

「それにしても、リョーコもよく罠わなだって気付いたわよね」

「アイリ様の秘書経験があったからでしょう」

「でも、今からでも使えるんじゃないの？　守蛇怪のデータ流出ってさ」

「それは、微び妙みような所ね」

　と、いつの間にやって来たのか、天女が会話に割って入って来た。

「いいのよ。ゆっくりしてて」

　立ち上がろうとする雨音達にそう言うと、天女は西南の横に座った。

「ごめんね、西南ちゃん。本当にアイリ様ったら、ろくな事しないんだから。でも信じてちょうだい。この計画はアイリ様と瀬戸様達が企たくらんだ事で、他の人達が知ったのはつい最近の事なの」

「いえ、いいんです。みんな無事だったんだし、それも任務ですから」

「立派になって……お姉ちゃん、嬉うれしいわ」

　天女は涙なみだを滲にじませて、西南をしっかりと抱だきしめた。

「……天女様は、守蛇怪の事はもういいんですか？」

「私は西南ちゃんの方が大事だもの。あっちはアイリ様と珀嶺に任せておけばいいの。なんだったら、エルマちゃんは向こうに行ってもいいのよ。興味があるんでしょ？」

「えっ？　まあ、無いと言えば噓うそになりますが……」

「でしょう？　あの二人も狂きよう喜き乱らん舞ぶしてたからね。まあ、あれだけの資料とデータを前にして冷静でいられる学者なんていないけれどね」

「そう、なんですか？」

　西南は不思議そうに天女を見た。

「あのような状況は、起こそうと思って起こせるものではないわ。しかも単艦となると、大たい抵ていは撃げき沈ちんされるのがオチですもの。今守蛇怪は、艦体、航行、操そう艦かん、戦せん闘とう、それに乗組員の肉体、心理、生活データの宝庫なのよ。あの三馬ば鹿かが食料を食い散らかさなきゃ、もっとちゃんとしたデータが採とれたんだけれど……」

「まあ……別の極限状態のデータにはなったけど、ハハッ……」

「艦長として、部下を庇かばうその態度は立派だけれど、時によりけり、程度によるわよ。今回は無事に生せい還かん出来たけど、彼らの行動が原因で最悪、艦もクルーの命だって失われていたかもしれないのよ」

「それは、俺の……」

「西南ちゃん。何でもかんでも、自分のせいにするのは止よしなさい。過保護は二次的な加害者となる事だってあるんだから。彼らが他の艦に配属されて、改心もしないで、また同じ事をしたらどうなると思う？」

「……ごめんなさい」

「そういや、あの三人、どうしたんです？」

　西南と天女の間に流れる雰ふん囲い気きを変えようと、雨音は明るい口調で尋たずねた。

「そうそう、聞いた？　連中の今までの行動を適性検査したら、ＧＰアカデミーの入学ラインを下回っちゃってね。訓練生に降格されたのよ」

　まさに渡わたりに船───天女も西南を思うあまり、言い過ぎたと感じていたのであろう、雨音の話題に乗って来た。

「入学ラインを下回ったんですか!?」

　その事に西南は少々驚おどろいていたが、雨音達は顔を見合わせて『やっぱり』とばかりに頷うなずいていた。

「私がリョーコ・バルタとして、西南君と初めてあった時から、トラブルメーカー的な感じはありましたからね」

「あの三人のチームは解散させた方が良いかもね」

「多分そうなんでしょうね……で、その三人組の同期のマッチョ君が、再訓練の教官に志願して来たそうだから、今いま頃ごろ、訓練艦で搾しぼられているでしょうね」

「ああ、ライアンとかいう連中ね。確かに彼らに鍛きたえられた当初は、結構まともだったから、適任だと思うけれど」

「問題は、それがいつまで持続するかでしょうね。結構短時間で戻もどっちゃいましたから、どうなる事やら」

「訓練生という事は、アランさん達の借金は、どうなるんでしょう？」

「無茶な支し払はらいは要求されないから、後は彼ら次し第だいね。でも同情は無用よ。彼ら、今回の手て柄がらをカタに、林檎様に借金の肩かた代がわりを頼たのんだそうだから」

「やれやれ呆あきれた連中だな」

「図々しいのも、ここまで来ると笑っちゃいますね。でも当然断ったのでしょう？」

「最終的には、ＧＰの借金を利子無しで立て替かえてくれって言ったそうよ」

「あ、阿あ呆ほうだ」

「本当に……究極の地じ獄ごくに行くようなものなのに……フフッ」

「えっ??」

　天女の無表情の笑みに、西南達は背筋に冷たいものを感じた。

「話がずいぶん逸それちゃったわね。とにかく樹雷の次期主力艦計画は予定が繰くり上がりそうなの。今回の事で予想以上のデータが集積されたし、何より新型コンピューターユニットが稼か働どうを始めちゃったのが大きな要因ね」

「そう！　あれはいったい何なんです？　西南や霧恋は皇おう家けの樹に似てるって言ってたけど……」

「私も専門外だから、詳くわしい事は知らないんだけれど、皇家の樹達の思考伝達構造を模しているらしいわ。ＡＩ構築も今までのものとは違ちがうみたい。雨音さんの感想は？」

「素人しろうとの感想ですけど、霧恋や私とほとんど遜そん色しよく無い感じだったから、凄いですよ。もっと早い段階で稼働してたら、もしかしたら、助け無しに逃にげ切れたかも……」

　雨音は熟考の末、慎しん重ちように感想を言った。

「それほどなんですか!?」

「西南のあれを再現するのは無理だけれど、それ以外のクルーがもう一組いるような……いや、私らと違って休息が必要無い分、もっとかもね」

「それは、確かに凄いですね」

「ご謙けん遜そん。雨音ちゃん達の能力を、そう簡単にコピーなんて出来やしないわよ。とにかく状じよう況きようがかなり動いたので、守蛇怪のテストは一度見直されるわ。ここから先は本物のトップシークレットになるの」

「まあ私達じゃ、いろいろと情報漏もれの恐おそれがあるって事よね」

「嫌いやみ言わないの。美人が台無しよ、雨音ちゃん。テスト要員としては、あなた達は希け有うの存在。普ふ通つうならこれだけのデータは、採ろうとしても不可能よ。だからここから先は専門的で神経質な連中に任せればいいの」

「はい、お姉様」

「アハハハハ！　よしよし」

　雨音の対応に、天女は嬉しそうに笑った。

「リンゴ、リンゴ」

　と、そこへ母親を捜さがす子供のようなか細く、不安げな声の穂野火が、ひらひらと飛んで来た。

「あら、穂野火ちゃん。林檎ちゃんを捜してるの？」

「アッ、テンニョ、テンニョ！」

　見知った人間に安心し、嬉しそうに天女の掌てのひらに乗る穂野火を、西南達は不思議そうに見つめた。

「アッ！」

　その視線に気付いた穂野火は、サッと天女の陰かげに隠かくれた。トップシークレットの実験体である穂野火は、暫しばらくの間、人前に出ないよう言われていた。知らない人を見ると、反射的に隠れるのはその時の名残なごりだが、皇家の樹である穂野火は基本的に人が大好きだ。だから天女の陰から興味深そうに顔（？）を覗のぞかせていた。

「この子は穂野火ちゃん。皇家の樹の端たん末まつよ。まあ、魎皇鬼ちゃんと同じね」

「テンニョ、コノヒトタチ、リンゴノオキャクサマ？」

「そうよ」

　隠れた穂野火を天女は優やさしく撫なでた。

「……コンニチハ」

　天女の陰から出て来た穂野火は、緊きん張ちようした声で言った。

「こんにちわ」

　西南達三人は、微笑ほほえみながら答えた。

　皇家の樹は高度の知能と能力を有している。ちょっとした口調や表情、体から放出される物質、時には血流や脳波などの身体的な変化で、相手がどのような感情を持っているかを推察するなど容易たやすい。

「コンニチワ、コンニチワ」

　穂野火は西南達が、自分に好意を持ってくれている事に気付き、嬉しそうに天女の陰から出て来た。

「穂野火ちゃん。彼女がリョーコ・バルタ。次に雨音・カウナック、そして私の弟の山田西南ちゃんよ」

「オトウト？　テンチトイッショ？」

「ええ、そうよ」

「……セイナ？」

　穂野火は興味深げに、西南に近付いて行った。

　　　　×　×　×

　大きな洗面所で霧恋は、泣いて赤くなった目と鼻が目立たなくなっているか、鏡で懸けん命めいに確認していた。

「大だい丈じよう夫ぶのようですね」

　霧恋の後ろから、林檎は微笑みながら覗き込む。

「本当に、ご迷めい惑わくをおかけしました」

「いいえ、そんなにお気になさらないで……」

「どうしました？」

　急に口くち籠ごもった林檎を、霧恋は不思議そうに見つめた。

「あの……霧恋様もご存じかもしれませんが、私、よく人を泣かせてしまうんです。水穂様にも気を付けるよう言われるのですが、正直、何な故ぜそうなるかが分から無いんです。もちろん、経理関係のお仕事の時は、その理由が理解出来るのですが……」

「はあ……まあ、なんと説明したらいいのか……」

　霧恋もこれだ、という理由がなかなか思い浮うかばなかったが、それでも何とか近い理由を選ぼうと努力した。

「……たぶん、西南ちゃんの悪運と同じなんじゃないかと思うんです」

「西南様の？」

「林檎様の会話の嚙かみ合わせが絶ぜつ妙みようで、こちらが独ひとり相撲ずもうをしてしまうというか……」

「……そうなのですか？」

　不思議そうに見つめる子犬のような林檎の瞳ひとみに、引き込まれそうになった霧恋は、大きく頭を振ふり、その誘ゆう惑わくを追い出そうとした。

「ああっ、もうぶっちゃけますね！」

「はい、お願いします」

「竜木家の姫ひめ様さまは、皆みなさんとても可愛らしいのです。それが羨うらやましくて悔くやしくて。しかも姿だけでなく、性格ももの凄すごく可愛らしいから、自分の持つ暗い感情に、途と轍てつも無い自己嫌けん悪おと罪悪感を感じちゃうんです！」

「…………可愛いのですか、私？」

　林檎は不思議そうに霧恋を見つめた。普通それが演技であれ天然であれ、どこか不自然さや嫌みな部分があるものだが、そのキョトンとした表情は、小首を傾かしげる子犬のようで、嫌みがまったく感じられない。それが竜木家の異能なのだ。

「クッ！　可愛いんです！　泣き出したい位に!!」

「……はあ、そうですか……。でも、霧恋様も可愛いですよ」

「ええっ!?」

「この頃ごろ、特にそう感じますよ。初めてお会いした時は、なんと言うか……どこか魂たましいの抜ぬけた、お人形のように感じました。それが時折、魂が宿ったように感じる事があったのは、決まって地球へ帰省される時でしたわ」

「!!」

　林檎の指し摘てきに、霧恋は図星を突つかれたかのように、大きく動どう揺ようした。

「西南様がアカデミーに来られてからの霧恋様は、喜き怒ど哀あい楽らくがとてもはっきりしていて、西南様の事となると……クスッ、私にあんな事をしちゃうくらい！」

　林檎はもの凄く嬉うれしそうに、両手で自分をグッと抱だきしめるように言った。

「そそっ、それが可愛い理由ですかぁ？」

「ええ、そこまで思い詰つめてしまうのが可愛らしいんです♡」

「ああああ」

　林檎の言葉と表情は、またもや霧恋を腰こし砕くだけとし、あまりの恥はずかしさで顔は紅こう潮ちようし、目にはまた涙なみだが滲にじんで来た。林檎は霧恋の様子を見て、しまった！　とばかりに口を手で押さえた。だがすぐさま気を取り直し、

「それより霧恋様、もうすぐ樹雷に到とう着ちやくします。そんなお顔をしていては、大変な事になりますよ」

「えっ!?」

「ちょっと前に来た魎皇鬼ちゃんのせいで、瀬戸様配下の女によ官かん達のテンションが異様に盛り上がってしまいまして……」

　林檎はその先の言葉を言い淀よどんだが、霧恋にはそれだけで十分だった。

「あっ!!」

　魎皇鬼の愛らしさに刺し激げきされ、テンションの上がった経理部隊が、大恩のある西南に対する好意を、強きよう烈れつなまでに増ぞう幅ふくさせてしまっている事に気付いたのだ。

「りっ、林檎様！　とにかく部下の方達には冷静になるように注意して下さい！」

「それは……ちょっと、お約束出来ないかな～～って……」

「なっ、なぜ!?」

「私も本ほん音ねを言えば、西南様に恩返しをしたいですし、何より今回は、瀬戸様の荷物の件もありますから」

「……あっ！」

　今から向かう樹雷では、すでに組織的な臨戦態勢に入っているという事だった。

　　　　×　×　×

　林檎の言葉の通り、樹雷海上都市にある巨きよ大だいなホールでは、瀬戸の部下達が全員集まって、山田西南歓かん迎げいの為ための総決起集会が開かれていた。

「貴女方も覚えているでしょう？　あの大規模な海かい賊ぞく討とう伐ばつ計画を！　それらが樹雷の……いえ、銀河連盟にどれ程ほどの経済的効果を与あたえたかを！　我が樹雷は、山田西南殿どのに筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいほどの恩があるのを、今再び肝きもに銘めいじなさい！」

　壇だん上じようでは、瀬戸が部下達に檄げきを飛ばしていた。だが部下達以上に、その表情は嬉々とし、お祭り前で興奮した子供のように、体は堪こらえきれない興奮で躍おどっていた。

「そして今回も艱かん難なん辛しん苦くを乗り越こえ、私達に大いなる新たな福ふく音いんをもたらそうとしてくれているわ！　その恩に報むくいるために、私達が何をするべきか……」

　瀬戸はそこで言葉を切った。そしてそこに居る部下達の表情をジッと見た。

「……私達が何をするべきか、当然知っているわよね！」

「は～～～～～い!!」

　瀬戸の言葉に、そこに居る女性達は、大きな声を合わせて叫さけんだ。その声はあちこちに反はん響きようし、地じ響ひびきのようにホールを震ふるわせていた。

「ごめん、霧恋ちゃん。私じゃもう止められないわ。うん、無理無理」

　壇上の陰で、水穂は無表情のまま現実逃とう避ひするように呟つぶやいた。

「悟さとったような事をほざいているそこ！　貴女も参加するのよ！」

　瀬戸は部下達に手を振りながら、もう一方の手で水穂を指差しながら怒ど鳴なった。

「ええっ、私もですかぁ？」

「水穂ちゃ～～～ん」

　と、騒さわぎを聞きつけてやって来た美砂樹が、いきなり水穂の背に覆おおい被かぶさって来た。

「キャアアアア～～～～～ッ!!　って、美砂樹様!?」

「アハハハ！　盛り上がってるわねぇ！」

　美砂樹は水穂の背から飛び降りると、壁かべの陰からホールを覗き見た。と、水穂は自分の後ろに他の気配を感じて振り向いた。

「船穂様、阿あ主ず沙さ様!?」

　そこには船穂だけでなく、いつもであれば、瀬戸の馬ば鹿か騒さわぎに巻き込まれる事を嫌いやがって、絶対このような場所には近付かない樹雷皇までもが居た。

「ふっ船穂お祖ば母あ様、止めて下さい」

　水穂は真っ先に、一番、実効性のある船穂に泣きついた。

「そうねぇ……でも私も、そろそろ水穂ちゃんの赤ちゃん見たいわ」

「ふむ、まあ良い機会かもしれんな」

「うわぁ！　何かよく分から無い間にやぶ蛇へび状態!?　って、あの馬鹿騒ぎを黙もく認にんなさるのですか？　こちらにいらしたという事は止めに来て下さったのでは無いのですか？」

「例の御ご仁じんに挨あい拶さつと、あのおチビさんの運んで来た船を見に来たついでだ。とりあえず、後はよろしくな、と言っておこうと思ってな」

「えっ!?　後はよろしくぅ??」

　阿主沙の言葉の意味が理解出来ずに、水穂は首を傾げた。

「仕方あるまい？　今回の山田西南殿の功績は、本来であれば、樹雷の正式な国こく賓ひんとして扱あつかうべき事こと柄がらだ。当然、その場合に主しゆ催さい者しやは儂わしとなる」

「西南ちゃんが宇宙に上がってからのご活かつ躍やくは、先程、瀬戸様のおっしゃった通りでしょう？　なのに正式なお客様としてお迎むかえ出来ないのは、とても心苦しい事……。せめて非公式にでも、精せい一いつ杯ぱいのおもてなしをお願いするのは当然の事ですよ」

　特例として認められたとはいえ、西南はまだ正式な銀河連盟住民としての登録がされていない。前例があるとはいえ、樹雷の皇おう妃ひとして迎えられた者と、一いつ般ぱんのＧＰアカデミー学生とは扱いが違ちがって当然だ。それに銀河連盟内の樹雷の立場も、船穂の頃ころのようなゴリ押しは効きかなくなっているのだ。信じられない話、今の西南の立場は、アイリ預かりの初期文明人サンプルなのだ。当然、そのような者を樹雷の正式な客として迎え入れる事は、対外的にまずいのである。

「でも、西南ちゃんがＧＰアカデミーを卒業出来れば、正式に銀河連盟の住民として認められますから……」

「ふむ。その時は国を挙あげて盛大な歓迎の儀ぎを執とり行わなければな！　樹雷は恩知らずだなどと思われるわけにはいかん」

「仰おつしやる意味はよく分かるのですが、西南君、まだ未成年ですし……」

「西南殿の人となりは、儂もいろいろ報告は受けておる」

「あっ……」

　阿主沙の少し複雑そうな表情に、水穂は気まずそうに顔を背そむけた。

　西南の事を一番知っているのは清音だ。行方ゆくえ不明になった皇こう太たい子し、遙よう照しようが地球に居る事を阿主沙達が知ったのは、ほんの数年前の事だ。だから阿主沙達は清音という孫の存在を知らぬままだったのだ。西南の事を調べるという事は、それら悲しい事実を再確認する事に他ほかならない。

「良い子、ですよ。西南君は」

「ですから貴女の夫として迎え入れる事は、まったく問題は無いという事ですよ」

「…………お、夫？」

「うむ、夫だ」

「[image: !!!]　いっいえ、あの、いくら何でも話が飛ひ躍やくしすぎです！　それに西南君には霧恋ちゃんもいますし……」

「相手が普ふ通つうの少年ならばな」

「えっ!?」

「あれ程の異能を持ちながら、健すこやかに育った精神は並では無い。だが、それを支ささえて来たのは霧恋一人ではあるまい？」

「それは……」

　西南を支えたのは地球にいる柾まさ木きの者、全員であり、霧恋はその中心的存在というだけである。しかも一度は、その重荷に耐たえかねて逃にげ出した。

「西南殿に近ければ近いほど、その者の精神は、すり減ってしまう……。もちろん本人と周りの者達の慣れや成長もあろうが、問題はあの異能が事象を引き起こす類たぐいのモノだという事なのだ。それは本人の成長で解決出来るモノでは無い」

「これまでの経けい緯いを見ると、すぐ側にいて支えるのは、一人では無理でしょう。現に今回は瀬戸様の女官四人と、霧恋ちゃんに雨音さんの六人が居ても対処出来なかったのですからね。もちろん地球でひっそりと暮らすというのなら、問題は無いと思いますが……」

「ここまであの能力が知れ渡わたってしまっては、周りの連中がそんな事を許すはずが無い。利用するにしろ、排はい除じよするにしろな。そして本人も、それを望んでいないのであれば、逆にそういう男の、プライベート部分を、霧恋一人に背負わすのは酷こくというものだ」

　阿主沙の言葉に、水穂は何も言えず俯うつむいた。その場に重々しい空気が流れたその時、

「……という理由を付けて、半分遊んでいるのが、あそこのクソババアだがな」

　一転して阿主沙はアッケラカンとした表情で言った。

「は？　あっ？　ええっ!?」

「九く羅ら密みつの御ご老人だのアイリだの……ウィドゥー。なかなか厄やつ介かいな連中に好かれるというのも西南殿の悪運故ゆえなのか。それがあのクソババアの競争意識を煽あおってるのさ。まあ、遊べるオモチャを他よ所そに取られたくない、ってのが本音だろうがな」

「またそのような憎にくまれ口を。瀬戸様は西南殿を理解し、支える人間は多いほど良い、そうお考えなのだと思いますわ」

「どうせ、それも部下の能力査定の一つなのだろう？　あの異能の側にいて耐えられる者は、あのクソババアの部下といえど少なかろうしな。ったく、当て馬にされる霧恋が気の毒だよ」

「そう思うのでしたら、止めて下さい！」

「この段階で止められるのなら、誰だれも苦労はせん。矛ほこ先さきがこちらに向かなければ、それで良し！　あのクソババアに見込まれた者が誰しも通る道だ。ハッハッハ！　とりあえず被ひ害がい者しやの会の入会案内でも差し入れるさ」

「お祖じ父い様も、西南君を樹雷側に引き入れる気満々なのですね」

「あのクソババアのはしゃぎっぷりを見れば、将来有望……いや、もうすでに疑う余地は無いが、そのような人材を手に入れたいと思うのは当然だ。しかし残念ながら西南殿はＧＰアカデミーの所属。それを樹雷があまりに露ろ骨こつなヘッドハントをしては、いろいろと問題だろう？」

「……瀬戸様がする分には問題が無いというわけですか？」

「まあな。それに……兼かね光みつん家ちの子供を当てにするよりは、将来有望な未成年の方が余程マシだという事だ」

「うっ！」

　それは兼光の妻、夕ゆう咲ざきとの間に産まれて来る子供が男の子だったら、水穂の婚こん約やく者にするという取り決めの事だった。ちなみに実際に産まれた子は、女の子だったため、約束は無効になっていた。

「そうですよ、水穂ちゃん。夕咲殿と貴女は面白半分のつもりでも、その子の一生を左右しかねない約束事なのですからね」

　阿主沙と船穂は二人揃そろって水穂に詰つめ寄よった。

「ええっ!?　西南君争そう奪だつ戦せんに私も参加決定なのですかァ??」

「フフッ、霧恋ちゃんのお手伝いをしてあげなさい。ここでの地の利は、瀬戸様の方が有利なのですからね」

「船穂お祖母様……」

「もちろん、参加してもいいのですよ」

　船穂はニッコリと満面の笑みで言った。

「ふむ。最初に既き成せい事じ実じつをつくっておくのも有りだな。皇おう族ぞく柾木家の面子メンツなど気にせんでも構わんぞ」
















「その方が柾木家らしいですわね。フフッ」

「どちらにしろ、あのクソババアの部下ッて段階で、文句を言える奴やつなどおらんしな」

「だからがんばって！」

　阿主沙と船穂は見事なコンビネーションで、有無を言わさずたたみかけて来た。

「そっ、そこで最初の話に繫つながるわけですか」

　こうして何やら、うやむやの内に、水穂も西南争奪戦に参加が決定したのであった。




「……あら？」

　霧恋と共に西南達の居る部屋に戻もどって来た時、林檎は楽しそうに西南と話している穂野火の姿に気付いた。普ふ段だんなら林檎がどんなに遠くに居ても、目ざとく見つけて飛んで来る穂野火が、西南との話に夢中で林檎にまったく気付く気配が無い。

「穂野火ちゃん」

「アッ！　リンゴリンゴ！」

　林檎が声をかけ、穂野火はようやく林檎に気付いた。だがいつもならすっ飛んで来る穂野火が、西南から離はなれるのを躊躇ためらうようなそぶりを見せた。とはいえ林檎の所へも行きたい穂野火は、困ったようにオロオロしていた。

「クスッ」

　林檎は自分から穂野火の方へと近付くと、胸に飛び込んで来た穂野火を優やさしく抱だき止めた。

「リンゴリンゴ！　セイナトネ、オハナシシテタノ！」

　穂野火は林檎の胸に抱かれ、それでもまだ興奮が収まらないように体を小刻みに動かし続けていた。

（ああ、そうか。私が西南様の事を言っていたのを覚えてたのね）

　西南による海かい賊ぞく大量捕ほ縛ばく事件以降、経理状じよう況きようの改善に浮うかれた林檎が、事ある毎ごとに西南の名を出して喜んでいたのを、穂野火は聞いていた。その為ため、西南という人間に興味と好感を持っていたのだ。

「そう、良かったわね」

　林檎は抱っこされた穂野火が、少し落ち着いたのを見計らい、

「皆みな様さま、穂野火のお相手をして下さってありがとうございます」

　深々と礼をした。

「あの、横から不ぶ躾しつけな質問なのですが、皇家の樹にそのような端たん末まつ体たいが居るというのは、あまり聞いた事が無いのですが？　それにその水すい晶しよう体たいは、その……先だって見た魎皇鬼の船体に似ているように思えるのですが？」

　エルマとしての科学的興味。そしてリョーコとしての魎皇鬼を崇すう拝はいする気持ちが合わさって、リョーコは自分を抑おさえきれずに質問をした。

「あっ、いえ！……もちろん、お話し出来ない事でしたら、構いませんが」

「そうですね……。では、他言無用という事で、お教えいたしましょう。リョーコ様のご推察の通り、穂野火は魎皇鬼の生みの親である白眉鷲羽様による実験艦かんなのです。この端末体は、穂野火の感情の流れを見るために作られたのです」

「実験艦？」

「その内容についてはご容よう赦しやを」

「ああっ！　失礼しました」

　リョーコが恐きよう縮しゆくして俯いた時、散歩に出かけた珀蓮達が帰って来た。

「さあ皆様、そろそろお時間ですので、展望室へ移動をお願いします」







　　８「樹じゆ雷らいへ」







　穂ほ野の火かが超ちよう空間よりジャンプアウトしたのは、樹雷星の向こうから太陽が昇のぼって来る瞬しゆん間かんだった。

　樹雷星はたった一つしか無い巨きよ大だい大陸全土が樹林に覆おおわれ、他は海だけの単純な景観の星だった。しかし大たい気き圏けんに突とつ入にゆうして、高度が下がるに連れ、朝日に照らし出された地表は、その圧巻たる景色を露あらわにして行った。

「綺き麗れいだ……」

　展望室は壁かべや床ゆかが全面スクリーンとなっていて、外の景色を映うつし出し、まるで空を飛んでいるようであった。穂野火はただ目的地に向かって飛んでいるのではなく、本来であれば国を挙あげての歓かん迎げいをすべき西せい南なのために、特別な客にしか見せない飛行ルートをとっているのだ。

「凄すごい……映像では見た事があるけれど、こんな巨大な樹なんて」

　高さが約一キロもある森林地帯を低空で飛ぶ景色は、西南の想像を絶していた。と、穂野火は急にコースを変え、まだ朝日の届かぬ森林地帯へと向かった。闇やみに浮うかぶ巨大樹のシルエットに所々見える人の生活の明かりは、巨大なクリスマスツリーのようだ。だが穂野火が少し高度を上げた瞬間、西南はその景観に絶句した。

「あれが天樹です」

　林檎りんごが指差す先には、どう表現していいのか咄とつ嗟さに思い浮かばぬ、圧あつ倒とう的てきな質量のシルエットが、ほんのりと薄うす明あかるくなった空に浮かび上がっていた。

「…………宇宙？」

　それはまるで空に穴が開いているかのようだった。穂野火や水み鏡かがみの中にあった世界樹すら軽く凌りよう駕がする、天を支ささえているかのような、そんなスケール感があった。

　穂野火はゆっくりと、天樹から一定の距きよ離りを保ちつつ外周に沿って移動を始める。逆光の位置のためシルエットだった天樹が、次し第だいに朝日を浴びて、その偉い容ようを浮かび上がらせ始めた。その神こう々ごうしいまでの景色は、まるで神の降臨のようだ。

「………あ、あ」

　西南は宇宙に上がってから、天樹よりも巨大な建造物を幾いくつも見て来た。しかしどんな巨大な人工物も、自然の造形の持つ迫はく力りよくには敵かなわない。そこにある自然の存在感が段だん違ちがいなのだ。

　西南は息をするのも忘れ、その神秘に見入った。だがそれはそこに居る者達全員が同じ気持ちだった。

「何度見ても、荘そう厳ごんな気持ちになります」

　林檎はため息をつくようにそう呟つぶやいた。

「ではそろそろ参りましょう」

「あの……」

　西南は林檎に近付くと、小声で何かを囁ささやいた。

「分かりました。それは、いい考えですわ」

　林檎は手を合わせ、極上の笑みでそう答えた。と、穂野火はスピードを上げ、天樹の上層、皇おう家けの支配域へと向かった。

　　　　×　×　×

　天樹は本来、行政を司つかさどる場所であると共に皇こう居きよでもある。そして柾まさ木き家、神かみ木き家、竜たつ木き家、天あま木き家がそれぞれに不ふ可か侵しんの領域を持っていた。水みな穂ほは柾木家の領域で兼かね光みつと極秘の会談を行っていた。

「なるほど、これが参加者リストか……こりゃ、結構本気だな」

　兼光は個々のプロフィールが載のったモニターを、会議室の天てん井じようまで展開し、腕うで組ぐみをしながら見入っていた。

「そうなんです。霧きり恋こちゃん達では多勢に無勢、とても西南君を守れないと……」

「だが、あのクソババアの事だ。水穂が俺に協力を求める事も、当然、計算に入れているだろうからな」

「こちらの対策についても読んでいるのでしょう」

「ふむ……なるほど、今のうちにお局つぼね部隊へのクラスチェンジを狙ねらってるのか。予算面での問題が解決した事で、経理部隊にも余よ裕ゆうが出るだろうからな。あのクソババアの考えそうな事だ。ならばどう仕し掛かけるかだな」

「私に考えがあります。そちらの準備はお願いします。おじ様」

「で、お前はどうするんだ？」

「どうするとは？」

「阿あ主ず沙さの奴の心配も分かるからな。クソババアの尻しり拭ぬぐいばかりやってると、いつまでも良りよう縁えんには恵めぐまれないぞ」

　兼光の目は、壮そう行こう会かいでの阿主沙や船ふな穂ほと同じものだった。

「だからと言って！……って、どうせこの会話も、お祖じ父い様の時と同じオチになるんでしょう？」

「ハハッ、それが西南殿どのを守る手っ取り早い方法だしな」

　皇おう族ぞくの水穂が西南に対して結けつ婚こん宣言をすれば、皇族婚こん姻いん審しん議ぎ会かいが動きだし、西南に対するアプローチも、全て水穂が優先される。当然、瀬せ戸とがやろうとしている行こう為いは全て凍とう結けつされる。

「西南君の気持ちの事を言ってるんです！　確かに、瀬戸様やお祖父様のおっしゃる事は理解出来ますが……せめて最初くらいは、霧恋ちゃんと……。それに私が出て行ったら、彼女、身を退ひいちゃうかもしれませんし」

「それはお前の、というより、霧恋君の方の問題じゃないのか？」

「だから少しでも時間を稼かせいであげたいんです」

「そうだな。まあ出来る限りの事はしてみよう。だが候補者を見る限り、誰だれに当たっても西南殿が悔くやむような事にはならないと思うぞ……お前を含ふくめてな」

「おじ様!!」

　水穂は真っ赤になって怒ど鳴なったが、西南とそうなる事に関して嫌いやがっているという感じはまったく無かった。

「西南殿の場合、公私共に支える者達が多いほどいいのは確かだからな」

　兼光は笑いながら逃にげるようにその場を立ち去った。




　穂野火は天樹の上空へとやって来ると、格納庫の花弁状のゲートを開いた。その中から守かみ蛇だ怪けはゆっくりと上じよう昇しようし、皇家共用の領域にある特別な港へと飛行を始めた。

「任務は最後まで全まつとうさせてあげたいんです」

　西南は林檎にそう頼たのんだのだ。

　守蛇怪はゆっくりと降下して行き、誘ゆう導どうに従って目的の港へと向かう。天樹はテーブル珊さん瑚ごのような形状をしていて、ビッシリと張はり巡めぐらされた蔓つると、幾いく重えにも堆たい積せきした腐ふ葉よう土どは、樹上にもかかわらず水を貯ためる役割を果たし、巨大な湖すらそこにはあった。そして多種多様の植物群が共生し、地上のような景色を造り出していた。テーブル状の樹上は全てが腐葉土に埋うめ尽つくされているわけではなく、下方には木こ漏もれ日と滴したたり落ちる水が見えていた。

「それにしても、こんな物が自然に出来たなんて信じられないなあ……」

「自然ではありませんよ、艦かん長ちよう」

「えっ!?」

「天樹は皇家の樹の始祖、津つ名な魅み様のもう一つの体、皇家の船の居住区を支えている世界樹のような物です」

「じゃあ、あれは皇家の樹が造り出した物って事ですか？」

「ええ。だから天樹の周りは頂上まで、全ての環かん境きようがコントロールされているんです。もちろん重力も制せい御ぎよされています」

「なるほど。普ふ通つうならこんな巨大な物は自重で潰つぶれちゃうし、十キロも上空じゃあ、水も凍こおっちゃうものなぁ……ん？」

　と、その時、西南は地表の違い和わ感かんに気付いた。

「ねえ、霧恋さん。地表に所々、樹が生えて無い隙すき間まがありますけど……なんか、ちょっと不自然な感じがするんですけど？」

　もちろん大陸の中には、山脈など、木の生えていない場所もあったが、西南が違和感を感じた隙間は、樹の育成を阻そ害がいするものも無いのに巨きよ木ぼくが生えていない場所が、まるで虫食い跡あとのようにあるのだ。

「あれが約七百年前に、初代魎りよう皇おう鬼きが樹雷に侵しん入にゆうした時の戦せん闘とう跡あとよ」

「えっ、リョーコさんが言っていた？」

「破は壊かい抗こう跡に植樹はされているけど、あの傷跡が消えるまでには、もう数千年かかるでしょうね」

「私も正直、ある程度、尾ヒレの付いた話だと思っていましたが、この傷跡を見て実感が湧わきましたわ」

「それにしても凄い傷跡ですね」

　一番大きな穴は、直径で十キロ以上あった。

「でもこの程度の破壊なら、ＧＰの戦艦でも出来るわよ。たぶんかなり手加減して戦ったんじゃない？」

「魎皇鬼にしろ皇家の船にしろ、もし本気で戦ったのなら、恒こう星せいすら簡単に破壊出来てしまうものね」

「霧恋さん、手加減をしたという事は、魎りよう呼こ様には何か目的があったのかしら？」

「当の魎呼さん本人に聞くまでは推測でしかなかったんだけれど、皇家の樹の始祖、津名魅様の奪だつ取しゆが目的だったそうよ」

「フフッ。歴史的な謎なぞがこういう形で解とけるなんて、思いもしませんでしたわ」

「艦長、誘導ビーコンキャッチしました。いかがなさいますか？」

　珀はく蓮れんはそう報告すると、最後に西南の方を振ふり向いた。それはオートにするかマニュアルにするかという意味だ。

「せっかく最後なんだからさ。艦長」

　雨音は微笑ほほえみながら西南にウィンクをし、西南はそれに応こたえるように頷うなずいた。

「では、マニュアル着艦でお願いします」

「了りよう解かい！」

　ビーコンに誘導され飛ぶ守蛇怪のスクリーンには、樹雷の港が映し出されていた。遠くからは分からなかった、人の住む人工物が天樹のあちこちに、うまく風景に溶とけ込むように配置されている。人工物が目立たない理由の一つとして、それが全部木で出来ている事にあった。

「宇宙船が木製だから、そんなに驚おどろか無いけど……やっぱり全部、木製なんですね」

「木はあくまで原材料ですから、加工すれば強度的には何の問題もありません。それに樹雷は多種多様な木と巨木がありますから、やはり木製の方が景観的にも合っているんでしょうね。私も初めて見た時は驚きましたから、艦長の気持ちも分かります」

「でも、樹雷って本当に不思議な綺き麗れいさっていうか……。なんか人が住んでるのが信じられないというか……」

「それは恐おそらく、樹雷が入植された惑わく星せいだからでしょう」

　珀蓮はそう言いながら、モニターに映像資料を映し出した。

「入植された？」

「はい。もともと樹雷人は、ここで進化したのではなく、他の星からやって来た人達なんです。当然、その段階で恒星間航行の技術を持っていましたし、樹雷には皇家の樹という知的生命も居ましたから、最初から環境に配はい慮りよし、意思統一された都市建設がされているんです。だから本来ある雑多な感じが無いので、そう思うのでしょう」

「天樹の下層か、外の街に行けば、それなりに賑にぎやかですよ。時間があれば、いろいろとご案内しますわ？」

「そうですね。その時はぜひお願いします、玉ぎよく蓮れんさん」

「玉蓮が案内!?　ちょっと待った！　アンタ艦長をどこに案内するつもりだ」

「艦長、そろそろ着陸地点に到とう着ちやくします」

　霧恋の声で、火か煉れん達は会話を止め、自分の仕事に集中する。

「着艦地点確認！　着艦用意」

　それは教科書資料にしたいくらいの、見事な着陸だった。けっして派手さは無いものの羽毛が静かに落ちるかの如ごとく、慣性制御を切っていても、着地したと分からないくらいに静かで衝しよう撃げきの無い、港の管制官も思わず唸うなる名人技わざだ。

　守蛇怪が着艦し、完全停止したのを見計らい、樹雷の屈くつ強きような闘とう士し達が通路の両りよう脇わきに整列し、その奥おくの通路上には通常の女によ官かん服とは違ちがう物を着用した女性達が、約二十名ほど横一列に並んでいた。その一糸乱れぬ動きと立たち居い振ふる舞まいや雰ふん囲い気きからも、そこに居る者達が、只ただの闘士と女官では無い事は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「まさか!?」

　西南を先頭に、守蛇怪から降りて来た霧恋と珀蓮達は、そこに居る者達の顔を見て緊きん張ちようしたように、立ち止まった。

「どうしたの、霧恋？　もしかして出で迎むかえの面子メンツって、凄すごいの？」

「凄いわよ！　闘士は皇おう族ぞく警護隊、しかも全四皇家の警護隊が来ているのよ。それに一番奥に並んでいるのは……」

　吞のん気きな口調の雨あま音ねを睨ねめ付けつつも、霧恋は何やら言いにくそうに口くち籠ごもった。と、霧恋の代わりに珀蓮が話を続けた。

「別名、お局つぼね様さま部隊。瀬戸様直属の女官、その中でも特に選ばれた方々です」

「お局様ねえ……」

「この場合のお局とは、結婚していない方ではなく、結婚後、夫を亡なくした方や離り婚こんされた方を指さします。あの方々は特に、情報収集のエキスパートで実行部隊なのです」

　それは非合法活動を行う、スパイのような役割を意味していた。

「なるほど……夜系の接待とかもするってわけね」

　霧恋の様子と珀蓮の言葉から推察した雨音は、お局達の方を見ながら小声で言った。その言葉を肯こう定ていするように、珀蓮は無言のまま小さく頷いた。

「全四皇家の警護隊にお局様部隊……。つまりそれだけ西南の持っている荷物が重要だって事ね」

【ほら、貴女あなた達、いつまで無む駄だ話ばなしをしているの？　西南君に恥はじをかかすようなマネをしちゃ駄だ目めよ】

　守蛇怪に居残っていたアイリからの秘話通信で、霧恋達は慌あわてて背筋を伸のばし、締しまった表情で前を見た。

「申し訳ありません。では参りましょう、艦長」

　出迎えの精せい鋭えい達に少し戸と惑まどっていたものの、霧恋達とて、こういう場での振る舞いに慣れている者達ばかり。雨音はもともとトップモデル。リョーコはダ・ルマー幹部にまで昇しよう進しんした海かい賊ぞくであり、アイリの秘書という立場でもある。霧恋や珀蓮達もお局様達と同じく、瀬戸の精鋭部隊である女官だ。

　霧恋達は西南が出来るだけ映はえるように位置取りすると、西南の歩くスピードに合わせて歩き始めた。西南に恥をかかせまいという思いがシンクロしたのか、西南達の一行は、そこに居る者達に負けない優ゆう雅がさがあった。だがそれにも増して、西南の堂々とした歩きが、その優雅さを倍加していた。

（へえ、西南もやるじゃない）

　雨音は心の中で感心していたが、西南が堂々と歩いていたのには訳があった。

　───大事な荷物だからな。ちゃんと運ばなきゃ。

　と、まあ、西南の余よ裕ゆうな態度も、この大層な出迎えが、あくまで自分ではなく、荷物に対するものだと思い込んでいたからであった。

　コーン！　コーン！

　闘士達は西南達が歩き始めると、持っていた長い棒を地面に数度打ち、儀ぎ礼れい的な仕草を始めた。

【これは皇族やその眷けん族ぞくの帰き還かんに対する儀礼ですよ。霧恋さん、どう考えますか？】

【……あの荷物に対するもの、そう考えるしかないわね】

【四皇家の警護隊が出て来た理由も、そこにありそうですね】

　秘話通信を行いながらも、霧恋と珀蓮達は視線を正面に据すえたまま、姿勢を崩くずさずに西南の後ろを付いて行った。

　お局隊の前まで来た時、中央にいた二人が西南の方に歩み寄り、同時に霧恋と珀蓮達は、西南から一歩後ろに下がると、片かた膝ひざを突き恭うやうやしく頭を下げた。それは上官である、お局部隊に対する礼だった。

「山やま田だ西南様。遠路遥はる々ばるご苦労様でした」

　二人の女官は、西南に対し、深々と礼をした。

【霧恋さん。貴女方は任務中ですから、守蛇怪クルーとして付いてらっしゃい】

　手短に秘話通信でそう語りかけると、二人の女官は西南を先導するように歩き始めた。他の女官は左右に分かれ、西南達が通り過ぎるまで頭を下げて礼をし、左右の一組ずつ順番に、一定の距きよ離りを置いて西南の後方へと付き従った。闘士達の見送りを受け、西南達は大型のオープンバスへと乗り込んだ。




　五十メートルはあろうかという巨木の森と一面の花々、小さな池や川が流れ、見た事も無い蝶ちようや鳥の飛び交かう自然公園の中をバスは走っていた。なんと言っても壮そう観かんなのは、そこから突つき抜ぬけるように、最大で数百メートルはあろうかという、大小の天樹自体の枝が伸びている事だ。他の樹木との違いは、その大きさもさる事ながら、天樹の枝ゆえに斜ななめに生えている事だった。

（斜めに生える巨木って……凄い違和感だな……）

　だがもっと遠くに目をやると、少し霞かすんで見える他の枝の角度が、目の前にある巨きよ木ぼくを天樹の枝だと認識させた。

　その時、急にお局部隊の一人が西南に近付いて来て、西南の手に自分の手を重ねた。

「……本当に、無事で良かった」

　西南はお局のその声に聞き覚えがあった。そしてそれは霧恋も同じだった。

「月つき湖こおばさん!?」

「お母さん!?」

　西南の目の前で、そのお局はフードを取り、西南と霧恋はその顔を見て同時に声を上げた。

「本当、無事で良かった」

　驚く西南の顔をジッと見つめていた月湖の表情がフッと緩ゆるんだかと思うと、目め尻じりに涙なみだを浮うかべて、西南の手を固く握にぎり締めた。

「お、お母さん……何な故ぜここに!?」

　霧恋の問いに、月湖は涙を拭ぬぐうと、片手は西南の手を握ったままで霧恋の方を見た。

「私だって、資格者だもの。それより霧恋も無事で良かった……よく西南ちゃんを守ってくれたわね」

「えっ？……あっ、ごめんなさい……心配をかけて」

　月湖に優やさしく頰ほおを撫なでられ、霧恋は恥はずかしそうに俯うつむいた。月湖は満足げに霧恋の肩かたに手を置くと、雨音達の方へ向かい、

「霧恋の母の正まさ木き月湖です。西南ちゃんと霧恋がいろいろとお世話になっています」

　月湖は雨音達に深々と礼をした。

「こちらこそ霧恋にはいろいろと……家事でお世話になっています」

　雨音達は座席から立ち上がると、同じように礼をした。

「フフッ。樹雷でのお世話は私共が承うけたまわっておりますので、何かございましたら、遠えん慮りよ無くお申し付け下さい」

　月湖は再び一礼するとフードを被かぶって元の位置に戻もどった。

「いきなり怒ど鳴なり合いを見られちゃった、私の時よりはマシっしょ？」

　雨音は恥ずかしそうに俯いている霧恋を突つつきながら話しかけた。

「それは……そうだけれど。やっぱり恥ずかしいわよ」

「親が友達や同どう僚りように挨あい拶さつする時って、何とも言えず恥ずかしいものなぁ。……それにしても霧恋のお袋ふくろさんって、霧恋にそっくりだな。もう何年かたったら、双ふた子ごでも通るんじゃない？」

「それは……否定はしないわ。学生の頃ころの母なんて、私とそっくりだもの」

（そういえば、時々、初めて会った頃の月湖おばさんと霧恋さんがダブって見える時があるものな……）

　西南は霧恋と雨音の会話を聞きながら、月湖の後ろ姿を見つめた。

（ん？）

　と、その後ろ姿に微び妙みような違い和わ感かんを感じたその時、前方に巨きよ大だいな樹が見え、その根元にあるゲートへとバスは入って行った。




　西南達のバスを見送った後、守蛇怪は穂野火の格納庫へ移動していた。

「二度手間させて、ごめんなさいね」

　アイリは西南達と行かず、天てん女によと珀はく嶺りよう、そしてＮえぬＢびーと守蛇怪のブリッジに居た。

『お気になさらないで下さい。西南様のお気持ちはよく分かりますし、私もそうして差し上げたいと思っていましたから』

　モニターに映る林檎は、ニッコリと満足げな笑みを浮かべた。

「西南ちゃんにとって、初めての担当艦かんですから、愛着もひとしおなんでしょうね。男の人ってだいたい、船に対する愛着が強い傾けい向こうにありますし……」

　天女は珀嶺の方を向いて、

「ああいうのって、なんなのかしらね？」

「僕は心理学の専門家じゃ無いから、こうだって、断定は出来ないけれど……太古、道具ってのは、狩かりの道具だったり武器だったわけでしょ？　つまり食べ物を得たり、敵を撃げき退たいしたりする、いわば命を守る物だったわけで……」

「だからといって、まるで心でもあるように扱あつかうのはちょっとね」

「まあ男女の生物学的役割分担がある以上、肉体的な部分だけでなく、精神的なものにも差さ違いがあるってのは、大昔から指し摘てきされて来た事よ」

『瀬戸様が仰おつしやるには、船はちゃんと自分の言う通りに動いてくれるからだと』

「なるほど、それは大きいかもね……」

　天女はニヤニヤしながら珀嶺を見つめた。

「おっと、そろそろユニットの切り離はなしをしなくちゃ」

　その場で唯ゆい一いつの男である珀嶺は、早々にシートを下げ、ブリッジから逃にげ出した。

「あらら、逃げ出しちゃった」

『……私、余計な事を言ってしまいましたか？』

　林檎はちょっと不安げに、珀嶺の居なくなった場所を見つめた。

「これくらいなら、気にする事は無いわよ、林檎様。でも……例の船は、大きなライバルになっちゃうかもね」

『そうかもしれませんね。皇おう家けの船を持つ男の方も、そういう所がありますから』

「まあ、がんばりなさい、あなたもね」

　アイリはそう言うと、チラッとＮＢを見た。







　西南達が連れて来られた場所は、真っ暗な場所だった。そしてそこには、何な故ぜか地球の団地風の建物が建っていた。

　ピンポーン。西南は一つのドアの前に立ち、チャイムを鳴らした。

「神木・瀬戸・樹雷様、宅配です」

『は～～い、ご苦労様♡』

　インターフォン越ごしに、可愛らしい話し方の瀬戸の声が聞こえ、鍵かぎが開く音と共にドアが開くと、エプロンと三さん角かく巾きんをした若わか奥おく様さま風の瀬戸が顔を出した。

「えっと、こちらにサインをお願いします」

　西南は持っていた荷物を瀬戸に渡わたすと、受け取り書類のモニターを起動した。

「フフッ、サインだけでいいの？　なんだったらぁ、拇ぼ印いんもいかが？」

「…………」

「ボ・イ・ンもっ♡」

　無言の西南に、ノリノリの瀬戸はウィンクをしながら言った。と、その時、団地の立体映像が消えて、実体の書き割りの壁かべとドアだけが残された。

　灯あかりが点つくと迎げい賓ひん館かんの豪ごう華かなホールと、遠巻きに無言のまま瀬戸を見ている、お局部隊と霧恋達の姿が見えた。

「ちょっと！　何故灯りを点けるの!?　これからが『団地妻の昼下がり』のクライマックスなのよ！」

「先せん輩ぱい方……苦労して荷物を運んだ揚あげ句くがこれですか？」

　霧恋は肩を震ふるわせながら、お局部隊の方を睨にらんだ。だが他の守蛇怪クルー達は、意味不明な事の成り行きに啞あ然ぜんとなったままだった。

「ごめんね霧恋ちゃん。何やらコソコソと準備してたのは知っていたんだけれど……それがまさかこんな事だとは……」

「正直、この手の冗じよう談だんはアイリ様だけで十分ですよね」

「アイリ様ですら、ちょっと無理な設定なのに、瀬戸様だと違和感ありすぎですよね」

「そうね、せめて怪あやしげな洋館の女主人とか、旧家の大奥様とかなら……」

「クスッ、若い子を次々食べちゃう物ものの怪けとか？」

　瀬戸とつきあいの長いお局部隊は、次々と容よう赦しやの無い辛しん辣らつな感想を述べた。

「どちらにしろ瀬戸様、オチがこれでは、感動が台無しです」

　そして最後に、お局部隊の班長がトドメの一言を言った。

「はいはい！　どうせ私は物の怪ですよ。この役だって、本当は水穂ちゃんがするはずだったのよ、ちょっと無理があるのは当たり前じゃない！」

　瀬戸はムッと頰をふくらませ、ドアを閉めた。瀬戸の砕くだけた物言いは、お局部隊との関係が近しい事を感じさせた。

「自覚はあったんですね。と、言いつつも結構、ノリノリのようでしたけれど」

「西南殿どのがあと五歳さいほど、年を取っていれば問題なかったのよ！」

「そういえば、水穂様の姿が見えませんね」

「話を逸そらすんじゃないわよ！　いいでしょう！　せめてあと十歳ならどう？」

「それでも若奥様は諦あきらめた方がいいと思いますよ」

　外見的なもので言えば、瀬戸もアイリと同じ三十代前半といった印象だ。だが近くで見ると肌はだはきめ細かく、張りも十代で、シワのようなものは全く無い。ただ落ち着いた感じの容よう貌ぼうと貫かん禄ろくが、年ねん齢れいの印象を押し上げている要因だった。

「はいはい、悪うございました。ああ、話を戻すけれど、水穂ちゃんなら逃げちゃったわよ。まあどこかで何か企たくらんでるんでしょうけど」

「では茶番が途と中ちゆうで終わったのは、水穂様の仕し業わざですね」

「茶番で悪かったわね！」

　ドアの向こうで、お局つぼね部隊と瀬戸の話し声が聞こえたかと思うと、他のお局達が書き割りの壁を移動させ始めた。

「……ホッ」

　壁が取り払はらわれた時には、すでに瀬戸は正装に着き替がえていた。妙みような雰ふん囲い気きが無くなった事に安あん堵どした西南は胸をなで下ろした……が、

「西南殿……お見苦しいところをお見せして申し訳ありませんでしたね」

　瀬戸は神しん妙みような口調でそう言ったものの、顔は少し不満げだった。

「あっ、いえ。決して似合っていないとか言うんじゃなくて、俺には刺し激げきが強すぎると言うか……そちらの方が断然お似合いです！」

　西南の言葉は本心からだった。どんな美女でも似合わない物はある。そしてどんな可愛い子でも着こなせない物はあるのだ。

「あら、嬉うれしい事。そんな事が言えるなんて、ずいぶん成長なさったわね」

　ニッコリと微笑ほほえむ瀬戸の隣となりで、お局達はため息をついた。

「アイリ様や美み守かみ様の元に居れば、嫌いやでも覚えるんでしょうね……お気の毒に」

「この上、瀬戸様のお気に入りともなれば……」

「茨いばらの道ですわね」

「クッ！……とりあえず、荷物も無事に受け取った事だし、西南殿達には昼食までの間、休きゆう憩けいをとっていただきましょう。私に気に入られて茨の道の西南殿を案内したい人は？」

　平静を装いつつ、こめかみに青筋を立てている瀬戸の言葉に、お局達はまったく動ずる様子もなく、勢い良く一いつ斉せいに手を上げた。

「おおっ！　さすが人気者。ん～～～、では誰だれにしようかしら？」

「正木月湖さんでお願いします！」

　瀬戸の言葉を遮さえぎるように、霧恋は大声で言った。

「え～～～っ？　まあ、それでもいいけれど……じゃあ、せめてもう一人……」

「正木月湖さん、お一人でお願いします！」

　霧恋は不満そうな瀬戸を睨み付けた。

「正木月湖さん、お一人でお願いします!!」

　西南がらみでは瀬戸と同等の威い圧あつ感を発する霧恋の前では、お局部隊も形無しだ。手を上げていたお局全員、身の危険を察し、慌あわてて手を下ろした。

「仕方無いわね……では月湖ちゃん、西南殿をお願い。雨音ちゃんとリョーコ殿には誰か二人ずつ付いて。霧恋ちゃんと珀蓮達は、状じよう況きよう報告に付き合ってちょうだい」

　瀬戸はため息混じりにそう言うと、西南と月湖を見送った。

「私達も、別に西南と一いつ緒しよでも構わないけど？」

「お召めし物を着替えていただきませんと」

「ああ、なるほど。じゃあ後でなリョーコ」

「はい」

　雨音とリョーコは、それぞれの担当となったお局の二人と転送ゲートへ向かった。

「せっかく器量好しの床とこ上じよう手ずを集めたのに」

「余計な気き遣づかいは無用に願います！」

「そうはいかないわよ！」

「えっ!?」

　思いがけ無い反はん撃げきに、霧恋は驚おどろいて瀬戸の顔を見た。

「これまで西南殿は、いろいろなトラブルに見み舞まわれて来たわ。自然的な災害から悪意ある者達からの攻こう撃げき……でもそれらに対処する力は、今回の事件からも分かるように、抜ばつ群ぐんに高いレベルにある。そしてそれは幼い頃ころから培つちかって来たものよね？」

「それは……大人になったからこそ巻き込まれる事例もある、そういう意味ですか？」

　人の、いや、動物の二大本能には個体保存本能と種族保存本能があり、それぞれの代表する欲よつ求きゆうには、食しよく欲よくと生せい殖しよく欲よくがある。食欲は、産まれてすぐに必要なものであるが、生殖欲は肉体が成熟してからだ。どちらもコントロールが難むずかしいものだが、西南の経験則が圧あつ倒とう的てきに不足しているのは生殖欲である。

「今まで西南殿の悪運は、害あるものとして扱われ、多くの人間が西南殿から遠ざかろうとして来たわ。でもその悪運が巨きよ大だいな利益となる事が分かれば、多くの人間が近付いて来る事になる。以前なら西南殿に近付く人間は、例外なく好意を持っていた。しかし今は悪意ある者が、好意という隠かくれ蓑みのを着て、対価という下心付きのお土産みやげを持ってやって来るのよ」

「クスッ、それは瀬戸様の事ですか？」

　それまで成り行きを見守っていた玉蓮は、自己の行こう為いを正当化しようとする瀬戸に対して少し皮肉混じりに言った。

「フフッ、もちろん視点を変えれば、そうなるわね。でも西南殿の力が、この世界に及およぼす影えい響きようは想像以上だった……ならば、それなりの対処をしなければ危険よ」

「瀬戸様の仰おつしやる事は理解出来ます。でもまだ早急な気がして……」

「貴女あなたがそんな事だから、困るのよ。西南殿の悪運って何だか理解している？」

「西南ちゃんの悪運、ですか？」

　瀬戸の問いの意味が理解出来ず、霧恋は首を傾かしげた。

「西南殿にとっての悪運、と言った方が良いかしら」

「もしかして、西南様が嫌だと思っている事ですか？」

　瀬戸の言葉に、間かん髪はつ入れず珀蓮が答える。霧恋を始め、他の者達も「あっ」と声を上げて血相を変えた。西南が海かい賊ぞくを引き寄せるのは、西南が海賊という存在を『良くない物』と認識しているからだ。当然その立場が変われば、今度は銀河連盟が悪となる。

「その通り！　何がトラブルかというのは、その人の主観よ。当然、西南殿の立ち位置や考え方で引き寄せるトラブルの質が変わる……いえ、変わる可能性がある。これに関しては、これからいろいろな実証をして確認しなければならないのだけれど……」

「まるで……兵器扱あつかいですね」

「そんな顔しないの。貴女は西南殿に関しては悲観的になり過ぎよ。西南殿はあくまで戦力、と言った方がいいわ。どちらにしろ海賊からすれば、兵器だけどね」

　瀬戸は微笑みながら、深刻な表情の霧恋の頰ほおに両手を軽く当てると、霧恋の顔を自分の方に向けさせた。そして優やさしげな目でジッと霧恋を見つめ、

「兵器は必要が無くなれば廃はい棄きされる。だからこそ、今の内から西南殿の悪運をコントロールする術すべを探さなきゃならないの。彼の望みを叶かなえるには、それが必要でしょう？」

「瀬戸様!?」

　霧恋は以前、西南と地球に帰る帰らないの口論をした時の事を思い出した。




　───オレ、宇宙にいたいんです。これを逃のがしたら、きっともうこんなチャンスは無い……宇宙船に乗って色んな所に行って、色んな物を見てみたいんです！




　恐おそらく西南の悪運が必要無くなれば、放射性廃棄物のように、どこかに隔かく離りさせられる可能性は高い。だがそれは西南の希望や夢を奪うばう事となる。だが悪運をコントロール出来れば……。

「理解、出来たようね？」

　瀬戸の問いに霧恋は小さく頷うなずいた。が、やはりすぐには納なつ得とく出来ず、

「しかし瀬戸様、女官達をけしかけるのは少々やり過ぎではありませんか？」

　すがるような目付きで瀬戸を見た。

「……林檎ちゃんね、バラしたのは？　だったら貴女がやる？」

「わっ、私が!?」

「水穂ちゃんも、せめて初体験は霧恋ちゃんでってうるさいしね。どう？」

「ど、どう？　っと、言われましても……心の準備が……」

「それを待っていたら、いつになるか分からないでしょ？　残念だけど、西南殿の立場はすでに、それを待ってあげられる状況では無いわ。地球に居た頃なら、気持ちの成熟も、身体からだの会話のやり方を見つける時間もあるけれどね。ねえ、貴女達はどう？　もちろん玉蓮ちゃんを除いてね」

　瀬戸は女官達をけしかけた時のような、楽しそうな表情で珀蓮達の方を見た。

「何な故ぜ、私は除外されるのです？」

「それは正しい判断だ」

「あら、じゃあ火煉がやるの？」

　思わず突つっ込こみを入れた火煉に、玉蓮は微笑みかけた。そして瀬戸も期待するような目を火煉に向けた。ちなみに珀蓮はさっさと連想の世界に入り、翠すい簾れんは真っ赤になって珀蓮の後ろに隠れていた。

「あっ……あのっ……」

　火煉はしきりに霧恋の方を気にするように、視線を逸そらした。もちろん顔は真っ赤っかである。

「誰も立候補する人は居ない……か。だったら、お局さん達に任せたらどう？　教えるの上じよう手ずよ」

「先せん輩ぱい方、にですか？　いえ、でも！」

「セックスって、なんだかんだ言っても技術、単語や文法と一緒よ。重要なのは言葉や会話の内容であって、単語や文法では無いわ。だいたい初めて同士で気持ちが高ぶった揚あげ句くに失敗、なんて事になったら、期待が大きいだけに失望も大きいわよ。特に霧恋ちゃんと西南殿どのの場合、自分のせいにしちゃって、後が続かなくなる恐れがあるしぃ」

「そっ、それは……」

「ねえ霧恋ちゃん。貴女、どうしても西南君の初めてになりたいのなら、それなりの訓練を受けなくちゃね」

「ええっ!?」

「瀬戸様、それは！」

　火煉は咄とつ嗟さに会話に割り込んだ。瀬戸の言う訓練とは、自分の肉体とシンクロさせた疑似パーソナル同士のセックスでは無く、実際の行為を指さすからだ。

「フッ」

　瀬戸は珀蓮に近付くと、手た挟ばさんでいた扇せん子すで珀蓮の頭をポンっと叩たたき、正気に戻もどした。

「実際の経験無しで、人に教えるのは難しいわ。知識と実じつ践せんが違ちがうのは、貴女方にも解わかるでしょう？　ねえ……西南殿の初めてになるのと、西南殿が貴女達にとっての初めてになるのと、どちらが良い？」

　瀬戸の問いに、霧恋達は真しん剣けんに考え始めたが、

「フフッ、考えるまでもなく、あの方に初めてを捧ささげる方が嬉しいですわ」

　玉蓮はすぐさま、ゾッとするような艶つやを帯びた笑みで答えた。

「……えっ??」

　だが瀬戸を含ふくむ全員が、不思議そうな目で玉蓮を見る。

「あら、私、処女ですよ」

「えええええええええええええええええええええええっ[image: !??]」

　全員が一斉に驚きよう愕がくの声を上げる。それは生まれてこの方、一番驚いた！　といった表情だった。

「……あら失礼ね。でも分かっているでしょう？　私達が〝そう〟でなければならない理由を……」

　玉蓮は珀蓮達を見つめ、口からチラッと舌を出して微笑ほほえむ。その途と端たん、その場の空気が変わった。

「クッ!!」

　それは玉蓮が西南に対して真しん摯しになってから久しく忘れていた感覚だった。珀蓮達ですら、玉蓮の表情と雰ふん囲い気きで強きよう烈れつな性的感覚を刺し激げきされるのだ。相手が男なら、それだけでイッてしまっても不思議では無い。

「手とお口から先に進んだ方は、一人もいませんの」

「あっ、あんた……それって、ワザとだよな？」

「もちろん♡」

　玉蓮が明るく微笑むと、それまでその場を包んでいた雰囲気は噓うそのように霧む散さんした。

「……いっその事、玉蓮ちゃんに頼たのむのもアリかしら？」

「だっ、だめです！　そんなのは怪あやしげな薬くすり漬づけにするのと一緒です！」

「失礼な。いきなりそんな事しませんわ」

　玉蓮はムッとして霧恋の方を見た。

「さっ、最終的にはするっていう事ォ!?」

「そんな物を使わなくても、私以外では感じさせないように出来ますって意味」

「クッ!?」

「ほら、脱だつ線せんしないで！　玉蓮ちゃんに任せるのが嫌いやなら、どうするの？　みんないつまでも霧恋ちゃんに気を遣つかってはくれないわよ」

　瀬戸は霧恋の襟えり首くびを摑つかんで、自分の方を向かせた。

「そ、それは……」

「考える時間はあと、三十秒！」

「ええっ!?」

「はい、十秒経過ぁ」

　瀬戸は懐ふところから時計を出してカウントを始めた。

「そ、そんな！　ちょっと待って下さい！」

「二十秒経過、十、九、八……」

「ああああああああああ……」

　無情なカウントダウンに霧恋は戸と惑まどいオロオロしていた。




　西南が月湖に連れられてやって来たのは、和風庭園をそのまま部屋にしたような場所だった。小さな池の底から水が湧わき、そこから流れ出た小川は部屋の外まで流れ、小さな水音をたて、どこかへと流れて行っているようだった。

「そのままでも構わないけれど、靴くつは脱ぬいだ方が楽でしょう？」

　月湖に言われるまま、西南は靴を脱いで、部屋に入った。床ゆかに敷しき詰つめられた苔こけのような植物は、ふんわりと適度な弾だん力りよくがあり、素す足あしに心地ここちよかった。

「さあ、そこに座って楽にしてね。いま、お茶を入れるから……あっ、それとも疲つかれているのなら、少し眠ねむる？」

「大だい丈じよう夫ぶです。みんな俺の事を庇かばってくれたし……それに、ちゃんと休んで時差は調整しましたから」

「そう……」

　笑う西南を見た月湖は、突とつ然ぜん表情を歪ゆがめ、崩くずれ落ちるように西南に抱だき付いた。

「つ、月湖おばさん!?　ごめんなさい、心配かけて……その……」

「心配だった……でもそれ以上に悔くやしくて」

「悔しい？」

「どうして私はここにいるんだろうって。どうして貴方あなたと一いつ緒しよに死ねるところにいなかったんだろうって」

「えっ!?　あの、それって？」

「笑わないでね西南ちゃん。私、貴方の事……好きなの」

「……俺だって月湖おばさんの事、好きですよ……[image: !!?]」

　西南の言葉を遮さえぎるように、月湖は西南に口づけをした。それは子供ではなく、大人に対するキスだった。

「つっ！　月湖……おばさん??」

「自分でもね……ちょっとびっくりしているの。霧恋が宇宙に上がって、西南ちゃんとは違う人生を選せん択たくした時は、私が霧恋の代わりになろうと思ったわ。でも西南ちゃんが宇宙に上がる事になって、霧恋がそれを受け入れた時、私は本当に嬉うれしかったの。霧恋の母として、西南ちゃんの保護者として……」

　月湖は西南から視線を逸らし、西南の胸に額ひたいを押しつけるように寄りかかった。

「今回の事件がなければ、まさかここまで西南ちゃんの事を、男性として思ってるなんて気付かなかった」

　月湖の言葉に、西南の鼓こ動どうは速くなった。西南の人生の中で、女性からちゃんとした想いを告げられるのは初めてだったからだ。そして月湖の顔をこれほど間近に見たのは、子供の頃ころ以来だ。霧恋と海かいの母親としてしか認識していなかったため、意識する事は無かったが、改めてよく観察すると、霧恋の姉と言っても不自然では無いほど若々しい。

　宇宙に上がる以前だったら、その告白を受け入れられなかったかもしれない。しかし今は途と轍てつもない寿じゆ命みようを持ち、年の差の基準が一変しているのだ。たかが二十年、三十年の差など地球での寿命を八十年としても、二千年と比ひ較かくすれば一年強、せいぜい一学年上といった差しかない。つまり十分、ドキドキものなのだ。
















（ま、まずい！）

　いろいろと意識をし始めたら、西南の緊きん張ちようはどんどん高まって来た。女性としても十二分に魅み力りよく的な月湖に告白されキスをされ、体を預けられている状態なのだ。幼い頃からもう一人の母親のように思っていたため、いや、女性としての認識をしていなかったが故ゆえに、逆に新しん鮮せんな感じがするのだ。

　西南は何とか月湖から体を離はなそうとするが、月湖はそれを許さない。西南の体の変化に気付いていながら、その反応を楽しむように体をすり寄せて来る。

「ねえ、西南ちゃん……」

　月湖がそう言いながら、上気した目で西南を見た時だった。西南を求めた月湖の表情に再び違い和わ感かんを感じた。それは月湖と霧恋が……いや、天女や清きよ音ねや水穂にも共通する、人格の奥おく深くに存在する、狂きよう気きに似たモノの臭においが彼女達とは違うのだ。だがそれは勘かん違ちがいとも言えるほどの違和感であり、確信では無かった。

「月湖おばさんじゃ無い？」

　西南は無意識の内に小さく呟つぶやいた。

「!?　そうさせてるのは西南ちゃんよ……」

　一種の躊ちゆう躇ちよの後、月湖はさらに西南に自分の顔を近付けて行く。

「ちょっと、月湖おばさん！」

「月湖って、呼んでちょうだい」

　甘い息を吹ふきかけながら囁ささやく。

「あ、あのっ、月湖さん!?」

　逃にげようとする西南をがっしりと、強い力で抱だき締しめた月湖の唇くちびるが、西南の唇に触ふれようとしたその時、

「西南ちゃん、そいつはお母さんじゃない！　偽にせ物ものよ！」

　霧恋と珀蓮達が部屋に乱入して来たのだった。

「偽物？」

「あら、ずいぶん早いご到とう着ちやくじゃない？」

　と、月湖は顔だけでなく、体も変形して別の女性の姿へと変わった。

「クイス・パンタ！　お局つぼね部隊の隊長!?」

　霧恋達の表情は一いつ瞬しゆんで驚愕へと変わった。本来、お局部隊は諜ちよう報ほう工作の実務活動を主おもに受け持っている。その隊長であるクイスは特に謎なぞの人物で、水穂はおろか瀬戸の前ですら、滅めつ多たに素顔を晒さらす事は無い。霧恋も映像資料でしか顔を見た事は無いのだ。

「凄すごい……本物？」

「初めて見た」

　珀蓮達の反応は、幽ゆう霊れいか妖よう怪かいでも見た感じだ。だがクイスの姿はお局部隊の隊長と言うには似つかわしく無い、少し瘦やせた四十歳さい台の、拍ひよう子し抜ぬけするぐらい地味で平へい凡ぼんな感じの女性だった。

「この姿で会うのは初めてね。でも貴女達は、確か瀬戸様の所にいるはずなのに……何な故ぜなのかしら？」

「それは……」

　　　　×　×　×

　───ピピッ！

　瀬戸のカウントダウンに霧恋がオロオロしていた時、急に通信モニターの起動音が聞こえ、霧恋の目の前にモニターが起動した。

『霧恋様、地球のお母様から通信です』

「……えっ!?」

『ああ、霧恋！　良かった無事で。樹雷に着いたなら、連れん絡らくくらいよこしなさい！』

「お、お母さん？」

『西南ちゃんは無事なの？』

「……お母さん、何故地球に？」

　霧恋はモニター越ごしに瀬戸を見ると、彼女はサッと視線を逸そらした。

『変な娘こね。本当に大丈夫なの？　水穂様が樹雷に西南ちゃん達が着いたって、教えて下さったから連絡したのに……って、霧恋!?』

　瀬戸の様子と月湖の言葉から全てを理解した霧恋は、無言のまま西南を追って走り出した。

「待って、霧恋！」

　珀蓮は他の三人と共に霧恋の後を追った。

　　　　×　×　×

「……というわけです。先せん輩ぱい」

「なるほど……水穂ちゃんか。私の楽しみを邪じや魔まするなんていけない娘ね。後でお仕置きをしなくちゃ」

「西南ちゃんを、返してもらいますよ。クイス先輩」

「ちょっとその前に……」

　クイスを睨にらみながら、ゆっくりと近付いて来る霧恋達に向かって、クイスはスッと手を上げた。と、その途と端たん、霧恋達の動きが一時停止ボタンを押したように止まった。別に瀬戸のような化け物じみた威い圧あつがあるわけでも無い。ただ何気ない手の仕草で霧恋達を止めたのだ。人の心を読み、間合いを操あやつる───それが瀬戸の女官の最上位に位置する、お局部隊隊長の実力だ。

「ねえ西南ちゃん。私がどうして月湖ちゃんじゃ無いと分かったの？」

「えっ？」

「私ね、これまで自分の変装が見破られた事って、一度も無いのよ。まあこういう仕事上、正体がバレるっていうのは生死に関かかわる事だから、私が生きてここにいるのが、その証しよう拠こなんだけど……」

　地味な容よう貌ぼうながら、近くで見るとクイスの目には瀬戸に共通した力、強い意志と存在感があった。と、その目に気付いた西南は、地味で平凡なオバサンの筈はずのクイスが、雨音や玉蓮にも匹ひつ敵てきする、途轍もなく魅力的な女性である事に気付いた。

「だから是ぜ非ひとも、後こう学がくのために教えていただきたいわ」

「それは……何となく……」

　西南は緊張のあまり、クイスから離れようとした。そんな西南の反応に気付いたのか、彼女は自分の方から、西南が自分を意識しないギリギリの所へ身を退ひいた。

「難しいでしょうけれど、出来るだけ具体的な言葉で説明してくれると嬉しいわ」

「そ、それは……」

　少し余よ裕ゆうの出た西南は、頭の中で先さき程ほどの事を思い出し、必死で言葉に綴つづろうとした。そしてチラッと霧恋の方を見ると、霧恋達に聞かれないよう、声を落として囁くように説明を始めた。

「……あら、なるほど。そういう事……。ありがとう。とても貴き重ちような意見だったわ」

　クイスは得とく心しんが行ったように微笑ほほえむと、一度西南に身体からだを密着させてから離れた。そして倒たおれ込んだ西南の腕うでを摑つかんで、軽々と西南を引き起こした。

「じゃあ、お礼に良い事を教えてあげるわ。誰だれかに化ける時って、当然、その人の事を知らなければならないでしょう？」

「そう、ですね。本当の月湖おばさんだと思いました」

「クスッ。だから、さっき私が言った事は、ただの作り話じゃ無いって事♡」

「ええっ!?　っうわわっ!!」

　西南が驚おどろきの声を上げ、油断した瞬しゆん間かん、クイスは西南を小さな池に突つき飛ばした。と、西南の姿がスッと消えた。

「しまった！」

　そこは非常用の転送ゲートになっていたのだ。咄とつ嗟さに飛び出した霧恋だったが、西南が消えた瞬間にゲートは閉じられた。

「クッ！」

　クイスを睨んだ霧恋は、この場所にやって来たゲートへ向かって走り出した。

「気を付けなさい霧恋ちゃん！　いつまでもモタモタしていると、月湖ちゃんに先を越されちゃうかもよ」

　クイスのかけた言葉に、霧恋は一礼をするとゲートへと飛び込んだ。

「水穂ちゃんは霧恋ちゃんを応おう援えんしたいようだけれど、私としては月湖ちゃんを応援したいのよね。……さて、私の楽しみを邪魔してくれた、その水穂ちゃんに、お仕置きしないとね」

　クイスは霧恋達を見送ると、ゾッとするような笑みを浮うかべ呟いた。




「檜ひのきの五十五、緊きん急きゆうゲートの起動を確認しました」

　そのお局の報告に、他のお局達に動どう揺ようが走った。

「まさかクイスさんの正体が見破られるなんて、信じられません！」

「さすが西南殿どの。トラブルに対する嗅きゆう覚かくは本物ね。でも、若い肉体の欲よつ求きゆうに、どこまで耐たえられるかしら？」

　すでに瀬戸の表情は、悪わる巧だくみをしている悪の組織の女幹部といった様相だった。

「フフッ、では後は若い娘達に任せましょう」

「了りよう解かい！　大浴場の準備は完かん了りようしています。……でも瀬戸様。その言い方だと、私達が年寄りみたいじゃないですか」

「あら、失言だったわ。ごめんなさいね。まだまだ勝負はこれから。彼女達には西南様の欲よく望ぼうをしっかり煽あおり立てて貰もらいましょう！」

「その後の美お味いしいところは私達が……」

「そういう事ね」

　瀬戸とお局達の、嫌いやな意見が一いつ致ちした時、作戦のオペレートをしていたお局が異変に気付いた。

「瀬戸様、西南様のマーカーロスト！　転送アクセスが変へん更こうされています！」

「なんですって!?」

『だ、大浴場へ、闘とう士しの方達が大挙して押し寄せています！』

　と、巨きよ大だいなモニターが起動し、ゲートから次々と花を持った闘士達が出て来る横で、水着姿の女官が必死でゲートの操作をしていた。

「どうしたの？　早くゲートの封ふう鎖さを！」

『せ、瀬戸様。駄だ目めです！　ゲートにロックがかかっていて操作ができません！』

　オロオロする女官の前に、突とつ然ぜん、一人の闘士がやって来た。

「ん？　この子、兼かね光みつ殿の所で見た事あるわね……というか……」

「ああっ！　あれ、うちの息子むすこです。というか、あの女官の娘はお隣となりのジュンニュちゃんだわ」

　お局の一人が声を上げた。と、次の瞬間、

『ジュンニュさん、俺と結けつ婚こんして下さい！』

　そのお局の息子は、女官に花束を差し出した。

「！！！？」

　その言葉に、瀬戸を始め、そこに居た全員が啞あ然ぜんとなった。よくよく見ると、大浴場のあちこちで、闘士達によるプロポーズだの告白が行われていた。

『せせせせ、瀬戸様……あの、あの』

　ジュンニュはすがるような目を瀬戸達に向けていた。だがそれは彼のプロポーズを嫌がっているとか助けを求めている目では無く、原則的に任務中の私事が許されていないため、その告白を受け入れたいのに受け入れられない、ジレンマによるモノだった。

「ジュンニュちゃんって、忙いそがしい私があの子を構ってあげられなかった時に、いろいろ気を遣つかってくれたのよね……。でもあの子が大きくなるにつれ、ちょっと疎そ遠えんになったのは、今を思えば、ジュンニュちゃんを女性として認識してたからなんだわ」

　そのお局は、情感たっぷりな朗読でもしているように話し始めた。

「……考えてみれば、ジュンニュちゃんが寄宿制の神木家私立の神木女学校に入った頃ころから、うちの子が何となく元気が無くって。瀬戸様の女官として選ばれた時なんか、ちょっと荒あれちゃったんです。そのうち何やら凄く勉強を始めたので、どうしたのかと思ったのですが、聖衛艦かん隊たいの予よ備び役えき志望をしたって聞いて、ああ、あの子もやる気を出してくれたのかと、その時は思ったのですが……なるほど、こういう事だったんですね。ちなみに宅の子の初めては、彼女にお願いしました」

　そのお局は、近くにいたお局の方を見た。

「私としては、この子だったら再さい婚こんしてもいいなぁ、と思ったんですが、振ふられちゃったみたいですね」

「ごめんなさいね」

「いいのよ。こういう事なら仕方ないもの。でも、うまく行くといいわね」

「ありがとう。私もうまく行ってくれたら安心なんだけど……」

　そのお局つぼね達は、そう言いながら同時にジッと瀬戸の方を見た。

「何よ！　そこまでくさい芝しば居いをしなくても、私だって鬼おにじゃ無いんですからね！」

　そう言うと、瀬戸はモニターの方に向かって、

「これにて第一作戦を終しゆう了りよう。第二次続行を希望する者は所定の位置に集合して、あとは自由になさい」

　瀬戸は力無く、そう言うと通信を切った。モニターを切る瞬間、ジュンニュがお局の息子に抱だき付いていたのを横目で見つつ、ちょっとの間、脱だつ力りよくしていた瀬戸は、

「ったく～～……兼光！　兼光は居る!?」

　別のモニターを起動すると、そこに向かって怒ど鳴なり始めた。

『はいはい、なんの用でしょうか？』

「あれは貴方あなたの仕し業わざでしょ！　いったいどういうつもりなの[image: !??]」

『あの人数をけしかけるのは、少々、度が過ぎるでしょう？　俺も西南殿とは面識もありますしね。まっ、俺なりの選別作業ってやつですよ』

　そう言うと兼光はさっさと通信を切った。

「クッ！……大浴場の様子は？」

「闘士の半数以上が経理部に集中しています。さすがに経理部隊は人気ですね。それでもまったく告白されていない娘むすめは居ないようです」

「現時点で、カップルが成立、あるいは成立しそうなのが、三十一％といったところですね。何やら揉もめ事ごとを起こしているのが十六％、戦線離り脱だつ組は二十九％、残りが……」

「接待続行組ね。……まあ確かに、それだけ残れば十分ね」

「戦線離脱組はどうなさいます？」

「うまく行く事を祈いのってあげましょう」

　戦線離脱組とは、この騒さわぎに感化され、自分の意中の者に告白をしに行った女官達の事である。

「それにしても西南殿はどこに行ったのかしら？」

「不明のままです。転送ゲートにしても、どうやってこちらのコントロールを妨ぼう害がいしてるのかも原因不明のままですし……」

「誰かが水穂ちゃんの手助けをしているのは間ま違ちがいないわ」

「しかし瀬戸様のシステムを出し抜ぬく事が出来るなんて、そうそうは……」

「……ん！　まさか!?」

　思い当たるフシがあったのだろう、瀬戸は慌あわてて地球への回線を開いた。




「わわわっ!!」

　突然、どこかから放り出された浮ふ遊ゆう感かんと、真っ逆さかさまに落ちて行く感覚に、西南は咄嗟に頭を庇かばい体を回転させようとした。と、その瞬間、いきなり西南は逆さのまま空中で停止した。

「うっ！」

　西南は頭に血が上る不快感と共に、足首に何かが巻き付いている感覚に気付いた。すぐさま状じよう況きようを確認しようと辺りを見回すが、見えるものは巨大な木の幹みきと草木、そしてほんの数センチ頭上、つまり西南が落ちようとしていた場所に泉がある事だけだった。

「どこだ……ここ？」

　そう思った次の瞬間、西南の視界は目まぐるしく回転し、目の前にはにこやかな表情の女性の顔があった。

「いらっしゃい。西南ちゃん」

「えっ!?　ってうああああああああ!!」

　西南にはその女性の顔に見覚えがあったが、それを思い出す間も無く、西南の視界は再び激しく回転をし、急発進した車にでも乗せられたような加速感を感じた。次に西南の目に飛び込んで来たものは、その女性の横顔と、凄すさまじい勢いで流れる景色だった。

（女の人に抱っこされて階段を登っている？）

　そう結論付けたが、その状況が続いたのは、西南がそう考えた間だけだった。

「西南ちゃんが来たわよ！」

　いきなり西南は走って来た勢いのまま放り投げられた。そこからはもう、自分の体勢がどうなったかは説明がつかない。一いつ瞬しゆんの間、激しく回転する不快感を覚えた後、やんわりと身体からだが急停止し、柔やわらかなクッションのようなものに座っていたのだ。

「普ふ通つうに連れて来る事は出来んのか？」

　静かだが迫はく力りよくのある声。そして、

「大だい丈じよう夫ぶ？　どこも怪け我がはしていませんか？」

　スッと目の前にしゃがみ込んだ、心配そうな女性の顔。

「……柾木・船穂・樹雷……様？」

　西南の言葉に船穂はニッコリと笑みを浮かべた。ひとりを思い出せれば、その後は早かった。西南をここまで連れて来たのは柾木・美み砂さ樹き・樹雷。そしてまだ顔は見えないが、西南の斜ななめ後ろに気配がある男性は、

（どう考えても、樹雷皇、柾木・阿主沙・樹雷様、だよな……）

　と、西南は慌てて三人から距きよ離りを置くと、直立不動の体勢で敬礼をした。




　霧恋は珀蓮達と共に、天樹の下層域から中層域、そして上層域の、観光客に解放されている場所を巡じゆん回かいする遊覧列車に乗り込んだ。途と中ちゆう下車しつつ、あちらこちらの景観や名所を巡めぐる約千キロメートルの距離を、五日から一週間かけてゆっくりと旅する列車だ。一両に客室が五、先頭と最後部の車両は、それぞれ客室が一つだけのロイヤルルームだ。

「いらっしゃいませ」

「林檎様!?　なぜここに？」

　乗員に最後部の車両に案内され、その入り口で霧恋達を出で迎むかえたのは、この列車の乗務員服を着た林檎だった。

「このラインは私の親族が運営しておりますの。さあ水穂様がお待ちですよ」

　林檎の案内で中に入った霧恋達は、全天が一望出来るラウンジで、にこやかな表情の水穂に出迎えられた。

「ご苦労様。いろいろと大変だったわね。とにかく座って。珀蓮達も遠えん慮りよしないでね」

「水穂様、西南ちゃんは今どこに居るんですか？」

　霧恋は居ても立ってもいられず、水穂に駆かけ寄よった。

「今は天の間でお祖じ父い様達が相手をして下さってるわ」

「じゅ、樹雷皇様達が!?　でもっ！」

「どうやってかは、内ない緒しよ。あそこなら瀬戸様も、おいそれとは手を出せないわ」

「そうですか……」

　霧恋は安心したように、ソファーに座った。と、霧恋の前のテーブルに林檎がお茶を置いて微笑ほほえむ。

「まずは一息付いてくださいな。珀蓮さん達も」

　林檎の言葉に、珀蓮達もソファーに座った。

「でも水穂様、この騒ぎにどうオチを着けるつもりなのですか？　正直、多勢に無勢……瀬戸様を相手に西南ちゃんをどこまで守りきれるか……。それに瀬戸様がなさろうとしてらっしゃる事は、いつかは考えなければならない事ですし」

「霧恋ちゃんが弱気になるのも無理は無いけれど、今回に関しては、瀬戸様もあまり深いお考えはないわ。言わばガス抜きという感じですもの」

「ガス抜き!?」

「西南君と瀬戸様が出会うきっかけとなった、海かい賊ぞく討とう伐ばつの計画がなぜ立案されたかは知っているでしょう？」

「はい。銀河連盟への加盟国の増加で、版はん図と拡大によるＧＰ軍への戦力派は遣けんと戦費が負担になって、って……」

「そう……霧恋ちゃんも知っているでしょう？　その為ためにどれだけの財政引ひき締しめがあったか……」

「あれは地じ獄ごくでした……林檎様が鬼のようで……」

　その時の事を思い出した霧恋達の表情は真っ青で、身体は小刻みに震ふるえていた。林檎は小さく咳せき払ばらいをして、サッと視線を逸そらした。

「そこで西南君の登場となったのだけれど、彼が現れてからの海賊被ひ害がいの激減は、銀河連盟だけでなく樹雷にもかなりの経済発展効果を与あたえたわ。当然、税収入は上じよう昇しようするわ対海賊費用も減るわ、おまけに海賊討伐の莫ばく大だいな懸けん賞しよう金やら企き業ぎようからの寄付やらで、樹雷経済がどうなったかは、林檎ちゃんのはしゃぎっぷりで分かってるでしょ？」

「……はい。まあ、いろいろと」

「当然、喜んだのは経理部だけじゃなく、経理部に予算削さく減げんを強しいられて来た、各部署の喜びようも相当なものよ。とにかく全てが良い方向に動き出した。そんな時に、魎皇鬼ちゃんが、鷲羽わしゆう様のお使いで樹雷にやって来たの。霧恋ちゃん達も助けて貰もらったんだから知ってるでしょ？」

「は、はい」

　その途と端たん、霧恋達の表情が何ともいえない緩～～い、ホンワカとしたものになった。

「噂うわさで聞いていたイメージと違ちがって、とっても可愛らしかったわよね」

「そうね。将来、あんな子が欲しいなって思ったもの」

「女官の娘達の騒ぎも凄すごかったのよ。樹雷と対等に戦った、という興味もあったから尚なお更さらにね」

「もしかして今回の騒ぎは……」

「そう。経済的な余よ裕ゆうは、自分の生活を考えるきっかけになったわ。しかも林檎ちゃんの返り討ちで、中ちゆう途と半はん端ぱに終わった西南君への感謝が、今回の事件で、崇すう拝はいに近い想いに昇しよう華かしちゃって。さらにその西南君自身が樹雷へ来訪するとなれば……。あとは分かるでしょう？」

「それでガス抜きですか……まったく、瀬戸様はァ～～!!」

　どこか消極的だった霧恋達の目に、覇は気きのようなものが戻もどった。それを見た水穂は安あん堵どしたかのように頷うなずいた。

「今回の騒ぎには、時間制限があるの。昼食会以後の西南君のスケジュールは、ほとんど余裕が無いし、夕方には、西南君に新たな任務が入るから、何か仕し掛かけるとしたら昼食会までよ」

「新たな任務ですか？」

「ええ、そのうち連絡が来ると思うわ」

「はい、わかりました。では昼食会までの間、樹雷皇様の所で西南ちゃんを預かっていていただければ……」

「とりあえずは、安心だと思うわ」

　水穂の言葉に、その場の空気が弛し緩かんする。しかし、その空気を一気に緊きん張ちようさせる声が、その場に響ひびいた。

「そうね。じゃあ、急がなくちゃ」

　その言葉を発したのは、珀蓮だった。

「珀蓮!?」

　訝いぶかしがる水穂達の目の前で、珀蓮の姿はクイス・パンタへと変わり、水穂達の乗る観覧列車の最さい後こう尾び車両が切り離はなされたのだった。

「クイス先せん輩ぱい！　いつの間に……」

「目立た無いように、分散移動するというのは、ここでは逆効果よ。覚えておきなさいね、霧恋ちゃん」

　霧恋にウィンクをすると、クイスはにこやかな表情で水穂の方を見た。

「さて、水穂様。私の楽しみを邪じや魔まして下さった、お礼をしたいのですが？」

「お、お礼だなんて。そんな事はお気になさらないで……」

　さすがの水穂も、クイスの迫力に圧あつ倒とうされていた。

「そんなに遠慮なさらずとも。樹雷皇様、いえ、お祖父様とお祖ば母あ様を安心させてあげましょうね、というだけの話ですよ。ああ、それから林檎様もご一いつ緒しよ願えますか？」

　クイスの眼力に、その場にいた者達は誰だれ一人ひとり、動けなくなっていた。




「瀬戸様、西南様の位置を特定。やはり樹雷皇こう宮ぐう最上階、『天の間』です。水穂様と林檎様、その他、全員確保したそうです」

「やはりゲートをコントロールしていたのは天樹ね。水穂ちゃん……まさか地球の砂さ沙さ美みちゃんに応おう援えんを頼たのむとは、考えたわね」

「と、いう事は、地球と樹雷、両方の柾木家から、しっかり悪者認定されちゃったようですね」

「まあ、もともと悪役ですし気にするだけ無む駄だですよ」

「別に気にはしていないけれど、面と向かって言われると凹へこんじゃうわよ」

　瀬戸はプクッと頰ほおをふくらませてむくれた。

「残念ながら計画は中止ですね。さすがに樹雷皇様の所には手を出せませんし……」

「まだ諦あきらめるのは早いわよ。すぐに、夕ゆう咲ざきを呼んでちょうだい！」

「夕咲様ですか!?……なるほど、西南様は樹雷へは初来訪ですから」

　すぐに瀬戸の意図を理解したお局つぼね達の声は、明るく弾はずんでいた。

「そういう事。それならいくら阿主沙ちゃんでも、西南殿どのを庇かばいきれないわ。フフッ、フフフフフフ、オ～～ホホホホホ！」

「わあ～～、見事な悪役っぷりですねぇ」

「さすが瀬戸様！」

　お局達はまるで観劇している客のように、瀬戸を遠巻きにして拍はく手しゆをした。

「クッ！　貴女達だってその悪役の手下なんですからねっ！　いい加減馬ば鹿かやって無いで夕咲を呼ぶのよ！」

「了りよう解かい～～♡」

　瀬戸とお局達の、まるで女子高生のようなキャピキャピとしたはしゃぎっぷりは、普ふ段だんの様子からは想像がつかないものだった。







　　９「決けつ闘とう」







　そこは大きな鳥かごといった印象の場所だった。

　二十メートル程ほどの円状の床ゆかには、上質の羽毛のような植物がビッシリと生え、中央には円形のソファー状のくぼ地と木のテーブルがあった。太い蔓つる状の枝が、網あみ目め状にドームを構成し、花や光を放つ実など、様々な植物がそこに寄生して美しい景観を見せていた。何より凄すごいのは、隙すき間まから見えるのが全て空だけという事───つまりその部屋は天樹の頂上にあるのだ。

「アカデミー所属、実験艦かん『守かみ蛇だ怪け』艦長、山やま田だ西せい南なです」

　だが、その場所の特異性に気付く事無く、西南は緊張の面おも持もちで敬礼をしていた。

「うむ。儂わしは樹じゆ雷らい皇おう、柾まさ木き・阿あ主ず沙さ・樹雷。そして……」

「樹雷四皇家、柾木家当主、樹雷皇第一皇おう妃ひ、柾木・船ふな穂ほ・樹雷です」

「同じく樹雷皇第二皇妃、柾木・美み砂さ樹き・樹雷よ」

「さて、自己紹しよう介かいが済んだところで……」

「わ～～い、西南ちゃん、こっち座って座って」

　阿主沙の言葉が終わる前に、美砂樹は西南を自分の横に引っ張って来て、強ごう引いんに座らせようとした。

「美砂樹ちゃん」

「あっ、ごめんなさい」

　船穂に窘たしなめられ、美砂樹は慌あわてて西南を元居た位置へと連れて行った。

「まずは西南殿が守ってくれた荷物に対しての礼を言わせてくれ、この通り」

　阿主沙達は、西南に対して深く礼をした。

「あっ、あの！　俺は自分の職務を果たしただけですから……」

「あれだけの海かい賊ぞく共から、よくぞ守り通してくれた。あの荷物は、我々にとってはかけがえのない大事なモノだったのだ」

「そうだったんですか……無事に届けられて良かった。でも……あ、いえ、何でもありません」

「ふむ。あの荷物の中身が気になるようだが、それはあのクソババアから説明があるだろうから、しばし我が慢まんをしてくれ」

　西南の疑問を察した阿主沙は、親しげな口調で言った。

「い、いえ、個人の荷物の中身の詮せん索さくは……クソババア？」

「ああ、樹雷の鬼おに姫ひめ、神かみ木き・瀬せ戸と・樹雷の事だ。おお、そうそう」

　阿主沙は懐ふところから何やら小さなカードを取り出すと、西南に手て渡わたした。

「とりあえず、あのクソババアのしでかす迷めい惑わく事に関する訴うつたえを起こしたい時は、ここに相談すると良い。このカードは会員証も兼かねているから、後で登録をしておきなさい」

「わ、わかりました。その、ありがとうございます。でも……今のところは、それほど迷惑事とかの実感というか、心当たりが無いんですが……それに瀬戸様は、俺が宇宙に上がれるようにして下さった方ですし」

　西南の言葉に、同じような経験をした阿主沙は複雑そうな笑みを浮うかべた。

「まあ現段階では、あまり実感は無いかもしれないが……。そうだな、例えばアイリのしでかす迷惑事に置おき換かえれば、何となく分かるのではないか？」

「……なるほど。凄くよく分かります」

「ハハハハッ！　役者としては、あのクソババアの方が上だからな」

　即そく答とうした西南を見て、阿主沙は大きな声で笑った。

「あの……これには、アイリ様関連のオプションとかは……」

「ふむ、そうだな……今度、考えてみるとするか。まあとにかく、事務的な用件はこれでおわりだ」

　阿主沙がそう言うと、美砂樹は待ってましたとばかりに西南に飛び付くと、先程と同じように自分の隣となりに座らせ、あちらこちらの茂しげみから、お茶やお菓か子しを引っ張り出し、テーブルの上に、はみ出さんばかりに並べた。

「さあ、遠えん慮りよ無く食べてね」

　美砂樹は嬉うれしそうに西南を自分の横に座らせ、五分刈がりの頭を撫なで始めた。

（ああ、美砂樹様のノリって、誰だれかに似ていると思ったら、美み兎と跳とさんだ）

「そんなに緊きん張ちようしなくても良いのですよ。自分の家だと思って楽にね」

「西南殿は、恩人と言うだけでなく……そうだな、家族同然と言ってもよい間あいだ柄がらだ」

「かっ、家族……ですか？」

　宇宙の、しかも最強軍事国家のトップに家族同然と言われれば、西南ならずとも戸と惑まどうのは当たり前だ。

「霧きり恋こさん達は柾木家の眷けん族ぞくですし、天てん地ちや天てん女によは私のひ孫。阿あ重え霞かさんや砂さ沙さ美みちゃんは美砂樹ちゃんの娘むすめですし、それに……清きよ音ねは私の孫よ」

「清音……おばちゃん……」

「天女からいろいろ聞いているわ」

　清音の名を聞いて、少し悲しそうに表情を歪ゆがめた西南の頭を、船穂は優やさしく撫で、美砂樹はグッと抱だき締しめた。

「銀河規模で言えば、同じ惑わく星せい出身の、しかもあのように近い場所の出身ならば、同じ家の同じ部屋に住んでいるも同然だからな」

「あ、ありがとうございます」

　西南は嬉しさのあまり、少し涙なみだぐんだ。阿主沙達から聞かされたからでは無いが、確かに初めて会った時から、阿主沙達の雰ふん囲い気きには、どこか懐なつかしい親近感を感じていた。

「ん～～～っ！　可愛い！」

　美砂樹は西南を振ふり回すように抱き締め、頰ほお擦ずりを始めた。そのあまりの勢いに、西南は助けを求めようとしたものの、阿主沙と船穂の困こん惑わく顔を見て諦あきらめた。

「ほら、美砂樹ちゃん。そろそろ落ち着いて」

　船穂は、美砂樹の高こう揚ようした気分が少し収まったのを見計らって声をかけた。

「は～～～い」

　その言葉に、美砂樹はサッと西南を船穂と自分の間に座らせた。

「さあ、お茶でも飲んで」

　船穂は西南を落ち着かせようと、冷たいお茶を勧すすめた。

「い、いただきます……」

　冷茶を一息に飲み、大きく深呼吸をした西南は、ようやく美砂樹の熱ねつ烈れつ抱ほう擁ようのショックも収まり、辺りを見る余よ裕ゆうも出て来た。そしてようやく、この場所と阿主沙達以外に誰も居ない意味に気付いた。

「……あの、ここに入ってもよかったんですか？」

　一国のトップが、使用人も無しに居るような場所は、プライベートな場所くらいのものだ。

「何を今さら。ここに西南殿を招いたのは、儂より偉えらい者の仕し業わざだから気にするな」

「えっ!?　樹雷の皇様より偉い人が居るんですか？」

「この天樹だよ。もともと樹雷は皇おう家けの樹が支配する場所だ。我々は許しを得てここに住んでいるだけだからな」

「そう言えば、入植したような事を聞きましたが……」

「許しを得たとか、そんな堅かた苦くるしい事じゃ無いのよ。ただお友達になっただけなの」

「ああっ、それだったら何となく分かります。林檎りんご様と穂ほ野の火かちゃんの関係もそんな感じでしたし」

「天樹が西南殿をここに送って来た理由は、あのクソババアの企たくらみを阻そ止しするためだしな」

「瀬戸様の企み？」

「時に西南殿。水みな穂ほを嫁よめに貰もらう気は無いか？」

「はっ？」

「あなた。唐とう突とつすぎますよ」

　余程、西南の表情が呆あつ気けにとられていたのだろう、船穂は笑いを懸けん命めいに堪こらえていた。

「つまりだ。それを女によ官かん達規模でやらかそうと企んでいるわけだ。天樹がゲートのコントロールをしていなければ、その罠わなの中へ放り込まれていただろうな」

「そ、そういえば、月つき湖こおばさんに化けたクイスって人が……」

「クイス・パンタだと!?　それは本当か？」

「はい……変身を解といた姿を見た霧恋さんがそう言ってました」

「……なるほど。そこまで本気、というわけか」

　阿主沙の表情に、一いつ瞬しゆん、悲ひ哀あいのようなものが浮かぶが、すぐさま呆あきれ顔へと変わる。

「それにしてもあのクソババア、お局つぼね部隊まで投入するとは……ん!?」

　と、阿主沙の耳のところに、音声モニターが起動した。

「儂だ……何!?………………そうか、そういう事か。分かった、仕方あるまい」

　少しの間、何かを話していた阿主沙だったが、苦く悶もんの表情で西南の方を見た。

「西南殿、水穂と林檎殿が人ひと質じちに取られた」

「ええっ!?　水穂様と林檎様が人質？」

「まあ、大変！　どうしましょう、あなた？」

「うむ。相手の要求は西南殿との決けつ闘とうだそうだ」

「決闘!?　なぜ俺と？」

「西南殿の武勇は、樹雷でも知るところとなっておるからな」

「武勇って……俺は武術なんか、ＧＰアカデミーでちょっとした護身術程度しか知りませんが……」

「数百の海賊やタラントの襲しゆう撃げきを退しりぞけた事を考えれば、あながち間ま違ちがいとは言えまい。だが安心するがいい。大事な客人を危険にさらす事など、させはせぬ」

「でもあなた。それでは水穂ちゃんと林檎殿が！」

「あの娘達も樹雷の娘だ。人質になり、あまつさえ、自分達が原因で西南殿を危険に晒さらしたとあっては、たとえ助かったとしても、おめおめと生き恥はじをさらす事はあるまい」

「そんな……」

「美砂樹！　決闘場所に闘士を配置しろ！　人質に構わず、犯人を……」

「待って下さい！　俺が行きます！」

　西南は立ち上がり、阿主沙の言葉を遮さえぎった。

「だが、しかし！」

「きっとお二人は、俺の悪運に巻き込まれちゃったんだと思います。だったら、俺が何とかしなくちゃならないんです」

「儂わしの立場としても、樹雷の恩人を危険に晒すわけにはいかん」

「俺にとっては、水穂様も恩人です。俺の運の悪さを承知で、よくして下さりました。それに林檎様の穂野火ちゃんとは友達になりましたから」

　西南の真しん摯しな目に、阿主沙は大きなため息をついた。

「分かった。やってくれるか？」

「はい！」

　　　　×　×　×

「では闥たつ亜あ、頼たのんだぞ」

「はい」

　柾木闥亜は阿主沙に一礼すると、西南が乗ったエアカーの運転席へ乗り込んだ。音もなく浮かび上がったエアカーは、ゆっくりと遠ざかり、小さくなって行った。

「まさか瀬戸様、あの手で来るとは思いもしませんでしたね」

「西南ちゃんは樹雷初来訪だものね」

　船穂と美砂樹は顔を見合わせて微笑ほほえんだ。

「本当にいい子、ですね」

「ああ。ちと甘い所もあるがな。普ふ通つう確率の偏かたよりのある者は、とかく危険から逃にげようとするものだが……いや、そうするべきなのだがな」

「報告にあった通りでしたら、危険との遭そう遇ぐうは、どんなに気を付けていても、あまり関係は無いのでしょうね」

「だからこそ、あの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけて来たであろう高い能力が痛々しい……いったい今まで、どれ程の目に遭あって来たのか」

　戦時下に晒されている人間は珍めずらしくは無い。そしてその場合、周りの人間も全てが同じ条件であり、常に標的となっているわけでは無い。群れで生活する動物がそうであるように、危険を察知する役割分担が可能なのだ。しかし周りが平和な状じよう況きようでありながら、常に標的となっている場合はどうであろうか？　西南は産まれた瞬しゆん間かんから、そんな状況で生きて来たのだ。

「クスッ、柾木の者達が放っておけないタイプですね」

「あのクソババアが、自分の部下達をけしかけるのも納なつ得とくが行く。……本気で、水穂を貰ってくれんかな？」

「成り行きに任まかせるしか無いでしょうね」

「あら、お姉様。あまり進展が無いようだったら、押し付けちゃえばいいんじゃありませんか？」

「それもいいかもしれませんね。七百年、待ったのですもの。あと百年くらいなら構いませんよね？」

「あまり進展が無いようだったら、お歳せい暮ぼ代わりに熨の斗しを付つけて送ってやろう」

　阿主沙はエアカーの消えた方を見ながら頷うなずいた。

　　　　×　×　×

「緊張しているのですか？」

　エアカーが動き出して数分後、闥亜はそう西南に声をかけて来た。

「えっ!?……はい、少しですけど。それよりも水穂さん達が心配で……」

「西南殿との決闘が目的ならば、決闘を受けた段階で目的を達していますから大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ」

「でも……万が一という事が」

「私共としては、西南殿の身の安全が気がかりです。相手が欲しがっているのは、西南殿に勝ったという名めい誉よ、仮に貴方あなたが評判倒だおれだとしても、それを暴ばく露ろしたという功があれば、少々の刑けい罰ばつなど問題ではありません。逆をいえば、水穂ちゃんと林檎殿に危害を加える必要は無いという事です」

「それだったら、いいんですが」

「しかし西南殿は、良くてかすり傷、最悪は死すらあり得るのですよ」

「それは……まあ、いつもの事ですから」

「出来れば、無事に戻もどって来ていただきたいものです。何しろ私の妻が、貴方と話したがっていますしね」

「奥おく様さま、ですか？」

「私の妻は、以前、美砂樹様のご息女、砂沙美様のお世話をしていましてね。しかし砂沙美様が地球にいらっしゃるという事は、極秘事じ項こうとなっています故ゆえ、一度、通信を許可されただけなのです。ですから、少しでも西南殿から砂沙美様の事を伺うかがいたいのですよ」

「そうだったんですか……。わかりました。出来るだけがんばります」

「お願いしますよ。……時に、遙よう照しよう殿は元気ですか？」

「遙照？　あっ、もしかして天地先せん輩ぱいのお祖じ父いさんの事でしょうか？」

「ええ、そうです。実は彼とは古い知り合いで、彼が樹雷を出た原因が私なんですよ」

「そうだったんですか。もの凄すごく元気ですよ。いろいろとお世話になったし、昔は、結構叱しかられちゃって、ハハハ……。でも宇宙に上がって素す性じようを知った時、一番驚おどろいたのはアイリさんと結けつ婚こんしてたって事ですね」

「ハハハ、元気なら何よりです」

　闥亜は笑いながら答えた。だが樹雷の者達は、遙照とアイリが皇立アカデミーから特別な関係であると知っていたし、何より水穂が遙照との子供であると認知している。

「遙照が出しゆつ奔ぽんした時は、ずいぶん悩なやみましてね。つい最近になって無事が知らされて、どれ程嬉うれしかった事か……。しかし聞けば、はるか昔に瀬戸様とは連れん絡らくを取り合っていて、水穂も知っていたと言うじゃありませんか。恥はずかしい話、いま遙照と話をしたら、謝罪より愚ぐ痴ちが先に出てしまいそうでね」

「それで俺に……」

「申し訳ない。みっともない話を聞かせてしまいましたね。さあ、決闘の会場が見えてきました」

　そこは天樹の下層域の少し離はなれた場所にある、魎りよう呼この破は壊かい跡あとのひとつだった。破壊跡といっても、朽くちた巨きよ木ぼくが折り重なり、それを苗なえ床どことして、すでに百メートルほどの樹が生えていた。

「あの折り重なった樹の中に空間がありまして、そこが闘士達の訓練場やら、遊び場所になっているんですよ」

　エアカーは一つの倒たおれた巨木の上に着地した。エアカーから降りた闥亜は、西南の居る後部座席のドアを開けた。

「この倒とう木ぼくの上を真っ直ぐ行くと、連中の指定した場所に着きます」

　闥亜が指差した方向には、巨木が折り重なって出来た巨きよ大だいな洞どう窟くつがあった。

「分かりました、ありがとうございます」

　西南は闥亜に一礼をすると、そのまま目的地に向かって真っ直ぐに歩き出した。その足取りはしっかりとし、恐おそれなどは微み塵じんも感じさせなかった。

「武道の心得は無いという事だったが、あの歩き方はなかなかのものだぞ。……ふむ、なるほどな。常に危険と隣となり合わせで生きて来た結果か……だがそうなると……」

　闥亜は後をつけようか、一瞬考え込むが、

「まあ見物の連中もいるから大丈夫か……だがくれぐれも冷静に頼むぞ、夕ゆう咲ざき殿」

　そう呟つぶやくと、踵きびすを返し、エアカーに乗り込んだ。




　西南は巨大な洞窟の中を、倒木に沿って真っ直ぐにどんどん歩いて行った。洞窟の中は天てん井じようの隙すき間まから陽光が入り、結構明るかった。そこには多くの苔こけや蔓つる、寄生植物が生え、朽ちかけて複雑に入り組んだ倒木が、まるで天然のアスレチック場のようだった。水の流れる音が聞こえて来ていたものの、かなり下の方らしくその存在を確認する事は出来なかった。

　十分ほど歩いた時、いきなり広々としたドームのような空間へと出た。

「うわっ……なんだこれ？」

　瞬間、西南はここが指定の場所だと認識し、身構えた。

「面白い場所でしょ？　ここは大きな切り株の中でね、比ひ較かく的てき柔やわらかい中の部分は朽ちて、硬かたい表皮部分が残ってこうなったんだよ、坊ぼうや」

　いつの間にそこに居たのか、声の主ぬしは暗がりから、天井から差し込むスポットライトのような陽光へ姿を現した。その女性は、一いつ瞬しゆん、男かと思うような七三分けしたショートカットに、精せい悍かんな顔立ちをしていた。ちょっと歩いただけで、そのスラリとしたモデルのような身体からだは、豹ひようのように柔じゆう軟なんで、かつ途と轍てつもない力を秘めた、全身がバネのような印象だった。

（……でも）

　その女性から感じられる雰ふん囲い気きは、粗そ野やな部分はあるものの、清せい楚そさと高潔さを感じさせた。つまり、誰だれかを人質に取るような人間では無いという事だ。

「水穂様と林檎様は？」

「もちろん無事だよ。ちゃんと丁てい重ちように扱あつかっているさ」

　その女の指差す先、ドーム天井近くに、縛しばられて猿さるぐつわをされた、いかにも人質と言った状態の水穂と林檎が、男達に拘こう束そくされていた。そしてその時になってようやく、壁へき面めんの出っ張りに大勢の男達が、西南達を見下ろしているのに気付いた。

「おや、ようやく気付いたのかい？　まあ連中は見物人だから、でかいキノコでも生えていると思えばいいさ」

　そう言って、その女は笑った──が、西南には別に気がかりな事があった。

「一つ質問していいですか？」

「何だい？」

「なぜ水穂様と林檎様がメイド服を？」

　そう！　縛られている二人は、雨あま音ねの家で珀はく蓮れん達が着ていたのと同じメイド服を着ていたのだ。

「地球には『メイドの土産みやげ』って言葉があるんだろ？　だから坊やが勝ったら、お土産に持って帰って貰もらおうと思ってさ」

「えっと……言葉の意味が少々違ちがうんですが」

「………………そうなの？」

　その女はキョトンとした顔で西南を見た。だがすぐに気を取り直し、

「まあ異文化の勘かん違ちがいってのは、よくある話だから、別に私は恥ずかしく無いわよ」

　少し顔を赤らめ、ふんぞり返った。

「姐あねさん。俺達は恥ずかしいです！」

「だから意味が違うって、あれほど言ったのにィ」

「本当に人の話聞かないんだから」

　水穂達を拘束している男達が、口々に困こん惑わく顔で言った。

「うるさい！　キノコ共は黙だまってな！　しゃべるキノコなんて気味悪いだけだろ！」

「へ～～～い」

　男達は不満そうにそう言うと、口を噤つぐんだ。

「とにかく水穂様と林檎様を解放して下さい。俺は逃げも隠かくれもしませんから」

　何やらほのぼのとした雰囲気の中、西南は戸と惑まどいつつ、まだ顔を赤らめたままの女に言った。

「途と中ちゆうで邪じや魔まが入らないための保険さ。坊やとの決けつ闘とうの後、解放してやるよ。第一、坊やが勝った時も負けた時も、お姫ひめ様さまがそこに居ないんじゃ、いろいろと楽しみが無いだろ？　いろいろとね」

　女の言葉に、周りから歓かん声せいと口笛、そして床ゆかを踏ふむ音が鳴なり響ひびく。

「私って優やさしいねえ。……んじゃあ、そろそろ始めようか」

　女の合図で、西南の元に各種武器を並べたケースを持った男が近付いて来る。西南はその武器を一いち瞥べつし、その中からトンファーに似た武器を手に取った。

「なかなかいい選せん択たくだな。この場所では長なが物ものを振ふり回すのは難むずかしい。そいつは操作次し第だいでは盾たてにも銃じゆうにもなる。まああの人は少々の事じゃ、死なないから遠えん慮りよせず戦うといい」

　その男はニヤッと笑いながら言った。

「じゃあ、がんばんな」

　男がケースを持って離れて行くのを確認すると、西南は武器の具合を確かめるよう振り回した。

「うん。こんな感じかな」

　と、振り回している武器から、ドウッ！　っとエネルギー弾だんが発射され、観客の男の頰ほおをかすめて壁かべに小さな焼やけ焦こげを作った。
















「こっ、こら危ねえじゃねえか！」

　男の怒ど鳴なり声に、周囲から笑いが起こる。

「す、すみません！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「アハハハハ！　大丈夫、大丈夫！　決闘前だってんで油断している間ま抜ぬけなキノコには、一発くらい当ててやんな。じゃあ坊や、この石っころが落ちた音が合図だ！」

　女は十センチくらいある、大きめの石を軽く天井付近にまで放り投げた。と、女の雰囲気が急に変化した。

「えっ[image: !!?]」

　それはまったくと言っていいほど、存在感を感じられ無い状態だった。闘気も殺気も無く、見えていなければ果たしてその場に女がいる事すら疑問に思うほどだ。

　ゴンッ!!　落下した石の音と同時に、女の剣けんがムチのように伸のび、唐とう突とつに西南を襲おそった。が、しかし西南の身体はムチの先せん端たんが、地面を穿うがつのより早く、後方へと飛び退しさっていた。

「ハハッ！　よくこの初撃を避よけたわね！　ちょっとショックよ」

　と、女は不ふ機き嫌げんそうな表情で、いきなり飛ぶように間合いを詰つめて来る。西南は考える間もなく、脱だつ兎との如ごとく遮しや蔽へい物の間を逃にげ出した。

（足を止めたらお終しまいだ）

　西南は後ろを気にするのを止やめ、前だけ見て必死で走り始めた。

　　　　×　×　×

「ほう……夕咲のあれをかわすか」

　阿主沙は少し驚いたように唸うなった。今、阿主沙達は大きな控ひかえ室に、瀬戸や兼かね光みつ、アイリ達に捕つかまった霧恋と共に居た。ちなみに美砂樹は、決闘に興奮して乱入しないよう、『天の間』で船穂の監視付きで居残りである。

「兼光殿どのはどう思うかしら？」

　瀬戸はモニターを見たまま、後ろに控えている兼光に尋たずねた。

「夕咲の、あの初しよ太だ刀ちは攻こう撃げきと言うより、意図しない偶ぐう然ぜんの出来事に近いもの。あれは達人でもなかなか見切るのが難しい。見慣れた俺だって躱かわすのに何年もかかりました」

「そうだったわね」

「見た事の無い技わざに武器の特性。しかも武術に関しては素人しろうとの西南殿が、いきなりあれを躱すなど奇き跡せきに近い」

「ふむ。偶然で躱せるほど甘いものでは無い以上、意図して躱したと見る方がよいな」

「西南ちゃんはいつも突とつ然ぜんの危険に晒さらされてきましたから……」

「初動が早いというわけか。だとすれば、その嗅きゆう覚かくは達人レベルという事だが……っと、ふむ！」

　阿主沙はモニターに映うつる西南の動きに見入った。

「兼光、夕咲があの場所を使うのは初めてか？」

「はい。部外者を立ち入らせないようしましたゆえ」

「なるほどな。いや、これは大したものだ」

「どういう事なの、阿主沙殿？」

　瀬戸の役割は情報収集、後方支し援えんだ。さすがの瀬戸も、肉にく弾だん戦となると阿主沙達、闘とう士しには敵かなわない。

「西南殿が夕咲の追つい撃げきを躱せるのは、危険に対する嗅覚もあるが、足場に対する対応の差も、その要因の一つだ。もちろん夕咲が手加減しているというのもあるがね」

「なるほど。西南殿は危険な足場を踏む事無く、最短距きよ離りを移動しているのに対し、夕咲は時折、着地してから対処している。その違いですね？」

「そうだ。だが何でもない所で足をとられたり、動物が飛び出して来るのは、何とも……それがなければ、もう少し西南殿に余よ裕ゆうがあるはずなのだがな」

「以前にも、こういう事がありました。私が用意したトラップは全部避けるのに、何でもない所でこけたり滑すべったり……」

「それが確率の偏かたよりというわけか」

　阿主沙の言葉に、全員が困惑の表情でため息をついた。

「逆を言えば、そのハンデを持ちながら夕咲殿から逃げているという事ね。タラントの襲しゆう撃げきを凌しのいだだけあるわ」

「ハンデなら夕咲にもあるぞ。本当に倒たおす気ならもう終わっているだろうな。とはいえ、あの逃げる中で、何か反はん撃げきの方法を西南殿が身につければ、凄すごい事になるぞ」

「逃げる中で、ですか？」

「西南殿の特性として、多対一での戦せん闘とうが多い以上、それも立派な戦術だ。西南殿は我々のような闘士では無い。たとえ一対一の戦いであっても、正面切っての戦いにこだわる必要はなかろう」

「まさに囮おとり部隊、というわけですね」

「しかし、こう善戦されてしまっては、落とし所が難しいですよ。夕咲の攻撃も本気になってきましたし」

「見物している部下の方達も、それは心得ているでしょう」

　瀬戸は不安げにモニターを睨にらみ付けている兼光を、落ち着かせるように言った。夕咲の性格も戦い方も、夫であり、部下だった兼光が一番知っているが、決闘場にいる夕咲の部下達も、それなりに長く付き合って来た手て練だれ達だ。夕咲が危険な状態になれば、止めに入るはずだ。

　　　　×　×　×

「なあ、ちょっとやばくなって来たな」

　瀬戸の予想通り、夕咲の部下達も、彼女の様子に気付いていた。

「まさかこんなに長引くとは……」

「ああ、初撃で西南殿を気絶させて、水穂様と林檎様に介かい抱ほうさせる、ってのが計画だったからな」

「第一皇おう妃ひ、船穂様の同郷の者が、夕咲様相手にあれ程ほどの健けん闘とうを見せるのは嬉うれしい誤算だが……。とにかく、ちょっとでも夕咲様が危険な状態になったら、止めるぞ」

「んな事だったら、ガーディアンを装備しておくんだったな」

　夕咲の部下達が相談していた時、当の西南は、別の危険に気付いていた。

「みんな逃げて下さい！」

「あっ、馬ば鹿か!!」

　立ち止まって叫さけぶ西南を、夕咲のムチが襲う。あまりにもいきなりであったため、もうその段階では夕咲にもコントロール不可な状態だった。

　バギャン！　大木の一部をあっさり砕くだいて襲いかかるムチを、西南は盾の出力を全開にし、さらに両手で受け止めた。いくつかの状じよう況きようが重なって、何とかムチは西南の両りよう腕うでに巻き付く形で止まった。

「クッ！」

　西南は両腕の軋きしむような痛みで表情を歪ゆがめる。もし状況の一つでも欠けていたら、西南の腕は引き千ち切ぎれていただろう。

「皆みなさん、危険ですからここから逃げて下さい！」

「ちょっと坊ぼうや！　戦闘途と中ちゆうで止まるなんて正気!?」

「ここはまずいんです！　急いで待たい避ひをして下さい！」

「はあ？　何を言って……!!」

　訝いぶかしげな女、いや、夕咲がそう言いかけた時、あちこちから小鳥や小動物の騒さわぎ声が聞こえ、それらが一いつ斉せいにそれぞれの隠れ家がから姿を現し、逃げ出し始めたのだった。

「全員待避！　急げ！」

　その意味に気付いた夕咲の命令一下、部下達の行動は迅じん速そくだった。だが真っ先に水穂と林檎を避ひ難なんさせたところで、決闘場全体に地響きが起こった。

「うわっ！」

　急に足あし下もとが崩くずれ、西南は落下したが、それを救ったものは、西南の両腕に巻き付いたムチだった。

「坊や、しっかりつかまってなさい！」

「もう間に合いません、早く逃げて下さい！」

「夕咲様！」

　部下達が、西南を引き上げようとする夕咲の元へ向かおうとした瞬しゆん間かん、脆もろい天てん井じよう全体が崩ほう落らくを始め、夕咲もそれに巻き込まれた。

　　　　×　×　×

「救助部隊急げ！　高度蘇そ生せい医い療りよう班はんもだ！」

　阿主沙はそう叫びながら、霧恋と同時に飛び出した。瀬戸やアイリは各関係への通達と指揮へと、それぞれが的確に、自分の役割分担を心得ているかのように、作業へと入ったのだ。

　迅速な行動と高度なスタッフのおかげで、西南達が救助されたのは、それから三十分後だった。数万ものマイクロプローブによる捜そう索さくの結果、崩落に巻き込まれたのが西南と夕咲二人だけだと判明、しかも二人共瓦が礫れきの隙すき間まで無事が確認された。すぐさまその隙間へとガーディアンシステムを送り込み、二人をガーディアンで守護し、強ごう引いんに瓦礫を粉ふん砕さいしつつ外へ出すという作戦が採とられた。

　マイクロプローブとガーディアンシステムによって、二人の怪け我がの様子は事前にチェックされていたものの、精密スキャンを行うため、すぐさま西南と夕咲は、その場で無む菌きんカプセルの中へと運び込まれた。

「アイリ様、西南ちゃんは大丈夫なのですか!?」

　精密スキャンを行うアイリの周りに霧恋達が集まって来た。その中には事情を聞いて駆かけつけた雨音とエルマや、無事に崩落から脱だつ出しゆつした水穂と林檎の姿もあった。

「崩落した瓦礫に出来た隙間に居たから、大した外傷は無いわ。精密スキャンは念のためよ」

「そうですか……良かった」

「アイリ殿、夕咲の方は？」

　霧恋達の様子が落ち着いたのを見計らい、兼光はアイリに近付いて来た。霧恋達も不安そうに兼光に道を譲ゆずる。

「ん……そうね。夕咲さんの方は問題なし。擦すり傷きずに軽い打だ撲ぼく、まあ唾つばでも付けとけってレベルよ」

　アイリはそう言うと、精密スキャンを終えた夕咲をカプセルから解放する。

「ハハッ、ごめんね」

　夕咲は呆あきれた表情の兼光にちょっと可愛らしいポーズで謝った。

「謝る相手が違ちがうだろう？」

「西南殿には閉じ込められている時に、いっぱい謝ったわ。もちろん後でもう一度、ちゃんと謝るけど……」

　さすがに西南に対しては、反省しているようで、夕咲は真しん剣けんな表情で俯うつむいた。

「自分がしでかした事に対する覚かく悟ごは、出来ているようだな。まあ、とにかく無事で良かった」

「坊やのおかげよ。とにかく、崩落に巻き込まれた時、西南殿がいち早く警告してくれなかったら、他にも何人か巻き込まれた可能性があるわね。下へ落ちた時は、もちろん私一人なら脱出出来たでしょうけど。でも……」

「坊やは止よせ」

「うっ、うん……。それで坊や、じゃない、西南殿の回かい避ひ行動に合わせたの」

「西南殿の回避行動!?」

「あれは凄いわね……正直驚おどろいたわ。明らかに私を計算に、いえ、たぶん本人は意識していないと思うけれど、私を計算に入れた上での回避行動だった。しかも一切、力任せな排はい除じよは行わないのよ。あれはマネ出来ないわ。結局、気が付いたら、二人分の隙間の中にほとんど怪我もなく居たってわけ」

「地球には生体強化の術もガーディアンも無いからな。それに幼い子供に力任せというのは無理だ」

「確率の偏りさえなければ、とんでもない闘とう士しになれるわよ、あの子」

「その偏りが育てた才能だがな」

「そうか……そうね」

　夕咲が西南の境きよう遇ぐうについて、改めて認識をしたその時、西南の精密スキャンの結果が出たのか、霧恋達がざわめきだした。

「アイリ様、西南殿の様子は？」

「西南君の方は、さすが唾でも付けておけとは言えないけれど、危険な損傷は無いわ」

　アイリの言葉に、その場の空気が和やわらいだ。

「全身に八十っ箇か所しよほどの擦り傷、切り傷、打撲。夕咲殿のムチを受け止めた腕の打撲が一番酷ひどいけど、その次に酷いのが嚙かみ傷に爪つめのひっかき傷ってのは、一体何なの？」

「ああ、それならここに住んでたチビ介が、私と西南殿の閉じ込められている空間に入り込んで来てね……まあ、この崩落で興奮してたせいもあるんでしょうけど、私達の姿に驚いたようなの」

　チビ介というのは、リスに似た小動物の事だ。樹雷では闘士というのは、ある意味最強の生き物であり、大型肉にく食しよく獣じゆうも近付かない。そのため安全を求めて闘士達の側に集まって来るのだ。

「なんか、どうでもいい事で傷を増やしてるのな」

「さすが、西南君ね」

　雨音とエルマもホッとしたのか、いつもの調子で言った。

「アイリ、では緊きん急きゆうを要する怪我では無いのだな」

「はい、お義と父う様。念のため病院で少し休ませた方がいいと思いますが」

「そうか、では少々話をさせてくれぬか」

　阿主沙の言葉に、緊きん張ちようした面おも持もちの瀬戸や兼光達が、阿主沙の周りに集まって来た。

「西南殿、この度たびは大変な不始末をしでかしてしまった。樹雷を代表して謝罪する。この通りだ」

　樹雷皇は西南に向かって深々と頭を下げ、後ろにいる瀬戸や兼光、夕咲は膝ひざを折り謝罪の意を示した。少なくとも、樹雷皇と瀬戸が一いつ緒しよに、誰だれかに頭を下げるなど見た事が無い。霧恋達や闘士、そして救助隊員達は、その光景を啞あ然ぜんと見入った。

「いえ、そんな。俺の方こそ、皆さんを巻き込んでしまって……」

「この『試ためしの儀ぎ』で、素晴らしい意志を見せた男を、あまつさえ樹雷の恩人に、戦い以外での怪我を負わせてしまったのは許されるべき事では無い」

「ここまでなってしまった一番の原因は、俺の運の悪さにあります。そうでなければ、あんなに派手に崩れたりしません」

「お義父様、いえ、樹雷皇様。アカデミー代表として、西南君の言う事に間ま違ちがいは無いと思います」

「そう言ってくれるのは有り難いが……」

　この事故の原因が西南の悪運によるものか、夕咲によるものかで、問題の意味が変わってくる。西南の立場はアカデミー所属のＧＰ艦かん長ちよう、しかも半分、軍所属でもある。場合によっては、大きな外交問題にも発展しかね無い。しかし西南という人間を『試しの儀』で対等と認めた以上、その厚意に甘えるのは樹雷の人間としては抵てい抗こうがあるのだ。

「俺の事は家族も同然、そう言って下さいましたね」

「うっ!!…………いやはや、まいった！」

　西南の言葉に、樹雷皇の意地もプライドもあっさり霧む散さんしてしまった。西南にそこまで健けな気げな事を言われてしまっては、素直に負けを認めるしか無い。

「ここに美砂樹が居なくて良かった」

「本当に」

　瀬戸達は同時に頷うなずいた。阿主沙ですら涙なみだぐみそうになるのに、美砂樹など、数日ぶりに大好きなご主人に会えて大興奮する、大型犬のようになってしまうだろう。

「では、西南殿の厚意に甘えさせていただこう。アイリ、西南殿を病院へ」

「霧恋ちゃん達は昼食会の用意をしてちょうだい」

　瀬戸は西南に付いて行こうとする霧恋達を、呼び止めた。

「しかし西南ちゃんの面めん倒どうを見ないと！」

　霧恋は瀬戸を牽けん制せいするように睨にらんだ。ここで再び西南と分断されたら、どうなるか分かったものでは無い。それは他の者達も同じだった。

「では私が付き添そいましょう。宅の奴やつも西南殿とお話がしたいと言っていましたから」

「そうだな闥亜、頼たのむ。それからお局つぼねと女によ官かん達は撤てつ収しゆうさせろ。それならいいだろう？」

　阿主沙も霧恋達が安心出来るよう、瀬戸にそう命じた。

「分かりました。くれぐれもよろしくお願いします」

　瀬戸が渋しぶ々しぶ頷うなずくのを確認した霧恋は、闥亜に一礼した。

「あっ！　ちょっと待って！」

　と、夕咲は移動を始めたアイリ達を、追いかけ始めた。

「夕咲殿、何か？」

　尋たずねる闥亜を通り過ぎ、彼女は西南のカプセルを覗のぞき込んだ。

「本当に申し訳ない事をしたわね、西南殿。……で、ものは相談なんだけど、うちの娘むすめを貰もらってくれない？」

「はっ？……それはどういう……」

　啞然とする西南の言葉を、

「えええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　っと、その場にいた全員の驚きの声がかき消した。

「お、おい夕咲！　うちの娘はまだ産まれたばかりなんだぞ！」

「産まれたばかり？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんと大きくなって食べ頃ごろになったら、の話よ」

　夕咲はニッコリと笑みを浮うかべた。

「いや、食べ頃って……」

「ちゃんとしっかり、いろいろと仕込んでおくから……」

　と、夕咲は霧恋達を見回し、

「まあ、末席にでも置いてやってちょうだい」

　意味ありげに微笑ほほえんだ。

「こら待て夕咲！　父親の俺を無視して勝手に決めるな！」

「あの子が大きくなって、了りよう承しようしたらいいでしょ？」

「冗じよう談だん言うな！　文句言わない方向に持って行くつもりだろ！」

「最終的に、あの子の意思は尊重するわよ」

「ちょっと、ずるいわよ夕咲。作戦はもう終わったのよ」

「私のは正式な依い頼らいですよ。瀬戸様のとは違いますもの」

「ちょっと待って下さい！　そもそも……」

　夕咲と瀬戸、そして霧恋達は一か所に集まり言い合いを始めた。樹雷の女達がこうなっては、下へ手たに止めようとすれば火傷やけどをするだけだ。阿主沙はさっさと西南を連れて行くよう、闥亜に手で合図を送ると、兼光と共に安全地帯へと移動した。

「……俺の意見は、無視なんでしょうか？」

　闥亜を見上げながら西南は言った。

「あの中に入って行くのは、いくら何でも無む謀ぼうというモノだよ」

「……そう、みたいですね」

　言い合う女性達を見た西南は、先程の大崩ほう落らくよりはるかに危険な臭においを察知し、ため息混じりに目を閉じた。




　西南は天樹の上層にある、皇おう族ぞく専用の病院に収容され、そこで再度、精密スキャンを受けたが、診しん断だん内容は現地で下された内容と寸分変わらぬものだった。後は高速培ばい養ようされた皮ひ膚ふによって、外見からは怪け我がをした跡あとはまったく見えなくなり治ち療りようは終しゆう了りようした。

「じゃあ私は、守蛇怪の所に行くわ。あまり留守にすると天女ちゃんに、西南君の事を知られちゃうしね」

「天女お姉ちゃんは、知らないんですか？」

「さっきの騒さわぎに天女ちゃんまで加わったら大変よ。とにかくいろいろドタバタで疲つかれたでしょ？　少しの間、休んでなさい」

「分かりました」

「山田西南様、ご面会の方が見えられましたが、いかがなさいましょう？」

　樹雷風のナース服を着た看護師が、衝つい立たての向こうから西南に呼びかけた。皇族専用だけあって、病院といったイメージはなく、ホテルのロイヤルスウィートルームといった感じだった。

「面会？」

「ああ、恐おそらくうちの家内です」

「決けつ闘とう場に向かう時に聞いた方ですね。分かりました、お通しして下さい」

「承知しました」

　看護師の気配が消えて数分後、その女性は居ても立ってもいられ無いといった感じに、少し足早な足音を立てて近付いて来た。それを迎むかえるように、アイリは衝立の向こうへ向かった。

「あらお久しぶり」

「アイリ様！　ご無ぶ沙さ汰たをしております」

　衝立の向こうからアイリと女性の話し声が聞こえる。

「やはり私の説明では不安だものね」

「いえ、決してそのような……」

　ちょっとからかうようなアイリの口調に、必死で否定する声は、もの凄すごく真ま面じ目めそうな印象だった。

「いいのよ、ここに来たのは正解だもの。西南君ならきっと、貴女あなたの不安を解消してくれるわ。じゃあ、後はよろしくね」

　そう言って遠ざかる、アイリの足音が聞こえなくなった頃、その女性は衝立の向こうから緊張した面持ちで現れた。と、闥亜の姿を目にしたその女性は、安あん堵ど感かんから表情を和らげた。彼女は西南が話し声から想像した通りの雰ふん囲い気きを持っていた。

「西南殿どの、紹しよう介かいいたします。私の妻の柾木・麻ま真ま・樹雷です」

　闥亜は麻真の手を引くと、西南の所まで連れて来た。

「初めまして、山田西南です」

「クスッ」

　麻真は西南を見ると、安堵の笑みを浮かべた。

「？」

「も、申し訳ありません！　砂沙美様がご説明された通りの方だったので、嬉うれしくて」

　不思議そうに見る西南に、麻真は慌あわててそう言うと、感極きわまったように涙を流しはじめたのだった。




　神木家迎げい賓ひん館かんでは、西南達の昼食会に向けての準備が行われていた。瀬戸と水穂、そして林檎は各部署の進行状じよう況きようを視察していた。西南を迎えるという事で、どこも活気があったが、特に厨ちゆう房ぼうは、今までに見た事も無いような活気、というよりお祭り状態だった。

「ずいぶん嬉しそうね、料理長達」

「おそらく金に糸目を付けない料理なんて、久しぶりだからでしょう」

「ああ、なるほどね」

　水穂の言葉に、瀬戸は林檎の方を見て、納なつ得とくしたように頷いた。

「私はあくまで、料理長の腕うでで何とか出来る範はん囲いでの予算は組んだつもりです！」

　林檎は恥はずかしそうに反論した。

「……まあ、その時の体験を活いかして書いた節約料理本がベストセラーだから、人生何が幸いするか分からないわよね」

「お客様には好評をいただいています！」

「そうかぁ、あれって食べられるんだぁ、って感想が一番多かったけれどね」

「水穂様！……もういいです！　瀬戸様と水穂様には、料理長の新作節約料理を出すように言っておきます」

「えっ!?」

　瀬戸と水穂の表情がサッと青ざめる。

「最近、料理長、ゲテモノの方に興味を持ちだしていましたから、試食をする人が居なくて困っていたんです」

　料理長の節約料理は、最終的にはサバイバル料理と変わらなくなっていたからだ。その上にゲテモノとなれば、どんな物を材料に使っているか、分かったものでは無い。迂う闊かつにそれを知ったならば、しばらく食事が喉のどを通らなくなるかもしれ無いのだ。

「そうよ、水穂ちゃん！　林檎ちゃんに謝りなさい」

「林檎ちゃん。ああやって、あっさり部下を切り捨てる人って、どう思う？」

「先程も西南様をおびき出すエサに使われましたしね」

「えっ!?…………あっ、いけない！　私、他にも用があるんだったわ！　水穂ちゃん、林檎ちゃん、後はお願いねぇ」

　あっさり徒党を組まれてしまった瀬戸は、慌てて逃にげ出した。その後ろ姿を二人は笑いながら見送った。

「フフッ……でも、西南様が助けに来て下さった時は、とても嬉しかったですわ」

「私も、ちょっと感動しちゃった」

「エサにされたのも、あながち悪い事ばかりではありませんでしたしね。惜おしむらくは、助け出された後のイベントが無くなってしまったところでしょうか？」

「しかも、夕咲様の娘さんに先を越こされちゃって……」

「末席に加えてやってって、仰おつしやってましたけど」

「気付いてる？　西南君の正式な許嫁いいなずけってあの娘こが第一号よ」

「あら！　そう言えばそうですわね。霧恋さん達も気が気じゃないでしょうね」

「霧恋ちゃん達はともかく、林檎ちゃんはどうなの？」

「その言葉は水穂様に。私は当面、『試ためしの儀ぎ』で十分満足ですから」

　そう言うと、林檎は次の視察場所に向けて歩き出した。その満足そうに歩く後ろ姿を見ていた水穂は、

「そうね……なるようにしかならないか。では！　私も、少しは真面目に考える事にしましょう！」

　水穂は西南に貰った皇おう玉ぎよくに手を当てると、林檎を追って歩き出した。




　西南と麻真は、美しい景観のテラスで話をしていた。

「砂沙美ちゃんが、地球でどう暮らしているか？　ですか……」

「あの方は、難しい立場の中で育ってこられました。姉君である阿重霞様が出しゆつ奔ぽんされた時も、その身を案じて付いて行かれて……。ですから、相手を気き遣づかって、なかなか本心をお出しにならないのです。砂沙美様とは通信のみで、直接お会いする事は出来ません」

「それで俺に、ですか」

「はい。ですから……」

　麻真は縋すがり付くような目で西南を見つめていた。

「俺が見た砂沙美ちゃんは、とても元気で明るい女の子ですよ。確かにノイケさんが来るまで、天地先せん輩ぱいの家の家事一切を取り仕切ってましたから、年相応の女の子じゃ無いと思う事もありましたけど、でも……あそこにいる人達はみんないい人達ばかりです」

　西南は出来るだけ自分の気持ちを伝えようと、一いつ生しよう懸けん命めい話し始めた。

　麻真が天地を知れば、砂沙美への懸け念ねんは無くなるはずと考え、自分の生おい立ちや、柾木家の人達が自分を受け入れてくれた事などを通じて、天地という人間の人となりを懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明した。

「それに魎りよう皇おう鬼きっていう、猫ねこウサギをいつも連れて、下の村にもやって来てて……」

　人に敬遠されて来た西南は、人の負の感情を嗅かぎ取るのが得意だ。だが砂沙美が話す天地達の事に、その負の感情は見あたら無い。もちろん一いつ緒しよに住む者達の困った部分には愚ぐ痴ちをこぼす事もあるが、それもどこか楽しげな様子さえうかがえるのだ。だから砂沙美の普ふ段だんの様子を事細かく説明すれば、砂沙美をよく知る麻真の不安をきっと取り除ける筈はずだと確信していた。そしてそれは西南の期待通り、少しずつ効果が現れて来たのだ。

（……ん？）

　西南と麻真の様子を少し離はなれて見ていた闥亜は、妻の表情が次し第だいに穏おだやかなものになって行くのに気付いた。

　麻真は砂沙美の事になると、過か剰じようなくらい、あれこれ心配をし不安になる。それは砂沙美を幼い頃から面めん倒どうを見て来たという事と、まだ独り立ちも出来ない少女の内に、手元から離れて行ってしまったせいだ。砂沙美が阿重霞と共に樹雷を出奔したと知った時の麻真の嘆なげき様は、両親や母方の祖父である内うつ海つみ以上だった。何度となく行われた捜そう索さく隊に加わった事も一度や二度では無い。破産寸前まで自費を投じ、自分の伝つ手てを使い、必死になって砂沙美の行方ゆくえを追い求めたのだ。

（樹雷を守りきれなかった俺。砂沙美様の家出を止められなかった麻真……）

　麻真の痛みと立場を知る闥亜が、他者と自己の責めから麻真を守ろうとした事が、二人を結び付けるきっかけとなった。

　皇族でも貴族でも無い麻真との結けつ婚こんを支し援えんしてくれたのは阿主沙と船穂、そして美砂樹だった。結婚にあたり、まず魎呼侵しん入にゆうの責任をとるという形で闥亜が、柾木から眷けん族ぞく正まさ木きへ降格処分となった。次に麻真を正木の養女にする事で、二人の結婚が許されたのだ。

　ちなみにその後、情勢が落ち着き、闥亜は柾木への復帰が許され、麻真は美砂樹の教育係としての繫つながりもあり、一度神木家の養女となる事で、現在は闥亜と共に柾木家皇族として扱あつかわれていた。

（砂沙美様が無事だった喜びと、直接会って確認出来ない苛いら立だちが、麻真を頑かたくなにしてしまったのだが……優やさしい子だな、西南殿は）

　途と轍てつもない確率の偏かたよりという異能にも歪ゆがまず成長して来た、西南という少年の素直な心と、麻真に砂沙美の状況を出来るだけ教えたいという一生懸命さが、西南の言葉以上に、麻真の心を解ときほぐしているのだ。もちろん西南の説明は西南の意図通り、砂沙美やアイリの言葉以上に、麻真には分かり易やすいものだった。

「そうでしたか……。おかげさまで、あちらのお宅の、はっきりとした全体像が見えて参りました。本当にありがとうございました、西南殿」

　麻真はすっかり落ち着いた様子で、西南に深々とお辞じ儀ぎをした。

「ではそろそろお暇いとまする事にしよう」

「はい」

「西南殿、先程アイリ様から聞いたのですが、守蛇怪の廃はい艦かんが決定したそうです」

「えっ、本当ですか!?」

「詳くわしい事は、アイリ様の方から説明があると思います」

「わ、わかりました」

「では、いろいろとお世話になりました」

　闥亜は一礼をするとそのまま、麻真は何度も西南の方を振ふり返りお辞儀をして帰って行った。二人の姿が見えなくなるまで見送った西南は、急いでアイリに通信をした。

『あら話は終わったの？』

「はい。それよりアイリさん、守蛇怪の廃艦って本当ですか？」

　西南は居ても立ってもいられないといった感じで、アイリに詰つめ寄よった。

『ん？　ああ、闥亜殿から聞いたのね。本当よ』

「何な故ぜなんです!?　そんなに酷ひどい状態なんですか？」

　それはまるで誰だれか、西南の知り合いが大おお怪け我がで病院に運び込まれでもしたような、不安顔だった。

『西南君にテストして貰もらうのは、これが最後だって説明は受けたわよね？』

「はい。でも」

『データロガー艦というのは最終的には、解体して構造体の状況を詳しく調べるものなのよ。まあ、西南君の気持ちは分かるけれど、『守蛇怪』計画は、これにて終しゆう了りよう。これはもう決定した事なの』

　それはアカデミー理事長としての命令だった。西南は悲しげに、しかしはっきりとした口調で、

「了りよう解かい」

　そう言ったのだった。

『よろしい』

「それでアイリ理事長、お願いがあるのですが」

　西南は真しん剣けんな表情で顔を上げると、アイリを見つめた。




　コン、コン───堅かたい木の床ゆかを歩く音が、薄うす暗ぐらく広いドックに響ひびく。

　西南がやって来た守蛇怪ドックは、静かで人一人居なかった。薄明かりに照らされた艦体は傷と汚よごれでいっぱいで、全ての動力を落とされた姿は、まるで霊れい安あん室しつに横たえられた遺体のように生気が無く、抜ぬけ殻がらのように見えた。

「守蛇怪……」

　そう言ったきり、西南は押おし黙だまったまま守蛇怪を見つめていた。

　守蛇怪によって教えられた事は多い。そして共に戦い、守られ、西南の夢を実現してくれた艦。たとえそれが航路決定だけの、お飾かざり艦長であろうとも、守蛇怪は西南にとって初めての艦であり、戦友だったのだ。

　滲にじむ涙なみだを拭ぬぐい、西南は敬礼の姿勢をとった。

「ありがとう、守蛇怪」

『どういたしまして』

　その声はまるで守蛇怪が発したように聞こえた。

「えっ、えええっ!?　守蛇怪がしゃべった？」

　慌あわてる西南の視界に、淡あわい若葉色をした髪かみの少女の姿が入って来た。彼女は守蛇怪に架かけられた調査用足場の最上部に立ち、西南に微笑ほほえみかけていた。

「君は？」

　だが少女は何も答えず、軽かろやかな足取りで階段を降りて来る。年ねん齢れいは砂沙美と同じ位であろうか？　しかしその少女は、どこか浮うき世よの者とは思えない雰ふん囲い気きを持っていた。

「君は、守蛇怪、なの？」

　我ながら、妙みような問いだ───西南はそう思いつつ、聞かずにはいられなかった。その少女が守蛇怪から抜け出して来た、魂たましいのようなモノに思えたのだ。だが少女は答えない。ただ優しげな微笑みを西南に向けたまま、近付いて来るだけだ。

「君は、守蛇怪なのか？」

　少女が西南の前にやって来た時、西南はもう一度尋たずねた。
















「そうよ」

　それが本当か噓うそか、或あるいはもしや彼女は魎皇鬼と同じ、コンピューターユニットの端たん末まつ体たいなのかもしれないなどという現実的な考えは、西南の中には無かった。ただ彼女の言葉を受け入れただけだ。

「俺には君を助ける事が出来ない。だからせめて、ありがとうって。君にお礼が言いたかった……」

「……忘れないで」

「えっ!?」

「私を忘れないでいてくれれば、貴方あなたの記き憶おくの中に残れば、私は存在していられる」

　まるで体重など無いかのように、その少女はスッと後ろへ飛んだ。

「私は永遠に、アストラルの海に存在出来る。貴方と一緒に飛べるわ」

　そう言いながら少女は舞まい、淡い若葉色の髪が揺ゆれ、服が淡く蛍ほたるのように光る。

（……綺き麗れいだ）

　少女の舞まいは、まるで守蛇怪が自みずから鎮ちん魂こんするかの様に、幻げん想そう的で悲しくそして美しく西南の心を揺さぶった。

　ピピッ。と、その静せい寂じやくを破るように、呼び出し音が鳴り、

『西南君、そろそろ時間よ』

　アイリの声が舞の終演を伝えた。

「フフッ」

　残念そうな表情の西南に、その少女はゆっくりと近付いて来る。そして西南の顔を見上げた。

「…………」

　何を言われたわけでは無いが、西南は膝ひざを折り、少女の前に顔を近付けた。

「さようなら」

　少女は西南の唇くちびるに軽くキスをすると、そのまま奥おくの暗くら闇やみへと走って行った。

『西南君、聞こえている？』

「……えっ？　あっ、はい……聞こえています」

　西南はアイリの声に気をとられ、一いつ瞬しゆん視線を少女から外した。そして立ち上がった西南は、再び少女の方に視線を向けたが、すでにそこに少女の姿は無かった。

「……すぐに、もどります」

　それが幻まぼろしだったのか、誰かの悪戯いたずらだったのかはどうでも良かった。ただ守蛇怪という友人と、ちゃんとしたお別れが出来たという満足感があった。




「あら、何かいい事でもあったの？」

　通路で待っていたアイリは、西南の顔を見るなりそう言った。

「えっ？」

「ずいぶんすっきりとした顔になってるからね」

「ちゃんと、お別れが出来ましたから」

「それは結構」

　笑みを浮かべながらそう言うと、アイリはバレーボールのようなモノを西南に投げて寄よ越こした。反射的にそれを摑つかもうとした直前で、そのボールは空中でピタリと止まった。

「アイリはん、いきなり投げんといて！」

「ＮえぬＢびー!?」

　それがＮＢだと認識した西南の表情は、ちょっと複雑そうだった。

「怪あやしげなプログラムは削さく除じよして、ちゃんと調整しておいたから、もう変な事をしないと思うわよ」

「……本当ですか？」

　疑わしそうな目で西南はアイリを見た。

「うん、多分」

「本当に？」

「うん、多分」

「……………まっ、いいか」

　これ以上、問答しても時間の無む駄だだろう、そう西南は判断した。

「私は、ちょっと守蛇怪移送の打ち合わせに行って来るわ。昼食会には出席するから、先に帰っていて。場所はＮＢが案内してくれるからね」

「分かりました」

　守蛇怪の格納している方向へ歩き出したアイリを見送ると、西南はＮＢの方を見た。

「旦だんさん、いろいろと迷めい惑わくをかけてすんまへんなぁ」

「うん……まあ、あの状じよう況きようじゃ、仕方ないよ。とにかくみんな無事だったから、それで良しとしよう」

「せやな。今は後こう悔かいより、先に進むこっちゃな」

「うん。じゃあ、案内よろしく」

「了解」

　ＮＢはフラフラッと、西南の先導をするように飛び始めた。







　　10「ランチ・ショー」







「あっ、西せい南なちゃん。食事の前に着き替がえをするから、まずお風ふ呂ろね」

　客室へ戻もどって来た西南を出で迎むかえたのは月つき湖こともう一人のお局つぼねだった。もちろん月湖の姿をしたクイス・パンタなのだが……。

「いえ、あの……一人で入れます」

　正体を知った後でも、目の前の月湖は、どう見ても月湖自身としか思えなかった。

「ねえ西南ちゃん。恥はずかしいのは分かるけれど、これも私達のお役目なの。西南ちゃんをどこに出しても恥ずかしく無い格好にしなければ、私達が叱しかられちゃうの。だから助けると思って、ね」

「……助けて欲しいのは俺です！」

「そんなに恥ずかしがらずに。ムラムラしたら、遠えん慮りよ無く行くところまで行って構わないんですから」

　もう一人のお局が言った声に、西南は聞き覚えがあった。

「まさか!?」

　西南は、お局のフードの下から顔を確認しようと覗のぞき込んだ。

「あら駄だ目めよ、西南ちゃん。このフードはスカートと同じ。女によ官かんにとってこの中を覗かれるのは、裸はだかにされるより恥ずかしい事なのよ」

「ＮえぬＢびー！　音声照合は？」

「間ま違ちがいなく、瀬せ戸とはんやで」

「チッ！　アイリちゃんたらボール返すの早過ぎよ」

「ボールちゃう！」

「バレたとあっては仕方が無いわね。さあみんな、最後のチャンスよ！」

　フードを外した瀬戸が合図をすると、木こ陰かげやクローゼットの中、天てん井じようからソファーの裏からと、どこにどうそんなに隠かくれていたのかという数の女官達が、大挙して現れ、西南に駆かけ寄よって来た。

「西南殿どのを、脱ぬがしてお風呂にご案内～～～♡」

「は～～～～～い！」

　瀬戸の言葉に、一いつ斉せいに嬌きよう声せいを上げた女官達は、あっという間に西南の衣服を脱がすと、自分達の服も脱ぎ始めた。

「ちょっと、こら、あんさんら！　ええ加減にしい！」

「あらＮＢちゃん。貴女あなたも参加してもいいのよ」

「えっ？　いえ、でも……」

「これだけ多いんだから、分から無いわよ。さあ、早く早く！」

「…………」

　ＮＢは無言のまま、西南から見え無い位置でキルシェの形状をとった。

「月湖ちゃん、霧きり恋こちゃん達はまだ大浴場の方よね？」

「それから着替えですから、邪じや魔まは入りませんよ」

「オーケー！　さあ、みんな準備はいいわね？」

「は～～～～～～い！」

　　　　×　×　×

　守かみ蛇だ怪けクルーメンバーに、エルマ、途と中ちゆうで合流した水みな穂ほと林檎りんごは、ほとんど公園のような広さの大浴場を貸し切り状態で入浴していた。

「お～～い、大だい丈じよう夫ぶか？　霧恋」

　大きな石に寄りかかって脱だつ力りよくしている霧恋に、雨あま音ねは指でお湯を弾はじきかけた。

「疲つかれているんだから、少し放って置いてちょうだい」

「私とエルマをのけ者にして遊んでいたからよ」

「遊んでいたわけじゃ無いわよ！」

「その努力の甲か斐いあって、西南君の初めて作戦は失敗ってわけなんだから、良いんじゃありません？」

「あら、何？　エルマは西南の初めてになりたかったの？」

「パーソナルでお相手しましょうか？　と提案した事ならあるけれど……」

「ちょっとエルマ……」

　霧恋がお湯が凍こおり付きそうな怖こわい顔でエルマを睨にらむ。

「ほら落ち着けよ、霧恋」

「結局、色いろ仕じ掛かけや性的な快楽に対する耐たい性せいを教えるって事でしょう？　一番手っ取り早くて安全なのは、貞てい操そう結界で性せい交こう渉しよう出来ない状態にしちゃう方法じゃありません？」

「あっ!?」

　灯台下もと暗し───あまりの盲もう点てんに、霧恋達は啞あ然ぜんとなった。

「まあ、それはそれで少々気の毒な方法ですけど。雨音さんや玉ぎよく蓮れんさんの側にいて、それなりに理性を保っているんですから、色仕掛けに対する抵てい抗こう値ちはかなり高いと思うんですよね」

「霧恋って番犬も居たけど……チャンスが無かったわけじゃ無いものな」

「後は、いっそ西南君のＮＢにあの時のパーソナルデータを入れて使うとかでも良いのではありません？」

「あら、あの時のパーソナルって？」

　水穂は興味深げに顔を近付けて来た。

「アイリ様が霧恋さんや私達のパーソナルデータをＮＢに入れてたんです。それももの凄すごい出来の良いやつを」

「まったく、お母さんたら」

「ちょうどアイリ様も居るし、水穂様と林檎様のも入れておいたら？」

「冗じよう談だん言わないで！　樹じゆ雷らいの皇おう族ぞくの姫ひめ様さまのパーソナルをそんな事に使ったら、不敬罪で一生牢ろう獄ごくよ！」

「冗談だよ。結局、最初に貞操結界に気付いていれば、それでお終しまいだったってわけだな、アハハハ」

「とりあえず、時間切れだから、もういい……」

　霧恋は頭を抱かかえ、再び岩にもたれ掛かかった。

「時間切れか……ところで水穂様、瀬戸様ってどこにいらっしゃるんです？」

　雨音は辺りを見回し、ふと不安になった。

「昼食の準備の途中で用があるとかで………ああっ！」

　水穂の言葉が終わらぬうちに、林檎はどこかへ確認の通信を行っていた。

「水穂様、経理の娘むすめ達と連れん絡らくが取れません！」

「まさか、この期ごに及およんで……」

　と、その時、立ち上がった霧恋の隣となりの岩に、転送ゲートの回路図が浮うかび上がり、そこから裸の西南が飛び出して来た。

「きゃっ！」

　西南はその勢いのまま、霧恋と抱だき合うような形で浴よく槽そうに倒たおれ込んだ。

「き、霧恋さん？」

　目の前に霧恋の顔、素す肌はだに直接感じられる肌の柔やわらかさと体温、そして胸のふくらみとウエストのくびれ……。その時の西南を誰だれが責められよう。

「せせせっ……西南ちゃ……！　キッ、キャアアアアアアアアアアア!!」

　下半身に西南のモノを感じた霧恋は、恥ずかしさのあまり、反射的に思いっ切り西南を突つき飛ばしていた。

「危ない！」

　珀はく蓮れん達は咄とつ嗟さに肉の壁かべとなり、西南の勢いを殺した。最終的に岩に叩たたき付けられそうになった西南を抱き止めたのは林檎だった。

「す、すみません。助かりました……」

　一難去ってまた一難。その時の西南を誰が責められよう。

「せ、西南様…………」

　幸い（？）霧恋との時と違ちがい、西南を助けようとする気持ちが勝まさったのか、林檎が西南を突き飛ばす事は無かったが、林檎の腕うでは金かな縛しばりにあったように、西南を抱き締しめたまま動かなくなっていた。

「あああああああああ」

　林檎は真っ赤になって涙なみだをポロポロ流していた。

「アハハハハ、西南ちゃん待ちなさい！」

　林檎が西南を受け止めたまさにその瞬しゆん間かん、ゲートから出て来た瀬戸とクイス月湖は、霧恋と鉢はち合あわせをしていた。

「あ、あれ？　何でここに霧恋ちゃんが……」

「まずいですよ瀬戸様……ここって大浴場です」

「そういえば、砂さ沙さ美みちゃんにゲートをいじるの止やめてって言うの忘れてたわ……」

　瀬戸とクイス月湖が、自分達の置かれている状じよう況きようを理解した時、次々と経理部の女官達がゲートから飛び出して来た。

「ウガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　状況を理解した霧恋の怒いかりがリミッターを外し爆ばく発はつする。次の瞬間、大浴場は阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩堝るつぼと化したのだった。




　迎げい賓ひん館かんの一番狭せまいが、一番豪ごう華かな食堂で、西南を歓かん迎げいする昼食会は開かれた。内輪の昼食会という事で、無ぶ礼れい講こうの半立食形式の昼食会は、食べたいものを求めて移動、近くにいる人間が料理をよそってくれ、会話を楽しむ物だ。これは樹雷が海かい賊ぞくだった時の名残なごりだ。

　樹雷の人間国宝が贅ぜいを尽つくして作った組木細ざい工くのテーブルには、これまた贅を尽くした豪ごう勢せいな料理が並び、高級な飲み物には神樹の酒やジュースまであった。国こく賓ひんレベルでも味わえないようなメニューにもかかわらず、その場には非常に気まずい空気が漂ただよっていた。それもその筈はず、あの大浴場に居た者で、無傷なのは霧恋だけ。後はあちこちに修復用のテープだの包帯を巻いた者ばかり。そして何より無傷の霧恋の不ふ機き嫌げんさが、その場の空気を重くしていた。

　まるで通つ夜やの様な空気の中、少しでも場を明るくしようと、兼かね光みつの策略で婚こん約やくに至った幸せ女官達により、祝しゆく杯はい用のグラスにお酒かジュースが注がれ、この場の主しゆ催さい者しやである瀬戸が音おん頭どをとるべくグラスを手に取った。

「皆みな様さま、本当にご苦労様。西南殿、改めてお礼を言わせてもらうわね」

「……いえ、そんな」

「長々とした挨あい拶さつをする間あいだ柄がらでもありませんので、どうぞ皆様、グラスをお手に」

　霧恋を除いて全員がグラスを手に取る。

「では乾かん杯ぱい！」

　瀬戸の音頭と共に、全員がグラスを口にしようとしたその時、霧恋はいきなり神樹の酒のボトルを手に取り、手しゆ刀とうでボトルの首を切るとそのまま一気飲みを始めた。

「……霧恋、ちゃん!?」

　もちろん津つ名な魅みならば、神樹の酒を無茶飲みさせる事は可能だ。しかし、一本しか無い神樹の酒をラッパ飲みする暴挙は、瀬戸ですら見た事は無い。

「おお……っと、いけないいけない」

　思わず拍はく手しゆをしようとした瀬戸だったが、慌あわてて止めた。これが自分への嫌いやみである以上、その行こう為いを喜んだりしたら、再び爆発をしかねない。

　ダンッ!!

　空からになったボトルをテーブルに叩き付けると、霧恋はそのままテーブルに突っ伏ぷしてそのまま動かなくなった。幸せそうな女官達と、その明るい雰ふん囲い気きに縋すがり付く出席者の空気を読んだ結果、さっさとケリを着けようとしたのだ。

「とんでもなく高くつきましたねぇ」

　とりあえずオチが付いたところで、兼光が空のボトルを見ながら、瀬戸に取り分けた料理を渡わたした。

「今の光景と神樹の酒、どっちが貴き重ちようかしらね？」

「なるほど、そういう考え方もありますな」

「神樹の実で作った果か汁じゆうジュースならまだあるわよ。こちらは阿あ主ず沙さ殿どのが送って来てくれた奴やつだけど」

「何な故ぜジュースを？」

「西南殿へのお礼だからでしょ？」

「ああ、本人が飲めない物を送って来るわけはありませんか……では、少々いただいて酒で割りましょうか」

　兼光と瀬戸のやりとりをきっかけに、その場の空気はいつもの感じに戻もどった。だがさすがに西南と風ふ呂ろ場ばにいた女性陣じんとは、微び妙みような雰囲気のままだ。特にしばらく抱き合う形となった西南と林檎は視線が合うだけで、真っ赤になってしまうほどだった。

　玉蓮はその様子を見て、水穂にそっと近付いた。

「？」

　不思議そうにしていた水穂は、玉蓮が魚のフライに白いタルタルソースに似た物をかけるのを見て顔を赤くした。その様子に気付いた雨音とエルマ、珀蓮と火か煉れんは、大浴場で西南がどういう状況だったのかを瞬しゆん時じに理解した。

「なるほど、水穂様が西南と林檎様を急いで浴槽に倒し込んだのは、そういう事か」

　雨音以下、気付いた者達が水穂の所にわらわらと集まって来た。

「水穂様……よく気が付きましたね」

「一番近くにいたからよ」

「林檎様はその事には？」

「気付いていないと思うわ。とにかく私達も気付いていないふりをするのよ。特に玉蓮」

「もちろんです。西南様に恥はじをかかせるわけにはいきませんから」

「あの状況じゃあ、不ふ可か抗こう力りよくでしょ？　特に西南のような若い男の子にはさ」

「……変なトラウマにならなきゃ良いけど」

「やはり早い内に経験させるべきなのかしら？」

　瀬戸は魚のフライを頰ほおばりつつ雨音達の輪の中にいた。

「そうですね……って、瀬戸様！　いつの間に!?」

「内ない緒しよ話ばなしは見えないところでやりなさい」

　瀬戸は口の端はしに付いた白いソースをゆっくりと淫いん猥わいに嘗なめ取ると、ニンマリと笑みを浮かべた。雨音達はこの時になってようやく、他の者達の視線がこちらに集中している事に気付いた。だが幸いな事に、当事者である西南と林檎は、雨音達が集まっていた理由に気付いてはいないようだった。

「さて、宴えんもたけなわでございますが。ねえ西南殿！」

　瀬戸はお皿をテーブルに戻すと、西南の方を向いて立ち上がった。

「西南殿が運んで来た荷物の中身、知りたくない？」

「荷物の中身ですか？　それは……もちろん知りたいです。海賊が何故あれだけしつこく追いかけて来たのか、ずっと疑問でしたし……でもいいのですか？」

「ええ、でもここだけの話にしてね。ほら、霧恋ちゃんも起きて起きて！」

　瀬戸はもと居た場所に戻ると、女官達に合図をした。女官達はサッとその場から居なくなり、同時にシークレットウォールが張られた。

「さてご来場の皆様。これがあの荷物の中身でぇ～～す！」

　瀬戸の言葉と共に、テーブルの上全体に、胃腸の悪そうな瘦やせこけた男の映像が映うつし出された。

　その場の空気がザワつき、各々がその意図を量はかるように瀬戸を見た。

「この人が、荷物と何か関係があるのですか？」

「あっ、ごめんなさい。これ雨音ちゃんのお見合い写真だわ」

　その瞬間、全員が脱だつ力りよくしてテーブルに突っ伏した。

「はあ!?」

「ホホホ、ちなみに年ねん齢れいは雨音ちゃんと同じ。呉ご服ふく問どん屋やの次じ男なん坊ぼうで、小鳥さんと話すのが大好きだそうよ」

「ったく……見合いをまとめる気があるとは思えないよな」

「雨音！　今はそんな話じゃ無いでしょ！」

「ハハッ、霧恋、いつもの調子に戻ったじゃない。瀬戸様、私のお見合いはどうでもいいですから、本題に入って下さい」

「え～～っ、まだ他にたくさんあるのにィ」

「瀬戸様！」

「はいはい。お見合い話はまた後でね」

　霧恋に睨にらまれ、瀬戸は不満そうに映像を消した。そして次に映し出されたのは、種のようなものだった。

「……また映像を間ま違ちがえたってオチじゃ無いでしょうね？　瀬戸様」

　呆あきれる雨音の向かいで、霧恋の表情が変わった。

「もしかして皇おう家けの樹の!?」

「正解。第三世代、皇家の樹の種よ」

　瀬戸は小さく頷うなずいた。今度はさすがに、その場にいる事情を知らなかった者達の表情も驚きよう愕がくへと変わる。

「しかし何故そのような物が？　本来、厳重に管理されているのでは無いのですか？」

「……数万年前、まだシャンクギルドがその隆りゆう盛せいを誇ほこっていた時、皇家の船が破は壊かいされるという事件が起こったの」

「皇家の船が!?　もしかしてシャンクギルドにですか？」

「ええ。皇家の樹は本体破壊の際に、自分のコピーを残すの。これはその時、回収出来ずにずっと行方ゆくえ不明になっていたものなのだけど、それを最近になってタラントが発見したらしいの。おそらく、樹雷と同じく秘密裏りに捜そう索さくしていたんでしょう」

「なるほど。これを運んでたんじゃ、海賊も目の色変えて追っかけて来るはずだわ」

「この種のマスターは、もうこの世にはいないわ。もしこの子を発はつ芽がさせ、タラント、或あるいは海賊の誰だれかがマスターとなったら、そしてもし次世代の種を作る事に成功すれば、銀河連盟にとっては途と轍てつもない脅きよう威いになったでしょうね。だから西南殿、この荷物を守り切ったのは銀河連盟を、そして私達にとっては、家族を守ってくれたのと同じなの」

「クッ！　だったら樹雷艦かん隊たいを動かして下さいよ！　どんなに問題があろうとも、タラントの手に渡るよりマシでしょう!?」

「あら、私は西南殿なら絶対、守り通してくれるって信じていたもの」

「うっ！」

　瀬戸の棒読みの台詞せりふと微笑ほほえみに、雨音達は二の句が継つげなくなった。

「終わり良ければ、全て良し！　そうそう、リョーコ殿にもお礼を言わないとね」

「私、ですか？」

「これを取り戻してくれたのは、リョーコ殿のお仲間のご尽じん力りよくの賜たま物ものなのよ。そこでサプラ～～イズ！」

　と、シークレットウォールが解除され、女官達が何やら準備を始めた。

「さあエルマ様、リョーコ様に変わって下さいまし」

「えっ!?　あの！」

　状じよう況きようが飲み込めないエルマは、女官達に引きずられるように、どこかへ連れられて行かれた。

「な、何が始まるんです!?」

「それは見てからのお楽しみ。さあ、他の人達は食事を続けて」

　瀬戸に言われ、西南達は食事を再開した。それから十分ほどした時、再び会場全体をシークレットウォールが覆おおった。と、舞ぶ台たいにスポットライトが照らされ、しずしずと瀬戸がマイクを持って現れた。

「皆様、お待たせいたしました。これより感動の対面ショー、『あの人は今』をお送りいたします。では最初のゲストの登場です！　皆様盛大な拍手をお願いいたします！」

　啞あ然ぜんとなる西南達をよそに、どこからか拍手と歓かん声せいが聞こえて来た。

「ほらこっちよ」

　なかなか出て来ないゲストに痺しびれを切らせたのか、瀬戸は舞台袖そでに行って、ドレス姿のリョーコ・バルタを引っ張って来た。

「瀬戸様、なぜ私がこんな格好をさせられるのです？」

　リョーコは大きく開いた胸むな元もとを押さえながら戸と惑まどっていた。

「だいいち、この紋もん章しようは滅めつ亡ぼうしたバルタギルド総そう帥すい一族の文もん様よう。その名を姓せいに頂いただいているとは言え、みだりに使用してよいものでは……」

「さあリョーコ殿。今日この会場に、貴女のお祖じ父い様が見えられています」

「えっ、えええええええええええ!?　でも私は天てん涯がい孤こ独どくの身です……」

　会場にどよめきとリョーコの戸惑いの声。それらを聞いてか聞かずか、瀬戸は指を鳴らして合図をする。

　バッ！　と、スポットライトが舞台のある一点を照らし出す。そして何やら大音量でムード演歌のような曲が流れて来た。

「戦いが有り、別れが有りました。苦節数百年……ようやく待ち望んだその時が参りました！　切々と歌い上げますは、この方です。どうぞ！」

　瀬戸の前口上に少し被かぶせるよう、舞台の床ゆか下したから初老の男性がせり上がって来た。女官達による拍はく手しゆと歓声がいっそう大きくなり、男は歌い出した。

「…………」

　リョーコも、見ている西南達もあんぐりと口を開け、その成り行きを啞然と見守るだけだった。

　男の歌はかなり上じよう手ずで、いつしか西南達は、切々と歌うその歌声に聞き入り、男の歌が終わった時には、思わず拍手をしていた。

「なっ、何な故ぜ……」

　客席に向かって深くお辞じ儀ぎをしている男を、リョーコは驚愕の表情で指差す。

「何故ここに、滅亡したはずのバルタギルドの総帥がいらっしゃるんですかぁ!!」

　指差すリョーコに、その男はＶサインを出してニコッと笑った。

「ハッハッハ！　バルタは滅亡などはしておらんぞ、我が曾ひ孫まごよ」

「○＊[image: ￥]＠!?＊＋＊￥＠＊～～～～[image: !!?]」

　リョーコはほとんど錯さく乱らん状態で、発する言葉も意味を成していなかった。もちろんそれは客席にいる霧恋達も同じだ。

「はいはい、落ち着いて」

　と、空中のスクリーンにバーコード状の遺伝子データが二本表示された。

「上がリョーコちゃんの遺伝子データ。そして、下がＧＰの公式データバンクに登録してあるバルタ総帥の遺伝子データ」

　二本の遺伝子データがスライドし重なる。そしてその一部が拡大される。

「バルタの姓を持つ海かい賊ぞくは多いわ。けれど、彼らはそのほとんどが先祖がバルタの構成員だったというだけのこと……」

「こ、これは……」

「貴女あなたなら、このデータの意味は判わかるわね？　そうよ。貴女は本当の意味で、バルタの名を継ぐものなのよ」

「私が……バルタ総帥の？　でも、まさか!?」

「いえ、リョーコ様はバルタ直系の血筋を引かれるお方です」

　いつの間にその場にいたのか、リョーコの副官がスポットライトに浮うかび上がる。

「どういう事!?」

「リョーコ様の母君から、貴女様を託たくされ、その素す性じようを偽いつわりお育てして参りましたのは、ダ・ルマーやタラントから貴女様をお守りするため」

『もし素性が知られれば、殺されるからね』

　副官の隣となりに突とつ然ぜん、映像の人物が投とう影えいされる。

「コマチ・京キヨウ[image: !??]　な、なぜ??」

『驚おどろく事でも無いだろう？　必要があれば、誰とでも取引するさ。話を戻もどすが、ダ・ルマーは未いまだ気付いていないが、タラントは知っていたようだ。だけどその時には迂う闊かつに手を出せないほど、アンタはダ・ルマーギルドでは重要な存在になっていた……。で、エルマを利用して排はい除じよしようとしたわけさ』

「では、私がバルタ総帥の曾孫というのは……本当の事？」

『そういう事。じゃあ、出演料の方、よろしくね』

　そう言うとコマチはチラッと西南の方を見た。咄とつ嗟さに一礼した西南に、コマチは何かを言おうとしたが、小さく手を上げて微笑むと映像は消えた。だが小町が何を言わんとしてかは、西南も雨音も気付いていた。

「どうやら元気らしいですね、静せい竜りよう先生」

「チェッ！　忘れていたのに、思い出させやがって……」

　西南と雨音は小声で囁ささやき合った。

「フフッ、これで納なつ得とく出来たかしら？」

「は、はい……あっ、でも！」

「おおっ！　我が愛いとしの曾孫よ」

　バルタ総帥は感極まったように、両手を広げリョーコに駆かけ寄より抱だき付き、涙なみだを流しながらリョーコに頰ほお擦ずりをした。

「大きくなった！　大きくなったなあ……背も！　胸も！　お尻しりもォォォ！」

　グギャっと顎あごが軋きしむ音と共に、バルタ総帥の顔にリョーコの鉄てつ拳けんがめり込む。

「でも絶対、納得出来ません！」

「お祖父様にとって孫はいつまでも孫のまま。それと同じよ」

「この年ねん齢れいになって、いきなり現れた曾そう祖そ父ふにお尻を撫なでられては堪たまりません！」

「フッ、なかなか腰こしの入った良いパンチだったぞ。それだけの覇は気きがあれば、ワシの跡あと継つぎとしては合格だ」

　リョーコを見る目は、先程までのものとは違ちがい、威い風ふう堂どう々どうとバルタ総帥の名に恥はじぬものであった。

「……跡継ぎ」

　少し気け圧おされたリョーコは、その威い圧あつから逃にげるように瀬戸の方を見た。

「バルタは滅亡なんかしていないわ。現在、樹雷領内にバルタ総帥の治めている自治州があるんだけれど……次の銀河連盟総会で承認され次し第だい、独立王制国家となる予定よ」

「瀬戸様。じゃあ、リョーコって……その、王位継けい承しよう者しやというわけですか？」

「いずれはね。銀河連盟に承認されるとはいえ、まだまだ国として安定するのには時間がかかるし、解決すべき問題も多いわ」

「さよう。リョーコがワシの跡を継ぐといってもまだ少し先だ」

「しかし、私に国王など……」

「その力は十分にあると思っておるがな、副長？」

「はい。組織の長として、リョーコ様の力は、皆が認めるところです。後は……」

「良き伴はん侶りよを見つけるだけか」

　二人はチラッと、西南の方を見た。

「ちょっと待って下さい！　私は……」

「まあまあ。そんなに急く事は無いでしょう？　バルタ総帥殿どの」

　瀬戸は二人の会話に割って入る。それは性急に西南に対する結論を出させようとするバルタ総帥への牽けん制せいだった。

「そうだったな。今日はリョーコに……自分がバルタ直系と認識させるだけでいい」

「……でも、正直、混乱しています。……私……両親が亡くなり、天涯孤独と思ってましたから」

「ゆっくり考えるがいい。王おう宮きゆうに造らせておるお前の部屋も、女によ官かんの教育も今しばらくかかる。音楽隊の歓かん迎げいパレードの練習もあるからな、ハッハッハ」

「まっ、あまり深刻になる必要は無いんじゃないの？　いざとなったら、新しく世よ継つぎを作ってもらえばいいじゃない。まだそっちは枯かれてなさそうだしね」

　リョーコがあまり深刻そうなので、雨音はつい軽かる口くちを叩たたいた。

「プッ！　そうですね。それがいいわ」

「おお、それもそうだな！　若い時分は『モテモテバルちゃん』の異い名みようをとったワシじゃ、今でもちょいとその気になれば！」

　バルタ総帥は雨音達の所に駆け寄ると、雨音達の腰に手を回した。

「のう、お嬢じようさん方、ワシと夜明けのドライブに行かぬか？」

　　　　×　×　×

「リョーコよ……ワシはお前をいつまでも待っておるからな」

　あの後、雨音や珀蓮達だけでなく、水穂に林檎に天てん女によに霧恋、果てはアイリにまでデートを迫せまったバルタ総帥は、頰ほおに真っ赤な紅葉もみじのような手形をいっぱい付け、涙ぐみながら副官に支ささえられて舞ぶ台たいの奈な落らくへと降りて行った。

「せっかく感動の舞台の予定だったのに、なぜ喜劇になっちゃったのかしら？」

「変な演出するからでしょう？」

「朱しゆに交まじわれば赤くなる。瀬戸様と同類なら、仕方ないんじゃありません？」

　ガックリと肩かたを落とす瀬戸に、兼光達は追い打ちをかけた。

「公式行事でなくて良かったじゃありませんか。私的なもののおかげで記録は残りませんから」

「クスッ、でも残念ね。せっかくの舞台なのに、記録しておけば良かったわ」

「アイリはん。ワイ撮とりましたで。最初から最後まで」

「おおっＮＢ、偉えらい！」

「こら！　守秘義務があるんだから！」

　瀬戸は慌ててＮＢを追いかけ回し始めた。

「独立王制国家の承認から十年もすればええやろ？　これも創世の記録には間ま違ちがいないんやから」

「ちゃんと出演料は貰もらいますからね。主しゆ催さい者しやは私なんだから、印税も貰うわよ！」

「ケチ臭くさっ！　樹雷の鬼おに姫ひめはんの言葉とも思えんなァ」

「うちには金にうるさい娘むすめがいるのよ！」

「さあ、西南君達はそろそろ次の任務があるから行きましょう。ほら林檎ちゃんも」

　水穂はアイリと瀬戸、そしてＮＢの言い合いを無視し、西南達と共に瀬戸の言葉に落ち込む林檎をなだめつつ、さっさとその場を後にした。







　　11「産うぶ声ごえ」







　西せい南な達を乗せた小型艇ていは、島しま影かげ一つ見えない海上を疾しつ走そうしていた。

「ごめんなさいね。結局、ろくにゆっくり出来なかったわね」

「気にしないで下さい。どちらにしろ荷物を届けに来ただけですから」

「でも次の任務というのは何でしょうか？　守かみ蛇だ怪けはもう使えませんし、それに……」

　樹じゆ雷らいの海上に出る意味を知っている霧きり恋こは、少し不安げだった。この先にある海上都市は、一いつ般ぱんの人間は立ち入れない場所だからだ。

「魎りよう皇おう鬼きちゃんが、鷲羽わしゆう様のお使いで樹雷に来たのは知っているわね？」

「はい。知っていますが？」

「その運んで来た荷物が、今度の任務に関係しているの。それから珀はく蓮れん達四人は、今回の任務からは外されるから、そのつもりで」

「しかし、それでは西南様の護衛が！」

　珀蓮の声には、少し焦あせりのようなものがあった。それは、任務に対する使命感ではなく個人的な感情に起因していた。

「そちらは大だい丈じよう夫ぶよ」

「では、私達は瀬せ戸と様の所に戻るのですか？」

「この任務の間だけ。ほんの三日程の辛しん抱ぼうよ。その後は、また西南君の護衛任務に戻りますよ」

「了りよう解かいしました」

　水みな穂ほの言葉に、珀蓮だけでなく、全員が胸をなで下ろした。

　　　　×　×　×

　水上都市に到とう着ちやくした西南達は、水穂に連れられていくつかのゲートを通過した後、巨きよ大だいな扉とびらの前にやって来た。その扉は水穂が生体キーとなっているらしく、キープレートの上に水穂が立つと、生体スキャンを始めた。そして数分の後、その巨大な扉は転送ゲートへと変化した。

「さあ、この中よ」

　水穂を先頭に水面のようなゲートへと入って行った先には、巨大な水族館のような場所に幅はば百メートル、高さ三百メートルはあろうかという円えん筒とう形の水すい槽そうがあった。

「皇おう家けの船の調整槽！」

　霧恋が唸うなるように言う。

「ええそうよ。ここは皇家の船専用の調整所よ」

「何か、中にあるわね」

　興味深げにエルマは水槽に近付いて行く。しかし中は暗く、うっすらとシルエットのようなものだけが浮うかび上がっていた。

「ここに連れて来た目的は何なのです？　私達の任務に何か関連があるのですか？」

「そう警けい戒かいしないの、霧恋ちゃん。これは樹雷から西南君へのプレゼントよ」

「俺の？」

「まさか！……いえ、でも皇家の船は、樹選びの儀ぎ式しきを行うところから始まるはず」

「その通りよ。ここにあるのは皇家の船じゃ無いわ」

　と、霧恋に答えるように、どこかから少女の声が聞こえて来た。そして西南はその声に聞き覚えがあった。

　霧恋達が声の方を見ると、少し高い場所にある通路に、守蛇怪のドックで見た少女が水槽の中をジッと見ていた。

「誰だれ、ですか？」

「彼女が、今度の任務に関係しているの」

「あの娘こが？」

　霧恋達の視線が集中する中、その少女はゆっくりとこちらを向いた。淡あわい若葉色の髪かみが風も無いのにゆっくりと靡なびき、まるで蛍ほたるのように淡い光が、少女の全身を照らし出す光景に、西南を除く全員が魅み入いられ、金かな縛しばりにあったかのように動けなくなった。

「フフッ」

　厳おごそかな雰ふん囲い気きがその場を支配し、少女は舞まうように、そして重力が無くなったかのような、軽かろやかなステップで階段を降りて来た。それはまさに神の降こう臨りんと表現すべき光景だった。

「また会えたわね」

　少女は霧恋達に目もくれず、一直線に西南の前へとやって来た。

「君は……守蛇怪？」

「あの子は行ってしまったわ。私はネージュ。ネージュ・ナ・メルマス」

　そう囁ささやきながらネージュは西南の懐ふところへ飛び込んで来た。

「!!」

　その途と端たん、霧恋達の金縛りが解とけた。

「せ、西南ちゃん、その子は!?」

　その時、霧恋だけでなく、その場にいた女性陣じん全員、

　───敵だ！

　そう認識したのだった。

「フフッ。ねえ西南お兄ちゃん。ここにいるのは皇家の船と同等の……いえ、それを凌りよう駕がするかもしれ無い存在。そしてこの子は、貴方あなたに会うため産まれたのよ」

「俺に？」

「フフッ」

　ネージュは、合図をするかのように水穂を見た。

「そう……これが、西南君の船よ」

　と、水槽にライトが当たり、異い形ぎようの船の姿が浮かび上がった。中央のユニット周りに三か所、短たん冊ざくのような四枚のクリスタルのプレートが接合された船。

「あっ、あのプレートって、もしかして？」

　煙けむり水ずい晶しようのようなプレートは、つい昨日、よく似たものを見たばかりだった。

「ええ、この船はプロフェッサー鷲羽の新造艦かんよ。魎皇鬼ちゃんが運んで来てくれたのはこの船なの」

「凄すごい……皇家の船と同等って、こういう意味だったのね」

「これが……俺の船。でも……」

　皇家の船はこの世界でも最さい高こう峰ほうの船だ。それと同等、伝説の哲てつ学がく士しの造った船も最高峰の物と考えていい。それが自分の物になるなど、さすがに話が大き過ぎる。

「こういうのって、税金とか維い持じ費とか、いっぱいかかるんでしょ？　俺の給料じゃ、無理ですよ」

「なんか、悲しいくらい現実的ね」

　いろいろ盛り上げて来た雰囲気が一気に台無しとなり、さすがのネージュも苦笑するしかなかった。

「こちらとしては素直に喜んで欲しかったのですが……」

「ああっ！　すみません水穂様。でも、地球でも俺が持てたのは中古の自転車くらいですし……。それがいきなり最高レベルの宇宙船なんて、話が大き過ぎて……」

「まあ、確かにその方が西南らしいよな」

「そうね」

　雨音と霧恋は顔を見合わせながら苦笑した。

「手続き上の問題は全てクリアされているわ。税務上の問題も同じ。それはすぐに分かると思うわ。それから基本的にこの船は、ここのようにある程度の水があれば、海や湖でもどこでも自己修復をする能力を持っているわ。メンテナンスが必要なのは後から何か補助的なパーツを設置した時だけ。もっともこれだけで能力は完結しているから、ほとんどそういう物は必要は無いけれどね。それと鷲羽様がデータ収集も兼かねて、定期的にチェックして下さるから安心して」

「は、はあ……」

　何だかんだ言いつつも、とりあえず西南の懐ふところ具ぐ合あいを考こう慮りよしてくれているようだ。

「この船は、西南君が宇宙に上がってから捕ほ縛ばくに協力した、海かい賊ぞくの懸けん賞しよう金やら報ほう償しようの対価だから気にしないで。それに西南君の事を聞いて心配した天てん地ち君が、鷲羽様に口を利きいてくれたし、鷲羽様にとっては、西南君にこの船を造るための理由もあった……まあ、科学的興味といったところよ。そこら辺りは、鷲羽様が伝説の哲学士、という事で、うちのお母さんとか見ていれば、何となく意味は判るでしょう？」

「ま、まあ……それは」

　科学的興味の為ためならば、どんな苦労も浪ろう費ひも、人の迷めい惑わくも顧かえりみない───それが哲学士である。

「この船で西南君が何を引き起こすのか……。それを瀬戸様を含ふくめ、みんなが興味を持っているの。だから……モルモットになるのが嫌いやなら断る選せん択たく肢しも……まあ一応、有りなんだけどね」

「受け取って……いえ、受け入れてあげて。この子は産まれる以前から、西南お兄ちゃんの事をマスターとして受け入れてるのよ」

「……うん。わかった」

　水穂とネージュの真しん摯しな眼まな差ざしに、西南は頷うなずいた。二人が受け取りやすいよう、心を砕くだいてくれているのが痛いほど伝わって来たからだ。

「ありがとうございます。有り難く受け取らせていただきます」

「良かった。じゃあ、この船のコードネーム、名前を付けてあげてちょうだい」

「……名前は、もう決まっています」

　西南は船を見上げて、

「守蛇怪。こいつの名前は守蛇怪です！」

　西南の声に反応したのか、守蛇怪のクリスタルが光り、魂たましいが入ったかのように目覚め始めた。クリスタルのエネルギーに反応し、船の周りの水が泡あわ立だち始める様は、母親の羊水から産まれ出ようとする赤子のようであった。

「さあ行きましょう、宇宙へ！　この子も飛びたがっているわ！」

　守蛇怪は今まさに、目覚めの瞬しゆん間かんを迎むかえていた。








【天地無用！ＧＸＰ　第七巻・了】









　　あとがき







注：今回のあとがき劇場は、本文の後に読む事をおすすめいたします。




　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　　　　あとがき劇場　その４




「………わざわざ教えてくれて……ありがとう」

　守かみ蛇だ怪けと共に行方不明となった、西せい南なと霧きり恋こが無事だと聞かされた翌日、お局つぼねの友人から、クイス・パンタが自分に化け、西南と行ったやり取りを教えられた月つき湖こは、愕がく然ぜんとなったまま受話器を置いた。

「……噓うそ、噓、噓、噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓！」

　あまりの恥はずかしさに、月湖は無意識のうちに声を上げていた。

「噓よ噓！　クイス様がそんな事を知るはず無い！　知っているはずなんかあるわけが無いじゃない！」

　月湖は居ても立ってもいられなくなり、勢い良く立ち上がると、居間をウロウロと檻おりの中の動物のように歩き回り始めた。時にその歩を早め、時にゆるりと、時に両りよう腕うでで身体からだを抱だき締しめ、時に所構わず身体を搔かき毟むしり、月湖は自分の羞しゆう恥ちに耐たえていた……が、

「噓……噓よ……どうして知っているの。どうして……」

　ようやく羞恥エネルギーが切れたのか、月湖はその場にへたり込んだ。

「どうして私が思っている事を知っているんですか？」

　西南が守蛇怪で行方ゆくえ不明になったと知った時、月湖はクイスが西南に語った事と、寸分違たがわず同じ事を考えたのだ。


　───どうして私はここにいるんだろうって。どうして貴方と一いつ緒しよに死ねるところにいなかったんだろうって。



　以前、霧恋に話した、もしも西南が地球へ戻もどって来たなら、将来、西南と夫ふう婦ふになるであろうという気持ちは本心からだ。だがそれはあくまで、もっと西南が大人になってから、西南に対する気持ちが育ってからだと思っていた。保護する対象から、共に歩む者へとなってからだと思っていたのだ。

（でも……）

　月湖の顔は恥ずかしさで真っ赤になった。

　今回の事件で、自分の中にある西南への気持ちが、いつの間にか育っていた事に気付いたのだ。

　───少年から、一人の男として。

　それは西南がこの地から旅立ち、月湖も知る錚そう々そうたる人達に認められ、ついには航路設定限定とはいえ、一艦かんの艦長となった事が関係しているのであろう。

「……でも、でもそんな事！」

　たとえ月湖自身が、西南を一人の男として認めたといっても、まだ相手は未成年。想いを伝えるなど時期尚しよう早そうだし、それ以前に、いつの間にか地球の年齢感覚に慣れた月湖にとって、四十歳さい以上離はなれた少年に本気になっているなどと、恥ずかしくて口外出来るものでは無い。当然、その想いは、西南がそれなりの年ねん齢れいになるまで、胸の内に秘めておくつもりだったのだ。

（クイス様～～っ！）

　今回の件はまさに、出すつもりのないラブレターを、勝手に出されてしまったようなものである。

「バカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカぁ～～～～～～～!!」

　再び月湖はあまりの恥ずかしさに、座ざ布ぶ団とんに顔を埋うずめて畳たたみの上をのたうち回っていた。が、その時……、

「大だい丈じよう夫ぶか、母ちゃん？」

　と、縁えん側がわの方から海かいの声がした。

「かっ海[image: !!?]」

「ストレス？　それとも欲求不満なんじゃねえの？　だったら父さんと再さい婚こんすりゃいいのにさ」

「じょ！　冗じよう談だんでも怒おこるわよ、海！」

「それより、腹へった。飯はまだぁ？」

　海は欠伸あくびをしつつ、短パンの中に手を突つっ込んで尻しりを搔きつつ、ブッとオナラのおまけ付きで言った。そのデリカシーの無さに、月湖の頭に血が昇のぼる。

「これで菓か子しパンでも買って食べてなさい！」

　月湖は海に五百円玉を叩たたき付けると、裸足はだしのまま外へ蹴けり出した。

「まったくあの子はぁ～～～っ!!」

　脱だつ兎との如ごとく逃にげて行く海の後ろ姿を睨にらんでいた月湖は、ふとすぐ側そばに砂さ沙さ美みが立っているのに気付いた。

「さっ、砂沙美ちゃん!?」

「相変わらずよねぇ、海お兄ちゃんは」

　砂沙美はまったく動ずる様子もなく、ニコニコと笑いながら、野菜や果物が入った大きなカゴを縁側に置いた。

「これ、魎りようちゃんが樹じゆ雷らいのお土産みやげに貰もらったお裾すそ分わけだよ」

「あっ、ありがとう。わざわざご苦労様だったわね」

　月湖は乱れた衣服や髪かみを整え、砂沙美に微笑ほほえみかけた。

「魎ちゃんがね、西南お兄ちゃんは元気だったよって。ねえ、魎ちゃん」

「……みゃあ」

　月湖の剣けん幕まくに驚おどろいて、砂沙美の陰かげに隠かくれていたＢ型魎りよう皇おう鬼きは恐おそる恐る顔を出した。

「そ、そう……ありがとう、魎ちゃん」

　月湖が微笑みながら頭を撫なでると、ようやく安心した魎皇鬼は、砂沙美の頭にチョコンと乗っかった。

「あのね月湖おばちゃん。砂沙美は月湖おばちゃんの事、応おう援えんしているからね」

「……えっ!?」

　にこやかに言う砂沙美の顔を、月湖はマジマジと見つめた。

「霧恋お姉ちゃんにも頑がん張ばって欲しけれど、月湖おばちゃんもお似合いだよ」

（しっ、知ってる!?　何な故ぜ??）

　月湖は樹雷での事を、目の前の砂沙美が知っている事に気付いた。

「………砂沙美ちゃんは……いつからここにいたのかしら？」

　恐る恐る尋たずねる月湖に、

「月湖おばちゃんが電話をしている時から♡」

　と、砂沙美は満面の笑みで答えたのだった。





終わり
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　今回、本業の新企画との兼かね合いで、なかなか頭の切り替かえが出来ずに、苦戦してしまいました。何か月も、一行も進まないなどという状じよう況きように陥おちいったのは、久しぶりで、ちょっと焦あせってしまいましたが、何とか決着がつきました。

　これまでＧＸＰを七冊も書いていて、いまだに頭の中に画えの方が先に出来て、それをなんとか文章で表現する癖くせが抜ぬけきれません。

『百ひやく聞ぶんは一見にしかず』

　この言葉をいつも痛感しています。まあ、時として文章の方が全然楽な場合も多々ありますが……。




　さて、次巻は今回、本体のみだった、Ｂ型福ふくちゃんが出ます。もう全編、福ちゃんの愛らしい大活かつ躍やくが目白押し。可愛い可愛い可愛い可愛い可愛い可愛い可愛い可愛い可愛い可愛い可愛い！────というわけで、次巻でまた。
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